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はじめに

このたび，鷹野遺跡の調査報告書を公刊することになりました。この

報告書は，長崎県教育委員会が、事業主体である地域振興整備公団の要

語を受けて緊急発掘調査を行なった成果を，調査報告書の第III集として

取りまとめたものであります。

発掘調査は、昭和53年 4月から昭和57年 1月まで，工業団地予定区域

内の西輪久道，鷹野，平の 3遺跡について実施いたしました。

地下の埋蔵文化財は，私たちが遠い祖先から受け継いだ遺産であり，

これを損なわないで，後世に引き継ぐことは私たちに課せられた責務で

あります。

開発事業は，規模の大小にかかわらず遺跡破壊の問題を抱えておりま

すが，文化財サイドと開発サイドとの緊密な連絡と調整によって不作為

の遺跡破壊は回避できる余地が十分ありますし，その実績も多く持って

おります。

諌卒中核工業団地については，計画段暗から埋蔵文化財の保護には地

域振興整備公団に，特に配慮していただき，長牟田遺跡 (2ha)は緑地

公醤として現状保存し，また鷹野遺跡内の炉跡 3基は移築復元し，諌早

市郷土館に展示されています。

本調査に御協力を賜りました関係の皆様に厚くお礼を申し上げますと

ともに，この調査報告を通して埋蔵文化財についての理解を深めていた

だければ幸いです。

昭和61年 3月

長崎県教育長

伊藤昭六



ヨ一口{列

1.本書は諌早中核工業団地造成に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書

の第凹分冊である。

2.調査遺跡，期間，所在地は次のとおりである。

昭和50年12月4日~昭和50年12月10日(試掘調査)鷹野遺跡

(本調査)

長崎県諌早市津久葉町に所在する。

3.発掘調査の事業主体は地域振興整備公団で，調査指導を長崎県教育

委員会が行い，副島和明(文化財保護主事)，中村和正(現，外海町教

育委員会)，中田敦之(現，松浦市教育委員会)が担当した。

4.整理作業は長崎県教育委員会が行い，副島，伴耕一朗(文化財調

~昭和56年 6月昭和54年 6月

査員)，小野ゆかりが従事した。

5. 本書は分担執筆した。 1，II， IV， V - 1， 3 -(1)， IVーし 2

-(1)， 3， VII， VIIト 1-(1)，(2) ①， 2-(1)，を副島， III-1を久原

巻二(文化課研修員)， IV-2小野， V-3一(2)川畑敏則(文化課研修

員)， V - 2 -(2)， (3)， (4)， VI-2 -(2)， (3)， (4)， VIII-1一(2)一②，

(2)を伴が執筆した。

6. IX-2は，奈良教育大学市川米太教授， IX-3は，糊元興寺文化財

研究所松田隆嗣研究員， IX-4は，大阪市立大学粉川昭平教授に玉稿
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を賜わった。

7.遺物の実測・製図は副島，伴，小野， 111畑，中村，松岡清美，森洋

子，富田知江，宮崎美保，広川裕子(整理補助員)が行った。

8. 出土遺物は，長崎県教育委員会が保管している。

9.本書の編集は副島，伴が担当した。
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1 .調査に至るまで

諌早市の西部地区である貝津，久山町に諌早市による内陸工業団地造

成が計画され，昭和49年 5月27日に諌早市長より予定地域内の埋蔵文化

財についての調査の依頼を受けた。長崎県教育委員会(以下，県教委と

する。)は昭和49年6月14日~向年 6月15日までの 2日間，計画区域内の

現地踏査を実施し， 3箇所の遺跡を確認した。

その後，昭和50年に「県央新都市開発整備構想、Jが策定され，種々の

計画の中で内睦工業団地計画も諌早中核工業自地として構想、を新たにし，

同年2月に長崎県知事，諌早市長の要請を受けた地域振興整備公団(以

下，地域公団とする。)によって，工業再配置政策推進の一環として，長

崎県とくに「県央新都市j開発整備の展開される県央部の適正な発展，地

域形成を図る中核的な機能を果すように計画策定されたのが，諌早中核

工業団地造成計画で，開時に事業主体が諌早市，諌早市土地開発公社か

ら地域公団に移管された。

当該団地の計画面積は約230haで，工業用地は，約109haにおよぶ大規

模な工業団地の造成計画であった。

昭和50年 2月以降，県教委は地域公団と造成予定地内の埋蔵文化財の

取扱いについて協議を重ね，地域公団の要請を受けて，昭和50年12月4

日~同年12月20日までの17自問にわたり，現地踏査で確認した 3箇所と

試掘調査時に発見した 1箇所を含む 4遺跡についての試掘調査を実施し

た。(調査結果についてはII，およびtTab.1を参賄)

県教委は調査結果に基づいて，地域公屈と協議を重ね， 4箇所の遺跡

のうち，長牟田遺跡については緑地公園として現状のまま残すことにな

り，他の遺跡については記録保存処置を行うことになった。

また，諌早中核工業団地造成に伴う発掘調査については，調査の事業

主体は地域振興整備公団諌早開発所で，調査の指導を長崎県教育委員会

が行うことで，昭和53年4月より昭和57年 1月まで発掘調査を実施した。

註 1 長崎県教育委員会，地域振興整備公団 1981 f西輪久道遺跡・鷹野遺跡J

害車早中核ヱ業団地関係埋蔵文化財発掘謁査
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11. 調査経過

1 .試掘調査

昭和50年12月4日~同年12月20日までの17日間，現地踏査で確認した

遺跡の調査を実施した。

現状は畑地，果樹国と大部分は山林で，踏査の際に多量の遺物を採集

した遺跡である。標高約30m~37m程の丘陵上にA~D トレンチを 4 笛

所設定した。 (A~C トレンチは 2mX2mの計28m'0) 

各トレンチ共に遺物の出土量が多く， Cトレンチで縄文時代早期の炉
註 I

社を 1基検出した。遺物は縄文時代早期の土器，石器類が第II層赤褐色

粘質土より出土した。調査結果より遺跡の範囲は更に西側へ拡がること

が予察された。

併せて，西輪久道，平，長牟田遺跡の試掘調査も実施した。 (Tab.1を

参照)

以上の調査結果を踏まえて協議を行い，記録保存することになった。

Fig. 2 諌早中核工業団地関係遺跡及び試掘壌

ηr
“
 



番

号

1 

2 

3 

4 

2 .本調査

発掘調査は西輪久道，鷹野，平遺跡、の順序で昭和53年4月24日から西

輪久道遺跡の調査を実施し，終了後鷹野遺跡の調査を行った。

調査は昭和54年 6 月 ~7 丹に遺跡の南側丘陵部分の山頂部を削平し

て九州横断自動車道建設工事が進み，当該工業団地の境界部分について

併行して削平工事を行いたいとの要望が地域公団よりあり，一時西輪久

道遺跡の調査を中断し，工事区域部分の謂査を先に実施した。

西輪久道遺跡の調査終了に伴い，同年11月より本格的に調査を実施し

た。調査はA地点、の南側から北側の丘陵先端へと進めて行った。(発掘調

査終了時まで，鷹野遺跡東側丘陵部，西側丘陵部という呼称を用いてき

たが，本報告書より， A地点， B地点、という呼びかたに変更する。)

A地点は先土器時代のナイフ形石器，細石器を主体とする石器群，縄

文時代早期~前期初頭にかけての集落社，近世の列石群等を検出した。

また，雑木林に覆われた西側丘陵部の一部について，削平工事が行わ

れた際に縄文土器片数点が発見され，新たにB地点(西側丘陵部)の伐

採，および発掘調査をA地点の調査終了後に実施した。

このB地点では縄文時代早期の遺構群を検出した。

調査は昭和56年 6月まで実施し終了した。(その後，遺構の実測，およ

び補完調査を平遺跡の調査と併行して行った。)

この間，昭和56年 5月に鷹野遺跡の 1号竪穴状遺構の地上写真測量を

実施した。

同年 5月に 2号・ 20号集石， 11号炉穴遺構の炉牡 3基を理化学的保存

処寵後に遺構部分を切り取る作業を，奈良国立文化財研究所の遺物処理

Tab. 1 諌早中核工業団地関係試掘調査遺跡

確認した 試堀
遺 跡名 所在地 時 期・内 作廿ヤ

分布函積m' 面積m'

西翰久道遺跡 諌早市貝津町字西翰久道 8.000 88' 先土器~縄文時代の包蔵地。ナイ 7形石器、利片、土器片。

鷹野遺跡 1/只i幸町字鷹野 10.000 28 縄文時代の集落跡。炉社、土器片(縄文早期)

長牟因遺跡 "若葉町字長牟田 25.000 24 先土器~縄文時代の包蔵地。中世の山域。複合遺跡。

平 遺 跡 "貝津田I字平 7.000 16 縄文時代の包蔵j車。

言十 45.000 156 
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研究室長沢田正昭，秋山隆保技官の現地指導を受けて実施した。(現在諌

早市郷土館に展示中。)

発掘調査は昭和53年 4月~昭和56年 1月まで実施し，本報告書(第III

集)の刊行をもって，中核団地関係の発掘調査事業は全て終了しました。

この間，文化庁水野正好調査官，別府大学賀川光夫教授，橘 昌信助

教授，奈良教育大学市川米太教授の現地指導をいただきました。

地域指輿整備公団諌早開発所，諌早市教育委員会，県内外の皆様と発

掘調査に従事していただいた市内の調査補助員の方々に感謝いたします。

Tab. 2諌早中核工業団地関係遺跡一覧表

調査年度 i童 財: 名 分布面積 調査面積 言理査期間
言湾 査

務査員
m' m' tI!当者

昭和53年度 西幸喜久道遺跡 8.000 3.375 S53.4 .24-S54. 2.9 高IJ 島
稲富

中村

西車喜久道遺跡 ( 8.000) 1.525 S54. 4.9 -S54.11. 1 高リ島
中村

中国

昭和54年度

鷹野遺跡 10.000 1. 785 S54.11.1-S55. 1 .30 副島
中村

中国

鷹野遺跡 (10.000) 3.625 S55.4.8-S56.1.30 面目高
中村

中国

昭和55年度

平 i童 跡 7.000 23 S56.1 .20-S56. 1 .30 冨Ij島
中村

中回

鷹野遺跡 (10.000) 500 S56.4. 7 -S56.5.30 同j鳥
中村

中回

昭和56年度

平 i童 跡 ( 7.000) 2.800 S 56. 6 . 1 -S 57. 1 .20 亘IJ島
中村

中国

平 遺 跡
昭和57年度 報告書作成 S57.4.I-S58.2.28 首i島 片山

長 牟 図 遺 跡

西翰久道遺跡

昭和58年度 整理作業 S58.4 .1-S59.3 .31 前1島 {半

鷹野 遺 跡

西翰久道遺跡、 報告書作成

昭和59年度 S59.4 .1-S60.3 .31 前島 !半

目草野遺跡 整理作業

昭和60年度 鷹野遺跡 報告書作成 S60.4.I-S61.3.31 亘Ij良 1半
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III .遺跡の地理的歴史的環境

1 .地理的環境

鷹野遺跡、は，大村湾(津水湾)の最奥部南岸の丘陵地帯にあり，西大

J I!に沿った標高24~37mの北向き緩斜面上に立地する。行政上は諌早市

津久葉町(I日貝津町)に所在しており，北緯32度49分17秒，東経130度00

分27秒に位置する。

遺跡の所在する諌早市は，杷前半島から長時・西彼杵半島と島原半島

とが分岐する地峡部にあり，鉄道・主要国道が交叉する交通の要衝となっ

ている。人口88，374は，長崎・佐世保に次いで長崎県内第三位であり，
詮 1

県内市町村中最も人口増加が著しい。面積は146.8km'である。東に有明

海，西に大村湾，南に橘湾(千々石湾)と三方を海で屈まれ，北には秀

蜂多良がそびえている。多良山系から流下する本明川沿いに市街中心地

があり，本明川のもたらす土砂は遠浅の有明海へ干拓地を拡げ，諌早平

野という県内最大の穀倉地帯をつくっている。昭和40年代後半からは，

長崎市の人口膨張と工業再配置策によって住宅司地や工業団地が造成さ

れ，人口も急増するとともに都市機能も拡充し，県央の中核都市として

の面白をますます高めている。

津久葉町は諌早市の西端にあり，西隣の西彼杵郡多良見町と接する地

にある。以前からの貝津，久山，若葉の三町から一文字づつをもらってつ

くられた新しい町である。工業団地の進出や長崎自動車道の建設によっ

て，にわかに変貌をとげた地域である。

周辺の地形は大きく山地，丘陵と平地に分類できる。出地は，遺跡の

南方背後にそびえる井樋ノ尾岳 (406.8m)，八天岳 (296.7m)などの溶

岩円頂丘(トロイデ)群で，喜々津一矢上と東大川一江浦川の 2つの線

にはさまれた地域の南半部に当る。これらは山陰系火山活動による安山
註 2

岩類からなり，長崎火山の中央部をなしている。
設 3

丘陵は，諌早炭田を挟む古第三紀の砂岩を中心とした堆積岩による地

形で，碁盤ノ辻 (270m)や高岳 (137.9m) など南に高く，北へ高度を

逓減して，遺跡近くでは50m内外の低い丘陵となっている。碁盤ノ辻，

高岳や城山は頂部に玄武岩をのせ，一層平頂をつくっている。丘陵は，

北西一南東方向とそれに直交する北東一南西方向との断層起源と思われ
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る侵食谷が顕著で，小さく分断されている。西大nl・久山JII・東大川の

丘陵内を流れる河系模様も，斜格子状に近くなっている。

大村湾南岸に開けた平地は，国道34号線や国鉄長崎本線も走る生活の

主要舞台、で，氾濫原や海岸王子野に加え，一段高《海岸段丘地形も見られ

る。しかし有明海側に比して低平地の発達は弱く，大村湾の南奥部(津

水湾)では， -10mの等深線が沿岸まで迫っている。

西大川は碁盤ノ辻北麓に源を発し，東北流して鷹野遺跡近くで小支流

を加え，その後北流して大村湾に注いでいる。国土地理院発行の地形図

上では，約3.3km程の長さがあり，幅狭い谷底平野をつくっている。谷頭

部での勾配は大きいが，中下流は比較的なだらかで，大きな遷移点もな

しユ。

鷹野遺跡は，碁盤ノ辻から北へのびた丘陵のひとつが西大JIIの谷底平

野に到達する所にあり，遺跡の中心部は現河床から比高15mを測る。大

村湾岸から直線距離で約1.4km，西大川に沿って約2.5km奥に在る。現在

は高速自動車道や工業団地造成による削平のため，地形の旧状をとどめ

ないが，以前は古第三紀層からなる老年期性の丘陵が展開し，標高80mの

小独立丘陵の北緩斜面の先端に遺跡は占地し，前面に西大JIIのつくった

幅約80mの氾濫原がみられたー

大 村 湾

。 10km 橘

Fig. 3 周辺地質図
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Fig. 4 遺跡周辺の地形連続断面図

註 4

Fig.5は鷹野遺跡を中心とした半径10kmの範囲の遺跡を時代別，標高

帯別にグラフに示したものである。先土器時代44，縄文時代127，弥生時
註 5

代50の計221遺跡が所在し，調査の練密など考慮しなければならない点も

多いが，立地の全体的傾向を示していると思われる。このグラフに向地

域内の地形の高度頻度曲線を重ね，標高帯ごとの遺跡分布と面積との比

率を比較してみたo 地形の高度頻度の特色は，諌早干拓地を反映して，

標高20m未満の面積が最も広く (17.0%)，高度を増すにつれ比率は下っ

ている。第三紀層の丘陵地形や多良山系の山麓端に相当する40~160m

が，地域内の面積の半分近い47.7%も占めている。遺跡の分布比率では，

40m未満が49.3%と多く， 60m未満まで加えると60.2%まで増え，全体

として平野面や丘陵端に立地している遺跡が多いことが知れる。島原半

島問様， 200m前後にも小さなピークを見せている。これに対して100m

近くは，地形の面積に比して遺跡分布が少ない。ここは丘陵の尾根筋や

沖積平野との比高差のある山麓に当り，遺跡の立地が途切れることがわ

かる。

一 7
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Fig. 5 周辺の標高帯別遺跡、分布と高度頻度曲線
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π、

註6 註 7 註8 註9

西大JlI流域には，鷹野遺跡を初め平，西輪久道，牛込A'B，雀ノ:倉
註 9 詮 9 註10

浜田，柿崎，東大久保など多くの遺跡が立地し，しかも先土器時代から

縄文時代へ至る被合遺跡がほとんどである。平・浜田遺跡は沖積地に立

地しているが，他は丘陵や段丘の先端にあり，西大川の氾濫原に面して

比高の小さい遺跡ばかりで，共通性が多い。また鷹野・西輪久道や牛込

などは，浅い谷や回地状の地形を遺跡内にもっており，何らかの意図的

利用も考えられる。またこれらの遺跡のほとんどは，比較的安定した遺

物包含層や遺構を有しており，洪積世末から沖積世初めにかけての大き

な地形環境変化の中にあって，低標高ながら大きな自然的地形改変を受

けなかったことを示している。薄い沖積層を除去すれば，往時も現今と

似た地形環境をしていたと思われる。
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ヴュルム氷期の極盛期をすぎて，大村湾にようやく海水がもどってこ

ようとするころこの地域にヒトが住みついたと思われる。海水準は一時

的な停滞を経て沖積世に入ると急激な上昇を見せ，6，000年前ごろには現
註11

海面をこえる縄文海進がおこっている。鷹野遺跡から得られた C14
年代

は，9，000年前というものが多いが，そのころを遺跡の主体と考えると当
註12

時の海水準は， 20~10数m低位にあったという。仮に15m低いとすれば，

海岸線は約 8kmほど沖にあり，西大川は東大川や久山川を合わせて，狭

い大村湾へ注いでいたことであろう。従って現海水面下にも多くの遺跡、
詮13

が沈んでいると考えられる。また炉跡から検出された樹種の同定によれ

ば，コナラなどの落葉広葉樹が多く，増温期にあるとはいえ現在よりは

やや冷涼な気候下にあったことを示している。

雲仙・多良・長崎火山の三山塊にはさまれた諌阜地峡西部の低丘陵地

にあって，この西大川流域は地形・水や動植物資源など当時の生活を支

える条件にも恵まれ，多くの遺跡の立地をみたと思われる。

2.周辺の遺跡

鷹野遺跡の馬辺には他にも多くの遺跡が立地している。まず，先土器
註6 註7

時代から縄文時代にかけては，平遺跡 (12)，西輪久道遺跡(10)，牛込A・8
註8 註 9 詮9 註 9

遺跡(22・21)，雀ノ倉遺跡 (20)，浜田遺跡 (19)，柿崎遺跡帥，東大久保遺
註10

跡 (4)等がある。雀ノ倉遺跡，牛込A.B遺跡は，旧大村湾に突出した標

高10~20m程の丘陵上に立地しており，低湿地を挟み柿崎遺跡と対持し

ている。また，棉崎遺跡の約150m東には湧水地点があり，現在も溜池と

して利用されている。平遺跡，西輪久道遺跡は，鷹野遺跡と同様に，西大

"'流域にあり，中核工業団地区域に立地している。前者は河川により形

成された標高26~29mの沖積地にある。後者は，中流の河岸段丘上，標

高約20mにあり Fig.5を参照すると両者とも遺跡の集中する標高 0

~40mの範囲に含まれる。前述の遺跡もほとんどこの中に含まれており，

ひとつの傾向を示している様に思われる。

弥生時代から古墳時代にかけての遺跡には，箱式石棺を出土した貝津

横島A遺跡(3)，標高約10mの小丘上に立地している滑川遺跡(5)，化麗大島

遺跡(16)，久山古墳(13)等が挙げられる。滑川遺跡は現在，数墓は破壊され

ているが，ある程度の基数は包蔵されている。
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中世には津水港が栄え，城・砦等が造られ，それらが中世の遺跡とし

て確認されている。例えば，標高38~40mの丘陵の先端部に位量してい
註6

る長牟田遺跡(9)は，山城跡があり丘陵を由形に切断した遺構が残されて

いる。尚，この遺跡は諌早中核工業田地内の緑地公爵として保存される

ことになっている。また，本丸跡が山頂に，馬出跡が山の中腹部に残存

している久山城遺跡(7)，その北には，二重の空濠や，土塁，石塁等が確

認されている真崎城跡などもある。

近世に至っては，小倉を出発点として海外との唯一の玄関口であった

長崎へ向う長崎街道が通るなど，太古の時代から現在に至るまでの歴史

の流れが感じられる。

Tab. 3 局辺遺跡地名表

番号 遺 跡 名 遺 跡、 所 在 I也 時代 種 2日遺構・出土遺物等 {蔚 考

1 西{左竹遺跡 議早市貝津町西佐竹 縄文 祭礼遺跡? 石斧 4本が一括埋納 議阜市教育委員会所蔵

2 貝津横島B遺跡 員津町横島 縄文 散布地 黒B霊石和j片

3 只津横島A遺跡 員津町横島 弥生~古墳 墓 社 箱式石本吉

4 東大久保遺跡 員i幸町東大久保 先・縄文 散 布 地 級石核・石室長

5 滑)11 遺 跡 久山町滑JII 縄文~古墳 墓祉・包蔵地 箱式石キ官・石匙・土器

6 赤島遺跡 久山町 縄文 散布地 削岩号・剥j片

7 久 山 城 久山町 中世 山 城 本丸・馬場

8 笹原遺跡 久山町 縄文 散布地 黒曜石!/dJ片

9 長卒回遺跡 i宰久葉町長牟田 縄文・中世 包蔵地・山城 ニt器・石銭等 縁地保存

10 回検久道遺跡 i幸久楽町 先・縄文 集落主上 炉主上・土器・級石刃等 本書

11 鷹野遺跡 i幸久葉町 先・縄文 集落祉 集石・炉穴遺構・工房社

12 平 遺 勤: i幸久葉町 先・縄文 包蔵地 土器・細石刃・石是・石室証等

13 久山古墳 久山町 古墳 古 壌 上部が創平されている。

14 下後古場遺跡 土師野尾町 縄文 散布地 黒曜石剥片

15 船蔵石遺跡 土師野尾町 積石塚

16 化屋大島遺跡 西彼杵郡多良見町化屋名 弥生 墓 社 箱式石棺・7基・耳目葬土器

17 fじ屋遺跡 B 11 縄文 数 布 地 黒H龍石，1<tl片

18 合戦場遺跡 11 縄文 散布地 黒H程石和j片

19 浜田遺跡 諌早市貝i幸町 先・縄文 包蔵 j也 土器 .t蚤器・石銭等 調査により消滅

20 雀ノ倉遺跡 只i宰富T 先・縄文 包蔵地 石釣・石核・細石刃等 11 

21 牛込 B 遺跡 員津田I 先~古墳 包蔵 i也 土器・石室族・台形石器等 11 

22 牛込 A 遺跡 貝津田I 先・縄文 包蔵 1也 土器・ナイフ形石器等 11 

23 岩下遺跡 貝津田I 縄文・近世 包蔵 I也 石垣・建物社・掬磁器等

24 柿崎遺跡 貝i幸町 先・縄文 包蔵 1也 聖堂群・ナイ7形石器・模形:fi器 調査により一部削減

nu 
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Fig. 6 周辺の遺跡
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N.鷹野遺跡の調査

1 .調査概要

遺跡は西大JI!流域に形成された標高約24m~37m程の低丘陵上に立地

し，浅い谷部を狭みA地点(東側丘陵)と B地点(西側丘陵)に分れる。

遺跡は諌阜市津久葉町に所在し，調査対称面積は約10，000ばである。

調査はグリット方法で実施し，磁北を基準にして東西・南北に各 5m

単位の網目方眼にグリツトを組む。(列A 1区，イ -32区)

A地点の調査 発掘調査は当核団地造成計画に合わせ， A地点の南側より開始した。 S

T-12， T~V-15， T' V-18， Y・Z-18，Y~ロ 22区の調査を

実施した。その結果は遺物の包含もなく終了後に工事着工となった。

本格的な調査は S区から北側へ向って開始した。当初 5mX5m単位

の調査で遺構等の検出が遅れ，掘り過ぎた件数が増えたために，途中よ

り10mX10mの範囲で掘り下げる方法に切り替えた。

遺跡は日~B-2~1l区に先土器時代の細石器文化所産の集石遺構 1

基と遺物が検出された。

遺跡のほぼ全域より縄文時代早期末の遺構群(竪穴状遺構4基，集石

遺構16基，炉穴遺構9基，不明遺構8基，牒群5区，ピット群等)と遺

物が多数検出された。

この縄文早期の遺構群の存り方から，小規模な集落社が形成されてい

たことが窺われる。遺構群は第11層で検出され，第II層はC14年代測定で

36，200 :t:i認Y.B.P(35，200士詰認y.B.P) の年代を得ている。

また， C~H-8~14区に近世の列石群と集石土壌 1 基が検出された。

この遺構構築の際に先土器・縄文時代の包含層・遺構を壊している。

B地点の調査 A地点の調査終了後に北側部分より調査を開始し，南側の谷部へと拡

げて行った。調査面讃は約2，OOOm'程の狭い範囲であったが， 1，650ぱ程

の調査を実施した。

縄文時代阜期前半~中葉にかけての遺構群(竪穴状遺構 2基，集石遺

構10基，炉穴遺構20基，石蓋土壌 1基，瞭群 3基，不明土壌 3基等)と

多数の遺物が検出された。遺構群は検出状況より第II層とIII層に分れ形

成時期に若干の時期差があるようだ。

また，ニ・ホ-35・36区で中世の不明土壌を 1基検出した。

以上の調査状況の中でドーナツ状土墳と呼称される大小さまざまの土墳
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がA地点、117基， B地点、14基程検出され，包含層を破壊しており，この土

墳形成前の古環境のやでの生活跡の形成を知るうえで，大変重要な遺跡

の調査であった。

調査は昭和54~56年度にかけて， 5，900m'について実施し終了した。

Fig. 7 調査g及び遺跡周辺地形図
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2 .層位

遺跡は地理的・歴史的環境の中で触れているように，高岳・碁盤ノ辻

からなる丘陵部より北西に 4つの尾根が延び，その谷部からの流れを集

水して大村湾に注ぐ西大川が走り，その上流域に位置し，標高約80m程

の低山頂より南→北側へ急傾斜で，標高40m位からなだらかな傾斜面に

変わり，一担テラス状の平担部を形成して東側および北側に急激な傾斜

でもって西大川に至る。

A地点、はその平担部分に当り， B地点、は狭い範囲の平担部から南側に

傾斜する浅狭な谷間に生活面が検出され，西側に更に浅い谷部があり，

南側の山頂を背部にして三方を河川および谷部に屈まれた丘陵上に立地

している。

A地点の層位 調査区の東西，南北の土層断面で解かるように，ドーナツ状土墳の形

成覆土の断面が至る所に観察されるが，全体的に整然とした土層堆積を

示している。

縄文時代の包含層はこの第II層で遺構・遺物が検出されている。

ただ， C-9~11区， C~H-8~10区付近は列石構築の際に削平さ

れており，土層堆積状況が違っている。 B~G-2~9 区の列石遺構外

の先土器時代の細石器文化所産の遺物が多量に集中していた地区の土層

堆積は表土，第II層黄褐色土，第III層赤褐色土，第IV層黄褐色1昆砂醸層，

砂岩岩盤に至るが，削平のために第II層は部分的に検出され，ほとんど

が第III層赤褐色土である。

第II層および第III層上面には縄文時代の遺物が出土し， D. E-7・

8区に検出された 2号竪穴状遺構の西側断面は第II層・ III層面を掛り込

んで構築されている。

この地区での先土器時代の包含層は第四層に集中して出土し，第IV層

および砂岩盤上に集石遺構が 1基検出されている。

B地点の麗位 S~T-30~33区， W~Z-36 ・ 37区の丘陵部の先端部分に当り，土

層堆積もみだれ，諜石が集中して検出されるなどで，良好でbはなかった。

また，へ・ト -34~36区の調査区は 3 方からの土砂の堆積で 2m程埋っ

ており，土層堆積状況の確認のみで調査継続を取りやめた地区である。

丘陵の平担部分U~Y-30~35区の土砂堆積状況は表土，第 II 層黄褐

色粘質土，第III層赤褐色粘質土と堆積し， 1m程で砂岩の基盤に至る。
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また，南側の浅い谷部に形成された土層堆積状況は北→南側への急な

傾斜にそって、一担なだらかな面にレンズ状に約2.6m程深く堆積する。

堆積土は基本的に 1~VI層・基盤と同様な状況を示すが，新たな土層

が検出されている。第11層とIII層の聞に②層濁暗赤褐色粘質土(小さな
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赤色醸・基盤へと堆積状況を呈す。
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V.鷹野遺跡、A地点

1 .先土器時代

(1)遺構

集石遺構 遺跡、の北端部分のC-8区で，細石器を主体とする石器群の遺物集中

(Fig. 10 ) 範囲に 1箇所検出された。

第III層赤褐色土直下から第IV層黄灰色岩盤直上で，砂岩の板状石と拳

大位の玄武岩諜13{屈を利用して帯状にみられる。また，北側に玄武岩醸

が8個程みられ，もともと集石されたものが散乱したものであろうと考

えられる。それらの醸石は火熱を受け赤変し，炭化物も集中して検出さ

れた。遺物は細石刃と砕片が各 1点出土。
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Fig. 10集石遺構(1/30)
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( 2 )出土遺物

先土器時代の遺物は第III層に細石器を主体とする石器群とナイフ形石

器を主体とする石器群の遺物が出土している。

細石器を主体に

する石器群の遺物

遺跡の北端部分に当る B~H~Z~l1区の第四層面で検出した。

遺物は細石核 4点，細石核調整剥片 2点，細石核のプランク 2点，細

右刃643点が出土した。その内，細石刃の接断面接合が 6例ある。

1~3 は半円錐形状を呈す。 1 は細石刃剥離痕が 7 条みられ，調整打

面で，底・側面部は両面より交互に謂整を施している。一側面部に自然

面を残す。また剥片剥離の打角は直角に近い。

2の打面は平担面に調整し，背面より謂整剥離で側面部を作り出し，

背匝部分は自然面を残す。剥片剥離の打角は鈍角に近い。

3は正面に 5条の剥離痕が残る。打面は平担面に調整剥離し整え，側

面部分は背面より調整を施す。

4は円錐形状を呈す。打面は調整され，側・背面に自然面を残す。

利用石材は黒曜石A製 2点; B製 1点， c製 1点。

細石器

(Fig.ll-1 ~ 4) 

細石核ブランク 5， 6は甲板部分が幅挟で，細長く舟底状を呈す。 5は周縁加工され

(Fig.ll-5， 6) たものを，側面側より一撃で打面の甲板部分を作出し，打面および側面

部分より調整剥離で整えている。黒曜石A製。

6は雇平な離を利用し，一撃で甲板部分を作出し，両側面に粗い調整剥

離を施し整えている。一側面に自然面を残す。黒曜石B製。

細石核再生剥片 7は半円錘形状を呈する細石核の細石刃剥離面再製のための調整剥片

(Fig.ll -7， 8) で，細石核の側面の先端部よりの打撃で調整している。黒曜石A製。

8も同様な調整剥片で，細石刃核の打面部より調整されたもの。黒曜

石B製)

掘石刃 細石刃は頭部，中間部，先端部の部位別に分け記載した。

(Fig.ll-9 ~ 14 9 ~14は接断面接合した細石刃で， 6例みられる。

Fig. 12--19 ) 9は頭部と中間部が接合し，現長4.3cmX幅0.7cmを計り，接合距離は

2.5mである。黒曜石B製。

10は中間部と先端部が接合し，現長3.4cmX幅0.8cmを計り，接合距離

A
U
 

η
L
 



その他に出土した

細石器

細石核

(Fig19 -481) 

はO.2mである。黒曜石B製。

11は中間部と中間部の接合で，現長3.3cmXO.7cmを計り，接合距離は

3.2mである。黒曜石A製。

12は頭部と中間部の接合で，現長1.8cm X O. 6cmを計る。接合距離は1.2

mである。黒曜石B製。

13は頭部と中間部の接合で，現長1.6cm X O. 7cmを計り，接合距離 2m

をみる。黒曜石B製。

14は中間部と中間部の接合で，現長1.5cm X 0 . 7 cmを計り，接合距離は

2.2mをみる。黒曜石B製。

以上で，全体的にO.7~O.8cmの幅挟で， 9~11は現長 3cmを越え，細

身で長い細石刃が多いようだ。

15~119は頭部で幅が 1 cmを越えるものは 5 点程で，他はO.8cm~O.3cm

で現長は2. 5cm~O .4cm程の間を計る。利用石材は黒曜石B製91点， A製

55点， C製18点。 120~329， 356~426は中間部で幅が 1 cm~O.5cmの聞が

多く， 1 cmを越えるものは少ない。総数 377点で，石材は黒曜石B製が

190点， A製 159点， c製28点を数えB製が多い。

330~355， 427~435は先端部で総数64点、と少ない。石材は黒曜石B製37

点， A製24点， c製 3点。

以上の第III属出土の細石器を主体とする石器群の遺物は半円錐形状を

呈す細石核と細石刃を主としたものである。

遺構，落ち込み， ドーナツ状土壌，表土より出土した細石器の遺物に

ついては，第III層で細石器の文化層が確認されているので区別した。

遺物は細石核 1点，細石核再生剥片 2点，細石核ブランク 1点，細石

刃85点の出土をみる。

扇平で，正面観は長方形状を皇す。(長方柱状の形状)剥片剥離痕は

正，側面まで 7条みられ，打面は調整され，側，背面も調整加工が施さ

れている。利用石材は黒曜石A製。

細石核ブランク 属平な小円醸を利用し，打面部の作出段階で終っている。側面は自然

(Fig.19-484) 面，背面は一端より調整が施され，正面も数条の調整剥離痕が残る。

この石器は481の細石核と円様な形態のものと思われる。利用石材は黒

曜石A製。

-21-



細石核再生剥片 482は打面部の再生のために，側面部よりの打撃で調整されたもので

(Fig. -482， ある。打面は調整され，五条の剥片剥離国が残る。もとの形状は半円錘

483) 形状を呈す。石材は黒曜石A製。

483は剥片剥離面の再生剥片で，打面部より調整剥離痕が残る。もとの

形状は半円錘形状を呈す。石材は黒曜石A製。

483は剥片剥離面の再生剥片で，打面部より調整剥離されたもの。石材

は黒曜石B製。

細石刃 細石刃は頭部，中間部，先端部の部位別に分けて記載した。

接断面接合資料が 3例ある。

485は中間部の接合で，現長2.8cmX幅0.9cmを計り，接合距離は40cmで

ある。

486も中関部の接合で，現長 3cmX幅0.75cmを計り，接合距離は1.6m

である。 485，486共に石材利用は黒曜石A製。

487は頭部と中間部の接合で，現長2.8cmX幅0.8cmを計り，接合距離は

揖乱層出土のため不明である。石材は黒曜石B製。

細石刃の頭部は488~505の 18点で，現長2. 5cm X 0 . 8cmて二幅は 1cm 

~0.6cm程で，利用石材は黒曜石A製 8 点、， B製 8点， c製 2点である。

中間部は436~475 ， 506~520の 55点が出土し，現長 2 cm~0.5cm，幅0.8

cm~0.5cm程で，利用石材は黒曜石A製22点， B製25点， c製 8点であ

る。

先端部は476~480の 5 点が出土し，黒曜石A製である。

以上は第III層出土以外の縮石器で，扇平で長方柱状を呈す細石核と同

様な形状を呈す細石核ブランク，および半円錐形状の細石核の再生剥片

と第III層出土遺物では若干の相違がみられる。
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ナイフ形石器を主 第1II層および縄文時代の遺構，ドーナツ状土壌等から出土したもので，

体にする石器群の遺 包含層は確認出来なかった。ただ，総数182点の遺物が出土した。

物

ナイフ形石器 A地点のナイフ形石器は87点、を数え，器種の側縁部の 2次加工により，

(Fig.20-24-79) 二側縁加工のものと，一側縁加工のものに分れる。

縦長剥片を利用し，両側縁部に 2次加工を施し，柳葉形状を呈すもの

である。(1 ~43) 

1~6 は素材の剥片をそのまま利用し，曲線を呈す刃部を残し，刃演

し加工を施すもの。利用石材は黒曜石A製 1点、， B製 3点， c製 1点。

7-21は斜行する刃部を残し，刃潰し加工を施すもので，刃部長が器

長に対して半分を占め，腕部が張り，幅広のもの。その中で器裏面の基

部調整を施すもの(7， 8) と施さないもの(9， 10， 14)で，他は基

部を欠損している。また器長が 4cmを越える大形のものと，それ以下の

小形のものがある。利用石材は黒曜石A製11点， B製 2点， c製 1点，

安山岩製 1点。 10は先端部と基部が接合する。

22~43は斜行する刃部を残し，刃潰し加工を施すもので，器長に対し

て刃部長がほぼ半分を占めるもの。

素材の剥片を切断し 2次加工を施した 4cm以下のもので，刃部が幅広

のものと幅扶のものがあり，器裏面の基部調整は施さない。利用石材は

黒曜石A製14点， B製 7点， c製 3点。

44~67は切出形状を呈すものである。斜行する刃部をもち，刃部長と

器長の比率が半々で，三角形状を呈すもの (44，45)，斜行する刃部を残

し，器長に対して刃部が半分以下の小形で幅・なもの (46~53， 57)，側

縁部の 2次加工が一方は湾曲し，他方は曲線を呈すように施されたもの

(54~56) ，刃部が基部と平行あるいは曲線を皇す不定形のもの (58~61)

カまある。

62~67は斜行する刃部と基部を残し，刃演し加工を施すもので， 61~64 

は縦長剥片， 65~67は横長剥片を利用している。

利用石材は黒曜石A製16点， B製 5点， c製 I点，安山岩製 2点。

68~76は横長剥片を利用し，ー側縁部に刃潰し加工を施したもので，器

長が 4cmを越す大形のものとそれ以下の小形のものがある。利用石材は

黒曜石A製6点， B製 3点。

77~79は縦長剥片の打面部をそのまま基部に利用した幅広のもので，い

ずれも先端部分を欠損している。利用石材は黒曜石A製 3点。
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以上， A地点のナイフ形石器は87点、を数え，縦長剥片利用で二側縁加

工を施し，榔葉形状を呈すもの，切出形状を呈すもの，素材剥片を基部

に利用したものとー側縁加工で横長剥片を利用したものに分けられる。

台形・台形様石器 総数45点を数え，刃部および側縁部の 2次加工に特徴を持つ。

(Fig. 24-80- 80~92は縦長剥片を利用した小形の台形石器で，刃部と基部が平行し

Fig.25-26-122)刃部に最大幅をもち，台形状を呈す。二側縁の 2次加工は主要剥離面側

より急角度に施すもの。側縁部の 2次加工は折断面を利用し，一側縁部

のみ施すもの (86，87， 93) とー側縁部のみ施すもの (90)以外は両側

縁共に施すもので，中でも93は大形で他のものとは機能面で相違を呈す

ものであろう。利用石材は黒曜石A製 5点、， B製6点、， c製 1点。

94~101は台形様石器で横長剥片を利用し，直線的な刃部に斜交ないし

直交する刃部を一側縁部にもつもので，側縁部の 2次加工は一方は湾曲

するように主要剥離面倒より，他方は器表面より急角度に謁整加工を施

すもので，両側縁部の 2次加工は錯交する剥離で整える。器表面に一端

より平担な剥離を施すものがある。 (96~98， 101)利用石材は黒曜石ん

製4点， B製 3点， c製 I点。

102~113は台形様石器である。曲線的な刃部を呈し，刃部の両端が突

出し，尖ったもの(102)。刃部と基部がほぼ平行して台形状を呈し，刃

部の両端が突出し，側縁部の 2次加工が錯交する剥離が施されるもの

(103， 104) とそうでないもの (105~107)。曲線的な刃部を呈し， 102 

程に刃部の両端の突出がみられないもので，側縁部の 2次加工は錯交す

る剥離を施し，器表面に一端より調整剥離を施すもの(108~111)。刃部

と基部が平行し，三角形状を呈し，側縁部の 2次加工は主要剥離誼より

鋭角に施すもの (112，113)がある。利用石材は黒曜石A製 7点， B製

2点，安山岩製 2点。

114~122は直線ないし斜行する刃部を呈し，刃部に対して器長が長い

もので，器表面に平坦な調整加工を施す。側縁部の 2次加工が一側縁部

あるいは折断面を利用し，他方は平担な調整剥離を施すもの

(114~118)。一端は調整加工で，他は折断面のもの(12日，器表面より

2次加工を施し，平坦な調整剥離を施すもの(120)，鋭角に主要剥離面

より施すもの (119)，縦長剥片を利用し，表・裏面より平坦な調整剥離

で整えるもの (122)がある。利用石材は黒曜石A製3点， B製 6点。

以上のとおり， A地点の台形.台形様石器は台形石器 (80~92) と台
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形様石器 (93~122) に分けられる。また台形様石器の中でも機能的な相

違であろうか，形態的に分かれるようだ。

剥片尖頭器 安山岩製で縦長剥片の打癌部を基部に利用し，基部およびー側縁部に

(Fig.26-123) 2次加工を施している。斜行する刃部を呈すもので，先端部を欠損して

しミる。

三稜尖頭器 横長および縦長剥片を利用し，主要剥離面倒より急角度の 2次加工を

(Fig.27-124~ 施し，断面が三角形状を呈し，稜上より再調整剥離を施すもの。 127，

129) 129は先端部を欠損。利用石材は黒曜石A製 2点， B製2点，安山岩製 2

角錐状石器

(Fig. 27 -130~ 

132) 

尖頭状石器

(Fig. 27 -133， 

1340 Fig28-135 

~137) 

その他の尖頭器

(Fig. 28 -128~ 

140) 

模形石器

(Fig.28-141) 

掻器・削器

(Fig.28-142， 

143， 145， 146) 

点。

横長剥片を利用し，素材の打面側および他側縁部に主要剥離面慨より

2次加工を施すもので，先端部分が尖る。 132は両端を欠損するもので，

側縁部の 2次加工は組く，主要剥離面側にも粗い調整剥離を施している。

130の2次加工はナイフ形石器の刃演し加工と同様な加工を施す。

利用石材は黒曜石A製 1点， B製2点。

横長剥片を利用し，素材剥片の打面部に 2次加工を施し，それは他側

の一部までおよぶもの。 133，134は先端部欠損， 134は基部を欠損

している。利用石材は黒曜石

138は大形で断面が菱形を呈す。尖頭部が尖り， 2次加工は粗い調整

が施されている。安山岩製。

139は扇王子な剥片の周縁に主要剥離面より 2次加工を施し，主要剥離面

の器先端部に調整剥離を施している。黒曜石B製。

140は三面加工の尖頭器で，腕，基部を欠損している。黒曜石B製。

表・裏面共に平担な調整剥離を施したもの。裁断面を入れる前の段階

のものと考えられる。

142は掻器で胴部を欠損している。入念に主要剥離面より 2次加工を

施している。黒曜石A製。

143は打断剥片を利用し，側縁部に表裏面より 2次加工を施したもの
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彫器

(Fig. 28-144) 

加工痕ある石器

(Fig.‘29 -147) 

使用痕ある剥片

(Fig. 29 -148， 

149) 

で， 145・146は共に両側縁に扶入状に加工痕があり，いずれも先端部分

に2次加工が施されている。利用石材は黒曜石A製 2点， B製 1点。

切断した縦長剥片を利用し，一側縁部に一条の樋状剥離を施したもの

で，先端から他側縁部にかけ調整剥離を施す。黒曜石B製。

折衝した縦長剥片の一端に主要剥離面側より急角度の 2次加工を施し

たものである。黒曜石C製。

148は不定形制片を利用し，先端部に刃こぼれが顕著である。

149は縦長剥片を利用し，両側縁部に刃こぼれがみられ，先端部折断。

利用石材は黒曜石A製 1点。 B製 1点。

伊 町-9 国一色
C二二〉 147 〈ごご二〉 148 〈ごコ 149 

目白 金色白色 ~さ〉
~ 150 〈ご〉 〈ご〉151 152 〈ごこ〉 153 

ど二〉 く二コ154 

155 

。 5cm 

Fig.29先土器時代・出土石器⑬
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石核

(Fig. 30~157-

160) 

横長剥片を目的に剥片剥離した (157，158， 160) と縦長剥片を剥

離した (159) に分けられる。

157は156の剥片と接合するもので，この石核は打面が自然面の縦長剥

片を剥離し，その剥離痕面を打面にして，再び横長剥片を剥離している。

断面が三角形状を呈し，打面と剥離面のなす稜は波状を呈す。黒曜石B

製。

158， 160は横長剥片を剥離したもので， 160の打面部は自然面である。

黒曜石A製。

159は小円醸を利用し，平担打面を呈し， 6条の剥離痕を残す。皆，底

面は自然面を残す。黒曜石C製。

剥片 150は折断剥片で， 151~154は縦長剥片で，打面部が平担なもの(

(Fig. 29-150- 153)，線状 (151)，調整 (152，156)，自然面 (154)を呈す。

155， Fig. 30-156) 155は平担打面で打面部が肥厚する横長剥片である。利用石材は黒曜石

A製 2点， B製4点。

-46 



Tab目 4 先土器時代の石器計浪~表

挿 図 出土 出土
器 種 石材

形態 計測値 (cm g) 
備 考

番号 地区 層位 分類 全長最大巾厚さ重量

11-1 C8 III 紹 石 核 B2 3.25 3.32 2.22 21. 9 

2 I F 6 11 11 A 3.3 2.12 1.99 11.3 

3 I C 9 11 11 A 2.55 2.34 1.28 6.0 

4 I D11 11 石 核 A 1. 76 2.73 1.8 10.9 

5 I C 9 11 総石核プブンク A 2.04 3.37 0.78 5.3 

6 I G 6 11 細石核プランク B 2 2.4 3.77 1.33 10.15 

71 C 9 11 紹石核再生剥片 A 1.94 1.12 0.62 1.15 

8 I E 8 11 紹石核再生剥片 B2 . 2.86 1.05 0.99 2.3 

9 I D 8 11 紹 石 刃 B2 頭 2.55 0.65 0.3 0.55 接合

D8 11 11 B2 中 1.8 0.8 0.3 0.35 

10 D8 11 11 B， 中 1.35 0.8 0.29 0.25 接合

D8 11 11 B， 先 2.1 0.85 0.29 0.6 

11 C 9 11 11 A 中 1.7 0.65 0.26 0.2 接合

C9 11 11 A 中 1.6 0.65 0.26 0.25 

12 D8 11 11 B， 頭 0.9 0.6 0.18 0.15 接合

D8 11 11 B， 中 0.9 0.65 0.18 0.1 

13 F2 11 11 B2 頭 0.8 0.7 0.14 0.1 接合

F2 11 11 B2 中 0.85 0.7 0.14 0.1 

14 C8 11 11 B2 中 1.0 0.7 0.19 0.1 接合

C8 11 11 B2 中 0.5 0.7 0.19 0.05 

12-15 C 8 11 11 B2 頭 2.1 1.1 0.23 0.5 

16 E6 11 11 B2 頭 2.6 0.75 0.21 0.55 

17 F6 11 11 B2 頭 2.0 1.25 0.35 0.95 

18 C 9 11 11 A 頭 2.15 0.9 0.38 0.5 

19 C8 11 11 B2 頭 2.3 0.7 0.27 0.45 

20 C9 11 11 B2 頭 2.1 0.65 0.2 0.3 

21 D8 11 11 B2 頭 1. 75 0.9 0.18 0.5 

22 C9 11 11 B2 頭 2.1 0.65 0.2 0.4 

23 C 9 11 11 B， 頭 2.0 0.9 0.25 0.4 

24 C8 11 11 B2 頭 1.7 0.9 0.21 0.35 

25 C8 11 11 B2 頭 1.8 0.8 0.25 0.3 

26 E6 11 11 B2 頭 2.0 0.7 0.21 0.4 

27 D8 11 11 B2 頭 1.9 0.6 0.18 0.2 

28 B9 11 11 B2 頭 1.9 0.75 0.2 0.2 

29 B 9 11 11 B2 頭 1.7 0.75 0.2 0.25 

30 D8 11 11 B2 頭 1.8 0.8 0.2 0.35 

31 C9 11 11 B2 頭 1.95 0.85 0.25 0.25 

32 C10 11 11 A 頭 1. 75 0.8 0.25 0.4 

33 B 9 11 11 B2 頭 2.05 0.65 0.13 0.3 

34 C8 11 11 A 頭 1.5 0.8 0.2 0.25 

35 B 8 11 11 B， 頭 1.5 0.75 0.2 0.3 

36 C8 11 11 B2 頭 1.3 0.95 0.28 0.3 

37 E6 11 11 B2 頭 1.3 0.85 0.25 0.3 

38 C8 11 11 B2 頭 1.4 0.9 0.28 0.3 

39 E9 11 11 B2 頭 1.3 1.05 0.17 0.3 

40 B9 11 11 B2 頭 1.5 0.85 0.2 0.3 

41 C8 11 11 B2 頭 1.5 1.0 0.3 0.45 

42 C8 11 11 B2 頭 1.2 1.0 0.2 0.25 
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持図 出土 出土
器 種 石材

形態 計測値 (cm g) 
備 考

番 号 地区 層位 分類 全長最大巾厚さ重量

12-43 D8 III 細 石 刃 B， 頭 1.5 0.9 0.12 0.2 

44 C8 /1 /1 B， 頭 1.5 0.8 0.21 0.2 

45 B9 IJ /1 Bl 頭 1.2 0.95 0.18 0.2 

46 B8 IJ IJ A 頭 1.35 0.75 0.18 0.2 

47 C9 IJ IJ B， 頭 1.5 0.8 0.2 0.2 

48 E6 IJ /1 Bl 頭 1.5 0.75 0.22 0.15 

49 D7 IJ IJ B， 頭 1.3 0.75 0.15 0.2 

50 E9 /1 IJ A 頭 1.5 0.8 0.18 0.2 

51 C8 IJ IJ A 頭 1.4 0.8 0.25 0.2 

52 C9 IJ IJ B， 頭 1.05 0.7 0.2 0.1 

53 E6 IJ ノ1 B， 頭 1.35 0.8 0.3 0.4 

54 C8 /1 IJ A 頭 1.15 0.7 0.28 0.2 

55 B8 /1 11 B， 頭 1.1 1.0 0.3 0.4 

56 C8 JJ IJ A 頭 1.15 0.9 0.2 0.2 

57 E7 JJ IJ A 頭 1.55 0.75 0.2 0.2 

58 E9 JJ JJ A 頭 1.3 0.85 0.2 0.3 

59 C8 JJ JJ A 頭 1.25 0.85 0.25 0.2 

60 E7 IJ JJ Bl 頭 1.3 0.8 0.22 0.25 

61 B9 IJ JJ B， 頭 1.2 0.8 0.2 0.2 

62 E8 IJ JJ B， 頭 0.8 0.9 0.2 0.15 

63 E9 /1 IJ A 頭 1.8 0.4 0.1 0.15 

64 C8 /1 JJ B， 頭 1.4 0.55 0.2 0.15 

65 C8 JJ JJ B， 頭 1.5 0.7 0.18 0.2 

66 F5 JJ JJ B， 頭 1.5 0.65 0.3 0.2 

67 C8 JJ JJ B， 頭 1.4 0.65 0.2 0.1 

68 C9 JJ 11 A 頭 1.15 0.8 0.22 0.2 

69 D8 11 11 B， 頭 1.35 0.6 0.2 0.2 

70 D8 11 11 A 頭 1.5 0.6 0.12 0.1 

71 D8 11 11 B， 頭 1.45 0.6 0.2 0.2 

13-72 E6 11 11 B， 頭 1.2 0.75 0.3 0.2 

73 C8 11 11 B， 頭 1.2 0.7 0.2 0.2 

74 D7 11 11 A 頭 1.1 0.85 0.2 0.15 

75 E8 11 11 B， 頭 1.0 0.9 0.16 0.15 

76 C8 11 11 B， 頭 1.0 0.75 0.25 0.15 

77 C8 11 11 A 頭 1.3 0.5 0.25 0.15 

78 E6 11 11 A 頭 1.25 0.6 0.15 0.1 

79 C8 11 11 A 頭 1.15 0.7 0.25 0.15 

80 C9 11 11 B， 頭 1.2 0.65 0.21 0.2 

81 D8 11 11 B， 頭 1.2 0.75 0.16 0.1 

82 C8 11 11 A 頭 1.3 0.75 0.2 0.15 

83 C8 11 11 B， 頭 1.15 0.7 0.21 0.2 

84 C8 11 11 B， 頭 0.9 0.9 0.21 0.15 

85 Dll 11 11 B， 頭 1.15 0.7 0.18 0.15 

86 C8 11 11 B， 頭 0.9 0.9 0.2 0.1 

87 F8 11 11 A 頭 0.9 0.7 0.2 0.1 

88 C8 11 11 B， 頭 0.9 0.65 0.2 0.1 

89 D7 11 11 B， 頭 1.0 0.6 0.1 0.1 

90 E8 11 11 A 頭 0.9 0.7 0.1 0.1 
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挿図 出土 出土
器 種 石材

形態 計測値 (cm g) 
備 考

番号 地区 層位 分類 全長最大巾厚さ重量

13-91 C8 III 締 石 刃 B2 頭 1.0 0.7 0.1 0.1 

92 E6 11 11 A 頭 1.0 0.7 0.2 0.1 

93 D6 11 11 A 頭 1.0 0.6 0.19 0.1 

94 E6 11 11 A 頭 0.7 0.8 0.13 0.05 

95 D4 11 11 B2 頭 0.8 0.65 0.15 0.1 

96 C8 11 11 A 頭 0.75 0.6 0.25 0.1 

97 E6 11 11 A 頭 0.65 0.7 0.18 0.05 

98 E13 11 11 A 頭 0.9 0.45 0.08 0.01 

99 F2 11 11 B1 頭 1.15 0.6 0.2 0.1 

100 C8 11 11 B2 頭 0.9 0.5 0.25 0.1 

101 D9 11 11 B2 頭 1.15 0.5 0.16 0.1 

102 C9 11 11 B1 頭 1.3 0.4 0.2 0.1 

103 E6 11 11 A 頭 0.95 0.55 0.15 0.05 

104 E2 11 11 B2 頭 1.8 0.7 0.15 0.3 

105 C8 11 11 A 頭 1.25 0.4 0.2 0.05 

106 F7 1/ 1/ A 頭 1.0 0.75 0.2 0.1 

107 C8 1/ 11 A 頭 1.8 0.55 0.2 0.15 

108 E6 1/ 1/ A 頭 1.6 0.65 0.2 0.15 

109 F9 遺構 1/ A 頭 1.4 0.65 0.18 0.1 

110 C11 1II 1/ A 頭 1.4 0.85 0.15 0.3 

111 C8 1/ 1/ C2 頭 1.4 0.55 0.2 0.1 

112 B 8 1/ 1/ C2 頭 0.9 0.95 0.2 0.15 

113 C 7 1/ 1/ C2 頭 1.1 0.9 0.2 0.2 

114 D6 11 1/ C1 頭 1.95 0.65 0.23 0.3 

115 C8 1/ 11 C2 頭 1.6 0.8 0.21 0.3 

116 B9 1/ 11 C2 頭 1.5 0.75 0.28 0.3 

117 D8 1/ 1/ C2 頭 1.4 0.85 0.23 0.2 

118 114 1/ 1/ C1 頭 1.1 0.6 0.2 0.15 

119 C8 1/ 1/ C2 頭 0.9 0.7 0..2 0.1 

120 C9 11 11 C1 頭 0.75 0.8 0.2 0.1 

121 B9 1/ 1/ B1 中 2.7 1.0 0.35 1.05 

122 B8 1/ 1/ B2 中 2.05 0.85 0.28 0.5 

123 B8 1/ 1/ B2 中 2.0 0.85 0.18 0.3 

124 B9 1/ H B2 中 2.2 0.65 0.1 0.3 

125 B9 11 1/ B1 中 2.0 0.7 0.3 0.4 

126 E6 11 1/ B1 中 1.6 1.0 0.25 0.45 

127 D7 1/ 1/ B2 中 2.25 0.9 0.18 0.65 

128 C8 1/ 11 B2 中 2.05 0.8 0.25 0.4 

129 E7 1/ 1/ B1 中 1.8 0.7 0.2 0.3 

130 C8 1/ 1/ B2 中 1.65 0.6 0.2 0.3 

131 C9 1/ 11 B2 中 1. 55 0.65 0.18 0.15 

132 C9 11 11 B2 中 1.65 0.7 0.2 0.25 

133 D9 1/ 1/ B2 中 1. 75 0.65 0.2 0.2 

134 E10 1/ 1/ B2 中 1. 75 0.55 0.31 0.2 

135 D8 1/ 1/ B2 中 1.85 0.8 0.18 0.25 

14-136 C8 1/ 1/ B2 中 1. 65 0.75 0.21 0.2 

137 D8 11 11 B2 中 1. 75 0.75 0.18 0.2 

138 C10 1/ 1/ B2 中 1.9 ~ 0.25 0.2 
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挿図 出土 出土
器 種 石材

形態 計測値 (cm g) 
備 考

番号 地区 層位 分類 全 長 最 大 r j J 厚 さ 重 量

139 E6 IJ IJ B， 中 1.7 0.55 0.2 0.25 

140 E6 IJ 11 B， 中 1.6 0.75 0.2 0.3 

141 E9 11 11 B， 中 1.45 0.65 0.28 0.2 

142 D8 11 11 B， 中 1. 75 0.8 0.28 0.4 

143 C9 11 11 B， 中 1.8 0.7 0.2 0.15 

144 B9 11 11 B， 中 1.6 0.8 0.2 0.3 

14-145 B8 II 細 石 刃 B， 中 1.6 0.8 0.2 0.3 

146 E6 11 11 B， 中 1.45 0.95 0.21 0.25 

147 Cll 11 11 B， 中 1.5 0.75 0.2 0.3 

148 E6 11 11 B， 中 1.25 1.0 0.21 0.3 

149 D4 11 11 B， 中 1.1 1.0 0.18 0.2 

150 C8 11 11 B， 中 1.0 0.9 0.18 0.15 

151 C9 11 11 B， 中 1.3 0.9 0.15 0.15 

152 E6 11 11 B， 中 1.0 0.9 0.2 0.15 

153 E6 11 11 B， 中 1.3 1.0 0.13 0.15 

154 F3 11 11 B， 中 1.15 0.8 0.2 0.2 

155 E8 11 11 B， 中 1.35 0.85 0.16 0.25 

156 D8 11 11 B， 中 1.2 0.85 0.18 0.2 

157 C 9 11 11 B， 中 1.25 1.0 0.3 0.35 

158 B9 11 11 B， 中 1.5 0.7 0.08 0.2 

159 E6 11 11 B， 中 1.05 0.8 0.2 0.2 

160 C8 11 11 B， 中 0.9 1.0 0.18 0.15 

161 C 9 11 11 B， 中 1.2 0.85 0.15 0.1 

162 E6 11 11 B， 中 1.0 0.7 0.22 0.15 

163 E6、 11 11 B， 中 1.55 0.7 0.14 0.2 

164 D8 11 11 B， 中 1.4 0.65 0.18 0.2 

165 D8 11 11 B， 中 1.2 0.65 0.15 0.15 

166 E6 11 11 B， 中 1.25 0.7 0.18 0.2 

167 D8 11 11 B， 中 1.3 0.75 0.14 0.15 

168 C8 11 11 B， 中 1.4 0.75 0.22 0.15 

169 D8 11 11 B， 中 1.1 0.8 0.17 0.05 

170 C8 11 11 B， 中 1.3 0.65 0.2 0.15 

171 C 9 11 11 B， 中 1. 35 0.7 0.17 0.2 

172 E2 11 11 A 中 1.5 0.7 0.2 0.2 

‘ 173 E6 11 11 B， 中 1.25 0.7 0.28 0.2 

174 E6 11 11 B， 中 1.5 0.85 0.15 0.2 

175 E6 11 11 C， 中 1.1 0.95 0.2 0.2 

176 C9 11 11 B， 中 1.2 0.75 0.23 0.2 

177 E8 11 11 B， 中 1.3 0.65 0.24 0.2 

178 E6 11 11 B， εド 0.85 0.7 0.2 0.25 

179 C9 11 11 B， 中 1.4 0.7 0.24 0.2 

180 C8 11 11 B， 中 1.45 0.7 0.23 0.15 

181 E6 11 11 B， 中 0.8 0.7 0.22 0.2 

182 E6 11 11 B， 中 1.3 0.75 0.19 0.2 

183 E6 11 11 C， 中 1.15 0.9 0.18 0.15 

184 D8 11 11 B， 中 1.2 0.6 0.15 0.1 

185 E6 11 11 B， 中 0.9 0.8 0.2 0.15 

188 B9 11 11 B， 中 1.1 0.75 0.18 0.1 
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挿図 出土 出土
器 種 石材

形態 計調tl {i直 (cm g) 
備 考

番 号 地区 層位 分類 全長最大巾厚さ重量

189 E 2 /1 11 B2 中 1.25 0.65 0.13 0.1 

190 E 6 /1 /1 B2 中 1.25 0.65 0.18 0.2 

191 C7 /1 11 B2 中 1.1 0.65 0.15 0.2 

192 G7 11 11 B2 中 1.4 0.65 0.18 0.15 

193 C8 11 11 B， 中 1.3 0.6 0.18 0.15 

194 Cll 11 11 B2 中 1.55 0.5 0.15 0.15 

14-195 D7 II 細 石 刃 B2 中 1.25 0.55 0.14 0.1 

196 D8 11 11 B2 中 1.25 0.45 0.18 0.1 

197 F6 11 11 B2 中 1.1 0.6 0.2 0.1 

198 C8 11 11 B， 中 1.45 0.5 0.25 0.15 

199 E 7 11 11 B2 中 1.35 0.55 0.18 0.15 

200 B9 11 11 B2 中 1.35 0.7 0.15 0.1 

201 C8 11 11 B2 中 0.9 0.7 0.15 0.1 

202 F9 11 11 B2 中 0.95 0.7 0.2 0.1 

203 D4 11 11 B2 中 1.45 0.5 0.21 0.1 

204 B9 11 11 B2 中 1.1 0.75 0.2 0.1 

205 E2 11 11 B2 中 1.4 0.55 0.18 0.1 

206 C9 11 11 B2 中 1.15 0.6 0.2 0.1 

207 C9 11 11 B， 中 1.0 0.8 0.2 0.1 

208 C7 11 11 B2 中 1.25 0.5 0.15 0.1 

209 C8 11 11 B2 中 0.9 0.75 0.15 0.1 

210 C9 11 11 B， 中 0.9 0.7 0.2 0.1 

211 E6 11 11 B2 中 1.0 0.65 0.15 0.1 

15-212 D6 11 11 B2 中 0.8 0.7 0.16 0.1 

213 C 8 11 11 B2 中 1.0 0.7 0.3 0.15 

214 E6 11 11 B2 中 1.0 0.65 0.08 0.1 

215 E9 11 11 B2 中 1.0 0.6 0.22 0.1 

216 E6 11 11 B2 中 1.0 0.7 0.16 0.1 

217 C8 11 11 B2 中 0.95 0.55 0.2 0.1 

218 C8 11 11 B2 中 0.95 0.8 0.1 0.05 

219 Fll 11 11 B， 中 0.8 0.6 0.22 0.1 

220 B8 11 11 B2 Eド 0.85 0.65 0.22 0.1 

221 E9 11 11 B2 εド 0.9 0.5 0.08 0.05 

222 D7 11 11 B2 中 1.1 0.7 0.15 0.1 

223 Hll 11 11 B2 中 1.1 0.6 0.2 0.1 

224 E6 11 11 B， !fl 0.85 0.75 0.23 0.1 

225 F9 11 11 B2 中 1.0 0.75 0.12 0.15 

226 D4 11 11 B2 中 0.9 0.7 0.18 0.1 

227 D7 11 11 B2 Eド 1.0 0.65 0.15 0.1 

228 D8 11 11 B2 中 0.9 0.6 0.13 0.1 

229 D7 11 11 日2 中 1.15 0.55 0.15 0.1 

230 D8 11 11 B， 中 1.15 0.5 0.18 0.1 

231 C 9 11 11 B2 ζド 0.85 0.6 0.15 0.1 

232 C8 11 11 B2 中 0.65 0.6 0.15 0.05 

233 C8 11 11 B2 中 0.7 0.65 0.16 0.1 

234 C8 11 11 B2 中 0.85 0.45 0.1 0.05 

235 C8 11 11 B2 中 0.85 0.55 0.18 0.1 

236 F7 11 11 B2 中 1.0 0.5 0.2 0.1 
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挿 図 出土 出土
器 種 石材

形態 計測値 (cm g) 
備 考

番 号 地区 層位 分類 全長最大巾厚さ重量

237 D8 III 紹 石 刃 B2 中 1. 05 0.6 0.1 0.1 

238 E6 11 11 B2 中 0.95 0.5 0.12 0.05 

239 D4 11 11 B2 中 0.95 0.55 0.13 0.1 

240 E6 11 11 B2 中 1.0 0.65 0.26 0.2 

241 C8 11 11 B2 中 1.1 0.6 0.18 0.15 

242 C9 11 11 B2 中 0.8 0.65 0.18 0.1 

243 C8 11 11 B2 中 0.65 0.55 0.18 0.1 

244 D8 11 11 Bl 中 0.95 0.7 0.18 0.1 

245 F9 11 11 B2 仁や 0.85 0.6 0.15 0.05 

246 D8 11 11 B2 中 1.2 0.45 0.12 0.05 

247 G6 11 11 B2 中 0.65 0.6 0.22 0.1 

248 D3 11 11 B2 中 1.0 。目65 0.18 0.2 

249 E8 11 11 Bl 仁ド 0.8 0.65 0.27 0.1 

250 F11 11 11 B2 中 0.75 0.7 0.18 0.1 

251 E6 11 11 B2 中 0.6 0.6 0.15 0.05 

252 C8 11 11 Bl 中 0.7 0.45 0.08 0.01 

253 H10 11 11 B2 εド 0.9 0.45 0.17 0.05 

254 E2 11 11 B2 中 0.9 0.5 0.13 0.1 

255 F2 11 11 B2 中 0.7 0.55 0.12 0.05 

256 X35 11 11 B2 中 0.45 0.4 0.18 0.1 

257 D7 11 11 B2 中 0.5 0.55 0.11 0.05 

258 D8 11 11 B2 中 0.55 0.65 0.15 0.1 

259 F2 11 11 B2 中 0.8 0.6 0.22 0.1 

260 D9 11 11 B2 中 0.6 0.6 0.1 0.05 

261 D8 11 11 B2 中 0.6 0.5 0.18 0.05 

262 D7 11 11 B2 中 0.65 0.4 0.12 0.05 

263 E7 11 11 B2 中 0.7 0.5 0.13 0.05 

264 B8 11 11 B2 中 0.65 0.5 0.15 0.05 

265 B9 11 11 B2 中 0.55 0.75 0.18 0.1 

266 D8 11 11 Bl 中 0.75 0.5 。目18 0.15 

267 E6 11 11 B2 中 0.75 0.5 0.12 0.05 

268 C8 11 11 B2 中 0.85 0.55 0.21 0.1 

269 C9 11 11 B2 中 0.9 0.55 0.15 0.05 

270 C8 11 11 Bl 中 0.7 0.55 0.18 0.05 

271 Q17 11 11 B2 中 0.75 0.35 0.1 0.01 

272 E2 11 11 A 中 0.85 0.65 0.13 0.05 

273 C8 11 11 Bl 中 0.95 0.5 0.13 0.05 

274 K16 11 11 B2 中 0.9 0.4 0.16 0.1 

275 C9 11 11 A 中 0.8 0.9 。目34 0.1 

276 E9 11 11 A 中 0.6 0.65 0.2 0.1 

277 F7 11 11 A 中 0.95 0.6 0.26 0.1 

278 F10 11 11 A 中 0.75 0.7 0.12 0.05 

279 C8 11 11 A 中 1.1 0.65 0.08 0.1 

280 B8 11 11 A 中 0.65 0.7 0.2 0.1 

281 E6 11 11 A 中 1.2 0.55 0.08 0.05 

282 C8 11 11 A 中 0.7 0.5 0.14 0.05 

283 C8 11 11 A 中 0.85 0.6 0.18 0.1 

284 E6 11 11 A 中 0.75 0.6 0.15 0.05 
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挿 図 出土 出土 形態 計測値 (cm g) 
、 l

番 号 f也区 層位
器 種 石材

分類 全長最大巾厚さ重量
備 考 |

285 G9 III 総 石 刃 A 中 0.7 0.65 0.18 0.05 

286 C8 1/ 11 A 中 0.85 0.5 0.13 0.05 

287 E6 1/ 11 A 中 0.8 0.7 0.15 0.05 

288 D8 11 11 A 中 0.75 0.55 0.13 0.05 

289 E13 11 11 A 中 0.55 0.9 0.14 0.1 

290 D8 11 11 A 中 0.85 0.65 0.18 0.1 

291 E10 II 縮 石 刃 A 中 0.95 0.8 00.2 00.15 

292 C8 11 11 A 中 0.65 0.85 0.15 0.05 

16-293 F8 11 11 A 中 1.6 0.45 0.15 0.1 

294 G10 11 11 A 中 1.45 0.6 0.22 0.2 

295 C9 11 11 A 中 1. 55 0.65 0.23 0.2 

296 B8 11 11 A 中 1.4 0.7 0.22 0.2 

297 E7 11 11 A 中 1.3 0.8 0.18 0.25 

298 B8 11 11 A 中 1.4 0.7 0.14 0.25 

299 1 9 11 11 A 中 1.5 0.7 0.21 0.2 

300 D8 11 11 A 中 1.5 0.7 0.18 0.2 

301 C8 11 11 A 中 1.4 0.65 0.21 0.15 

302 C9 11 11 A 中 1.4 0.75 0.21 0.15 

303 Mll 11 11 A 中 1.5 0.65 0.17 0.15 

304 C9 11 11 A 中 1.4 0.65 0.27 0.15 

305 K13 11 11 A 中 1.05 0.8 0.2 0.1 

306 E6 1/ 1/ A 中 1.2 0.7 0.2 0.15 

307 E6 1/ 1/ A 中 0.95 0.8 0.21 0.25 

308 E6 11 1/ A 中 1.0 0.65 0.13 0.1 

309 C8 1/ 1/ A 中 0.9 0.9 0.15 0.15 

310 G5 1/ 11 A 中 1.25 0.75 0.15 0.2 

311 D8 1/ 1/ A 中 1.25 0.65 0.13 0.1 

312 D8 1/ /1 A 中 1.15 0.75 0.28 0.15 

313 C9 1/ 1/ A 中 1.25 0.7 0.22 0.2 

314 C8 11 1/ A 中 0.8 0.9 0.19 0.1 

315 E6 11 1/ A 中 0.65 1.0 0.14 0.1 

316 C7 11 1/ A 中 0.75 0.9 0.13 0.05 

317 E8 1/ 1/ A 中 0.9 0.85 0.23 0.15 

318 C9 1/ 1/ A 中 0.8 0.7 0.2 0.1 

319 C 8 1/ 1/ A 中 0.8 0.7 0.2 0.1 

320 C8 1/ 1/ A 中 0.75 0.9 0.16 0.1 

321 M8 1/ 1/ A 中 0.95 0.6 0.12 0.1 

322 C 7 1/ 1/ A 中 1.15 0.6 0.18 0.1 

323 C8 1/ 1/ A 中 1.1 0.7 0.2 0.15 

324 C9 1/ 1/ A 中 0.8 0.7 0.24 0.1 

325 D8 1/ 1/ A 中 1.1 0.5 0.21 0.1 

326 E2 11 1/ A 中 1.4 0.65 0.14 0.05 

327 D8 1/ 1/ A 中 1.0 0.55 0.19 0.1 

328 C9 11 1/ A 中 0.8 0.8 0.2 0.1 

329 B9 1/ 1/ A 中 1.0 0.4 0.28 0.1 

330 E6 1/ 11 B2 先 1.3 0.95 0.16 0.35 

331 C9 1/ 11 B2 先 1. 35 0.7 0.31 0.2 

332 E6 1/ 11 B， 先 1. 85 0.7 0.19 0.2 
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挿図 出土 出土
器 種 石材

形態 計測値 (cm g) 
備 考

番 号 地区 層位 分類 全長最大巾厚さ重量

333 C 9 III 細 石 刃 Bl 先 1.65 1.05 0.15 0.35 

334 C 9 1/ 1/ B2 中 2.25 0.7 0.27 0.3 

335 F7 JJ 1/ Bl 先 1.4 0.8 0.28 0.15 

336 D8 1/ 1/ B2 先 1.6 0.55 0.17 0.15 

337 D8 1/ 1/ Bl 先 1.33 0.72 0.18 0.15 

338 C 9 1/ 1/ B2 先 1.55 0.7 0.18 0.2 

339 C 8 1/ 1/ B2 先 1. 95 0.7 0.12 0.3 

340 C9 1/ 1/ B2 先 1. 95 0.7 0.15 0.35 

341 B 9 1/ 1/ B2 先 0.9 0.8 0.25 0.1 

342 C8 1/ 1/ B2 先 1.3 0.65 0.16 0.1 

343 E 6 1/ 1/ B2 先 0.95 0.45 0.15 0.05 

344 C9 1/ 1/ B2 中 1.25 0.8 0.21 0.2 

345 B8 1/ 1/ B2 先 1.25 0.5 0.12 0.1 

346 B9 1/ 1/ B2 先 1.05 0.5 0.14 0.05 

347 C8 1/ 1/ Bl 先 0.75 0.5 0.22 0.05 

348 B8 1/ 1/ Bl 先 1.15 0.6 0.24 0.1 

349 E6 1/ 1/ A 先 1.25 0.5 0.23 0.1 

350 H12 1/ 1/ A 先 1.6 0.6 0.16 1.05 

351 D8 1/ 1/ A 先 1.15 0.5 0.15 0.05 

352 D7 1/ 1/ A 先 1.6 0.7 0.18 0.15 

353 G10 1/ 1/ A 先 0.9 0.65 0.16 0.1 

354 E7 1/ 1/ A 先 1.1 0.65 0.21 0.1 

355 B8 1/ 1/ B2 先 0.8 0.55 0.1 0.1 

17-356 C 8 1/ JJ A 中 0.9 0.55 0.08 0.05 

357 B9 1/ 1/ A 中 0.95 0.6 0.14 0.1 

358 D7 1/ 1/ A 中 0.9 0.65 0.18 0.05 

359 E6 1/ JJ A 中 1.15 0.45 0.17 0.05 

360 D4 1/ 1/ A 中 1.2 0.4 0.1 0.1 

361 L11 1/ 1/ A 中 1.15 0.35 0.21 0.05 

362 D8 1/ 1/ A 中 1.15 0.4 0.11 0.05 

363 L11 1/ 1/ A 中 1.15 0.45 0.2 0.1 

364 D8 1/ 1/ A 中 1.05 0.45 0.13 0.1 

365 F6 1/ 1/ A 中 1.05 0.45 0.15 0.1 

366 B8 1/ 1/ A 中 1.0 0.45 0.13 0.1 

367 C8 1/ 1/ A 中 1.0 0.5 0.21 0.1 

368 C8 1/ 1/ A 中 0.9 0.5 0.12 0.05 

369 C9 1/ 1/ A 中 1.0 0.6 0.2 0.1 

370 C8 1/ 1/ A 中 0.9 0.5 0.15 0.05 

371 D8 1/ 1/ A 中 0.9 0.35 0.16 0.05 

372 E7 1/ 1/ A 中 0.95 0.65 0.13 0.05 

373 D8 1/ 1/ A 中 0.7 0.6 0.18 0.1 

374 E7 1/ JJ A 中 0.7 0.75 0.22 0.05 

375 C 7 1/ 1/ A 中 0.75 0.6 0.12 0.1 

376 C8 1/ 1/ A 中 0.7 0.55 0.2 0.05 

377 C8 1/ 1/ A 中 0.7 0.7 0.18 0.05 

378 C8 1/ 1/ A εド 0.6 0.55 0.18 0.05 

279 C8 1/ 1/ A 中 0.5 0.8 0.16 0.05 

380 C11 1/ 1/ A 中 0.8 0.6 0.14 0.05 

品
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挿 図 出土 出土
器 種 石材

形態 計 測 値 (cm g) 
備 考

番号 地区 層位 分類 全長 最大巾 厚さ 重量

381 D8 III 紹 石 刃 A 中 0.7 0.55 0.14 0.01 

382 F6 /1 11 A 中 0.6 0.6 0.15 0.05 

383 D7 /1 11 A 中 0.7 0.5 0.1 0.05 

384 E 6 /1 11 A 中 0.5 0.6 0.14 0.05 

385 C9 /1 11 A 中 0.75 0.3 0.13 0.05 

386 E7 11 11 A 中 0.7 0.35 0.08 0.01 

387 D7 11 11 A 中 0.65 0.45 0.15 0.05 

388 1 10 11 11 A 中 0.5 0.3 0.12 0.01 

389 E6 11 11 A 中 0.5 0.5 0.13 0.65 

390 G5 11 11 A 中 0.6 0.4 0.11 0.01 

391 C8 11 11 A 中 0.5 0.5 0.2 0.05 

392 1 16 11 11 A 中 1.0 0.35 0.13 0.05 

393 E6 11 11 A 中 0.7 0.4 0.06 0.01 

394 E6 11 11 C， 中 1.25 0.7 0.18 0.2 

395 H10 11 11 C， 中 1.1 0.65 0.18 0.1 

396 E6 11 11 C， 中 1.15 0.55 0.16 0.1 

397 E8 11 11 C， 中 1.0 0.65 0.17 0.05 

398 C8 11 11 C， 中 0.9 0.95 0.21 0.15 

399 E6 11 11 C， 中 0.85 0.7 0.13 0.05 

400 E 6 11 11 C， 中 0.5 0.8 0.16 0.05 

401 E7 11 11 C， 中 1.0 0.6 0.13 0.1 

402 D8 11 11 C， 中 0.8 0.85 0.13 0.05 

403 E7 11 11 C， 中 0.8 0.7 0.18 0.1 

404 F6 11 11 C， 中 0.8 0.55 0.14 0.05 

405 F5 11 11 C】 中 0.55 0.5 0.08 0.05 

406 E6 11 11 C2 中 0.85 0.75 0.08 0.1 

407 E6 11 11 C2 中 1.0 0.65 0.22 0.1 

408 E6 11 11 C2 中 1.45 0.8 0.14 0.2 

409 C8 11 11 C2 中 1.65 0.5 0.16 0.15 

410 E6 11 11 C2 中 1.55 0.4 0.13 0.1 

411 E 6 11 11 C2 中 1.3 0.7 0.14 0.2 

412 B9 11 11 C2 中 1.4 0.8 0.25 0.3 

413 B9 11 11 A 中 1.45 0.85 0.18 0.3 

414 C9 11 11 A 中 2.0 0.8 0.26 0.4 

415 D8 11 11 A 中 1.9 0.9 0.26 0.5 

416 D8 11 11 A 中 2.25 0.9 0.16 0.5 

417 B8 11 11 A 中 2.8 0.8 0.33 0.7 

418 C8 11 11 A 中 1.45 0.75 0.18 0.2 

419 C8 11 11 A 中 1.6 0.85 0.06 0.3 

420 C8 11 11 A 中 2.0 0.8 0.24 0.45 

421 B9 11 11 A 中 1. 95 0.65 0.22 0.2 

422 M11 11 11 A 中 1.95 0.6 0.17 0.15 

423 C8 11 11 A 中 1.6 0.65 0.14 0.2 

424 112 11 11 A 中 1.35 1.05 0.18 0.35 

425 C9 11 11 A 中 1.0 0.85 0.22 0.1 

426 C8 11 11 A 中 1.25 0.6 0.24 0.15 

18-427 C8 11 11 A 先 1.4 0.8 0.15 0.15 

428 C8 11 11 A 先 1.6 0..5 0.19 0.1 
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挿 図 出土 出土
器 種 石材

形態 計測値 (cm g) 
備 考

番号 地区 層位 分類 全長最大巾厚さ重量

429 C10 III 細 石 刃 A 先 1.4 0.55 0.17 0.05 

430 C8 11 11 A 先 1.05 0.55 0.16 0.1 

431 E6 11 11 A 先 0.05 0.5 0.12 0.05 

町 432 C8 11 11 A 中 2.0 0.8 0.18 0.45 接合

C8 /1 11 A 先 1.8 0.85 0.18 0.35 

433 C8 11 11 B， 先 1.5 0.65 0.2 0.2 

434 X35 11 11 C， 先 1.2 0.6 0.23 0.1 

435 C9 11 11 C， 先 1.85 0.65 0.24 0.3 

436 E7 ドーナツ 11 B， 中 1.05 0.55 0.2 0.1 

437 D8 遺 構 11 B， 中 0.8 0.5 0.12 0.05 

438 D7 11 11 B， 中 1.6 0.55 0.18 0.05 

439 E7 11 11 B， 中 0.9 0.4 0.18 0.1 

440 E7 ドーナツ 11 B， 中 0.4 0.55 0.12 0.01 

441 D7 遺 構 11 B， 中 0.6 0.55 0.19 0.05 

442 N10 落ち込み 11 B， 中 0.3 0.6 0.08 0.05 

443 F3 ドーナツ 11 B， Eド 1.05 0.4 0.2 0.05 

444 1 6 遺 構 11 A 中 1.2 0.8 0.29 0.15 

445 K7 11 11 A 中 1.2 。目8 0.27 0.2 

446 J 6 落ち込み 11 A 中 1.45 0.75 0.22 0.25 

447 E2 11 11 A 中 1.25 0.8 0.2 0.1 

448 B 9 11 11 A 中 1.8 0.8 0.17 0.3 

449 D7 遺 構 11 A 中 1.6 0.65 0.16 0.2 

450 E10 11 11 C， 中 1.7 0.8 0.21 0.35 

451 Ml1 表 土 11 A 中 1.19 0.83 0.23 0.15 

452 H10 ドーナツ 11 C， 中 1.2 0.65 0.2 0.1 

453 F6 11 11 A 中 1.4 0.5 0.18 0.1 

454 F5 表 土 11 A 中 1.4 0.75 0.13 0.15 

455 D8 遺 構 11 A 中 0.85 0.65 0.18 0.1 

456 F6 ドーナツ 11 A 中 0.85 0.7 0.19 0.1 

457 J 10 落ち込み 11 A 中 1.05 0.65 0.17 0.1 

458 Kl1 11 11 A 中 0.9 0.65 0.28 1.0 

459 E6 表 土 11 A 中 0.66 0.57 0.08 0.08 

460 J 10 落ち込み 11 A 中 1.1 0.55 。目2 0.1 

461 D7 遺 構 11 A 中 0.9 0.45 0.15 0.15 

462 D8 11 11 A 中 1.1 0.55 0.17 0.1 

463 B8 落ち込み 11 A 中 0.6 0.65 0.2 0.05 

464 F6 11 11 A 中 0.55 0.7 0.19 0.05 

465 D7 遺 構 11 A 中 1.1 0.7 0.15 0.1 

466 G9 11 11 A 中 0.8 0.55 0.2 0.1 

467 L12 ドーナツ 11 A 中 0.7 0.3 0.1 0.05 

468 E7 11 11 A 中 0.75 0.5 0.08 0.05 

469 D10 遺 構 11 A 中 0.5 0.5 0.08 0.01 

470 E7 11 11 C， 中 1.3 0.8 0.2 0.35 

471 D4 表 土 11 C， 中 1.4 0.85 0.18 0.25 

472 D9 遺 構 11 C， 中 1.6 0.7 0.2 0.2 

473 E8 11 11 C， 中 1.2 0.55 0.17 0.15 

474 E8 11 11 C， 中 1.0 0.6 0.14 0.05 

475 D9 落ち込み 11 C， 中 0.5 0.65 0.18 0.05 
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挿 図 出土 出土 形態 計測値 (cm g) 、

番号 地区 層位
器 種 石材

分類 全長最大巾厚さ重量
備 考

476 E6 1) 細 石 刃 A 先 1.4 0.55 0.19 0.1 

477 日14 ドーナツ 11 A 先 1.1 0.6 0.28 0.1 

478 F6 落ち込み 11 A 先 1.8 0.65 0.3 0.25 

479 E10 遺 構 IJ A 先 1.65 0.6 0.15 0.15 

480 D7 11 11 A 先 1.1 0.3 0.1 0.05 

19-481 F7 1) 細 石 核 A 3.35 2.39 1.13 10.2 

482 D4 表 土 縮石核再生剥片 A 2.15 2.51 1.6 7.7 

483 D3 落ち込み JI B2 1.96 0.56 0.3 0.35 

484 H10 1) 細石核ブフンク A 3.98 2.53 1.28 14.1 

485 D7 遺 構 細 石 刃 A 中 0.65 0.8 0.3 0.1 援会

D7 11 1) A 中 2.1 0.95 0.3 0.45 

486 D7 11 JI A 中 1. 35 0.7 0.36 0.3 接合

D7 JI 11 A 中 1.65 0.65 0.36 0.35 

487 E 7 1) JI B2 中 2.7 0.8 0.28 0.1 接合

E7 11 1) B2 中 1.05 0.68 0.28 0.6 

488 E8 11 JI B2 中 2.55 0.85 0.28 0.6 

489 D9 JI JI A 中 2.0 0.85 0.2 0.45 

490 D4 落ち込み 11 A 中 1.9 0.8 0.28 0.45 

491 D7 遺 構 11 B2 中 1.8 0.75 0.3 0.35 

492 D8 JI JI B2 中 1.35 0.9. 0.16 0.25 

493 D7 11 11 A 中 1.6 0.7 0.2 0.25 

494 D7 11 11 B2 中 1. 75 0.7 0.18 0.25 

495 D8 JI 1) Bl 中 1.3 0.9 0.24 0.3 

496 D7 11 11 A 中 1. 55 0.65 0.26 0.15 

497 F6 ドーナツ 11 B2 中 1.5 0.8 0.2 0.25 

498 D7 遺 構 11 B2 中 1.2 0.55 0.11 0.1 

499 G9 11 11 A 中 1.25 0.65 0.18 0.1 

500 D7 JI 11 B2 中 1.0 0.6 0.18 0.1 

501 E2 落ち込み 11 A 中 0.9 0.55 0.08 0.05 

502 E7 ドーナツ IJ A 中 1.45 0.8 0.11 0.2 

503 F10 表 土 11 A 中 1.54 0.78 0.22 0.2 

504 K6 遺 構 JI C2 中 1.2 0.7 0.1 0.1 

505 E8 11 11 Cl 中 0.7 0.75 0.19 0.75 

506 D8 11 11 B2 中 2.0 0.7 0.21 0.25 

507 B9 落ち込み 11 B2 中 1.3 0.9 0.18 0.3 

508 D7 遺 構 11 B2 中 1.15 0.65 0.15 0.15 

509 C9 列 石 内 11 A 中 1.35 0.8 0.29 0.15 

510 D7 遺 構 JI B2 中 1.5 0.75 0.12 0.2 

511 D6 表 土 }} Bl 中 1.5 0.9 0.17 0.4 

512 E8 遺 構 11 B2 中 1.15 0.6 0.22 0.1 

513 G11 11 JI B2 中 1.0 0.6 0.15 0.1 

514 E8 11 11 B2 中 1.0 0.55 0.14 0.1 

515 F6 落ち込み }} B2 中 1.3 0.5 0.14 0.1 

516 D8 遺 構 JI B2 中 0.95 0.75 0.1 0.05 

517 D7 11 11 B2 中 0.65 0.8 0.13 0.1 

518 C9 列 石 内 11 B2 中 1.05 0.6 0.18 0.1 

519 D7 透 構 11 Bl 中 0.7 0.6 0.18 0.05 

520 E8 JI JI Bl 中 0.6 0.5 0.18 0.05 
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挿図 出土 出土 計 調1 {直 (cm . g) 
番号 地区 層位

器種 石 材 形態分類
全長 最大幅 厚さ 刃部長 重量

20-1 L13 II ナイフ形石器 C， 1 -1 3.6 1.05 0.39 3.65 1.2 

2 I G 6 11 11 B2 11 3.0 0.85 0.33 2.3 0.8 

3 I F 6 落ち込み 11 B2 11 (2.8) 1.1 0.37 2.7 1.2 

4 I F 8 II 11 B2 11 2.6 0.85 0.38 2.6 0.9 

5 I J 12 ドーナツ 11 B， 11 (3.95) 1.25 0.74 (3.75) 2.9 

6 I Ll1 II 11 B2 11 (3.25) 1.45 0.42 3.25 0.2 

7 I E 8 II 11 A 1 -2 (4.0) 1.4 0.77 (3.05) 4.0 

8 I Kll 11 A 11 (4.7) 1.8 0.81 (3.15) 6.6 

9 I K 8 II 11 A 11 5.15 1.55 0.55 3.5 3.7 

10 Gll 11 11 接 A 11 (1. 9) 1.<: 0.46 (2.0) 0.8 

H10 11 11 バ仁与3 A 11 (1. 85) 1.35 0.55 (1.35) 1.5 

11 L11 11 11 A 11 4.05 1. 75 0.58 3.5 3.5 

12 K6 遺 構 11 B2 11 (4.15) 1. 95 0.5 4.15 5.1 

13 E9 II 11 B2. 11 (3.2) 1.6 0.65 (2.9) 3.1 

14 G14 落ち込み 11 A 11 (1.85) 1.2 0.52 (1.75) 1.0 

15 C9 列石 内 11 11 (1. 85) 1.15 0.44 (1. 7) 0.8 

16 F10 II 11 A 11 (1.55) 1.2 0.4 (1.65) 0.6 

17 G15 ドーナツ 11 安山岩 11 (1.9) 1.85 0.26 (1.0) 0.2 

21-18 G10 II 11 A 11 (2.35) 1.55 0.77 (2.35) 2.2 

19 D7 II 11 A 11 (1.75) 1.7 0.42 (1.9) 1.0 

20 G11 II 11 C2 11 (1. 85) 1.05 0.3 (1.55) 0.4 

21 G7 落ち込み 11 C， 11 (1.45) 1.35 0.34 (1.7) 0.9 

22 E7 II 11 C2 1 -3 3.7 1.2 0.53 2.0 1.9 

23 E10 11 11 A 11 3.0 1.3 0.6 1.9 1.7 

24 E6 11 11 C， 11 3.0 1.4 0.46 1.2 1.7 

25 111 11 11 B， 11 (2.25) 1.0 0.61 (1.05) 1.0 

26 K11 11 11 A 11 2.15 0.95 0.4 1.5 0.7 

27 H11 11 H A 11 2.1 0.95 0.42 1.0 0.6 

28 P10 11 11 B2 11 (2.6) 1.3 0.49 2.6 1.5 

29 D11 11 11 A 11 (2.85) 1.5 0.53 (2.25) 2.3 

30 H15 ドーナツ 11 A 11 2.05 0.85 0.47 0.5 0.9 

31 D6 II 11 C， 11 (1.6) 0.9 0.3 (1.5) 0.4 

32 M12 落ち込み 11 A 11 (2.2) 1.15 0.3 (1.8) 0.7 

33 F7 II 11 B2 11 (1.85) 0.8 0.44 (1. 7) 0.9 

34 G6 ド~ナツ 11 B2 11 (3.75) 2.0 0.75 (3.1) 5.4 

35 K11 落ち込み 11 A 11 (1.4) 1.2 0.36 (1.5) 0.5 

36 F6 II 11 B2 11 (1.65) 0.95 0.33 (0.9) 0.4 

22-37 G11 11 11 C， 11 (2.35) 1.9 0.44 (1. 95) 1.5 

38 G12 11 A 11 (1. 9) 1.15 0.37 (2.1) 0.7 

39 F5 II 11 B， 11 (1.25) 0.65 0.31 (0.45) 0.2 

40 H14 11 11 A 11 (1.05) 0.7 0.33 (1. 0) 0.2 

41 D8 11 11 A 11 (1. 0) 0.8 0.36 (1.0) 0.2 

42 114 11 11 A 11 (1.2) 0.75 0.27 (1.15) 0.2 

43 E7 11 11 A 11 l3.ii 1. 95 0.73 (2.8) 3.5 

44 E9 11 11 A 11 3.0 1.7 0.47 1.8 2.1 

45 H11 落ち込み 11 A 11 2.25 1.35 0.4 (1.55) 1.2 

46 D11 II 11 A II-2 3.0 1.25 0.62 (1.55) 1.8 

47 G10 11 11 A 11 2.5 0.95 0.28 2.5 0.6 
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挿 図 出土 出土
器 種 石 材 形態分類

計 調1 値 (cm g) 

番号 地区 層位 全長 最大幅 厚さ 刃部長 重量

48 F7 II ナイフ形石器 A II-2 2.3 0.9 0.32 2.2 0.9 

49 1 13 11 11 A 11 2.9 1.05 0.55 1.35 1.3 

50 C10 / 11 A 11 (2.65) 1.35 0.54 (1.2) 1.8 

51 DlO II !! A !! 2.5 1.15 0.49 (0.95) 1.2 

52 C 9 !! !! A !! (2.0) 1.2 0.57 (0.3) 1.0 

53 C9 IJ !! A !! 2.55 1.5 0.34 (2.15) 1.1 

54 H7 !! !! B2 !! 2.65 1.35 0.7 (1.1) 2.7 

55 Hll !! !! A !! 1.35 2.35 0.51 (1.35) 1.2 I 
56 G6 ドーナツ !! B2 !! 2.75 1.45 0.53 1.55 1.3 

57 110 II !! A !! (1. 9) 1.0 0.4 (1.8) O_J! J 
58 F7 !! !! A !! 2.5 1. 75 0.67 (0.75) 2.5 I 
59 G6 !! !! A !! 2.05 0.95 0.42 1.25 0.7 I 
60 E8 !! !! B2 !! (1. 9) 0.8 0.32 1.65 0.6 

61-61 E7 !! !! A !! (2.55) 1.2 0.62 (1.75) 1. 9 I 
62 Nll !! !! 安山岩 II-3 2.25 1.0 0.32 1.65 0.7 

63 F9 !! !! A !! (1.85) 1.6 0.4 (0.6) 0.8 

64 F7 !! !! B2 !! 2.85 1.0 0.44 (1. 7) 1.1 

65 H6 落ち込み !! 安山岩 !! (3.0) 1.4 0.79 (2.15) 3.1 

66 Pll III !! B2 !! 2.9 1.45 0.57 2.1 1.4 

67 G13 ド」ナツ !! C， !! 3.45 1:35 0.83 2.35 2.9 

68 1 14 / !! A IV 5.25 2.2 1.0 (2.1) 11.0 

69 F6 落ち込み !! B2 !! 5.0 1.3 0.83 5.1 4.7 

70 F6 II !! A !! (3.15) 1.6 0.66 (2.7) 2.9 

71 E13 !! !! A !! 3.2 1.45 0.76 (2.6) 2.4 

72 H10 落ち込み !! B2 !! 4.95 1.65 0.87 4.1 6.4 

73 G10 II !! A !! (3.35) 2.4 0.95 (3.5) 7.3 

24-74 B9 !! !! B2 !! (3.25) 2.1 0.67 (3.05) 4.8 

75 D7 !! !! A !! 2.95 1.6 0.4 (2.5) 1.7 

76 H7 !! !! B2 !! (2.45) 1.5 0.78 (2.8) 2.4 

77 K12 !! !! A III (2.3) 1.9 0.7 (2.1) 2.6 

78 H16 !! !! A !! (2.25) 1.45 0.6 (2.3) 5.8 

79 G10 !! !! A !! (2.35) 1.5 0.44 (2.3) 2.0 

80 G8 落ち込み B2 I 1.3 1.45 0.23 1.4 0.4 

81 F5 II !! C， !! 1.1 1.6 0.2 1.6 0.3 

82 G8 !! !! A !! 1.6 (0.75) 0.29 0.7 0.4 

83 Fll 落ち込み !! B2 !! 1.65 1.3 0.42 1.17 0.8 

84 E9 II !! B2 !! 1.05 1.55 0.26 1.56 0.3 

85 C9 !! !! A !! 1.08 1.67 0.22 1.6 0.3 

86 112 !! !! A !! 1.7 1.2 0.22 1.4 0.4 

87 1 8 !! !! A !! 1.9 1.35 0.43 1.1 1.0 

88 H8 !! !! B2 !! 12.0 (1.1) 0.63 (1.1) 1.5 

89 P10 !! !! A !! 1. 75 1.5 0.47 1.4 0.9 

90 F6 !! !! B2 !! 2.25 1.45 0.59 2.13 1.8 

91 F6 落ち込み !! B2 !! 2.5 1.4 0.34 2.34 1.1 

92 J 10 / !! A !! 2.0 1.29 0.33 1.2 0.7 

93 F6 II !! B2 !! 2.45 3.05 0.93 3.0 6.8 

25-94 N12 !! !! B2 III 2.3 (2.45) 0.62 (1. 67) 2.4 
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挿図 出土 出土
器種 石材 形態分類

計 調IJ {直 (cm g) 

番 号 地区 層位 全長 最大幅 淳さ 刃部長 重量

95 D4 11 11 A 11 (2.35) (2.5) 0.7 (0.9) 3.3 

96 D4 II A III 1.45 1.4 0.44 1.2 0.9 

97 J 6 遺 構 11 A 11 (2.55) (2.1) 0.74 (1. 75) 2.5 

98 日15 II 11 C2 11 2.55 1. 95 0.6 2.5 2.4 

99 H11 落ち込み 11 A 11 2.5 1.5 0.76 (1.15) 1.8 

100 Q8 II 11 A 11 2.3 (1. 3) 0.53 (1. 13) 1.2 

101 T18 11 11 B2 11 2.9 1. 55 0.81 0.85 3.1 

102 E3 11 11 B2 IV-1 3.0 2.05 0.73 2.6 3.5 

103 1 6 遺 構 11 A IV-2 2.05 2.0 0.53 2.09 1.2 

104 G6 II 11 A 11 2.5 1.95 0.39 2.5 1.6 

105 G6 11 11 B2 11 2.0 (1. 8) 0.54 (0.55) 1.3 

106 E2 ドーナツ 11 B2 11 2.6 2.55 0.76 2.55 3.2 

107 C9 II 11 A 11 (1. 95) 1.25 0.58 (1.0) 1.3 

108 F2 遺 構 11 A IV-3 (3.55) 2.27 0.78 (2.2) 4.4 

109 D3 1I 11 A 11 3.13 1.47 0.49 2.15 1.6 

110 D12 / 11 A 11 2.6 1.9 0.55 2.15 2.2 

26-111 F11 II 11 A 11 2.35 1.15 0.53 0.5 1.4 

112 K8 1I 11 安山岩 IV-4 3.4 2.3 0.54 2.3 3.4 

113 M8 ドーナツ 11 11 11 3.05 1. 95 0.67 1.9 2.5 

114 E2 11 11 B2 V-2 3.81 1.46 0.74 1.35 3.9 

115 Q19 落ち込み 11 B2 H 2.85 1.45 0.8 1.35 3.1 I 
116 E7 1I 11 B2 11 2.85 (1.5) 0.71 (0.5) 2.3 I 
117 1 7 ドーナツ 11 A 11 2.3 1. 75 0.58 0.6 1.2 I 
118 1 6 遺 構 11 A 11 2.65 1.65 0.73 l.45 2.6 I 
119 D6 1I 11 B2 V-3 3.1 1.4 0.68 0.75 2.8 I 
120 F8 11 11 B2 11 2.55 1.65 0.7 1.65 2.4 I 
121 E8 11 11 A 11 2.5 1.7 0.84 1.5 2.7 

122 K8 11 11 B2 11 3.25 1.85 0.7 1.4 3.8 

123 F8 11 剥片尖頭器 安山岩 4.0 4.0 1.51 15.32 

27-124 日10 落ち込み ニ稜尖頭器 A 1I-1 3.15 1.4 1. 06 4.1 

125 C8 II 11 B2 11 47 1.8 0.17 8.1 

126 H6 11 11 A 11 4.08 0.67 l.15 5.4 

127 E9 11 11 B2 11 3.25 1.95 0.91 4.5 

128 E9 11 11 B2 11 3.0 1.4 0.92 3.4 

129 G14 11 11 A 11 (l.5) 1.55 0.97 2.9 

130 H11 11 角錐状石器 B2 1I-3 5.65 2.15 1.16 10.9 

131 H7 11 11 B2 11 4.25 2.5 l.65 19.43 

132 E12 11 11 A 11 (2.95) 2.05 l.15 5.15 

133 F9 11 尖顕状石器 B2 III (3.85) 1.9 1.15 6.8 

134 1 6 11 

" 11 3.35 1.1 0.98 5.8 

28-135 F6 11 " 11 3.5 1.95 0.7 3.9 

136 K13 11 " 11 3.6 1.55 0.85 4.25 

137 E8 II 11 A 11 3.85 1. 75 0.96 6.2 

138 116 11 安 山 岩 IV 7.8 3.75 3.15 60.0 

139 J 13 1I 11 B2 11 4.05 2.05 0.79 7.2 

140 E10 1I 11 B2 11 (2.55) 1.35 1.0 2.8 

141 E9 11 模形石器 A 2.78 1.7 0.9 4.1 

142 D4 11 掻 器 A 1.49 2.24 0.82 2.2 

143 D8 11 目。 器 B2 1. 78 1.83 0.48 2.1 
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挿図出土 出土

番号地区 層位

144 H 6 落ち込み

145 K12 II 

146 E 8 IJ 

29-147 E 2 集石内

148 E 2 II 

149 D 4 落ち込み

150 D 8 II 

151 F 6 落ち込み

152 C 10 II 

153 C 9 11 

154 K12 1】

155 F 6 落ち込み

30-156 D 7 遺 構

157 D 7 11 

158 I 10 II 

159 F 5 11 

160 H14 11 

細石器を主体とす

る石器群

器 種 石材 形態分類
計 演j 値 (cm g) 

全長 最大幅 厚さ 刃部長 重量

グレイパー B2 3.45 1.82 0.9 5.05 

出4 器 A 4.46 1.87 0.72 4.3 

11 A 2.76 1.87 0.46 2.3 

加工痕ある自1)器 C2 2.19 2.44 0.54 2.15 

使用痕ある~)片 A 2.86 2.43 1.54 3.1 

11 B2 2.18 1.42 0.6 1.6 

剥 片 A 

11 B2 1.4 1. 23 0.35 0.6 

11 A 1. 74 1. 37 0.33 0.75 

11 A 1. 38 2.82 0.6 2.1 

11 5.54 2.95 0.93 11.9 

11 B2 4.52 5.09 1. 79 43.2 

B2 2.49 3.03 0.85 5.15 

B2 3.72 5.48 2.68 45.55 
11 A 3.07 5.17 2.62 34.6 

11 C， 2.89 3.73 2.18 19.6 

11 A 3.5 5.71 1.9 29.25 

(3) 遺物分布状況

鷹野遺跡、A地点の先土器時代の遺物遺存状況は第III層に細石器を主体

とする石器群と縄文時代の文化層に混じってナイフ形石器を主体とする

石器群の遺物が出土している。

B~H-2~1l区の狭い範囲に集中する傾向がみられる。この中でも，

B・C-8・9区， D-7・8区， E' F-6区は北西にかけ長さ 2.4

mx幅 8m程の帯状に細長く出土する。

集中笛所は縄文時代の遺構構築の擦にも包含層の大部分を破壊されて

はいるが， B~D-7~9 区付近と E-7 区付近の 2 箇所に特に集中を

みせる。また他の地区では，これほどの集中箇所もみない。

B~D-7~9 区付近の遺物遺存状況は， C-8区に集石遺構が 1基

検出され，醸石が焼けて赤変し，その局圏および醸石下に炭化物が検出

され，炉社としての性格をもつものと考えられ，その局囲に遺物が集中

する傾向がみられる。

また，その局辺で細石刃の接断面接合が 6伊iあり，接合する遺物聞の

距離は最短でO.2m，最長で3.2m程を測り，半円錐形の細石核 2点(手IJ

用石材黒曜石A，B製各 1点)，細石核再生剥片 1点(黒曜石A製)，細

石核ブランク 1点(黒曜石A製)と細石刃333点が長径15mx短径 8m程

の範圏に集中をみせる。
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細石刃の部位別における遺存状況をみると，細石刃頭部86点、，中間部

209点，先端部38点と数量的に中間部が多数を占める。

また，利用石材別でみてみると，黒曜石A製は頭部18点，中関部108

点，先端部11点である。黒曜石B製は頭部60点，中間部92点，先端部26

点で，黒曜石C製は頭部 8点、，中間部 9点，先端部 1点である。この利

用石材別では黒曜石A製137点， B製178点、， c製18点、と，数量的にはC

製を除いてA，B製共に多く出土している。

同様にE-7区付近の遺物遺存状況は，径 5m程の円形状の範囲に半

円錐形の細石核 1点(黒曜石A製)と細石刃89点、が出土するo

細石刃の部位別における遺存状況をみると，細石刃頭部17点，中間部

70点，先端部11点と中関部を除いて少ない。

また，利用石材別でみると黒曜石A製は頭部 8点，中間部27点，先端

部 7点の42点である。黒曜石B製は頭部 8点，中間部29点，先端部 4点

の41点である。黒曜石C製は頭部 1点，中間部14点の15点である。

この地区での遺物出土点数は少ない。

その他の地区では， D ・ E.F-2~4 区に細石核再生剥片 1 点，細

石36点の少量が出土するが，遺物が集中する状況は窺われないようだ。

細石刃は中間部が多く，利用石材は黒曜石B製が多いようだ。

E.F-7区の 3号竪穴状遺構の底面で細石刃が集中して検出された。

細石刃の接断面接合が 2例みられ，細石刃の部位別では頭部11点，中

間部29点，先端部 2点の42点が出土し，利用石材別では黒躍石B製が25

点を占める。

ナイフ形石器を主 ナイフ形石器182点，台形・台形様石器45点，尖頭器類18点等を含め

体とする石器群 多数の遺物が出土している。

特に E~H-6~1l区にかけては多数のナイフ形石器が出土している

が，第II層および列石群，縄文時代の遺構， ドーナツ状土壌内出土遺物

が多数を占め，第III層出土の石器は少ない。

このことは，ナイフ形石器を主体にする石器群の包含層が破壊された

ことが考えられるようだ。
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Fig. 31 先土器時代・ B~H-2~11区遺物分布図(1) (1/200) 
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Fig. 32細石器の利用石材別分布図(2)(1/200) 



(4) 小結

A地点では細石器を主体とする石器群とナイフ形石器を主体とする石

器群の遺物が出土している。

細石器を主体とす この石器群の遺物は細石核 5点，細石核再生剥片 4点，細石核プラン

る石器群について ク3点，細石刃677点、の総数689点が出土している。

特に遺跡の北端部分に帯状に細長く遺物が集中する傾向がある。この

遺物集中範囲の拡がりについては地形的に更に北側への範囲拡大が考え

られるが，調査区の北端部分はすぐ岩盤に至る程堆積状況が悪く，また

道路建設の際に破壊され，約10m程で丘陵先端へ達し，急激な傾斜面

で西大川の川岸に至るために乏しいようだ。更に南側は列石群で包含層

のほとんどが削平されている状況である。

遺物の集中箇所は B~D-7~9 区付近と E-7 区付近の 2 箇所にみ

られる。

遺物集中範囲(B~D-7~9 区)は細石核 2 点、，細石核再生剥片 1

点，細石核プランク 1点，細石刃333点の総数337点が出土している。

細石核は 2点共に半円錐形の「野岳型J細石核で，再生剥片も同様な

細石核の調整剥片であろう。ただ，細石核ブランクは舟底形態のものと

考えられ，舟底形細石核が出土していないので，今後検討しなければな

らない。

細石刃の利用石材も黒曜石A~B製が多量を占め， c製が若干出土し

ているが細石核はこの範囲には検出されていない。

遺物集中範囲 (E-7区)は細石核 1点，細石刃89点、の総数90点が出

土している。

99 

215 

100 200 

Fig. 33細石刃の部位別・石材別における数量
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細石核は半円錐形の「野岳型J細石核

である。細石刃の利用石材も黒曜石A~

B製が大部分を占め， c製が18点程出土

している。

以上のように， A地点では半円錐形の

「野岳型J細石核をもっ石器群と考えら

れる。

また，縄文早期の遺構および列石群よ

り，属平で方柱状を呈す細石核 1点と，

細石核ブランク 1点、が出土しており，形



態的には「野岳型j細石核の範障に入るものと考えられる。

A地点の細石刃は総数677点が出土し，利用石材 (Fig.33)は黒曜石だ

C製は59点と少

細石刃の部位別における形状は， Fig.34の計測表のように，長さは頭部

で 6 凹~21mm，中間部で 5 阻~20阻，先端部で 6 mm~17凹位の範圏に集

中し，幅も頭部で 3 皿~10臨，中間部で 4 阻~9 皿，先端部で 3 阻~8

A製273点と多く，その内にB製が351点，けに限られ，

ない。

凹位で、長くて幅狭なものと短長で幅広なものがみられるようだ。
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出土石器の形態分 ナイフ形石器を主体とする石器群の遺物で比較的多量に出土するナイ

類について フ形石器，台形・台形様石器，尖頭器類について形態分類を行った。

(分類は西輪久道遺跡での形態分類をもとに行った。)

ナイフ形石器 ナイフ形石器は第1V層 2点，第III層 7点，第II層74点，遺構・落ち込

み・ドーナツ状土壌28点，表土 5点の総数111点を数える。 (Tab.5) 

石器の製作技術，刃部形態で分類を行い，ナイフ形石器の二側縁加工

は 1-1~3 ， II-2， 3， III類。ー倒縁加工は1V類と分かれる。

I類 縦長剥片を利用し，斜行する刃部を残し，他は刃潰し加工を施したも

の。

1 -1類 (Fig.20-1 ~ 6， Fig. 116-4， 17~20) は柳葉形状を呈

し，剥片に刃演し加工を施したもの。基部裏面加工はない。黒曜石B製

4点， c製 2点。

1 -2類 (Fig.20-7 ~17， Fig. 21-18~21， Fig.116-7， 13~14) 

は剥片を接衝し，長くて斜行する刃部を残して刃潰し加工を施したもの。

基部の裏面加工を施すものと，施さないものがある。 1-3類に比べて

幅広のもの。黒曜石A点， B点， c点。

1 -3類 (Fig.21-22~36， Fig. 22-37~43， Fig. 116-1 ~ 3， 5， 

6， 8~10) は直線的な斜行する刃部をもち，器長と刃部長の長さの割

合がほぼ半々で，細身の三角形状を呈すもの。黒曜石A点， B点， c点。

II類 切出形状を呈すもので，斜行する刃部をもっ。(刃部長と器長の長さの

割合が半々か，器長がまさるもの。)

II-1類 (Fig.22-44， 45)刃部長と器長の長さの割合がほぼ同じ

で，三角形状を呈すもの。黒曜石A製 2点、，基部裏面加工はなし。

II-2類 (Fig.22-46~60， 23-61， 116-11)刃部長が器長に比べて

短いもので，切出形状を呈すもの。黒曜石A製12点， B製 3点，基部裏

面加工を施すもの 2点、の他は調整加工を施さない。

II-3類 (Fig.23-62~67) 刃部長が器長に比べて長く，切出形状を

呈し，平担な基部を作り出すもの。安山岩製 2点，黒曜石C1， A 1， 

B 2点，基部の裏面加工はなしO

III類 (Fig.24-77~79 ， 116-12， 15， 16)剥片の打面部をそのまま基部に

利用した幅広のもの。黒曜石A3点， B 1点， G10-11は欠損後に再加

工を施したもの。

1V類 (Fig.23-68~73， 24-74~76) 横長剥片のー側縁部のみ刃潰し加工

を施し，他方を刃部として利用したもの。
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以上のように 1~IV類に分類され，更に細分される。

ナイフ形石器の機能は切載を主にするもの (III) と切載・刺突を主にす

るもの(1， II， IV)に分けられる。

台形・台形様石器 台形・台形様石器は第IV層 1点，第III層 2点，第II層35点，遺構・ドー

ナツ状土壌・落ち込み・表土18点の総数56点、を数える。

石器の刃部形態・石器製作技術より I-V類に分類した。

I類 (Fig.24-80~93， Fig.116-21 ~23) 小形の台形石器で縦長剥片を横

位置に利用し，刃部と基部が平行し，刃部に最大幅をもち，台形状を呈

すもの。ニ側縁の 2次加工は主要剥離面側より急角度に施すものと折断

面を利用し，一側縁部のみ施すものがある。

II類 曲線的な刃部を呈し，側縁部の刃演し加工は主要領j離面側より施し，

基部より刃部にかけ産線的な側縁部で，台形状を呈す。

凹類 (Fig.25-94~ 101， Fig.117-24~30) 横長剥片を利用した台形様石器

で，直線的な刃部に斜交ないし直交する刃部をー側縁部にもつもの。

側縁部の 2次加工は一方は湾曲するように主要剥離面側より，他方は

器表面より急角度に調整加工を施し，錯交する剥離で整え，また器表面

に一端より平坦な調整剥離を施す。

IV類 曲線的な刃部を呈し，刃部の一端および両端が鋭利に尖ったもの。側

縁部の 2次加工は主要剥離面側より湾出状に，他方は器表面より急角

度に整え，錯交する剥離を施すものとそうでないものがある。また器表

面に一端より平坦な謂整制離を施す。

IV-1類 (Fig.25-102)曲線的な刃部を呈し，刃部の両端が突出した

もの。側縁部の 2次加工は錯交する念日離を施す。

IV-2 類 (Fig.25-103~107)刃部と基部にほぼ平行して台形状を呈

し，刃部の一端および両端が突出し，側縁部の 2次加工が錯交する剥離

が施されるものと，そうでないものがある。

IV-3 類 (Fig.25-108~110， Fig.26-111)曲線的な刃部を呈し刃部

の両端がIV-1・2程に突出がみられないもの。側縁部の 2次加工は錯

交する剥離を施す。

IV-4類 (Fig.26-112・113，Fig.117-32)刃部と基部が平行し三角

形状を呈す。側縁部の 2次加工は主要軒離面側より鋭角に施す。

V類 直線ないし斜行する刃部を有し，刃部に対して器長が長く，平行的な

側縁観をもつもので，器表面に平坦な調整加工を施す。
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V-1類側縁部の一端および両端に折断面を利用するもの。器表面

に平坦な調整加工を施す。

V-2 類 (Fig.26-114~118)ー側縁部に 2次加工を施すもの。

V-3 類 (Fig.26-119~122)側縁部の 2次加工は両面に鈍角で面的な

調整加工を施す。
註l 註 2

以上， I-V類に分類され， 1類は「百花台型J，II類は「日の岳型IJ，
許 3 註4

III類は「原の辻重J，N類は「枝玄木型jを含む。またN-3類の三角形

状およびV類の短冊形状を呈す台形様石器は石器の機能面での相違性で

あろうか。

尖頭器類 尖頭器は素材の利用，製作技術等で 1~IV類に分けた。

I類 (Fig.26-123)縦長剥片の折面部を基部に利用し，基部およびー側縁

部に 2次加工を施し，斜行する刃部を呈す。

II類 横長剥片の主要剥離面側より面的な 2次加工を施したもの。

II-1 類 (Fig.27-124~129)稜上より再調整剥離を施し，断面が三角

形状で，平面観が三稜を呈す。

II-2類 断面が台形状で，平面観が四稜を呈すもの。

II-3 類 (Fig.27-130~132)ナイフ形石器の刃演し加工と同様な 2次

川ご I 類 H類 酒類 N類

1 I 2 I 3 2 3 

層 5 2 I 13 12 5 6 4 

その他 3 1 2 2 I 1 5 

8 I 3 15 14 6 
-ー 6 9 

26 2) 

ナイフ形石器

川と 1類 酒類 N 類 γ類

1 2 I 3 4 I 2 3 

層 8 6 1 3 I 1 1 1 4 

その他 4 1 2 1 2 I 3 

5 I 2 3 4 I 4 
言十 12 7 

11 8 

台形・台形様石器

同と I類 H類 国類 N!類

1 3 

層 1 6 2 3 5 

その他 2 2 3 

8 I 2 
言十 1 トー」一一 5 8 

10 

尖頭器

Fig. 35器種別・層位別出土一覧表
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加工を施し，断面が台形状で，平面観が四稜を呈すもの。

III類 (Fig.27-133・134，Fig.28-135~ 137)横長剥片の打面部に急角度の

2次加工を施したもの。断面が扇平な三角形状を呈す。

IV類 (Fig.28二一138~140) 断面が半円状を呈し，二面ないし三面に面的な加

工を施し，平面観は三稜を呈す。

以上の 1~IV類に分類され， 1類は剥片尖頭器， II類は三稜尖頭器，

角錐状石器，舟底形石器， III類は尖頭状石器と呼ばれている。

設 1 麻生優・白石浩之 1976i百花台遺跡j臼本の18石器文化遺跡と

遺物(下)雄山間

註2 白石浩之『西南日本におけるナイフ形石器終末期の予察j神奈川考古

第 3号

註 3 荻原博文 f原の辻型台形石器についてj人間・遺跡・遺物一わが考古

学論集 1-麻生優編文献出版

註4 杉原荘介・戸沢充則 1971 i佐賀県原遺跡における細石器文化の様相j
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ナイフ形石器を A地点ではナイフ形石器，台形・台形様石器，尖頭器類等を含め182

主体とする石器群 点の石器が出土しているが，明確な包含層は確認出来なかった。

について 出土石器のうちナイフ形石器は二部縁加工の小形のナイフ形石器が多

数奇占め，それに瀬戸内の影響を受けた横長剥片手Ij用の一側縁加工のナ

イフ形石器が出土している。

また，台形・台形様石器も[百花台型J，r原の辻型J，r枝去木型jが

多く，側縁部の 2次加工が錯交する剥離で施されている石器で多数を占

めている傾向があるようだ。

尖頭器類は剥片尖頭器 l点で三稜尖頭器，角錐状百器，尖頭状石器類

が17点と出土点数が多い。

A地点でのナイフ形石器を主体にする石器群は小形のナイフ形石器，

「百花台型J，r枝去木型jの台形・台形様石器，三稜尖頭器，尖頭状

Tab. 5 先土器時代出土石器石材別・層位別一覧表

苦ま ナ台 台掻 自Ij加 依!彫 ，j¥fJ三 角 ヲミ 尖 石 細細 組編 模剥 ブ

イ
ヱ 用 石石 7 

石 耳3 痕 痕 片稜 錐 頭
〆、/ 

フ形 t主核 苦手 7 
種 グ〉♂) イ

形石
様

ああ
尖 尖 jた状頭 石ブ 再 石

J〆
言十

キオ
石 るる E員 頭 石 石 t主

ラ生 石 グ

出 石 ン剥 チ
石剥 ‘ソ

土 器器 苦ま 音寺 器 器 片器 量是 器 器 器 器 核 ク片 刃器 片プ

黒H!t石 A 501 4 151 1 3 I 2 1 41 2 11 1 J 79 11 2 1 268 

層
1/ B 211 2 11 1 41 3 31 2 11 1 11 35 2 404 

1/ C 111 2 2 21 1 65 

安山岩 2 I 4 

位 チャート l 1 2 

頁岩 1 6 1 

黒曜石 A 3 1 7 10 
ド状

8 31 1 l 12 
|土

/1 

ナ
" C l l 

ツ壊
安山岩 1 1 10 2 

黒曜石 A 71 1 1 1 8 20 

落込
1/ B 31 2 2 11 1 l 11 1 2 21 

ち み 1/ C 1 2 4 

安山岩 I 15 l 

i宣
黒耀石 A 4 36 20 

1/ B 2 1 9 1 40 
構

1/ C 1 1 3 11 

黒日程石 A 51 1 2 1 11 2 13 

表 1/ B 2 2 

土 1/ C 2 2 

安山岩 1 l 

計 llll 131431 1 I 4 I 1 I 4 I 1 I 11一一71316131715131 4167n 11811 904 
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石器類、を伴うものと，横長剥片利用のナイフ形石器，二側縁加工のナイ

フ形石器， i原の辻型Ji枝去木型jの台形様石器，尖頭器類を伴うもの

の2つの時間差をもっ石器群が考えられよう。

利用石材 鷹野遺跡、の石材遺存度は黒曜石が99%を占め，安山岩，チャート，真

岩が 1%程である。

黒曜石は断口の色調により三種類に分けられる。

黒曜石Aは漆黒色，黒色を呈す。良質で、ガラス質に富む。原産地は腰

岳(佐賀県伊万里市)，大崎半島(長崎県川棚町)，針尾(佐世保市)産

が該当する。

黒曜石Bは灰青色を呈す。パテナーが著しい。針尾，淀姫東浜(佐世

保市)産。

黒曜石Cは灰白色を呈す。ガラス質に富む。 C類、はC-1と2に細分

され， C-1は灰白色で2は不純物を含む灰黒色をなす。針尾産と産地

不明。

以上の分類でもって記載した。(針尾産の中には古里，古里海岸，勝負

越A'B，中山A'B，田の上，牛ノ岳，針尾人崎遺跡を含めた地域群

として捉えた。)

註 1，長崎県教育委員会・電源開発株式会社 1982 針尾人崎遺跡

長崎県文化財調査報告書第60集
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2 .縄文時代

(1) 遺構

竪穴状遺構 4基の竪穴状遺構が検出された。

1号 J -13・14区で検出。規模は長径4.8mx短径(張り出し部分)4m， 

(Fig.39-41) 中間部分短窪2.9m程で，上面観は五角形状の異形を呈す。

土墳の掘り込みは北端部分で35cm，中央部分が若干高くなり 22cm，南

端部分が深くなり 45cmを数え，皿状を呈す。

土壌の北東部分に幅1・3mx長さ 1m程の張り出し部分がみられ， 20 

cm程の深さでなだらかな傾斜をもちながら床面に至る o この部分は出入

口に当るものと考えられる。

土壌内および周囲に柱穴は確認できなかった。ただ，床面に離が点在

し，中央部分が若干高くなり，その東端部分の床面に硬質砂岩醸(径26

cmX厚さ 7cm)を利用した台石が 1個検出された。この台石の周囲は若

干の掘り込みがみられ，床面と台石の聞に土を敷き，ほぽ水平になるよ

長
o 2m 

Fig. 39 1号竪穴状遺構内遺物出土状況

-77一

うに配慮され，台石の固定に根メ

に砂岩板状醸と火山岩離を用い，

前者は傾斜面の下方に，後者は斜

め上に置かれ，台石を水平位置に

保ち，上方の側面に板状の火山岩

離がくさびのように床面にくい込

み，台石の移動をふせいでいる。

これらの醸以外はなく，作業者と

台石の位置関係を示唆するもので

あろう。

遺構床面・周壁はマンガン・鉄

分の沈着で，固く締っている。乙

のような現象は 2~6 号竪穴状遺

構， 3号不明土墳に限っており，当

時の人々の生活の中で，踏み固め

られた部分のみに鉱物が沈着し，

このような状態ができたのであろ
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Fig. 40 1号竪穴状遺構 (1/40)
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~ 
_10m 
岨ヱ-8 つ。

遺構内床面に局部磨製石斧，石錬，石鍛未製

品，剥片と1，200点を越す砕片が出土し，この遺

構は石器製作の工房跡で，住居としても使用さ

れていたのであろう。

往
時

mO
 

A
Mマ

Fig. 41 1号竪穴状遺構(台石)
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Fig. 42 2号竪穴状遺構 (1/80)
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。

2号 G • H-I0・11区で検出。この遺構の中央部分の床面が，長径3.8m，

(Fig.42) 短径2.4m程の範囲をドーナツ状土壌のために壊されている。

遺構の規模は長径5.8mx短径5.6m程のほぼ円形状を呈す。土墳の掘

り込みは東側壁面で約25cmの深さで，西側はなだらかに立ち上がる。全

体的には約25cm程の血状を呈すようだ。

遺構の東側の床・周壁画部分はマンガン・鉄分の沈着で固く締り，西

側はその痕跡が少ない。また土墳内に頭大位の醸石がみられるが，柱穴

は確認できなかった。

3号 D. E-7・8区で検出。この遺構の西端部分は近世の列石群で壊

(Fig.43) され， E-7区にかかる東側部分は掘りすぎたようだ。

規模は現長径6.2mX短径3.5m東側部分の短径2.4mx深さ 20cm程

で，全体の規模は不明でFあるが，不定形状を呈すものと考えられる。

土壌の掘り込みは浅く，ほぽ平担面を呈す。床面に挙大位の醸石が

東側と西側に敷き詰められており，敷石住居跡と考えられる。この様石

は砂岩がほとんどで，本来は全面に敷き

2m 

Fig. 43 3号竪穴状遺構内遺物出土状況
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詰められていたものが，遺構プラン確認

がおくれたため，部分的に欠除している。

床面の醸石下はマンガンの沈着で由く

締っている。遺物はこの醸石の上に，全

域にほぼ平担にみられ，礎石面が床面と

考えられる。また柱穴は確認できなかっ

た。

遺物は石錬6点，石核 4点，加工痕の

ある石器，剥片，砕片が多数出土してい

る。
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4号 J • K-6・7区で検出。この遺構は先に南側半分の調査を実施後，

(Fig.44) 更に北へ延びることが確認されたので拡張した。また東側の一端は現在

の道路建設の際に壊されている。

遺構は、南北に13mx東西5.5m程で，南北に帯状に細長く，更に南側に

東西約 5mx南北に2.7m程突き出た部分があり，広範囲にまたがる。

この遺構は全体的に東側部分の上端が東へ行くほど低く，後世に削平

されている状況が窺われる。また北端部分の土壌の掘り込みは，はっき

りとは確認できなかったが，一応この敷石の範圏と考えられる。

土墳部分の掘り込みは西端部分で約80cm程で深く，東端部分は浅い。

ただ，醸石が敷かれた面は東西，南北共に平担面を形成する。

この土壌内の底面に醸石が 4簡所に区画された領域をもち敷かれて

いる。北端部分は径 4m程の円形状の範囲に敷石が顕著で，中央部分は

径 4m程の円形状を呈し，その周縁部分に浅い溝の掘り込みが巡り，そ

の中に醸石が詰った状況で検出されている。更に南端部分にも径 4m程

で円形状を呈し，周縁部分に浅い溝が巡り，敷石された状況が検出され

ている。

また，西端部分の床面上にも敷石がみられ，それぞれ単体としての生

活の場の一端を占めていたのであろう。

南端部分の敷石の中央部分に径50cmX深さ55cm程の規模で柱穴が確認

されている。

遺物は打製石斧 1点，石錬4点，厳石 2点，使用痕のある剥片 1点，

土器片 6点，剥片24点，砕片24点と出土遺物は少ない。

以上のように竪穴状遺構は 4基検出されたが，この遺構を竪穴状とし

たのは 4号に柱穴が 1つ検出されているだけで，他は確認できていない

ためであるが，遺構の性格として住居祉として捉えたい。

1号は石器製作跡兼住居跡と考えられ， 2号は住居跡， 3・4号は敷

石住居跡で，特に 4 号は 3~4 軒分の区画された領域が確認されている。

また，この鷹野遺跡では全体的に石器の出土頻度に比べて極端に土器

の出土が少ない傾向があり，この遺構出土遺物もその状況下にあるよう

だ。そのことは周辺遺跡群でも同様な傾向を示す。
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②集石遺構 第II層で15基検出された。遺構は土壌の掘り込み部分をもつものと，

もたずに平担なものがあり， B地点程集中する傾向はなく，立地する地

形に刑して竪穴遺構群の周辺に検出されている。 B地点と同様に，諜石

が焼けた痕跡をもち，土壌の掘り込み部分が焼け，炭化物を検出するこ

とから炉社として捉えた。

1号 S-15区で検出。土墳は深さ20cm程の皿状を呈し，諜石は炉底面より

(Fig.46) 約15cm程炭化物を含む土層の上に集石し，操石が詰った状態で検出され

た。醸の焼けた痕跡は明確でない。また土壌内に扇平醸を利用して，¥コj

の字状に配置した状況が窺われる。

2号 0-12区で検出。土墳は 2段に掘り込まれ，上段は長径1.6mX短径

(Fig. 46) 1. 2m X深さ 7cm程の楕円形状を呈し，挙大位の諜石が散然と詰り，下段

に醸石が詰った状態で径85cmX深さ40cm程の円形状の掘り込みが検出さ

れた。

諜石と炉底面の聞の約 5cmに多量の炭化物を含む黒色土が検出され，

炉底面に木片の炭化物が塊状に多数検出された。この木片は樹種同定の

結果，クヌギ・シイノキ・コナラ・サクラの樹種が使用されていること

Tab. 6 集石遺構一覧表

集石 形態 土 I貰 規 t具 土 3藍
炭化層{立

上Isiフラン
球数 出土遺物

遺構 分煩 /f; 十人 長径xi;<H壬(m) 1翠さ(m) 焼成 物

1 II A 円 官3 0.73 0.19 。 98 。砕片 2

1.6X 1.2 0.07 
2 II A 円 青3 。 290 。石絞 1、相j片l、砕片 7( 6 )土器片9

0.85 0.40 

3 II A 円 青5 1.10 0.27 。 162 。砕片 l

4 
ドナ、ソ

A ナ /' 0.8XO.4 × X 50 。石銭1、和j片 1、砕片83
状土壊

5 II A 円 背3 0.77 0.15 。 16 。
6 II A 円 背3 0.90 0.14 。 20 。砕片12

8 II A 同 苦3 0.87 0.20 × 35 × 孝司j片 1

9 II A f青円楕 0.96XO.69 0.19 × 多数 X 

10 II A 楕 円 形 0.6X (1.2) 0.45 × 35 。石銭1、>YdJ片 3

11 II A 長篠何形 3.20X(1.l5) 0.45 。 62 。剥片 2、砕片73、土器片 2

12 II A 不 明 2.0XO.9 × × 51 。石銭1、剥片 6、砕片 1

13 II A (円 1杉) 1.53 0.26 。 63 。砕片 2

14 II A 1古円)f; 1.50XO.9 0.23 。 101 × ，fiJ片14、砕片10

15 II A 分 I同形 2.49 0.57 319 
加工痕のある石器3、尖頭器 l、石拍 I、

1:il 、剥片 28.~~片62

16 II A 円 形 0.85 0.19 。 47 細石刃 1、砕片 4
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が判明した。

炉底・周壁は焼土化し，醸石も熱を受け赤変している。

また，醸石は立石が多く，炉底に一個濡平な離を敷いている。

この集石遺構を半分割し，科学的処理後に切り取る作業を実施した。
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Fig.47集石遺構② (1/30)

-87-



A一一 3担も A一一 註~

n
i
i
 

A一一 一一日

D 5号
D 。

8号

A-一 設と詰'
A一一

謹竺S

ιJ ーマ雪翌そ「
~づ\

習フ ¥.思
h ー』一一時骨一iー.--

~ 
D 

9号

炭化物

。
6号

。
。

A一一 32∞百

。 1.5m 

A- 一一日

16号

Fig.48集石遺構③(1/30)

-88-



3号 N-16区で検出。土墳の掘り込みは径1.1mx深さ 27cmの円形で血状

(Fig.46) を呈す。炉底に比較的大きな瞭石を並置し，その上に醸石が集石したも

ので，検出状況より中央部分の醸石は除去され，周圏の醸石が残存した

状態で検出された。醸石は赤変したものもみられ，炉底・周壁部分は焼

土化が著しい。炉底面の炭化物の樹種再定でコナラが使用されている。

土壌の東側に長径1.25m X短径O.75m X深さ20cm程の円形状の土壌があ

り， 3号と浅い溝状の掘り込みで連結している。

集石遺構との関係は明らかではないが，連結部分には醸石が詰った状

況がみられる。

3号集石の1.5m程西側に 4号集石が検出されている。 C'4年代測定で

9.390士115Y.B.P.(9120士1l0Y.B.P.)の年代を得ている。

4号 N-16区で検出。 4号はドーナツ状土壌の覆土に構築されている。

(Fig.46) 際石の規模は南北80cmX東西40cm程の帯状を呈す。醸石の上・下端面

は約20cm程の厚みをもっている。

採石下に狭い範囲に浅い田地がみられ，炭化物が集中して検出され，

この面が集石の下底面と考えられる。

5号 L-ll区で検出。土墳の掘り込みは径77cmX深さ20cm程の円形で皿状

(Fig.48) を呈す。炉底面に諜石が 5個検出され，炉底・周壁部分は焼けた痕跡が

あり，炭化物も検出された。

6号 L'M-ll区で 4号炉穴と隣接し， 1.5m程北東側に 5号集石がある。

(Fig.48 ) 調査の際に遺構の南北端部分を掘りすぎたようだ。

土墳の掘り込みは径90cmX深さ 14cm程の円形で浅い皿状を呈す。炉底

面と醸石の関に約 6cm程の炭化物を含む土があり，その上に挙大位の瞭

石を並置した状況で検出された。

遺物は砕片12点が出土。

8号 1 -16区で検出。土壊の掘り込みは径87cmx深さ20cm程の円形で血状

(Fig.48) を呈す。醸石は周壁部分に集中し，中央部分は取り除かれたのであろう。

土墳および醸石が焼けた痕跡は不明で，炭化物も検出できなかった。

9号 1 -17区で検出。土壊の規模は長径0.96mX短径0.69mX深さ19cm程

-89-



守

(Fig.48) で楕円形状を呈し，浅い血状の掘り込みをもっ。

土壌内に挙大位の醸石がぎっしり詰った状態で検出された。土墳・醸

石も焼けた痕跡はなく，炭化物も検出できなかった。

10号 K-9・10区で検出。遺構の西側部分は調査の際に掘りすぎた。

(Fig.49) 土壌の規模は長径1.6mx短径約1.2mx深さ45cm程の楕丹形状を呈し，

深い盟状の掘り込みをもっ。離石は北側部分に集中し，炭化物を検出し

ている。炉底，周壁部分の焼けた痕跡は確認できなかった。

遺物は石錐 1点，剥片 3点が出土。

11号 L-16区で検出。土墳の規模は東西に帯状に長径3.2mx短径1.15m

(Fig.50) 程の長楕円形状を呈す。また北西部分に長径1.5mx短径 1mx深さ45cm
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Fig.49集石遺構④(1/30)
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程の構円形状の掘り込みをもっ。この炉底上に醸石がみられ，局壁部分

も焼けている。

東南部分の土壌は南側に傾斜し，その面に挙大位の諜石がみられる。

南側は調査の際に掘りすぎている。遺物の出土をみる。

12号 F-ll区で検出。醸石は南北 2mx東西O.9mの範囲に帯状に検出さ

(Fig. 51) れ，醸石の上端から下端面は約50cm程の厚みをもっ。

土墳はドーナツ状土壌の覆土に構築され，明確な掘り込みは確認でき

なかった。諜石の検出状況からして，土壌の存在が窺われる。

醸石は焼け赤変し，接合するものが 1例ある。

遺物は石鉱 1点、，剥片 6点，砕片 1点が出土。
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13号 C-7区で検出。土綾部の東端部分は現在の道路建設のために破壊さ

(Fig. 51) れ，土壌の規模は1.53mの円形を呈すと考えられ，深さは26cm程の掘り

込みをもっ。諜石は東側に集中して検出された。

14号 E-3区で検出。この集石の上部に 1号操群が乗っており，その下部

(Fig.51) に醸石が集中するものを14号集石とした。

土壌の規模は南北1.5mx東西0.9mx深さ23cm程で楕円形状を呈し，

浅い皿状の掘り込みをもち，南北にかけて深く傾斜する。

操石は炉底に10個程の砂岩の板状石を花弁状に並置し，その上に醸石

が詰った状況で検出された。炉底の際石は焼けて赤変し，周壁部分も焼

けた痕跡が窺われる。
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貯?寄り叡
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 I
 Jノ

。

15号
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、
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Fig. 52集石遺構⑦ (1/30)
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15号 遺構群の最東端のE'F-2区で検出された。土壌は 2つの部分から

(Fig.52) なり，北側の土壌は東西1:.5m x南北0.7m程の楕円形状を呈す。この部

分は調査の際に掘りすぎて，輪郭と操石の検出にとどまった。

また南側の土壌は東西1.8mx南北現長 1m程で楕丹形状を呈すが，更

に南側へ延びるものと思われる。深さは50cm程で諜石が集石してい

る。検出された醸石，および炉底部分は焼けて赤変している。

集石の形状は分胴形を呈し，遺物は石鯨 1点，敵石 1点他多数出土。

16号 C-7区で13号集石に隣接して検出された。挿図では醸石を記載して

(Fig.48) いないが，実測図作成前に大雨のために倒壊してしまった。

土墳の規模は径0.86mx深さ 19cm程の円形状を呈す。醸石は土壌の周

壁に沿ってみられ，焼けた痕跡がみられる。

以上の集石遺構は15基検出され， B地点と同様な形態を呈す。

特徴は①楕円形状で浅い盟状の土壌をもち，その中に諜石が詰った状

況のもの (9，15号)とそうでないもの (10，11号)。また形状が円形を

呈し，浅い皿状の土墳をもち，その中に醸石が余り残存しないもの(5 ， 

8， 13， 16号)がある。

②は①に比べて土壊の掘り込み部分が深く，炉底直上あるいは灰・炭

化物の堆積土上に醸石を敷き並べた状況で，その上に諜石が詰ったもの

( 2号)と瞭石が余り残存しないもの(3， 6号)がある。

③は残い土壌に砂岩の板状石を花弁状に並置し，その上に諜石が集石

するもの (14号)。

④は醸石が集石し，土塘部分の掘り込みがあるもの(4号)とないも

の (12号)。

以上のような形態に分れ，土壌の底・局壁が焼け，諜石も赤変し，炭

化物も多く検出されていることから，焼石を利用した謂理用の炉社の用

途酉をもつものと考えられる。

また， B地点と向様に 4，12号は炉牡としての用途よりも，集石・炉

穴で利用される醸石が，集積されたものと捉えられなくもないような検

出状況を示す。
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③伊穴遺構 遺構は第II層で10基検出された。

I号 0-12区で検出。土壌は東西O.75m x南北0.26mx深さ18cm程で楕円

(Fig.53) 形状を呈し，浅い掘り込みをもっ。西端部分の炉底・壁に火熱を受けた

痕跡が著しい。醸石が 4個と炭化物が検出された。

遺物は剥片 S点，砕片23点が出土。

Cl4年代測定で9680:t170Y.B.P.(9400士165Y.B.P) の年代を得てい

る。

2号 0-12区で検出。土壌は長径1.3mx短径0.4mx深さ 25cm程の楕円

(Fig.53) 形状を呈す。掘り込み部分は中央付近が若干へこみ，遺物・炭化物が集

中する傾向をみせ，北端部分を除き周壁・炉底にかけ焼けた痕跡が著し

い。遺物は剥片，砕片各 2点出土。

3号 0-12区で検出。この炉穴は，当初南北に接して別々に 2基つくられ，

(Fig.53) 使用段階において， 1基としての利用がなされたものと考えられる。

東側の土壌@は長径1.03mx短径0.66mx深さ30cm程の楕円形状を呈

す。西側⑮に比べて炭化物が少ない。

西鶴の土壌⑧は長径0.9mx短控0.55mx深さ30cm程の楕円形状で，炭

化物を多量に含む。

@@共に土墳部分の南側壁面に火熱を受けた痕跡が顕著である。

Tab. 7 炉穴遺構一覧表

炉 穴 規模 土坊
炭化物

i童僕
層 位 形態 形 状

長上径而×フ開ラ倒/m) 深き(m) 焼成
理主 数 出 土 遺 物

II A f古円形 。75XO.26 0.18 。 4 。~Ij片 5 、砕片23

2 II A f古 円 形 1.30XO.40 0.25 。 1 。~J片 2 、昨片 5

①I.03XO.66 0.30 
3 II A 分 腕 形 。× 。剥片 2、砕片30、土器片 1

刷 .90XO.55 0.30 

4 II A 円形(?) O.92X(0.49) 0.32 。 2 。組l石刃 l、剥片 I、砕片4、土器片 1

5 II A 円形(?) (O.52)XO.95 0.22 X 。。石銭1、l砕片15

6 II A 情 円 形 O.87XO.53 0.22 。 10 。砕片50、土器片 2

7 II A 楕 円 形 O.7IXO.42 (0.17) 。 22 。砕片 3

8 II A 円形(') 0.08X(。06705) 0.32 。 8 。砕片13

9 II A 情円形 l.lOXO.69 0，20 。 12 。高石 1、初片 3砕片 7

①1.8XO.95 0.42 
手干鉄3、石[核 2、和j片 7、砕片32

15 II A 楕 円 形 @2.16XO.76 0.40 。140 。
土器片 5

③1.31XO.62 0.38 
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遺物は⑮内より剥片 2点，砕片30点，土器片 1点が出土。

4号 L'M-ll区で検出。遺構の北側半分は調査で掘りすぎたようだ。

(Fig. 53) 6号集石遺構と隣接して検出された。土壌は径92cmX深さ32cm程の円

形状を呈し，深い掘り込みをもっ。醸石を 2個検出。

遺物は細石刃 1点，剥片 1点，砕片 4点，土器片 1点出土。

5号 0-15・16区で検出。遺構の西側半分は調査で掘りすぎたようだ。

(Fig.54 ) 土壌は径95cmx深さ22cm程の円形状を呈すものと考えられ，浅い皿状

の掘り込みをもっ。土壌の中心部に炭化物が集中する傾向がみられる。

遺物は石錬 1点，砕片15点が出土。

6号 N-13区で検出。土壌は長径0.89mx短径0.53mX深さ22cm程の楕円

(Fig.54) 形状を皇し，浅い掘り込みをもっ。炉底・壁は焼土化し，炉底と醸石の

間に焼土塊と比較的大きな炭化物が含まれ，赤変した醸石が10個程，炉

内西側に集中し，炭化物も同様な傾向を示す。

遺物は熱を受けて赤変した土器片 2点，砕片50点が出土。

7号 P-18区で検出。土壌は東西O.71mX南北0.42mX深さ17cm程の楕円

(Fig.54) 形状で，浅い皿状の掘り込みをもっ。(遺構の確認段階で上面が削られて

おり，実測図より若干深くなる。)

炉底・周壁共に火熱を受け焼土化が著しく，土壌の上面に扇平な砂岩

の板状石と粘土塊がみられ，礎石は赤変している。

8号 L-14・15区で検出。土壌西側の上縁部分は調査時に掘りすぎで，輪

(Fig.54) 郭は不明。

土壌は長径88cmx短径約70cm程の円形状を呈し，炉底面は南から北へ

深く掘り込まれ，北端部分て、32cmを数え，その部分の焼けた痕跡が著し

い。諜石は土壌上面に 8個と炭化物が多く検出された。

9号 L-8区で検出。土壌は東西1.1mx南北0.69m程の楕円形状を呈す。

(Fig.55) 土壌の東端部分より， 80cm程の範囲で約20cmの深さに掘り込まれてい

る。醸石は12個程で上面に多くみられ，粘土塊，炭化物が検出された。
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15号 4号竪穴状遺構に隣接し， J-7区で検出された。(試掘謂査で炉牡

(Fig.55) として，一部分を確認したもので， Cの遺構上縁を掘り過ぎたようだ。)

この炉穴は 3つの土壌部分からなり，西側より A，B， Cとする o

Aは長径1.8mx短径0.95mx深さ42cm程の楕円形状を呈し，深い掘り

込みをもっ。土壌はBと接する部分の内壁面と炉底面が焼土化が著しく，

醸石は 5個検出。 Aに接してB・Cと並んでおり， B' Cは分銅形状を

呈している。

Bは長径2.16mx短径O.76m x深さ90cm程で楕円形状を呈し，北西端

部に煙道部分(トンネノレ)が検出された。煙道部分は高さ20cmX幅28cm，

出口部分は径18cm程の円径を呈し，先端部に向って細長く，上向きの傾

斜面をもち，台形状の空間を形成している。また，その出口部分に醸石

6個で穴をふさいだ状況が窺われる。

特に煙道部分の前面，炉底，局壁部分は焼けた痕跡が顕著であり，そ

の部分の前面に傑石が集中し，詰った状況で検出された。その空間部分
註 1

に炭化した食物類が多量に検出された。

Cは長径1.31mx短径0.62mx深さ38cm程の楕円形状を呈す。北端部

分に比較的大きな擦が集中し，諜下の炉底，周壁部分が赤く焼けている。

遺物はBに集中し，石室族 3京，石核 2点，剥片 7点，砕片32点，土器

片5点が出土している。

この煙道をもっ炉穴は，検出状況より，食料を蒸す・焼くという用途

面が考えられるようだ。

またC14年代測定で8970::!::90Y.B.P.(8710士90Y.B.P)の年代を得ている。

以上のように炉穴遺構が第II層で10基検出され， B地点と同様に土壌

部分が焼防，土壌内醸石も焼げているものが多く，炭化物が顕著に検出

されるために炉社として捉えた。

遺構の形状が楕円形と円形を呈すものに分れ，また煙道部分をもっ形

態のものが一基検出されている。

楕円形状を呈すものは長径1.2mを越す大形のもの(2， 15号)とそれ

以下のもの (1， 3， 6， 7， 9号)に分れる。またその中で複数の炉

穴をもつもの(3， 15号)がある。

円形状を呈すものは径が60cmを越えるもの (4，5， 8号)がある。

また， 15号炉穴のように煙道をもち，根栽類等を蒸す，焼く，燦すと

いう用途面が考えられるような遺構，楕円形状を呈すもの，円形を呈す

ものはそれぞれの用途酉での利用目的の相違が表われたのであろう。
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④磯群遺構 第II層で5基の醸群が検出された。 E'F-2・3区は醸石が他区に

比べて多量に検出されており，広範囲にまとまって集石しているのを醸

群とし，その中で特に集中した箇所を集石として区分した。

1号 E-3区で検出。規模は東西2.8mx南北3m程の範囲を 1つの醸群

(Fig.56) とした。特に東側に醸石が集中する笛所がみられ，その様石下に土壌の

掘り込みが検出され，砂岩の板状石が花弁状に配置されている。これを

14号集石とした。

際群の操石は焼けて赤変したものもみられる。
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Fig. 56 1号機群(1/30)
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2号 F-3区で 1号醸群の南側で検出規模は東西3.5mX南北1.8m程

(Fig. 57) で帯状に検出された。その範囲の中で東側に礎石が集中する箇所がある。

1号棟群と同様な状況で，醸石も焼けて赤変したものもあるが，ほと

んどの様石は明確ではない。隣接して東側に15号集石が検出されている。

A 

¥346JG 
。

A一品S@F 

ミ2通

A- 当竺B

。噌 izt司 L← " / 

-o 

島

ζコ

議
電3

(s> 

E 
¥ 

A一一

@610Q  
骨 q
。. 。 ~ 。。、

合 。。。

C :Aho 。、。
s @ 。"F。

! 
G一一

程調・

。"'<e芯

中。 勺h、

も
む
ο 

型ER

31FOF 

。。 包A マ守{'-'} ，..，;---潟、("y) -8  
θ 

。d

。 2m 

Fig. 57 2・3号機群 (1/40)
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3号 J -12区で検出。規模は径1.2m程の範囲に醸石が集石するもので，

(Fig.57) 掘り込みはみられない。また醸石が焼けた痕跡や炭化物も確定できな

かった。中央部分に 3個のピット状の掘り込みを検出。

4号 K-16区で検出。西側の土壌は径52cmX深さ 10cm程の円形状を呈し，

(Fig.58) 浅い掘り込みをもっ。

醸石が 7個程固まって検出され，火熱を受けたのか赤変している。

5号 L-15区で検出。土壌をもつもので，その規模は長径O.85mX短径

(Fig.58) O.72mx深さ 13cm程で円形状を呈す。

土壌内に醸石が 9個と周囲の 2箇所に集積した状況で検出され，醸石

は焼けて赤変しているものもある。炭化物が検出されている。

以上のように，醸石が広範囲に集石するものと浅い土壌の掘り込みを

もち，その内外に集石するものに分れる。

4 5号は土壌の掘り込みをもち，炭化物・赤変した醸石等他の集石・

炉穴遺構と同様な炉社的な利用面をもつものと考えられるが，土壌の掘

り込みが浅く，土壌内面に焼げた痕跡が確認できなかったので，醸群と

して捉えた。

⑤ 不明土境 8基の遺構が検出されたが，性格が不明で、ある。

1号 K-16区で4号操群と隣接して検出された。土墳の規模は径O.75m X 

(Fig.58) 深さ 13cm程の円形状を呈すと考えられ，底面に 5個の醸石を検出した。

2号 Q-17区で検出。土壌の規模は東西 1mx南北O.9mx深さ 15cm程の

(Fig.58) 楕円形状を呈す。浅い掘り込み内の底面に砂岩の板状石が 5個検出され

すべて接合する。

3号 F-ll・12区で検出。この遺構は第II層から掘り込んだものと考えら

(Fig.58) れるが，砂岩の岩盤上で検出されたもので，調査時に掘りすぎたようだ。

土壊の規模は長径O.95mx短径O.7mx深さ23cm程の方形状を呈す。

底面は砂岩の基盤を掘り込んでおり，覆土中に粘土塊が検出されてい

る。この遺構は墓社的様相をもつものであろう。
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4号 P-13区で検出。土壌の規模は長径1.57mX短径l.05m程の不定形状

(Fig.58) を呈す。土壌の東側に径50cmX深さ35cm程の円形状と壁をへだて西側に

径95cmX深さ44cm程の構円形状を呈す掘り込みがみられる。

特に東側の掘り込み面の東壁部分に締って，ガチガチに囲い部分が検

出され，このような状況は竪穴状遺構以外には確認できない。
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5号 L • M-14区で検出。土綾の北側の部分は調査で掘りすぎている。

(Fig. 58) 土壌の規模は東西1.2mx南北 lmx深さ25cm程で，形状は不明。

操石が西側に固まって検出され，土壌および諜石は火熱を受けた痕跡

は確認できなかった。

6号 P-14区で検出。土壌の規模は東西2.3mx南北1.3mx深さ 70cm程

(Fig. 59) の長楕円形状を皇す。掘り込みの東西端は直角に近く，他は傾斜をもっ

て立ち上る。底面は平坦で， 径10cmX深さ 5cm程の小穴が並んで 3個

みられる。また醸石は無く，底面より約40cm程の所に塊状の炭化物がほ

ぼ土壌内全面に検出された。土墳壁面が火熱を受けた痕跡は確認できず。

7号 R-14区で検出。土壌の規模は東西1.6mx南北0.8mx深さ1.2m

(Fig.59) 程の長楕円形状を呈す。掘り込みは鋭角に近い立ち上がりをもち，底面

は平坦で，西端よりに東西40cmX南北22cmX深さ llcm程の浅い掘り込み

をもっ。その凹地に醸石が詰り，土壌上面にも数個の醸石がみられる。

MN 
不明土壌8号l

A一一
つも
2
c

A一一 36.30も

。
Fig.60不明土壌 (1/40)

106 -

8号 (Fig.60)

P-12区で検出。土壌の規模は，東西

1.6mx南西1.4mx深さ80cm程の円形状

を呈す。掘り込みは宜角に近く，操石は

底面より約24cm程上面に 8個程検出され

。
た

土壌周壁，際石が焼けた痕跡は確認で

きなかった。

2m 

以上の不明土壌群も特徴をもっている。

① 浅い土墳をもち，その中に醸石が

在るもの(1. 2. 5号)

② 墓社的な様相を示すもの(3号)

③土壌の規模が大きく，深い掘り込

みをもつもので，塊状の炭化物と

小穴をもつもの(6号)，醸石と小

穴をもつもの(7号)，醸石をもつ

もの(8号)である。

④性格不明のもの(4号)



①土器

(Fig.61) 

(PL. 23 ) 

(2) 遺物出土状況

本遺跡A地点、は，南東部が最も標高が高く 40m程をなす。北側へ伸び、

る舌状の低地丘陵を形成し北へ緩斜面となる。しかし北西部に至って

は，標高33m付近よりかなり急斜面となる。従って遺物は標高33~40m

の聞にゆるやかな状況を成す幅広の尾根部分に広い範囲に渡って出土し

た。土層の堆積も先に触れたように乱れる状況も少く全体に整然として

いる。縄文時代の遺物は，第II層(赤褐色粘質土層)を主体として土器

や多くの石器を出土している。第III層(黄褐色粘質土層)においても多

少遺物は出土するが，細石刃などのi日石器時代の遺物と混在して出土し

ており，縄文時代の単独包含層としてはとらえにくしあくまでも第II

層に中心を成すものであろう。

出土する土器においては少い出土であり保存状況がよくないものが大

半を占めながらも，わずかに押型文土器(楕円文)・条痕文土器の施文が

確認できた。形態、も円筒形や口縁が外反しラッパ状になるものなどがあ

る。底部においても尖底のものと広めの平患を有するものが認められた。

石器においては，層中からのもの，或いは各遺構内より出土するもので，

多くの削片・剥片はもちろん，石鯨・石匙・スクレイパー・加工痕ある

石器・使用痕ある剥片・石槍・彫器・模形石器・石斧・磨石・敵石・凹

石・砥石・石核と多種に及ぶ。

(3)出土遺物

A地点より出土する土器の内， 9点、を選び図化し記載した。

1は口唇末端をわずかに欠損するが，口縁から頚部に至るやや大きめ

の破片である。楕円押型文を施文する。他の土器片より風化を受ける度

合は少ないが，中ほどには文様の磨滅が認められる。形状はゆるやかに外

反しラッパ状を呈すると考えられる。焼成はやや良好で，胎土には細か

い砂粒子を含む。色調は表裏ともに茶褐色である。 2は口縁の大きな破

片である。整ったやや幅広の条痕文を横位に施文する。保存状況はあま

りよくなくボロボロともろい感じである。ほぽ直立する口縁をもっ円筒

形の土器と考えられる。焼成は悪く胎土には荒い砂粒子を含む。色調は

表裏ともに黒褐色である。 3は口縁の小片でかなり薄手のものである。

風化がひどく文様は全く判別できない。わずかに内湾する形状を呈する。
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焼成はやや良好で，胎土は荒い砂粒子を含む。表裏ともに暗褐色の色調

である。 4は3と同じく口縁の小片である。やや外反する形状を呈する。

全体的に焼成が悪いためか，風化がひどく若干の剥落も認められる。胎

土には荒い砂粒子を含む。色調は表面が茶褐色，裏面は黒褐色である。

5は口唇末端を極くわずかに欠損するが，口縁から頭部に至る大きい破

片である。形状は頭部で、小さく屈曲しラッパ状を呈する。風化がひどく

表面は凹凸を成す。従って文様は不明である。焼成は悪く，荒い砂粒子

を胎土に含む。色調は表面が暗褐色，裏面が茶褐色をなす。 6は底部の

小片である。底部末端を欠損し明確ではないが若干乳房状を呈すようで

ある。本来の土器そのものもさほど大きくなかったものであろうと考え

られる。焼成は良好で，胎土には細かい砂粒子を含む。色調は表面が茶

褐色，裏面が暗褐色である。 7は6と同じく尖底の土器の底部片である。

底部末端は風化による剥落のため欠損し丸くなる。特に内面(裏面)の

風化が著しく凹凸状になっている。焼成はやや良好で，細かい砂粒子を

胎土に含む。色調は表裏ともに茶褐色である。 8は平底の土器の底部片

である。推定ではあるがおそらく底面の直径が13~14cm程と考えられる。

また，底面においては約 2cm程の厚みを有するが，胴部の方は 7皿程度

と薄い。焼成は良好，砂粒子を含む。色調は表裏ともに淡褐色である。

9は8と同じく平唐の土器の底部片である。 8と比較すると小さいよう

である。推定の底面直径は1l~12cm程と考えられる。やや角ばった感じ

である。焼成は良好で胎土にわずかに砂粒子を含む。色調は表面が赤褐

色，裏面が茶褐色である。なお， 6~9 の底部片も風化が所によっては

著しく，文様の判断できるものはない。

Tab.8 土器一覧表 (A地点)

挿図番号 出土区 出土層位 種 類 部位 色調 特徴及び備考

l J -14 落 ち 込 み f青円押型文 頚部 茶褐色 口唇を若二子欠員。焼成(ま良好。

2 K -12 赤褐色宇占質土 条痕文 ロ縁 黒褐色 やや幅広の条痕文を横{立に施文。

3 F-5 赤渇色粘質土 不 明 " 暗褐色 表面の風化が著しく宇IJ別できない。

4 F-l1 赤褐色粕質土 11 口縁 黒褐色 焼成が悪〈全体的にもろい。

5 F-12 活 ち 込 み 11 頚部 茶褐色 口答を極くわずかに欠損する。焼成悪し。

6 N -12 赤褐色粘質土 11 底部 11 底部末端を欠損，風化進む。

7 F-3 ドーナツ状土O 11 11 11 底部末端は風化などにより剥落する。

8 F-5 赤褐色粕質土 11 " i炎褐色 かなり大型の土器が推定きれる。

9 E-3 赤褐色粘質土 11 " 赤褐色 やや薄い底部である。焼成良好。

Tab.8 土器一覧表 (A地点)
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②石器

石銭 A地点で出土した石鯨は， 418点である。層位中より出土のものが多

(Fig. 63 -73) くを占めるが，工房社・竪穴状遺構を始めとする各種の遺構からもかな

(PL. 24-34 )りの出土がある。

本遺跡においても先刊の西輪久道遺跡にならい，石鍛の分類を試みた。

先ず完形品と破損している部位により A~Fに分けた。次に，基部の形

状により平基もしくはそれに近いものを I類，凹基のものをII類とした。

I類は，やや外に丸く張り出すもの，一直線状に近いものをそれぞれIa.

Ib類とした。 II類は，挟りの幅が深さを上まわっているものをIIc類。挟

りの幅と深さがほぼ等しいか，それに近いものをIId類。扶りの幅より深

さが上まわるものをIIe類とした。そして，更に石鯨の長幅に着目し， 2 

3に近いものを 1，1 : 1に近いものを 2，3 : 2に近いものを 3，2 

Iに近いものを 4，2 : 5に近いものを 5とし 5段階に分けた。なお分

類においては，欠損部位はあるものの，推定できるものも含めた。また，

EやFを始めとする 1部のみ残存し，目立った特徴のないものは詳細を

省き計測表のみの記載とした。

Tab. 9 石鍛破損部位別一覧表

記号 破損部位 黒曜石 安山岩 その他 計
18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

A I干
A 

日 完 賃フ金1sニ 形 悶ロ悶 102 24 3 129 
21212 C 

111 1 12 11218 

113 311 514 41 ~、

211 314 216 316 ~ 
213 413 417 414 61213 

袖;
G 

A 晶 先端部破損 37 7 。44 

211 312 312 512 U3lJ 
112 51117 211 114111 

511 314 512 61317 
212 212 315 2 51415 

H 

J 
K 

B 4島両脚破損 29 。30 

211 513 416 21111 

313 911 213 111 

213 3 413 112 

11211 211 

L 

M 

N 。
c • 片脚破損 81 9 。90 

312 211 111 

1 111 211 
P 
Q 

R 

5 

。S島』 先端部破損 26 3 。29 
片脚

T 
U 

V 
E 

i轟j

先端邦破損 20 3 24 
両脚

/、

Fig.62各地区出土石鍍
，、

F 
f 、 脚部のみ 70 2 。72 
島J

言十 365 49 4 418 
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1 a類 1~1lは，基部が下に張り出すもので 1 a類に分類，内 1を1a i 2 

~4 を Ia2 ， 5~11を Ia3 とした。

• 1 a 1 1の1点のみで，黒曜石A製である。全体的に鈍く丸い感じで

ある。二次加工は丁寧に施されている。

• 1 a 2 4は粗雑な二次加工で，主要剥離面を表裏ともに大きく残す0

・1a 3 5は黒曜石C製，側縁部は荒い鋸歯状を成す。 6・7は安山岩

製でやや粗雑な感じである。 10・11は局部磨製石鯨で，特に11は先端を

欠損するが全磨製に近い状況である。

Ib類 12~34の 22点は基部がほぼ一直線状になるもの，あるいは極くわず

かに内湾するもので， 1 b類に分類，内12~18を 1 b 2， 19~34，を Ib3 と

した。

• 1 b 2 12は黒曜石A製，長さ 1cmを測る小型のものである。 13・14・

16などは，ほぽ正三角形状に近い形である。 18の局部磨製石鉱はわずか

ではあるが先端が突出する。

• 1 b 3 21は側縁も直線状を成し，均整のとれた二等辺三角形状を呈

す。 31~33はそれぞれ石材は異なるものの，側縁が外湾し酷似する形を

成している。 34は裏面の中央にわずかに磨製面が認められるものであり，

特徴ある形を成す。黒曜石A製。

llc類 基部に扶りが多少認められるもので， 35~208の 174点は IIc類に分類し

た。内35~44を IIc 1， 45~69を IIc 2， 70~188を IIc 3， 189~208を II

c4としTこ。

• II c 1 35は黒曜石B製でパテナが著しい。表面の中央には自然面が

残っており，二次加工も粗雑である。 36~40は脚先端が鋭く尖り，幅広

に開脚している。特に39は開脚の状況が大きい。 42は黒曜石A製で先端

が若干突出している。 43は黒曜石A製で組雑な二次加工である。 44は片

脚が欠損するため判然としないが，極めて特異的な脚部を成すもののよ

うである。

'IIc2 47・48は先端が鋭角を成し，侭IJ縁もわずかに鋸歯状の加工を施

工している。 63・67は2点とも左右の脚の長さが違う。 65は黒曜石A製

で比較的に小型のものである。 68は黒曜石B製でやや大型のものである。

裏面には主要剥離面を残す。 64・69は局部磨製石室族である。

• II c 3 70は不整形のもので二次加工の状況や大きさより一応石鉱と

して扱ったが， f~1j縁などを観察してみると，スクレイパー的な要素も考

えることができょう。 71・72はやや小型で丁寧な二次加工を施す。 71は
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Tab.10 石鍍計測表 < >は推定値

挿 図 破損 重さ 大き さ(cm) 挟り (cm) 先端
出土区 出土層位 石材

深度
分類

番号 部位 (g) 長 編 厚 幅 角度

1 I J -15 赤褐色粘質土 黒曜石A 己フ口コ 2.4 2.2 2.5 0.4 111' I a 1 

21G← 11 赤褐色粘質土 安山岩 己フEョ 1.1 1.8 1.7 0.4 75。 I a 2 

3 I E-9 黄褐色粘質土 黒曜石B 企フ壬'G 0.6 1.6 1.3 0.3 51' /1 

4 I F-5 赤褐色粘質土 /1 A A 0.6) 1.25 0.3 <55' /1 

5 I D-8 赤褐色粘質土 /1 C ，フゴヒ'G 2.7 2.6 1.9 0.6 79。 I a 3 

61M-13 落ち 込 み 安山岩 己フヨ巳 6.3 3.3 2.2 0.9 82' II 

7 I E-8 黄褐色粘質土 /1 己ヌEコ 8.1 4.0 2.6 。目8 65' /1 

8 I F-8 列 石 群 黒曜石B Y'=b E 0.5 1目9 1.25 0.45 70' /1 

9 I P-17 ドーナツ状土壌 /1 C A <2.5) 1.8 0.4 /1 

10 N-10 赤褐色粘質土 /1 A Y'=EE F 0.6 1.8 1.1 0.2 54' /1 

11 N-15 赤褐色粘質土 /1 B A <1.7) 1.1 0.15 /1 

12 G-7 赤褐色粘質土 /1 A にY土'G 0.3 1.0 。目9 0.3 85。 I b 2 

13 1(-12 落ち込み I1 A にY全'G 0.5 1.6 1.3 0.35 0.05 1.0 73。 1I 

14 1(-7 安褐色粘質土 " C ヒYとE 1.0 2.1 1目8 0.3 68' /1 

15 N-13 撹 乱 中 /1 C '7全Eコ， 0.35 1. 75 1.6 0.35 90。 /1 

16 F-10 黄褐色粘質土 I1 B Yヒ全Eコ， 0.4 l目6 1.5 。目4 100。 I1 

17 M-9 赤褐色粘質土 /1 B A <2.1) 1.6 0.65 0.05 0.7 I1 

18 N-8 撹 乱 中 I1 C C 1.2 <1.1) 0.15 52。 I1 

19 Q-15 落ち 込 み /1 A 'フdbE 0.4 1.3 1.0 0.3 0.05 0.5 60。 I b3 

20 N-18 ドーナツ状土壌 安 山 岩 'フfEフ 0.4 1.6 1.2 。目2 0.05 1.1 65。 I1 

21 M-10 撹 乱 中 /1 y'fu hy 0.3 1.5 1.0 。目25 0.05 0.8 40' I1 

22 J-6 4 号竪穴 黒曜石B フ'竺Eフ 0.8 1.8 1.3 。目45 53。 I1 

23 T-18 赤褐色粘賓土 11 B '7三E3 1.4 2.0 1.6 0.5 66" /1 

24 H-11 ドーナツ状土壌 /1 C A <1.8) 1.1 0.3 44" /1 

25 F-6 ドーナツ状土壌 I1 C A <1.5) 1.1 0.3 I1 

26 J-7 赤褐色粘質土 I1 B Y日コE 0.4 1.8 1.1 0.2 48" /1 

27 I← 5 撹 乱 中 I1 C A <1.9) 1.1 0.35 /1 

28 R-← 12 赤褐色粘質土 /1 A フ己口ヨ 0.7 1.9 1.2 0.35 69。 /1 

29 1(-6 落ち込み 1I A C 2.5 <2.0) 0.45 49。 /1 

30 0-12 撹 乱 中 11 C Y企壬'G 1.2 2.2 1.5 0.4 59. I1 

31 1(-8 落 ち 込 み 安山岩 '7全G 0.9 2.3 1.6 0.3 50. I1 

32 M-10 主主ち込み 黒陵石B Y乞全Eコ， 0.9 2.4 1.6 0.25 68. /1 

33 1-6 4 号竪穴 /1 A 7efE =2 2.0 2.6 1.9 0.4 0.05 1.4 70. /1 

34 P-11 赤褐色粘質土 /1 A 'フコ』E 1.0 2.2 1.3 0.45 39. /1 

35 E-2 赤褐色粘質土 I1 B '7三bE 4.0 2.6 2.3 。目7 0.1 0.7 80. II c 1 

36 1-6 4 号室穴 I1 A '7三Eフ 0.4 1.2 1.2 。目3 0.2 0.8 65。 1I 

37 D-3 赤褐色粘質土 I1 C A <1.6) 1.6 。目2 0.2 1.4 1I 

38 E-6 撹 乱 中 I1 B y'=b E 0.3 1.55 1.7 0.3 0.1 1.4 67" 1I 

-124-



挿 図 破損 重さ 大き さ(cm) 扶り (cm) 先端
出土区 出土層位 石 材

深度 角度
分類

番 号 部位 (g) 長 幅 厚 編

39 N-15 撹 乱 中 黒曜石B y，zb E 0.7 1.7 2.0 0.3 0.35 1.6 68' II c 1 

40 1 -12 ドーナツ状土壌 安 山 岩 '7とc 0.4 1.6 1.5 0.3 0.3 1.1 54' /) 

41 L-14 赤褐色粘質土 黒曜石A Eフ全Eョ 0.5 1.4 1.4 0.35 0.35 1.0 74。 /) 

42 N-ll 撹 乱 中 JJ A C 2.0 <2.5> 0.4 <0.5> <1.5> 70。 /) 

43 E-2 赤褐色粘質土 " A A <2.5> 2.3 0.3 0.4 1.0 

44 J -14 撹 乱 中 /) A D <2.3> <2.3> 0.5 <0.7> <1.5> /) 

45 N-9 撹 乱 中 /) A C 1.4 <1.3> 0.3 <0.2> <0.7> 60。 Il c 2 

46 O一一16 赤褐色粘質土 /) A 7日c 0.4 1.5 1.3 0.3 0.15 0.9 68' /) 

47 E-7 赤褐色粘質土 /) A 'y=b E 2.1 2.6 1.8 0.6 0.1 0.6 56' /) 

48 L-15 赤褐色粘質土 /) B ，YdE by 1.8 2.2 1.8 0.65 0.1 0.8 61' /) 

49 G-15 赤褐色粘質土 安山岩 A <2.0> 1.7 0.4 0.15 1.3 /) 

50 M-12 ドーナツ状土壊 /) '7三Eby 0.8 1.9 1.7 0.2 0.15 1.3 68' /) 

51 G-6 ドーナツ状土横 黒曜石B YヒとEz， 0.3 1.4 1.6 0.3 0.25 0.9 50' /) 

52 C-10 黄褐色粘質土 /) A ヌ，ゴEニァ 0.5 1.8 1.6 0.25 0.25 1.2 68。 /) 

53 Q-13 黄褐色粘質土 /) C C 1.9 (1. 9> 0.4 <0.3> <1.3> 56。 /) 

54 日-14 ドーナツ状土壌 IJ C C 2.1 (1.9> 0.3 <0.4> (1.5> 75' /) 

55 G-10 赤褐色粘質土 IJ B 1た全G 0.7 1.7 1.6 0.3 0.35 0.8 55。 /) 

56 N-8 赤褐色粘質土 /) B 'フ=』E 0.7 1.9 1.7 0.3 0.45 1目3 65' /) 

57 D-7 黄褐色粘質土 /) B フ己Eョ 0.5 1.5 1.3 0.3 。目3 1.0 60。 /) 

58 D-7 赤褐色粘質土 /) B ，フゴEフ 0.3 1.6 1.2 0.2 0.25 1.0 60。 /) 

59 K-6 4 号 土 墳 /) B C 2.0 <1.5> 0.4 0.4 <0.9> 50' /) 

60 K-8 撹 乱 中 /) A C 1.7 <1.5> 0.3 (0.4> く0.9> 68。

61 E-3 赤褐色粘質土 /) B た1壬G 0.4 1.5 1.4 0.2 。目45 1.2 75。

62 L-15 落 ち 込 み 安山岩 A <2.1> 1.8 0.3 0.5 1.0 

63 F-2 赤褐色粘質土 黒曜石A 日ブョE 0.6 1.5 1.4 0.4 0.45 0.8 51' 

64 K← 6 4 号土 壌 /) B Yた士c 0.3 1.6 1.3 0.2 0.55 1.0 56。 /) 

65 G-7 赤褐色粘質土 JJ A C 1.1 <1. 0> 0.25 <0.2> (0.6> 76' 月|

66 1 -8  ドーナツ状土墳 /) A C 2.2 (1.8> 0.4 <0.6> <1.4> 71' 月|

67 H-10 黄褐色粘質土 /) B dフ¥s 0.3 1.5 1.3 0.2 0.4 0.7 63' 

68 D-ll 撹 乱 中 /) B C 2.6 2.4 。目4 0.6 1.0 93' /) 

69 P-12 赤褐色粘質土 /) C 'y=b E 0.5 1.6 1.4 0.2 0.15 1.1 66' /) I 

70 M-15 撹 乱 中 /) C 'Y=b E 0.6 2.1 1.3 0.3 0.1 0.7 80。 II c 3 I 

71 E-7 ドーナツ状土横 /) A A <1.5> <1.0> 0.15 0.1 0.8 /) 

72 N-16 4 号集石 /) C ，フfEフ 0.2 1.4 1.0 0.15 0.1 0.8 56。 /) 

73 U-18 赤褐色粘質土 /) C A <1.8> 1.3 0.35 0.1 0.9 /) 

74 K-16 落 ち 込 み /) C Eフ全Eヲ 0.8 1.8 1.3 0.4 0.15 1.0 54。 /) 

75 1-6 4 号 竪 穴 安山岩 C 2.0 1.5 0.4 <0.15> <1.0> 62。 /) 

76 F-6 赤褐色粘質土 黒曜石A C 2.0 <1.6> 0.25 (0.15> <1.3> 60' /) 

77 F-6 ドーナツ状土壊 /) B A <2.5> 1.7 0.3 0.1 1.4 /) 
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指 図 破損 重さ 大き さ(cm) 挟り (cm) 先端
出土区 出 土 層 位 石 材 分類

番号 部位 (g) 長 編 厚 深度 煽 角度

78 N-ll 落 ち 込 み 黒曜石A C 1.7 (1.3) 0.4 (0.15) (1.]) 60。 II c 3 

79 D-7 赤褐色粘質土 !J B とY乏~ 0.3 1.6 1.2 0.2 0.25 1目。 60' !J 

80 D-4 赤褐色粘質土 11 C C 1.3 1.0 0.15 (0.15) (0.8) 34' 11 

81 H-14 赤褐色粘質土 11 C B 0.35 47。 11 

82 0-12 不 明 土 壌 11 C 'Y=b E 0.5 2.0 1.4 0.25 。目 15 1.2 45。 11 

83 K-6 落 ち 込 み 11 B とY士Eァ 0.8 2.1 1.4 0.4 0.15 0.8 55。 11 

84 U-18 赤褐色粘質土 11 A 企フ壬~ 0.6 1.8 1.4 0.4 0.25 1.1 66' 11 

85 E-10 7U 石 群 11 A A (2.]) 1.4 。目250.1 0.9 11 

86 T-18 赤褐色粘質土 11 B たy士~ 1.0 2.0 1.3 0.45 0.15 1.0 70。 11 

87 P-19 落 ち 込 み 安山岩 Yに土~ 0.6 1.9 1.4 0.25 0.3 1.2 55。 11 

88 1-6 4 号 竪 穴 黒曜石B A (]'8) 1.3 0.3 0.2 1.2 11 

89 I-6 4 号 竪 穴 11 B フぜヨ石 1.1 2.1 1.3 0.5 0.2 0.9 45。 11 

90 G-12 ドーナツ状土壌 11 B フ'fEコ 0.9 2.2 1.6 0.35 0.2 1.4 55' 11 

91 1 -10 ドーナツ状土壌 11 C :7壬E二， 。目5 1.9 1.3 0.2 0.2 1.0 62。 11 

92 G-ll 落 ち 込 み 安山岩 'フ=bE 1.6 2.3 1.6 0.5 0.15 0.8 50。 11 

93 J-8 炉 穴 黒耀石B ピフbE 0.2 1.4 1.1 0.15 0.2 0.8 29' 11 

94 M-ll 撹 乱 中 11 C C 2.0 1.0 0.4 0.15 0.9 65' 11 

95 日-13 ドーナツ状土横 安山岩 C 2.8 (2.4) 0.3 (0.6) (]. 7) 92' 11 

96 D-12 落 ち 込 み 黒曜石A A (2.5) 1.6 0.5 0.2 1.5 11 

97 F-9 黄褐色粘質土 11 A A (3.3) 1.9 0.3 0.2 1.4 11 

98 F-6 ドーナツ状土壌 11 A A (3.2) 2.4 0.4 0.25 2.0 11 

99 D-4 赤褐色粘質土 11 C フ-fEコ 1.1 2.8 1.9 0.4 。目4 1.7 48' !J 

100 E-8 ヂリ 石 群 11 A A (]'4) 1.0 0.2 0.2 0.7 11 

101 E-2 落ち込み 11 A Y'=b E 2.0 2.8 1.7 0.6 0.25 1.2 55' 11 

102 F-ll 溶 ち 込 み 安山岩 A (]'9) 1.3 0.5 0.25 0.9 11 

103 G-9 黄褐色粘質土 黒曜石B C 2.1 (1.6) 0.3 (0.3) (1.2) 60。 11 

104 D-4 赤褐色粘質土 11 C Yヒ士~ 5.2 3.5 2.7 0.6 0.25 1.8 69。 11 

105 H-13 赤褐色粘質土 11 B A 2.7 1.9 0.8 0.25 1.2 61' 11 

106 G-5 赤褐色粘質土 11 C :7三bE 1.7 2目2 1.6 0.6 0.25 1.1 70。 11 

107 G-8 黄褐色粘質土 11 B C 2.3 (1.6) 0.45 (0.3) (1.2) 40' 11 

108 G-9 黄褐色粘質土 11 A 'y=b u 0.7 1.9 1.3 0.45 0.3 0.8 40' !J 

109 C-10 赤褐色粘質土 11 C 'Y=b E 。目6 1.7 1.2 0.4 0.3 1.0 45。 11 

110 G-8 列 石 群 11 C :7三~ 0.7 2.1 1.4 0.35 0.3 0.8 50。 11 

111 K-12 赤褐色粘質土 安山岩 Yた土~ 0.9 2.2 1.4 0.4 0.3 0.9 31。 11 

112 K-12 ドーナツ状土壌 黒隈石B Yた士~ 0.9 1.8 1.3 0.4 0.3 0.8 62。 11 

113 G-7 黄褐色粘質土 11 B A (1.9) 1.3 0.5 0.35 1.1 11 

114 G-7 赤褐色粘質土 11 B C 2.0 (1.4) 0.2 (0.35) (1.2) 46。 11 

115 F-5 赤褐色粘質土 11 A C 2.0 (1.6) 0.2 (0.45) (1.3) 45。 11 

116 J-11 不明土壌 11 C :7をEごP 0.5 1.9 1.5 0.25 0.35 1.4 50。 11 
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挿 図 破損 重さ 大き さ(cm) 挟り (cm) 先端
出土区 出 土 層 位 石材

角度
、分類

番号 部位 ( g) 長 幅 厚 深度 糎

117 E-11 黄 褐色粘質土 黒曜石C ，7fE プ 1.0 2.4 1.8 0.3 0.35 1.6 59' II c 3 

118 H-10 落ち込み 1/ B C 2.3 <1.6) 0.3 <0.35) <1.3) 49' 11 

119 1(-6 4 号土墳 11 B C 1.9 <1.6) 0.4 <0.35) <1.]) 50' 11 

120 J-8 炉 穴 安 山 岩 '7三E云 0.8 1.8 1.4 0.4 0.4 1目1 55。 11 

121 1(-15 撹 乱 中 黒曜石A ，フ7t 0.6 1.9 1.3 0.3 0.4 1.0 70。 11 

122 F-8 黄 褐色粘質土 11 B ア己コE 0.9 1.8 1.5 0.5 0.4 0.9 55' 11 

123 F-2 赤 褐色粘質土 チャート フ己ョE 1.2 2.4 1.6 0.3 0.3 0.9 65。 11 

124 1-6 4 号竪穴 黒曜石A C 2.4 <1.4) 0.3 <0.4) <1.0) 58。 11 

125 G-10 赤 褐色粘質土 11 A C 2.6 <1.5) 0.3 <0.4) <0.7) 48' 1/ 

126 L-14 赤、褐色粘質土 11 B -Yf2 E 1.9 3.0 1.8 0.5 0.4 1.4 55' 11 

127 N-13 落 ち 込 み 11 A フt圭G 1.5 2.8 1.7 0.4 0.4 1.2 51' 11 

128 L-12 撹 乱 中 11 A D <2.6) <1.8) 0.4 <0.4) <1.0) 11 

129 M-13 撹 乱 中 11 B A <2.5) 2.0 0.55 0.6 0.8 11 

130 E-9 黄褐色粘質土 安山岩 D <2.4) <1. 7) 0.5 <0.2) <0.9) 11 

131 日 15 ドーナツ状土壌 11 C 2.4 1.4 0.35 (0.4) <0.9) 44。 11 

132 G-8 黄 褐色粘質土 11 7己Eョ 1.3 2.5 1.9 0.4 0.45 1.2 50' 11 

133 G-11 赤 褐色粘質土 黒耀石B 'フコ』ロ 1.4 2.6 1.6 0.4 0.35 1.1 50。 11 

134 1-6 4 号 竪 穴 11 B Y己コE 1.1 2.3 1.5 0.4 0.45 1.3 56' 11 

135 1(-13 撹 百L Eド 11 B C 2.2 (1.5) 0.45 (0.4) <0.7) 54' 11 

136 C-8 赤 褐色粘質土 11 A D 1.6 <1.]) 0.1 (0.4) (0.9) 11 

137 F-6 ドーナツ状土壌 11 B Y仁士G・ 1.2 2.1 1.6 0.5 0.4 1.2 57' 11 

138 F-11 赤 褐色粘質土 安山岩 C 1.8 <1.3) 0.2 <0.4) <0.7) 60' 11 

139 P-10 赤褐色粘質土 黒隈石A C 1.9 <1.]) 0.3 (0.4) (0.8) 44' 11 

140 J-8 赤 褐色粘質土 11 B C 2.3 1.5 0.4 <0.4) (0.9) 48。 11 

141 J-6 不 明 土 横 11 A C 2.3 (1.5) 0.5 (0.45) <1.0) 41' 11 

142 S-15 赤 褐色粘費土 安山岩 A <3. ]) 2.1 0.25 0.55 1.6 11 

143 1(-14 撹 言L 中 黒曜石B A <2.3) 1.5 。目5 0.45 0.9 11 

144 F-7 列 石 群 安山岩 E <3.3) <2.]) 0.45 <0.6) <1.9) 11 

145 J-11 赤 褐色粘質土 黒曜石A C 3.3 <2.]) 0.4 <0.45) (1.6) 42' 1/ 

146 T-18 赤褐色粘質土 11 A C 2.4 <1.8) 0.3 <0.5) <1.5) 47' 11 

147 G-10 黄 褐色粘質土 安 山 岩 Y'=b E 0.7 1.9 1.4 0.3 0.5 1.2 53' 11 

148 J-8 炉 穴 黒寝石B '7とG 1.2 2.5 1.5 0.5 0.45 1.1 37' 11 

149 E-3 落ち込み 11 C とY土G 0.6 2.2 1.7 0.3 0.5 1.5 52' 11 

150 H-10 ドーナツ状土墳 11 B C 3.4 <2.3) 0.3 <0.5) <1.8) 64。 11 

151 M-13 落ち 込 み 11 B C 2.7 (1.6) 0.3 <0.5) <1.5) 65。 11 

152 F-9 策褐色粘質土 11 A C 2.6 <1.6) 0.5 <0.白〉 (1.2) 45' 11 

153 L-9 撹 乱 中 11 A C 2.9 <1.8) 0.5 <0.5) (0.9) 39' 11 

154 E-9 黄褐色粘質土 11 A C 2.9 <1.7) 0.3 (0.5) <1.]) 48。 11 

155 P-15 赤褐色粘質土 11 B C 2.8 <2.4) 0.4 <0.7) <2.0) 80' 11 
」 …
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挿図 破損 重さ 大き さ (cm) 扶り(cm ) 先端
出土区 出土層位 石材 分類

番号 部位 (g) 長 幅 厚 深度 中層 角度

156 F-9 黄褐色粘質土 黒曜石B '7士Eェ， 0.6 2.2 l.3 0.3 0.4 0.8 46。 II C3 

157 F-3 ドーナツ状土塘 11 C ゴ仁士'G 1.2 2目5 l.6 0.5 。目6 1.3 58。 11 

158 D-13 撹 乱 中 11 B 日ヌEョ 0.4 3.3 2.3 0.4 0.5 2.0 55" 11 

159 E-12 ドーナツ状土壌 安山岩 フ己ヨE 3.3 3.1 2.3 0.6 0.5 1.3 65。 11 

160 E-9 黄褐色粘質土 黒穏石B A <2.7) 1.7 0.5 0.5 1.3 11 

161 L-11 撹 乱 中 11 A C 2.1 <1.6) 0.4 <0.55) <1.0) 60。

162 M-13 落ち 込 み 11 B Yど全G 1.5 2.9 2.2 0.35 0.8 1.7 55。 11 

163 P-16 撹 乱 中 11 B D <2.9) <2.0) 0.45 <0.55) <1.2) 11 

164 D-7 不明土績 11 C 1ピ』E 1.2 2.6 l.6 0.5 0.7 l.3 41" 11 

165 H-9 黄褐色粘質土 11 A たY乏'G 0.8 2.2 l.5 0.4 0.6 1.1 60" 11 

166 K-8 落ち込み 11 A C 2.2 <1.5) 0.3 <0.6) <1.1> 46" 

167 1-7 4 号竪穴 11 B '7士G 0.9 2.2 l.6 0.4 0.6 1.0 54" 11 

168 J-6 不明土壊 安山岩 'Y=tE y 1.3 2.6 l.7 0.4 0.6 1.4 41" 11 

169 E-2 赤褐色粘質土 黒耀石B ，yzb E 1.1 2.5 l.7 0.4 0.7 1.2 45" 11 

170 D-3 黄褐色粘質土 11 B ，yzb u 0.8 2.0 l.6 0.4 0.7 l目4 61" 11 

171 G-12 ドーナツ状土壊 11 B A <2.2) l.7 0.35 0.5 0.9 11 

172 0-16 赤褐色粘質土 11 8 I乞土G 1.1 l.9 l.6 0.5 0.35 0.6 66" 11 

173 Q-17 赤褐色粘質土 安山岩 'Y=b E 2.1 2.5 l.9 0.5 0.5 0.8 60" 11 

174 E-8 黄褐色粘質土 11 ヒY士Eョp 8.1 4.5 2.9 0.7 0.5 l.6 70" 

175 N-10 落ち 込 み 黒曜石B 7仁士口2 0.3 1.4 l.1 0.1 0.1 0.6 64。 11 

176 P-18 赤褐色粘質土 11 B 'フ~ロ 0.3 1.6 l.1 0.15 0.2 0.8 55" 11 

177 L-12 赤褐色粘質土 11 C '7三~ 0.4 1.6 l.1 0.2 0.15 l.0 58" 11 

178 5-15 赤 褐色粘質土 11 C A <1.9) l.4 0.1 0.25 1.3 11 

179 H-16 赤褐色粘質土 11 A A <1.4) 11 0.2 0.25 0.8 54" 11 

180 Q-13 ドーナツ状土壌 11 B ，フ亡EE7 0.9 2.1 l.5 0.35 0.3 0.9 75" 11 

181 K-17 落ち 込 み 11 C A <1.7) l.4 0.2 0.35 l.3 11 

182 E-6 赤褐色す占質土 11 C たY壬G 0.2 1.5 l.1 0.1 0.35 0.9 52" 11 

183 T-18 赤褐色粘質土 11 A C 1.8 <1.3) 0.2 <0.3) <1.2) 61。 11 

184 L-12 赤褐色粘質土 11 A フヒと'G 0.4 l.7 l.2 0.15 。目3 0.9 63。

185 T-18 赤褐色粘質土 11 C ，フ三Eフ 1.6 2.3 1.7 0.4 0.25 1.5 60。 11 

186 K-14 赤褐色粘質土 11 B ，フゴEフ 0.6 2.0 1.4 0.3 0.4 1.0 52" 11 

187 G-13 赤 褐色粘質土 11 C C 2.1 <1.5) 0.2 <0.55) <1.0) 56。 11 

188 E-9 黄 褐色粘質土 11 B C 2.2 <1.4) 0.3 <0.5) <0.8) 54" 11 

189 N-15 赤 褐色粘質土 11 C yヒ士G 0.6 l.8 1.0 0.3 0.15 0.9 60" IIc， 
190 G-10 赤 褐色粘質土 11 A C l.7 <1.1> 0.3 <0.45) <0.6) 38" 11 

191 J-6 不明土壊 11 A 乞Y壬'G 0.7 2.3 l.2 0.4 。目35 1.0 42。 11 

192 G-14 落ち込み 安 山 岩 Y，dE 2 1.0 2.4 1.3 0.5 0.4 。目9 31。 11 

193 E-8 糞 褐色粘質土 黒曜石B C 2.1 <1.2) 0.4 <0.35) <0.7) 41" 11 

194 G-6 赤 褐色粘質土 安山岩 たY全E才 l.0 2.9 l.6 0.3 0.4 1.3 43" 11 
一ー山一Lーーーーー
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挿図 破損 重さ 大き さ (cm) 扶り (cm) 先端
分類出土区 出土層位 石材

深度 角度番号 部f立 (g) 長 1福 厚 幅

195 J-6 4 号竪穴 安 山 岩 ，ゴ三巳フ 0.9 2.7 1.5 0.4 0.45 1.0 30' IIc， 

196 F-6 撹 乱 中 黒曜石B D 2.8 <1.65) 0.3 <0.6) 1.1 11 

197 K-12 撹 百七 中 11 B D <3.2) <1.6) 0.3 <0.35) <0.8) 11 

198 J-6 黄褐色粘質土 安 山 岩 A <3.0) 1.7 0.55 0.5 1.0 35' 11 

199 F-12 ドーナツ状土壌 黒曜石B フと士c 1.3 2.6 1.4 0.5 0.4 0.9 52' 11 

200 F-7 赤褐色粘質土 11 B D <3.3) <1.7) 0.55 <0.7) <1.2) 11 

201 1 -6 4 号竪穴 安山岩 A <3.6) 1.9 0.6 0.6 1.5 11 

202 G-10 赤褐色粘質土 11 7主壬己3 2目1 3.6 1.7 0.6 0.6 1.2 38。 11 

203 E-9 黄褐色粘質土 黒耀石B C 3.3 <1.7) 0.6 <0お〉 <0.9) 32。 11 

204 1-6 4 号竪穴 11 B C 2.8 1.4 0.4 <0.6) <1.0) 38。 11 

205 G-9 落ち 込 み 11 B A <4.2) 2.0 0.3 0.3 0.9 11 

206 K-7 4 号竪穴 11 B C 3.0 <1.8) 0.3 <0.4) <1.4) 39。 11 

207 L-12 赤褐色粘質土 11 B D <2.1) 1.0 0.2 <0.35) <0.6) 11 

208 P-14 撹 言L 中 11 C A <2.3) 1目2 0.2 0.45 1.0 11 

209 L-17 撹 言L 中 11 A C 1.5 <1.5) 0.3 <0.4) <0.5) 75。 II d 2 

210 1 -14 赤褐色粘質土 11 A C 1.9 <1.5) .0.3 <0.5) <0.6) 55' 11 

211 1 -10 撹 乱 中 11 B C 1.9 <1.7) 0.35 <0.5) <0.75) 70。 11 

212 1 -7 4 号竪穴 11 B C 1.8 <1.8) 0.4 <0.7) <0.9) 72' 11 

213 J-8 ドーナツ状土機 11 A アぽコロ 0.5 1.5 1.8 0.3 <0.6) <0.9) 64。 11 

214 0-11 撹 乱 中 11 A D <1.9) <1.8) 0.35 <0.7) <0.8) 11 

215 L-12 赤褐色粘質土 11 A A <2.3) 1.9 0.3 0.7 0.8 11 

216 F-5 赤褐色粘質土 11 A C 1.7 <1.1) 0.2 <0.35) <0.5) 60。 II d 3 

217 H← 12 赤褐色粘質土 11 B C 2.2 <1.5) 0.3 <0.5) <0.7) 55。 11 

218 M-13 落ち 込 み 安山岩 C 2.2 <1.2) 0.35 <0.7) <0.9) 70' 11 

219 F-11 撹 苦し 中 黒耀石A A <2.1) 1.6 0.3 0.6 1.0 11 

220 L-16 赤褐色粘質土 11 A D <2.4) 1.6 0.3 0.6 0.7 11 

221 J-11 赤褐色粘質土 11 B C 2.7 <1.9) 0.4 <0.55) 〈自 8) 52' 11 

222 S-15 赤褐色粘質土 11 A C 1.5 <1.2) 0.2 <0.55) <0.7) 59' 11 

223 F-9 黄褐色粘質土 11 B ，YdE 云・ 1.2 2.3 1.6 0.6 0.6 0.6 51' 11 

224 1 -15 赤褐色粘質土 安山岩 D <1.9) <1.8) 0.3 <0.6) <0.8) 80' 11 

225 J -16 撹 言七 中 黒緩石A 'fG 1.4 2.6 1.7 。目5 0.6 0.9 60' 11 

226 F-9 黄褐色粘質土 11 B C 1.7 <1.2) 。目3 <0.6) <0.8) 49' 11 

227 D-9 黄褐色粘質土 11 B C 1.9 <1.4) 0.35 <0.6) <0.8) 64。 11 

228 1 -9 赤縄色粘質土 11 B C 2.6 <1.5) 0.6 <0.6) <0.8) 39。 11 

229 E-3 赤褐色粘質土 11 B C 2.5 <1.7) 0.45 <0.6) <0.8) 52' 11 

230 G-10 赤褐色粘質土 11 B C 2.5 <1. 9) 。目4 <0.65) <0.65) 54' 11 

231 G-11 赤褐色粘質土 11 A B 0.5 44' 11 

232 G-14 赤褐色粘質土 11 A 7己E2 1.8 2.6 1.9 。目5 0.7 。7 55。 11 

233 E-7 落ち込み 11 B A <2.5) 1.8 0.3 0.8 1.1 11 
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挿図 破損 重さ 大き さ(cm ) 扶り(cm ) 先端
出土区 出土層位 石材

深度 角度
分類

番号 部位 (g) 長 幅 厚 腐

234 H-12 赤 褐色粘質土 黒曜石B A <2.6) 1.9 0.4 0.7 1.1 II d 3 

235 E-14 落ち込み 11 A Y日Eヨ 3.2 3.2 2.0 0.6 0.75 0.9 68' 11 

236 D-4 赤 褐色粘質土 11 C C 3.4 <2.7) 0.45 <1.0) <1.6) 60' 11 

237 D-10 ヲリ 石 群 安山岩 どYbE 0.7 2.1 1.6 0.3 0.8 1.2 60。 11 

238 D-8 赤 褐色粘質土 黒陵石B C 1.8 <1.3) 0.4 <0.7) <0.8) 70。 11 

239 C-8 赤 褐色粘質土 11 A C 1.8 <1.5) 0.2 <0.75) <1.0) 64' 11 

240 N-18 赤 褐色粘質土 メノウ :7全t 0.5 1.5 1.5 0.4 0.7 1.4 65。 11 

241 1 -15 ドーナツ状土績 黒曜石B C 2.5 <1.8) 0.5 <0.7) <1.]) 45。 11 

242 E-12 撹 乱 中 11 B フ""右ョ 1.6 2.4 1.8 0.45 0.8 1.1 72' 11 

243 E-3 落ち込み 安山岩 C 2.8 <2.]) 0.4 <0.65) <0.9) 40。 11 

244 D-4 赤 褐色粘質土 黒曜石B C 2.9 <2.0) 0.5 <0.95) <1.2) 53。 11 

245 E-2 ドーナツ状土犠 安山岩 Yた土Eョ， 2.2 3.2 2.1 0.5 0.8 1.3 50。 11 

246 K-13 撹 乱 中 黒耀石C C 2.6 <1.8) 0.35 <0.6) <0.7) 45' 11 

247 E-2 赤 褐色粘質土 安山岩 C 2.7 <1.9) 0.4 <1.05) <1.3) 42' 11 

248 E-3 赤 褐色粘質土 黒曜石A D <2.4) <1.7) 0.4 <0.9) <0.9) 11 

249 E-7 ドーナツ状土壌 チャ)ト 企フ壬t 0.7 1.6 1.5 0.35 0.7 1.0 39' 11 

250 L← 12 撹 乱 中 安山岩 C 3.4 <2.7) 0.4 <0.85) <1.0) 46。 11 

251 M-15 撹 乱 中 黒曜石B フ己コE 3.8 3.4 2.3 0.7 0.85 1.3 59' 11 

252 F-10 黄 褐色粘質土 11 B 位Y三t 1.1 2.3 1.9 0.5 0.6 1.0 55。 11 

253 E-ll 黄褐色粘質土 11 B D <2.6) <2.2) 0.3 <0.6) <0.9) 11 

254 J-7 赤褐色粘質土 11 A C 2.2 <1. 7) 0.3 <0.8) <0.9) 45' 11 

255 K-12 撹 乱 中 11 B D <2.5) <1.8) 0.4 <0.6) <1.0) 76' 11 

256 F-7 撹 乱 中 11 B E <2.6) <1.5) 0.4 <0.4) <0.5) 11 

257 J -16 ドーナツ状土壌 11 C Y乞全t 0.4 1.9 1.2 0.25 。目7 1.1 54。 11 

258 F-6 黄褐色粘質土 11 C C 2.2 <1.2) 0.15 <0.6) <0.7) 45' II d 4 

259 F-3 ドーナツ状土壌 11 日 C 2.9 <1.7) 0.4 <0.8) <1.3) 50' 11 

260 S-15 赤褐色粘質土 11 B C 2.7 <1.4) 0.25 <0.6) <0.7) 53' 11 

261 G-10 黄褐色粘質土 11 A C 3.1 1.7 0.4 <0.65) <1.0) 37' 11 

262 E-12 ドーナツ状土壌 11 B A <3.5) 1.9 0.4 0.7 1.1 11 

263 H-12 ドーナツ状土壌 11 B C 2目6 <1.]) 0.3 <0.45) <0.5) 40。 II d 5 

264 1 -12 ドーナツ状土壌 11 B Y，zb E 1.9 3.8 1.7 0.6 0.75 0.9 60' 11 

265 H-ll 黄 褐色粘質土 11 A D 3.1 <1.3) 0.4 <0.75) <0.9) 21。 11 

266 H-6 落 ち 込 み 11 B C 1.8 <2.0) 2.0 <0.5) <0.4) 64。 II e 1 

267 1 -14 赤褐色粘質土 11 B D <1.5) <1.8) 0.3 <0.45) <0.4) 11 

268 1-5 落ち込み 11 A C 1.6 <2.2) 0.2 <0.6) <0.7) 62' 11 

269 F-3 ドーナツ状土壊 11 C Yど全t 0.5 1.5 1.9 0.2 0.8 0.6 80' 11 

270 U-18 赤褐色粘質土 " B D <2.4) <2.0) 0.3 <0.9) <0.8) II e 2 

271 J -16 赤褐色粘質土 11 B D 2.2 <1.9) 0.4 <0.8) <0.6) II e 3 

272 M-15 撹 乱 中 11 B C 2.8 <2.]) 0.6 <0.9) <0.7) 66。 11 

130 



挿図 破損 重さ 大き さ(cm ) 挟り (cm) 先端
分類|出土区 出土層位 石 材

深度 角度番号 部位 (g) 長 幅 厚 幅

273 K-8 落ち込み 安 山 岩 C 2.4 (1.7) 0.4 (0.9) (0.6) 69。 II e 3 

274 M-13 赤褐色粘質土 黒日程石A C 2.8 (1.9) 0.4 (0.75) (0.9) 71' 11 

275 P-15 撹 乱 中 11 A C 2.9 (2.1> 0.5 く0.8) (0.7) 70。 11 

276 1 -12 ドーナツ状土壌 11 A C 2.8 (1.8) 0.6 (0.75) (0.8) 59' 11 

277 1-7 ドーナツ状土墳 11 B C 3.2 (2.0) 0.4 (0.9) (0.7) 30。 11 

278 K-16 落ち込み 11 B D (4.4) (2.6) 0.5 (1.0) (0.9) 11 

279 J -14 赤褐色粘質土 11 B 'j壬E=， 1.6 2.5 1.8 0.5 0.9 0.6 60' II d 3 

280 J -13 赤褐色粘質土 11 B D (2.8) (2.2) 0.5 0.7 (0.5) 11 

281 J -14 赤褐色粘質土 11 A D (2.7) (2.1> 0.4 0.7 (0.5) 11 

282 G-13 赤褐色粘質土 11 B A <1.6) 1.6 0.25 0.15 1.0 11 

283 1 -12 ドーナツ状土壌 安 山 岩 A <1.8) 1.6 0.35 0.3 1.1 

284 M-8 赤褐色粘質土 黒曜石C A (0.8) 1.4 0.15 0.1 1.1 

285 M-14 落ち込み 11 B A (1.3) 1.1 0.05 0.1 0.9 

286 D-4 赤褐色粘質土 11 B B 0.3 58' 

287 D-10 )iU 石 群 11 A B 0.2 31。

288 E-2 赤褐色粘質土 11 B B 。目35 40。

289 E-5 赤褐色粘質土 11 B B 0.3 80。

290 F-2 15 号集石 11 B B 0.3 50' 

291 F-3 ドーナツ状土壌 11 B B 0.6 49' 

292 F-11 撹 乱 中 11 A B 0.35 46' 

293 F-12 ドーナツ状土壌 11 C B 0.2 55。

294 G-5 赤褐色粘質土 11 A B 。目2 43。

295 G-13 ドーナツ状土壌 安山岩 B 0.35 45' 

296 H-6 落 ち 込 み 黒曜石B B 0.2 42。

297 H-10 赤褐色粘質土 11 B B 0.6 92。

298 1 -13 落 ち 込 み 11 B B 0.4 65' 

299 1 -14 赤褐色粘質土 11 B B 0.2 57。

300 J -10 撹 乱 中 11 A B 0.25 36' 

301 J-11 落 ち 込 み 11 C B 0.25 71' 

302 K-7 4 号竪穴 11 A B 0.3 66' 

303 K-8 落 ち 込 み 11 B B 0.45 57。

304 K-17 赤褐色粘質土 11 B B 0.35 56。

305 L-13 ドーナツ状土壌 11 C B 0.2 53' 

306 L-14 赤褐色粘質土 11 C B 0.2 50。

307 M-13 落 ち 込 み 11 B B 0.35 59' 

308 M-13 赤褐色粘質土 11 B B 0.3 36。

309 0-15 炉 穴 11 C B 0.2 55' 

310 P← 16 赤褐色粘質土 11 C B 0.2 64' 

311 
L一Q一一-14 落 ち 込 み 11 A B 0.4 55。
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挿図 破損 重さ 大き さ(cm ) 挟り(cm) 先端
出土区 出土層位 石材

深度 角度
分類

番号 部位 (g) 長 幅 厚 幅

312 T-18 赤 褐色粘質土 黒曜石B B 0.4 50。

313 U-18 赤 褐色粘質土 11 B B 0.5 30
0 

314 E-6 撹 乱 中 11 B C (2.2> (2.0> 0.4 (0.2> (0.8> 57。

315 G-9 黄 褐色粘質土 11 B C (3.0> (2.8> 0.5 (0.4> (0.6> 59
0 

316 J -10 撹 乱 中 11 A C (2.6> (1.6> 4目。 (0.5> (0.8> 41" 

317 N-16 赤褐色粘質土 11 C C (2.4> (2.1> 0.3 (0.3> (0.7> 62
0 

J 
318 H-7 赤褐色粘質土 11 B D (1.8> (1.2> 0.3 (0.2> (0.8> 

319 1 -14 赤 褐色粘質土 11 C D (1.9> (1.2> 0.3 (0.4> (0.6> 
j 

320 J-6 4 号竪穴 11 B D (2.2> (1.5> 0.25 (0.15> (1.3> J 
321 J-6 4 号 竪 穴 安 山 岩 D (2.7> (1.6> 0.3 (0.65> (1.1> 

322 K-7 4 号竪穴 黒隠石A D (1. 4> (1.8> 0.3 (0.15> (1.1> 

323 M-10 赤 褐色粘質土 11 C D (1.7> (1.3> 0.2 (0.3> (0.8> 

324 N-ll 赤 褐色粘質土 11 C E (1.7> (1.6> 0.15 (0.2> (1.0> 

325 C-9 赤褐色粘質土 11 A E 0.4 

326 D-3 赤褐色粘質土 11 B E 0.5 

327 D-4 赤 褐色粘質土 安 山 岩 E 0.25 

328 E-2 赤褐色粘質土 黒曜石A E 0.3 

329 E-2 赤 褐色粘質土 11 A E 0.3 

330 E-6 赤 褐色粘質土 11 A E 0.4 

331 F-12 ドーナツ状土壌 11 A E 0.4 

332 F-13 ドーナツ状土壌 11 A E 0.4 

333 F-14 赤褐色粘賓土 安 山 岩 E 0.5 

334 1 -12 ドーナツ状土壌 黒曜石B E 0.2 

335 1 -12 赤褐色粘質土 11 C E 0.3 

336 K-10 赤褐色粘質土 11 B E 0.45 

337 K-10 10 号集石 11 B E 0.2 

338 K-15 撹 乱 中 11 B E 。目4

339 L-13 赤褐色粘質土 11 A E 0.4 

340 L-13 撹 乱 中 11 B E 0.3 

341 L-15 赤褐色粘質土 11 C E 0.25 

342 M-ll 撹 乱 中 11 C E 。目2

343 N-ll 赤褐色粘質土 11 B E 0.5 

344 P-10 赤褐色粘質土 11 B E 0.1 

345 P-13 撹 乱 中 チャート E 0.5 

346 P-16 撹 百L 中 黒曜石C E 0.3 

347 B-8 赤褐色粘質土 11 B F 

348 B-9 赤褐色粘質土 11 B F 

349 C-9 赤褐色粘質土 11 B F 

350 D-3 赤褐色粘質土 11 B F 
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挿図 破損 重さ 大き さ(cm ) 扶り(cm ) 先端
、分類

番号
出土区 出土層位 石材

部位 (g) 長 幅 厚 深度 ，幅 角度

351 D-4 赤褐色粘質土 黒穣石A F 

352 D-7 3 号 竪 穴 11 A F 

353 D-7 3 号竪穴 11 B F 

354 D-7 3 号 竪 穴 11 A F 

355 D-7 赤褐色粘質土 11 B F 

356 E-2 黄褐色粘質土 11 C F 

357 E-3 赤褐色粘質土 11 B F 

358 E-3 落ち込み 11 C F 

359 E-3 赤褐色粘質土 11 A F 

360 E-4 赤褐色粘質土 11 B F 

361 E-7 土 墳 11 B F 

362 E-ll 撹 古L 中 11 B F 

363 E-13 赤褐色粘質土 11 A F 

364 F-2 赤褐色粘質土 11 B F 

365 F-2 落ち込み 11 B F 

366 F-2 落 ち 込 み 11 A F 

367 F-3 ドーナツ状土墳 11 B F 

368 F-3 ドーナツ状土壌 11 A F 

369 F-5 赤褐色粘質土 11 B F 

370 F-6 落 ち 込 み 11 A F 

371 F-6 赤褐色粘質土 11 B F 

372 F-7 撹 乱 中 11 A F 

373 F-7 赤褐色粘質土 11 A F 

374 F-8 芳、褐色粘質土 11 A F 

375 G-5 赤褐色粘質土 11 A F 

376 G-7 撹 乱 中 11 A F 

377 G-7 落 ち 込 み 11 A F 

378 G-8 列 石 君半 安山岩 F 

379 G-12 赤褐色粘質土 黒暖石B F 

380 G-13 赤褐色粘質土 11 A F 

381 G-14 赤褐色粘質土 11 A F 

382 G-15 赤褐色粘質土 11 A F 1 
383 日一 7 赤褐色粘質土 11 A F 

384 H-9 ドーナツ状土壌 11 A F 

385 日-10落 ち 込 み 11 B F 

386 H-14 ドーナツ状土壌 11 A F 

387 H-16 赤褐色粘質土 11 C F 

388 1 -16 4 号 竪 穴 11 C F 

389 1 -6 4 号車E 穴 11 B F 
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挿図
出土区

番号

390 1 -7 

391 1 -12 

392 1 -14 

393 1 -16 

394 J-7 

395 J-8 

396 J-ll 

397 J -13 

398 J -13 

399 J -13 

400 J -16 

401 K-13 

402 L-10 

403 L-ll 

404 L-13 

405 L-15 

406 L-15 

407 M-13 

408 M-14 

409 M-14 

410 N-10 

411 N-13 

412 0-17 

413 P-3 

414 P-14 

415 Q-12 

416 S-14 

417 S-15 

418 T-18 

破f員 重さ 大き さ (cm) 扶り(cm ) 先端
出土層位 石 材

深度 編 角度
分類

部位 (g) 長 幅 厚

落ち 込 み 安山岩 F 

ドーナツ状土壌 黒曜石B F 

赤褐色粘質土 11 B F 

ドーナツ状土壌 11 B F 

赤褐色粘質土 11 A F 

不明 土 壌 11 A F 

赤褐色粘質土 11 A F 

赤褐色粘質土 11 B F 

1 号室穴 11 B F 

1 号 竪 穴 11 A F 

ド}ナツ状土壊 11 C F 

赤褐色粘質土 11 A F 

赤褐色粘質土 11 A F 

赤褐色粘質土 11 A F 

赤褐色粘質土 11 A F 

落ち 込 み 11 A F 

落ち 込 み 11 B F 

赤褐色粘賓土 11 A F 

赤褐色粘質土 11 C F 

土 壌 11 B F 

赤褐色粘質土 11 B F 

赤褐色粘質土 11 C F 

落 ち 込 み 11 A F 

赤褐色粘質土 11 A F 

赤褐色粘質土 11 B F 

赤褐色粘質土 11 I玉 F 

撹 乱 中 11 A F 

赤褐色粘質土 11 B F 

赤褐色粘賓土 11 C F 
一一 」・ー 一一ー 一

欠損品のため判然とはしないが，鈍い角度のある外湾する側縁を持つ。

80・81は二次加工の状況は極めて簡単なもので，裏面はほとんど主要剥

離面が占める。 82は直線状に近い側縁をもち，均整のとれたものも二次

加工も細く丁寧である。 93は黒曜石B製，パテナが認められる。やや小

型で，側縁は若干内湾する。 101・104は表面に自然面を残す。 123はチャー

ト製。 127は函でも明確なように鋭い鋸歯状の側縁を有している。

144~146は側縁がわずかに内湾する。 150は脚の一部を欠損する。剥片の

134 -



状態を大きく残しており，表裏ともに周縁のみに二次加工を施す。 159は

安山岩製， 160は黒曜石B製で， 2点、とも左右の脚の加工状態が異なる。

173は安山岩製のもので，先端を大きく突出した形をなす。

174は長さ4.5cmを測る安山岩製の大型のものである。全体の外観から一

応石錬として扱ったが，実質的には石槍的要素が考えられる。 175~188

は局部摩製石鎮である。

• IIc 4 196・197・199は剥片の状態が表裏ともに残すもので周縁のみ

の二次加工である。 204は片脚を欠損するが，脚そのものはかなり長いも

のである。 205は黒曜石B製で扇平なものである。脚の形態に特徴があ

る。 B地点、の188と酷似する形をなす。 206は歪んだ感じであり，小型の

石匙としての可能性も考えられる。 207・208は局部磨製石鯨で，特に207

は磨製面のパテナが著しく認められる。

Id類 基部の扶りがやや深くなるもので209~266までの57点を IId類に分類

した。内209~215を IId 2 ， 216~257を IId 3 ， 258~262をIId 4 ， 263~265 

をIId5とした。

.IId2 全体的に外観がハート型に近い形を呈する。 212~215はいわゆ

る鍬型鎌で，特に214・215は脚の先端が若干丸くふくらんだ形を有する 0

・IId3 216'222 ・ 226は比較的小型のものである。 225 ・ 228~234 ・ 237 ・

242・245・246などは鍬形鎮の類に含まれるものと考えられる。 231は両

脚を多少欠損するものであるが，全体的に二次加工が丁寧で，側縁部に

おいては，極めて細かく施している。 240は本遺跡出土の石器の中で唯一

メノウ製のもので，丁寧に二次加工を施工し長脚状に作り出している。

245は安山岩製でパテナが定められる。 249はチャート製。 250・251は全

体的に二次加工が組雑である。252は左右の脚の長さがアンバランスで歪

んだ感がある。黒曜石B製。 257は黒曜石C製で先端及び脚端が鋭く尖り，

側縁が若干内湾する感じで鋸歯状を成すものである。(西輪久道遺跡にお

いて何例か見られており IIf類として分類したものもあるが，本遺跡、で

は一点、のみということもありあえて分類しなかった。)

• IId 4 258は最も細長の局部磨製石鉱である。 262は安山岩製で脚の形

態を異にする。

• IId 5 263・264・265の3点とも細長にするためか，二次加工で極め

て丁寧で，鋸歯状の側縁を成している。特に265はその状態が著しい。

P
D
 

qδ 
可
8
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石匙

IIe類 脚の扶りが極めて深く入るもので， 266~278の 13点を IIe類に分類し

た。内266~269を IIe1 ， 270をIIe2，271~281を IIe3 とした。全体的

に鍬形鍍としてとらえられよう。

• II e 1 266~269の 4 点ともややつぶれた二等辺三角形状を呈するも

ので，脚の外側も外へと角ばって張り出している。しかも扇平な剥片を

用いていることがわかる。

• IIe2 270は黒曜石B製，パテナが認められる。先端と片脚を欠損。

細かく丁寧な二次加工である。

• IIe 3 271・272は黒曜石B製， 273は安山岩製で 3点ともパテナが著

しい。 274・275・276は黒曜石A製。 277は先端が細長くなり，鋭い角

度を有する。脚も外へ張り出すような形を成す。細かく丁寧な二次加工

を施す。 278は黒曜石B製，長さ 4cmを上まわると推定される大型のもの

である。比較的薄い剥片を用い，粗雑な二次加工を施す。 279~281は J

-13区の工房社内より出土したものである。特に280は二次加工が粗雑で

裏面には火を受けた痕跡がある。形状が 3点、とも酷似し注目される。

9点の出土である。安山岩製のものが 7点(1~6 ・ 9)，黒曜石製

(Fig. 77 -78 )のものが 2点(7・8)で圧到的に安山岩製が多い。

(PL. 35J 1は湾曲した薄い剥片を用いたもので形態的には横形に分類できょう。

刃部・つまみ部を含む全体の二次加工が極めて粗雑で，裏面はほとんど

主要剥離商のままの状況である。 2は片方の側縁を欠損するが，もう片

方の側縁は刃演し状の加工を施している。刃部的な要素や，或いは欠損時

における補修などいくつかの事が想定できょうが判然としない。パテナが

著しい。 3はつまみ部分が大きく作り出されている。表面の中央にわず

かに自然面を残す。 4は一部を欠損する。つまみ部の加工状況も明確で

なく，全体的に粗雑である。 5はつまみ部全体を欠損するもので横長の

形態である。二次加工は刃部及び周縁においては比較的に丁寧に施され

ている。 6は横の長さ5.5cmを測る小型のもので，パテナが著しい。つま

み部はもちろん刃部を含む全体も丁寧に二次加工が施されている。 7

は黒曜石C製。中程より下端を欠損していると考えられるもので縦形の

形態を成すものであろう。二次加工はつまみ部から側縁にかけて施こさ

れており，剥片の時の状況を有している。 8は黒曜石A製でパテナが若

干認められる。つまみ部の一部と片側縁を欠損する。つまみ部はやや幅
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Fig. 78縄文時代の石器一石匙② (2/3)

Tab. 11石匙計調u表 ( )は現寸

挿図番号 分類 出土区 出土層伎 石材 重さ(g)長(cm) 娼 (cm) 厚 (cm) 備考

1 横形 F-2 赤褐色粘質土 安山岩 18.9 4.7 7.2 0.9 全体的に粗雑

2 11 J-6 土 耳量 11 15.6 5.1 (4.5) 0.8 片側に刃潰し状の加工

3 11 J-6 土 墳 11 22.8 4.2 4.7 1.5 つまみ部が大きい

4 11 S-15 赤褐色粘費土 11 18.2 4.7 (3.9) 1.0 全体的に粗雑

5 11 L-10 赤褐色粘質土 11 19.6 (3.5) 6.4 1.1 つまみ部分欠損

6 11 F-8 赤褐色粘質土 11 7.6 3.2 5.5 0.8 パテナが著しい。

7 縦形 G-10 黄褐色粘質土 黒耀石C 6.6 (3.0) (3.5) 。目7下部欠損

8 横形 L-12 赤褐色粘質土 11 A 6.4 2.8 (3.2) 0.8 一部欠損

9 縦形 H-10 落ち込み 安山岩 17.3 5.4 (3.3) 1.1 ほぽ半分欠損

広で上端は一直線状になる。二次加工は細く丁寧に施こされている。 9

はつまみ部を含め，ほぽ半分程を欠損するものである。刃部なども湾側

全体を使用した可能性も強く一応縦形の形態として扱った。
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Fig. 79各地区出土石匙 Fig.80各地区出土スクレイパー

スクレイパー 65点の出土である。内49点を目化したo グリッド別 (Fig.80 )にみ

(Fig. 81-86 )ると，北東側一帯に多くみられるようである。石材においては，黒曜石

(PL. 35-36)製50点(黒曜石A製16点，黒曜石B製拠点，黒曜石C製 6点)・安山岩製

15点である。

1は安山岩製。一側縁表面のみに粗雑な刃部加工を施しており，やや

凹凸をなす。 2も安山岩製で，ゆるやかな弧状の刃部をー側縁に施して

いる。加工そのものは細やかである。 3は黒曜石B製で，若干パテナが

認められる。挺片の下端に刃部を施す。 4は黒曜石B製で，やや厚身の

ものである。刃部加工はかなりの角度をもち，細かく了寧に表面のみに

施されている。 5は黒曜石B製で，パテナが特に著しいものである。刃

部加工は一側縁の表面のみに施されている。また，背部においては若子

磨製を施した状況も認められる。 6は黒曜石A製。一側縁の下部表面に

丁寧な刃部加工を施す。 7は安山岩製。全体的に粗雑な加工ではあるが，

刃部においては一側縁の下部表面に比較的細やかな加工である。 8は黒

曜石A製。薄くしかも細身の縦長剥片を用いたもので，一側縁の表面の

みに丁寧な刃部加工が認められる。 9は黒曜石A製で，細やかな刃部加

工をー側縁に施している。10は開グリッド内で出土したものが接合した例

で，黒曜石C製である。刃部加工は細やかではあるが了寧さにやや欠け

る。背部において若干欠損している。 11は黒曜石A製で下部と刃部の一部

を欠損する。刃部加工はー側縁表面に施されている。 12は黒曜石B製で，

部分的に著しいパテナが認められる。刃部加工は 1側縁表面のみに丁寧

に施されている。 13は安山岩製で，若干ではあるがパテナが認められる。
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刃部加工は粗雑で表面のみに施されている。 14は占禁曜石B製で，パテナ

が著しい粗雑な刃部加工を有している。 15は安山岩製で，上部を欠損す

る。組雑な刃部加工である。 16は非常に薄い安山岩のストレートな剥片

を用いたもので，表面のみに逆L字状の丁寧な加工を施している。 17は

黒曜石B製で，部分的に若干パテナが認められる。刃部は断面が三角

形状をなし，表面のみに加工がなされている。 18は黒曜石A製で，部分

的にパテナが認められる。刃部加工はー側縁表面のみに施されている。

19は黒曜石B製で，パテナが著しい。刃部はゆるい孤状を成し表裏から

の加工が認められる。 20は黒曜石B製，若干パテナが認められる。横長

の剥片を用いており，その一側縁をゆるい弧状に，表面のみ加工がなさ

れている。 21は安山岩製。刃部はほとんど表面からの加工であるが，裏

面にも多少うかがえる。背部は自然面となる。 22は黒曜石B製，パテナ
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Tab. 12 スクレイパー計測表 ( )は現寸

挿図番号 出土区 出土層佼 石 材 重さ(g)長 (crn) i漏(crn) 淳 (crn) 備 考

l E-2 ドーナツ状土壌 安山岩 29.1 8.0 3.4 1.2 全体的に粉雑

2 J -14 工 房 主上 11 28.9 6.9 4.0 1.0 一倶IJ縁に細かい刃部

3 G-5 赤褐色粘質土 黒曜石B 8.0 3.0 2.9 0.8 パテナ有り

4 G-13 落ち込み 11 B 14.4 3.3 3.5 1.5 若干パテナ有り

5 F-9 黄褐色粘質土 11 B 18.2 4.8 3.2 1.1 パテナが著しい

6 E-8 黄褐色粘質土 11 A 4.7 4.0 2目2 0.8 刃部加工は了寧

7 E-7 撹 乱 中 安山岩 7.8 5.9 2.3 0.5 一側縁の一部に刃部

8 K-6 4 号 土 壌 黒曜石A 1.8 3.1 1.4 0.4 刃部加工は丁寧

9 I 6 4 号 遺 構 11 A 4.0 3.5 2.0 0.6 縮かい刃部加工

10 S-15 赤褐色粘質土 11 C 14.3 3.9 4.1 0.8 S-15， 40と46の接合

11 D-11 黄褐色粘質土 11 A (4.5) (2.7) 3.1 0.5 刃部の一部と下部を欠損

12 G-8 黄褐色粘質土 11 B 9.8 4.2 2.5 1.0 部分約に著しいパテナ

13 K-17 落ち 込 み 安山岩 29.1 6.0 4.1 1.2 全体的に粗雑

14 H-10 落ち 込 み 黒隈石B 10.4 3.4 3目7 1.0 パテナが著しい

15 F-5 赤褐色粘賓土 安山岩 (4.6) (3.3) 3.0 。目6 上部を欠損

16 9 落ち込み 11 2.2 2.8 2目1 0.3 細かい刃部加工

17 Q-13 ドーナツ状土壊 黒曜石B 2.1 3.3 1.8 0.7 刃部加工は丁寧

18 K-11 撹 乱 中 11 C 5.1 3.5 2.0 0.7 籾雑な刃部

19 F-9 黄褐色粘質土 11 B 4.2 3.9 1.9 0.6 刃部加工は丁寧

20 E-3 赤褐色粘質土 11 B 5.3 2.3 4.0 0.7 紹かい刃部加工

21 0-10 赤褐色粘質土 安山岩 35目。 8.0 4.3 0.9 一側縁に刃部

22 E-4 赤褐色粘質土 黒耀石B 14.2 4.3 2.6 0.9 背部は自然、面

23 H-11 黄褐色粘質土 11 B 13.7 3.0 3.8 1.7 パテナが著しい

24 G-6 赤褐色粘質土 11 B 36.5 7.9 3.0 1.9 全体的に粗雑

25 G-13 ドーナツ状土墳 安山岩 138.0 9.2 58 2.3 背部の一部自然弱

26 J-11 撹 乱 中 黒曜石A 7.8 3.9 2.3 0.8 一側縁に刃部

27 H-12 ドーナツ状土壌 安山岩 86.0 6.7 10.2 1.0 刃部加工は丁寧

28 T-15 赤、褐色粘質土 11 41.6 8.0 3.5 1.7 粗雑な刃部

29 I 6 4 号 遺 構 黒曜石B (4.3) (2.3) 2.8 0.7 上部欠嶺

30 F-2 赤褐色粘質土 11 B (4.6) (2.3) 2.9 0.6 下部欠損，パテナ有り

31 1-6 4 号 遺 構 11 B 10.2 5.0 2.5 0.8 パテナが著しい

32 G-13 ドーナツ状土壊 安山岩 43.6 6.1 3.9 1.9 全体的に粗雑

33 N-11 落ち込み 黒曜石C 6.1 4.9 2.5 0.5 表面は自然面

34 F-8 黄褐色粘質土 安山岩 12.9 3.5 3.8 1.0 全体的に粗雑

35 N-11 赤褐色粘質土 黒曜石B 6.2 3.1 2.2 1.1 若干，パテナ有り

36 G-15 ドーナツ状土壌 11 A 10.4 4.0 2.7 1.2 部分的に自然面有り

37 R-15 赤褐色粘質土 11 B (1. 7) (2.0) 1.6 0.5 下部欠損

38 E-9 黄褐色粘質土 11 B 1.9 2.3 1.7 0.6 側縁全体に刃部

39 C-9 黄褐色粘質土 11 B 13.8 3.0 3.8 1.2 パテナが著しい
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挿図番号 出土区

40 1-6 

41 Q-17 

42 C-10 

43 1-11 

44 E-10 

45 G-8 

46 H-6 

47 H-16 

48 J-7 

49 G-13 

50 D-6 

51 E-3 

52 E-6 

53 F-2 

54 F-2 

55 F-5 

56 F-7 

57 F-9 

58 G-11 

59 G-13 

60 H-10 

61 H-11 

62 J -16 

63 L-12 

64 N-15 

65 I Q-13 
」

出 土層位 石材 重さ(g)長(cm) 幅(cm) 厚(cm) 備 考

4 号 遺 構 黒曜石B 10.7 3.1 3.1 1.0 挟入状の刃部

赤褐色粘質土 1/ A 10.7 3.5 2.9 1.3 比較的肉厚

赤褐色粘質土 1/ A 0.3 3.0 2.7 0.8 全体的に粗雑

赤褐色粘質土 1/ A 2.8 2.3 2.1 0.6 扶入状になる若干の刃部

黄褐色粘質土 1/ A 5.5 3.0 1.5 0.8 断面が台形状をなす

黄褐色粘質土 1/ A 8.6 3.2 2.9 1.0 若子パテナ有り

赤褐色粘質土 1/ B 10.5 3.3 4.0 0.8 上部背部は自然面

赤褐色粘質土 11 A 18.5 5.1 3.1 1.1 両側縁に刃部を持つ

赤褐色粘質土 1/ A 10.1 3.0 2.5 1.3 全体的に粗雑

落 ち 込 み 1/ A 1.4 3.2 1.8 0.3 挟入状の刃部

赤褐色粘質土 1/ B (4.3) (3.3) 2.1 0.7 上部欠損

赤褐色粘質土 1/ B 13.3 3.6 2.7 1.3 粗雑な刃部

赤褐色粘質土 1/ C (7.4) (4.1) 2.2 1.3 一部欠損

赤褐色粘質土 1/ A 4.0 2.7 2.2 0.8 全体的に粗雑

黄褐色粘質土 1/ B 7.1 4.6 2.2 。目9 表面は自然面を多く残す

赤褐色粘質土 1/ A 2.5 2.2 2.3 0.6 細かい刃部

赤褐色粘質土 1/ B 6.0 3.9 1.3 1.0 一般j縁全体に刃部

黄褐色粘賓土 1/ B 6.1 2.8 3.2 0.8 パテナ有り

赤褐色粘質土 安山岩 (5.2) (2.9) 3.4 0.5 一部欠損

赤褐色粘質土 1/ 7.7 3.3 3.1 0.8 背部は自然回である

落 ち 込 み 黒曜石B (6.3) (3.1) 2.3 0.9 一部欠損

赤褐色粘質土 1/ B 7.3 2.5 3.7 1.0 パテナ有り

ドーナツ状土壌 1/ C 1.5 2.8 1.4 0.6 細かい刃部加工

赤褐色粘質土 1/ B 11.2 3.6 3.0 1.2 パテナが者しい

赤褐色粘質土 安山岩 1.8 2.5 1.3 0.6 一俣1)縁に刃部

ドーナツ状土壌 黒曜石C 2.6 2.3 2.5 0.5 全体的に粗雑

が著しい。刃部加工は表裏よりなされている。背部はすべて自然面とな

る。 23は黒曜石B製で，流文状のパテナが認められる。断面が三角形状

をなす。やや肉厚の剥片の一側縁の表面に刃部加工を施している。 24は

黒曜石B製，部分的にパテナが著しい。断面が三角形状をなす。不定形

の剥片を用いたもので，表裏よりやや粗雑な刃部加工をもっ。 25は安山

岩製で， 138gと最も重いものである。刃部加工は一側縁全体に表裏より行

なわれている。背部はすべて自然面となる。 26は黒曜石A製で，一側縁全

体に表裏からの刃部加工がみられる。刃部の成す角度は最も鈍いものと

なっている。 27は大型の安山岩の剥片を用いたものである。やや幅広の

剥片の一側縁の一部に表裏より丁寧な刃部加工がなされている。手に

持って使用するのにほどよい感じである。 28は黒曜石B製で，上部を欠
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損する。部分的にパテナが著しい。表裏より U字型に刃部加工を施して

いる。 29は安山岩製。一側縁表裏に刃部加工を施している。 30は黒曜石

B製。下部を欠損する。若干パテナが認められる。剥石の打面部よりー

側縁の表裏に刃部加工を有するものであると考えられる。 31は黒曜石B

製で，部分的にパテナが著しい。ー側縁の表面のみを刃部加工を施して

いる。 32は安山岩製の肉厚の剥片を用いるもので粗雑な刃部加工が一側

縁表裏になされている。 33は黒曜石C製。表面はほとんど自然面が占め

る。刃部加工は二側縁に認められる。 34は安山岩製の幅広の剥片を用い

たもので，多少ノfテナが認められる。刃部の一部を若子欠損するが，ほ

ぽ全体として弧状の刃部を呈する。 35は黒曜石B製でやや肉厚の剥片を

用いている。二側縁にそれぞれ表裏よりの粗雑な刃部加工が認められる。

36も先の35と同じくニ側縁にそれぞれ表裏に粗雑な刃部加工をもっ。黒

曜石A製。 37は黒曜石B製。下端を欠損する。わりと細身の縦長剥片の

二側縁にそれぞれ表面からのみ刃部加工をもつものと考えられる。 38・

39は一応刃部の形成上，ラウンドスクレイパーとして扱ったものである。

38は黒曜石B製。長さ 2cm弱と小型ではあるが，ほぽ全周に及んで刃部

加工が認められる。 39は黒曜石B製で，パテナが著しい。上部裏面はさ

ほどでもないが，ほほ全体的に及んで刃部加工が認められる。 40・41・

42・43・44・45・46・47・48・49は刃部が孤状に入りこんでいて，しか

も比較的鈍角な刃部角を有するもので，いわゆる扶入状石器と呼ばれる

ものであるが，本遺跡ではスクレイパーの範轄で扱った。 40は黒曜石B

製。パテナが認められる。刃部は比較的薄く，粗雑である。 41・42・43・

44・45は黒曜石A製である。 41は扶入状を成す刃部。 42は裏面は主要剥

離面のままである。刃部加工は細かい。 43は比較的小型で，刃部はやや

凹凸がみられる。 44は断面が台形状を呈するもので，刃部はやや厚く

なる。 45はパテナが著しい。刃部はゆるい挟入状を成し厚い。 46は黒曜

石B製で，パテナが認められる。刃部はわりと狭い範囲で扶入状に細か

い加工を施している。 47は黒曜石A製。長さ 5cm前後の縦長剥片を用い

ており，長側縁の 2縁にゆるい扶入状の刃部をもっ。刃部加工は，それ

ぞれ表面のみに細かく了寧に施されている。裏面には，前痕も若干では

あるが認めることができる。 48は黒曜石A製。ゆるい挟入状の刃部を有

す。背部は自然面が占める。 49は黒曜石A製のしかもストレートな剥片

を用いている。 L字状の扶入した刃部を表裏より施している。

なお， 50以降は計測表のみで図及び本文は省略した。
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Fig. 87各地区出土加工痕ある石器 Fig.88各地区出土使用痕ある剥片

加工痕ある石器

(Fig. 89) 

CPL. 36 J 

lは黒曜石B製て"パテナが著しい。一側縁に刃部状の粗雑な加工を施

す。 2は安山岩製でパテナが部分的に著しい。全体に組雑な加工を施す。

3は黒曜石A製。 4は黒曜石B製，一側縁に刃部状の加工を施す。 5・6・

7は安山岩製， 3点とも全体的に粗雑な加工を施す。特に 7はパテナが

著しく認められる。 8は黒曜石B製，やや厚い剥片を用いたものである。

9は黒躍石A製，厚い剥片よりなる。全体的に粗雑な加工ではあるが，

部分的には刃部状の加工も施しているようである。 10は黒曜石B製の横

長の剥片を用いている。 11・12は黒曜石A製， 2点、とも薄い剥片よりな

り，側縁に刃部状の加工を若干有する。 13は黒曜石B製。一側縁の一部

に刃部状の加工を施す。

使用痕ある剥片 57点の出土である。内部点 (14~39) を図化した。黒曜石製19点、，安

(Fig. 90-92 )山岩製 7点である。縦長の剥片が多くを占めるが，中には横長のものも

CPL. 36-37 Jみられるようである。そこで，側縁に認められる使用痕，つまり刃こぽ

れに注目し次の 3タイプに分類してみた。先ず，一側縁の表面あるいは

裏面のどちらかに使用痕が形成されているもの (14~32)。次に，一側縁

の表裏の両面に形成されているもの (33)。そして，ニ側縁(両側縁)に

形成されているもの (34~39) である。

14は黒曜石A製。 15は安山岩製で若子ノfテナが認められる。比較的

薄い剥片で，刃部はかなり鋭い角度を有する。 16・17・18はすべて黒曜

石B製のものである。 3点とも，やや内湾する側縁にlまばらで縮ぃ刃こ

ぼれが認められる。特に17はパテナが著しい。 19は安山岩製の横長の剥
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片である。 20は黒曜石A製。表面はそのほとんどが自然面である。大き

な刃こぼれが 2ケ所程みられる。21は黒曜石B製。細かい刃こぼれが幅広

く認められる。背部はほとんどが自然面である。 22は黒曜石B製，多少

パテナが認められる。刃部は鋭角を成し，背部は自然面となる。 23は黒

曜石C製。自然面の打面より剥離された横長剥片で，下端に刃こぼれが

認められる。 24は安山岩製の横長剥片である。下端に幅広く刃こぼれが

認められる。 25は黒曜石B製で部分的にパテナが著しい。裏面に L字状

に形成されている。 26・27は黒曜石A製，特に27はパテナが著しい。 28
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34は黒曜石B製で，表裏それぞれの面の二側縁に刃こぼれが認められ

る。 35・36は黒曜石A製で 2点、とも表面の二側縁に形成されている。 37

は黒曜石B製でパテナが著しい。平混打面より剥離された縦長剥片で表

面の二側縁に形成されている。 38は黒曜石A製。自然打面より剥離され

たやや幅広の剥片である。 39は黒曜石B製でパテナが部分的に著しく認

められる。

石槍

(Fig. 93 ) 

(PL. 37 ) 

3点の出土である。 1は長さ4.0cm，幅(最大幅)3.5cmを測る安山岩

製のものである。全体的にパテナが認められる。 2は黒曜石A製で長さ

4.8cm，幅3.6cmを測る。特に側縁部の加工が丁寧である。 1・2とも石材

こそ異なるが全体観は酷似している。 3は安山岩製で先端と下端を欠損

する。推定の長さはおよそ 8.0cm前後のものと考えられる。二次加工そ

のものは比較的丁寧である。

Tab. 14 石槍計測表 ( )は現寸

挿図 出土区 出土層佼 石 材 重さ(的 長(cm)幅(cm)厚(cm) 備 考

1 K-12 工 房 主上 安山岩 14.4 4.0 3.5 1.0 ややパテナが認められる

2 F-2 赤褐色粘賓土 黒曜石A 15.4 4.8 3.6 1.1 側縁に丁寧な加工

3 G-5 赤褐色粘質土 安山岩 10.1 (5.6) 1.7 1.0 先端と下端を欠損
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Fig.93縄文時代の石器石槍 (2/3)
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影器

(Fig. 96 ) 

(PL. 37 ) 

3点の出土である。 1は安山岩製のものでややパテナが認められる。

厚い剥片を用いており，先端を交錯するようにして両刃を形成している。

2も1と同じように両刃を成すものである。平面形が菱形状をなし反対

側も樋状剥離をもち刃部として使用された可能性も考えられる。 3は剥片

の状況を大きく残すもので表面全体は自然面が大半を占める。剥片先端

(打面部)に一条の樋状剥離を有し刃部を形成させている。ややローリン

グを受けた痕跡が認められる。 2・3は黒曜石C製。
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Fig.96縄文時代の石器一彫器 (2/3)
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Fig.lOO縄文時代の石器一石斧 (2/3)

などは明確でないが，おおよそ長さ 12~13cmを測ると推定される。研磨

は刃部隣近を中心に多方向より施こしている。
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磨石

(Fig. 103 ) 

(PL.38) 

敵石

1~5 は磨石である。 2 ・ 5 は非常に丁寧な研磨状況である。、1 ・ 2

は落ち込み内， 3はドーナツ状土墳内， 4は第 4号竪穴状遺構内よりそ

れぞれ出土する。

6~27は蔽石である。すべて磨石を兼用しているものと考えられる。

(Fig.103-105) 8・11・15・17・25は打面部を欠損する。 6・8・15・17・21・23・26

(PL.39) は握るのに程よい大きさである。 14・16・19・20は小型である。また13・

16・18は本来より割れたものを用いたと考えられるものでいわゆるスタ

ンプ形を呈している。 7・14は土墳内， 8・12はドーナツ状土壌内， 13・

16・18は炉穴内， 20・22は第 4号竪穴状遺構内， 23は第 3号竪穴状遺構

内よりそれぞれ出土する。

四石

(Fig.105 ) 

(PL. 39) 

砥石

(Fig. 105 ) 

(PL. 37-39) 

28・29は凹石である。 28は表面に数ケ所の四面が認められる。 29は扇

平な砂岩製で表面中央に lケ所浅い四面がある。落ち込みより出土。

30~36は砥石である。 31のみ本来からの円瞭を用いているもので残る

6点は板状の砂岩を用いている。特に35は現存部のみで計測しでも，長

さ41cm，幅19cm，厚さ4.2cm，重量5，550gを計る大きなものである。周縁

の一部に風化による剥落がやや認められる。磨製の状況は細かく丁寧である。

36はほぼ完形と考えられるもので，長さ28cm，幅30.4cm，厚さ8.3cm重量

11 ，500 gを計るものがある。表面には石材からくるやや荒い磨製面ととも
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Tab.18 磨石・敵石.[i:!]石・砥石計測表 、
探雪番号 出土区 出 土 層 位 器種 石材 重さ(g)長 (cm) 幅 (cm) 厚(cm) 備 考

1 D-3 落 ち 込 み 磨石 硬質砂岩 250 7.8 7.1 3.5 ほぽ円形状

2 F-6 落 ち 込 み IJ IJ 180 8.3 6.1 2.3 やや扇平

3 J-8 ドーナツ状土横 11 11 500 9.3 8.4 4.8 ほぽ円形状

4 1 -7 第4号竪穴状遺構 11 11 790 11.2 9.2 4.8 丁寧な研磨

5 F-2 赤褐色粘質土 11 11 850 12.0 10.4 4.7 ほぽ円形状

6 K-9 黄褐色才占察土 敵石 11 140 8.9 6.1 2.0 火を受げた痕跡を持つ

7 J -13 黄褐色粘質土 11 11 500 10.1 8.2 4.3 楕円形状

8 F-3 ドーナツ状土墳 11 砂 正山玉 (380) (7.7) 7.7 5.3 一部欠損

9 K-11 赤褐色粘質土 11 11 1，350 14.3 13.3 6.3 かなり大型

10 N-17 赤褐色粘質土 11 硬質砂岩 620 11.4 8.2 4.7 長楕円形状

11 表 採 11 11 (510) (9.9) 8.6 4.6 一部欠損

12 0-10 ドーナツ状土壌 11 砂 岩 1，360 14.5 9.8 6.6 やや大型

13 J-8 炉 穴 11 11 (500) (7.1) 9.9 5.3 部隊を用いる

14 J-6 土 績 11 硬質砂岩 100 5.9 4.2 3.1 小型の円際

15 K-12 赤褐色粘質土 11 砂 岩 (200) (7.3) 5.7 3.4 一部欠損

16 0-12 炉 穴 IJ 硬質砂岩 (20) (3.9) 3.5 1.7 部在撃を用いる

17 Q-14 撹 乱 中 IJ 砂 岩 (160) (7.0) 7.3 2.9 一部欠損

18 J-8 15 号 炉 穴 IJ 11 (280) (4.5) 9.5 5.3 事U~棄を用いる

19 1 -14 赤褐色粘質土 IJ 硬質砂岩 120 6.8 4.1 4.0 風化が進む

20 K-6 第 4号室穴状遺構 11 砂 岩 110 6.0 4.9 3.1 小型の円磯

21 G-13 赤褐色粘質土 IJ IJ 580 9.8 7.8 4.6 上下に剥落

22 K-7 第 4号竪穴状遺構 IJ IJ 540 10.3 7.5 5.6 風化が進む

23 D-8 土 壌 11 硬質砂岩 400 8.2 7.2 5.1 ほほ円形状

24 E-10 黄褐色粘質土 11 砂 岩 630 13.1 8.2 3.7 やや属平

25 1 -14 赤褐色粘質土 11 硬質砂岩 (440) (12.3) (7.4) 3.9 一部欠損

26 M-10 赤褐色粘質土 11 11 (620) (11.5) (6.9) 6.6 大きく欠損

27 E-8 黄褐色粘質土 11 11 1，300 12.9 9.2 6.3 一部剥落がある

28 F-2 黄褐色粘質土 問石 11 1，060 12.5 10.4 5.8 表面に凹が認められる

29 M-13 2喜 ち 込 み 11 砂 岩 150 8.0 6.6 2.3 やや扇平

30 M-10 赤褐色粘質土 砥石 硬質砂岩 (220) (8.7) (7.7) 2.6 大きく欠損

31 L-12 赤褐色粘質土 11 砂 岩 (430) (7.9) 7.2 3.9 一部欠損

32 K-14 撹 乱 中 11 11 (1，350) (21.7) (11.4) 3.6 大きく欠損

33 P-14 落 ち 込 み 11 硬質砂岩 (950) (14.7) 12.8 3.0 一部欠損

34 E-3 赤褐色粘質土 11 11 (1，2∞) (19.6) (11.9) 3.6 風化が著しい

35 H-14 ドーナツ状土壊 11 11 (5，550) (4.7) (19.0) 4.2 かなり大型のもの

36 1 -16 落 ち 込 み 11 11 11，500 2.8 30.4 8.3 台石的要素を兼ねる

に多くの凹面が認められる。凹石と言うよりむしろ台石としての使用が考

えられる。 33・36は落ち込み内， 35はドーナツ状土壌内より出土。
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剥片 21点を選んで図化し記載した。 21点の内，打面部の形状によって，自

(Fig.l06-108 )然面のもの 1~8 ，平担なもの 9~14，謂整されたもの15~21の 3 つに

(PL. 40 ) 分類した。

1は黒曜石B製，打面部を含む表面はほとんど自然面が占める。大型

の母岩より剥離されたものと考えられる。 2は黒曜石A製，上端に自然

面が残っている。表面に横からの大きな剥離痕が認められる。 3は黒曜

石C製，断面が三角形状を成すやや厚手のもので，表面に上から下へ大

きな剥離痕が認められる。 4は黒曜石B製でパテナが著しい。表面はす

べて自然面が占める。 5は黒曜石C製で多少パテナが認められる。この

剥片より推察すると，母岩そのものが極めて丸いものであることが考え

られる。 6は安山岩製の厚い剥片である。断面が三角形状を成し，打面

部から側縁，下端にかけて自然面が残る。また，表面は逆に向く大きな

剥離痕が認められる。 7は黒曜石A製。打面部は極めて薄くなり，側縁

にかけて自然面が残る。表面は横長の剥離痕を大きく残している。 8は

黒曜おB製で特に表面のパテナが極めて著しい。打面部のみに平担な自

然面を残す。

9は安山岩製の大型の剥片である。パテナが著しく，剥離痕の状況が

明確ではない。打面部は小さし鈍い剥離角である。 10は黒曜石A製，

側縁に自然面を残す。 2度程の剥離痕がうかがえる。 11は安山岩製でパ

テナが認められる。鋭角な剥離角を有する。 12は黒曜石B製。断面が扇

平な三角形状を呈する縦長剥片である。 13は安山岩製の横長剥片でパテ

ナが著しい。剥離角は鈍い。 14は黒曜石C製，表面にいくつか剥離痕が

うかがえる。やや鋭角な剥離角である。

15は黒曜石B製，やや幅広の剥片である。表面の半分程を自然面が占

める。 16は黒曜石C製，若子ではあるが調整痕が認められる。 17~21の

5点は黒曜石A製。 17は扇王子な幅広のもので，表面にいくつか横からの

剥離痕が認められる。 18は表面に縦に走る陵線を 2条有しており，従っ

ていくつかの縦長剥片の剥離痕を有する。 19は同グリッド内出土のもの

の接合資料である。小さく組雑な剥離痕が認められる。 20は微細な調整

痕がうかがえる。 21はややパテナが認められる。いくつかの剥離痕が多

方向よりうかがえる。全体的にみて，比較的小型の剥片が多いように思

われる。
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Fig.106縄文時代の石器ー斜片① (2/3)
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Fig.l07縄文時代の石器剥片② (2/3)
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Fig.l08縄文時代の石器剥片③ (2/3)

石核 12点を選んで園化し記載した。剥片と同様に打面部の状況より，

(Fig.l09・110) 自然面のもの，平坦なもの，調整が行われているものの 3つに分類した。

(PL. 40) 先ず，自然面のものは 1~4 の 4 点である。 1 は黒曜石A製，上部平

坦な自然面より横長の剥片そ剥離している。また下部は裏面の平坦面よ

り小さい剥片取りを数度行っている。 2は黒曜石A製で石核自体が薄く

剥片状になっている。裏面はほぼ自然面が占め，表面において剥離され

た剥片は厚くヒンジを有するものであろう。 3は黒曜石A製で若干パテ

ナが認められる。全体的にやや幅広の剥片をいくつか剥離する。特に正

面には比較的大きい剥片を取っていることがわかる。裏面は大半が自然

面である。 4は黒曜石A製，部分的にパテナが著しい。自然面，或いは

平坦面を打面として，側面・裏面・下面とほぼ90度に近い状態で回転さ

せなから剥片剥離を行っている。

平坦打面を有するものは 5~9 の 5 点である。 5 は黒曜石A製，表裏

交互に王子坦面を利用して小型の幅広の剥片を多く取りだしている。

特に上部王子坦面には打痕が 3つ程明確に認めることができる。裏面の

中部の一部に自然面を残す。 6は裏面全体が剥離面となる剥片状の石核

である。表面に部分的に自然面を残す。黒曜石B製，特に表面のパテナ

が顕著である。 7は黒曜石A製，上部から表裏に互いに幅広もしくは横

長の剥片をいくつか取り出している。裏面に一部自然面を残す。 8は黒

曜石B製，パテナが全体に著しい。若干調整を施こしたと考えられる痕
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Tab.19 剥片・石核一覧表

挿図 出土 重量
出土層位 器種 石 材 備 考

(g) 番号 地区

I E-12 ドーナツ状土壊 斜片 黒曜石B 表面は全て自然面が占める 27.4 

2 F-12 ドーナツ状土壌 1/ 1/ A 上端に自然習が残る 6.1 

3 E-3 撹 乱 中 1/ // C 三角形状をなしやや厚手 15.5 

4 日 10 ドーナツ状土壌 1/ 1/ B パテナが著しい 17.8 

5 J -17 落ち込み 1/ 1/ C 表面は全て自然面が占める 10.3 

6 K-7 不明 灰 黒 色 1/ 安山岩 断面が三角形状をなし厚い 36.9 

7 H-10 ドーナツ状土壌 1/ 黒曜石A n面部は極めて薄い 8.2 

8 0-15 撹 乱 中 1/ 1/ B n函部は王子担な自然面 26.3 

9 G-6 ドーナツ状土壌 1/ 安山岩 安山岩の大形の量u片 60.5 

10 G-9 黄褐色粘質土 1/ 黒曜石A 側縁に自然面を残す 6.1 

11 G-11 赤褐色粘質土 1/ 安山岩 鋭角の剥離角を有する 12.0 

12 H-12 撹 乱 中 1/ 黒曜石B 扇平な縦長製j片 3.9 

13 1 -10 撹 乱 中 1/ 安山岩 横長flJ片，パテナが著しい 10.5 

14 Q-16 撹 乱 中 1/ 黒曜石C 鋭角な剥離角そ有する 8.6 

15 E-7 ドーナツ状土壌 1/ 1/ B パテナが認められる 11.9 

16 F-5 赤褐色粘質土 1/ 1/ C 部分的にパテナが著しい 5.5 

17 E-2 黄 褐色粘質土 1/ 1/ A 扇平な幅広の剥片 3.5 

18 G-12 赤褐色粘質土 1/ 1/ A 表面に縦長垂片の剥離痕を残す 9.3 

19 C-8 赤褐色粘質三七 1/ 1/ A 接合資料 9.1 

20 C-8 赤褐色粘質二七 1/ 1/ A 微細な調整痕 2.0 

21 K-13 赤 褐色粘質土 1/ 1/ A ややノfテナが認められる 3.7 

1 F-9 黄褐色粘質二t石核 黒駿石A 上部の自然萄より横長の斜片を取る 19.7 

2 E-14 赤褐色粘質土 1/ 1/ A 剥離された斜片は，ヒンジを有する 13.4 

3 F-8 黄褐色粘質土 1/ 1/ A 裏面は大半が自然面 35.0 

4 F-13 ドーナツ状土横 1/ 1/ A 部分的にパテナが著しい 12.9 

5 D-4 赤褐色粘質土 1/ 1/ A 上部平担面は打痕が明確に残る 17.6 

6 F-5 赤褐色粘質土 1/ 1/ B 主計j片状をなす 14.1 

7 L-11 赤褐色粘質土 1/ 1/ A 幅広もしくは，横長の斜片取りを行う 11.4 

8 日 11 黄褐色粘質土 1/ 1/ B パテナが全体に著しく認められる 24.6 

9 G-8 列 石 1/ 1/ A 裏面はほとんど自然面 8.8 

10 H-11 黄褐色粘質土 1/ 1/ C 打面を多方向に転移しながら，古車j片剥離を行う 5.5 

11 M-17 赤褐色粘質土 1/ 1/ C 小さな原石を用いる 20.2 

12 E-4 赤褐色粘質土 1/ 1/ A パテナが著しい 8.5 

跡を残すが基本的には平坦面を利用し幅広の剥片を剥離させている。 9

は黒曜石A製上部の平坦面よりやや大きめの剥片を取った後，側面の自

然面より小かな剥片をいくつか取りだしている。 10は黒曜石C製，全体
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にパテナが著しい。打面を多方向に転移しながら剥片剥離を行っている。

特に表裏に大きい剥片を取っている。 11は黒曜石C製，自然面が表裏に

認められ，小さい原石を用いたものである。上部に多少調整を施した後

に小型の剥片をいくつか剥離しているようである。 12は黒曜石A製，パ

テナが著しい。表裏において打面を形成しながら交互に剥離している。

全体にやや幅広の剥片を取り出している。

なお，土器や各種石器については， A' B両地点を合わせて，鷹野遺

跡全体としての遺物についての各資料や若干の考察を加えJ出土遺物に

ついてJの項においてまとめてみた。

(4) A地点の遺物の分布状況及び小結

本遺跡A地点における遺構や出土遺物の個々についてはこれまでに述

べてきたとおりであるが，ここでは更に，全体的な土器・石器の出土分

布について簡単にまとめを兼ねて述べてみたい。なお， A地点において

は第II層(赤褐色粘質土層)中からないし第II層中の遺構からの遺物

がほとんどであり，第III層(黄褐色粘質土層)が所によっては薄くしか

も|日石器時代の遺物と混在して出土することなどにより，純粋な縄文時

代の層である第II層のみについて触れることにした。

先ず土器については今までに述べたように非常に少い出土数で，多く

は風化や磨滅が著しく，文様の判別ができないものがほとんどある。出土

分布状況はFig.111でもわかるようにA地点全体の広い調査範囲に万遍

なく散在する感じである。強いて言うならば，若干ではあるが東側やや

中央附近に幾つかのわず、かなかたまりが認められる程度である。なお，

西側の谷へ下る部分においては更に希薄な分布を成している。文様の判

別できたものは J-14区落ち込みより楕円押型文が， K-12区より条痕

文土器が 1点ずつである。 N-12'F-3区より尖底の土器の底部が，

F-5・E-3区より平底の土器の底部がそれぞれ出土する他は大半が細

片である。

石器においてはFig.112でも明確なように北東部のやや低い部分に著

しく集中する。中でも，スクレイパー類(石匙・加工痕ある石器・使用

痕ある剥片を含む)の出土がその分布状況を顕著に表わしているようで

ある。特に，北東側の一帯には，住居牡的性格と考えられる竪穴状遺構
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(1 ~4 号)が検出されている部分である。また，先にも述べた南西

側の標高が上る部分には極めて希薄な遺物分布を成すが，模形石器や砥

石はこの一帯に目立って出土する。集石や炉穴が多く検出されている部

分でもある。

このように各遺構といくつかの石器が共伴している状況を成すことは

何らかの意味を示唆しているものであろうか。確かにA地点、においては，

あたかも竪穴状遺構(住居社)が北東側に群を成し，中央部や南西側に

集石，炉穴が相対して群を成している観が認められる。従って，火を使

用し調理等の機能が考えられる集石・炉穴は住居牡より離れた所にあり，

屋外炉として使用された可能性が高いものではないだろうか。つまり生

活の場としての使い分け，或いは区別を行っていたということも考えら

れよう。換言するならば，集落としての形態を有しているものと言えな

いだろうか。

なお，地形図などより推察すると，北から東へ巡る生活道路としての

小路があるが，この部分にも多くの遺物が出土し，竪穴状遺構等の存

在していた可能性は大であろう。

本項の初めに述べたように， A地点全体としては第III層より旧石器時

代の遺物と同時レベルで出土するため，遺物の陸出や沈論なども考えら

れるが，縄文持代の単独の層とは考えにくく省いた。(第III層の遺物とし

ては，石鍬やスクレイパーなどがいくつか出土しているようである。)
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3. 中・近世

(1) 遺構

列石遺構 C~H-6~1l区と D~G-12~14区で列石が確認された。

C~H-6~1l区 遺跡の北端部分に構築されたもので，規模は南北28mx東西18m程の

の列石 (Fig.113)範囲に検出された。

遺構の東・西端部分に 2条の溝状遺構が確認され，東端の溝は北西方

向に長さ25mx幅 1mx深さO.25mで上端に大きな醸石を乗せ，暗渠状

を呈す。溝はH-8区で終り，その箇所より一端東側ヘ曲り，更に東南

へ2m程延び，その南側に 1m程の幅で溝が走り，北東から北西へ同様

な幅で続く。この溝の途中 (F-7区)で径1.4m程の円形状の集石土墳

が I基検出された。また，その溝の南~東側に榛石が敷かれた状況がみ

られ，南端部分は鋭角に近い角度で区画性を持って配石されている。

2条の溝状遺構に囲まれた中央部分は砂岩基盤上に埋土し，北側部分

には拳大位の陳石が南北 8mx東西 7m程の範囲に敷かれている。

遺物は近世の淘磁器片が出土。

遺構の検出状況から見ると， 2条の溝状遺構，水溜・井戸状遺構・敷

石部分等を考慮すると，建物社とも考えられるが柱穴群や礎石，石垣等

の付帯する遺構は検出されてない。また D~G-12~14区の列右と同様

な暗渠を呈すものであるのか，遺構の性格付けははっきり出来なかった。

この遺構の構築の際に，先土器~縄文時代の遺構・遺物包含層を破壊

されている。

D~G-12~14区 長さ21mx幅 1mx深さO.25m程で北東ヘ帯状に走る。土壌の掘り込

の列石 (Fig.113) みは浅く， 5 cm~40cm位の際石が敷かれている。

この列石は農作業の耕作段階での水抜きのための構築物と考えられる

が確証はない。

集石土墳 F-7区の西側で，列石群の溝状遺構の東端部分で検出された。

(Fig.114 ) 土壌の規模は南北1.4mx東西1.1mx深さO.65m程の円形状を呈す。

掘り込み部分のほとんどは砂岩の基盤を割り貫いている。この中に拳

大から頭大位の醸，石がび、っしり詰まり，その下から底面まで約17cm程は

Q
、け

，
e
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8 
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12 

13 

14 。

濁黄褐色土の覆土が堆積している。

この遺構は列石群の東側の溝状遺構の中に検出されたもので，水溜め

かあるいは井戸状の性格をもつものであろう。

。 E F G H 

/: 
九 -----.J I 

Fig.1l3列石群
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Fig.114集石士演

(2) 中・近世の遺物

中世の輪入陶磁 1， 2は龍泉窯系青磁の碗である。胎土は灰白色で，オリーブ色の透

明軸が掛かる。 1の内面には片彫りの蓮華文が施される。 2の内面には

上位にへラによる菌綜が，下位には片彫りの蓮華文が施される。森田勉・
(註 1) 

横田賢次郎氏の分類によれば， 1， 2ともに 1-2類である。同一個体

と思われる。 1はQ-15区撹乱部より出土。 2はJ-15区撹乱部分よ

近世の国産掬磁器 り出土。 2は白磁碗底部である。高台径3.6cm，高台高O.8cmを測る。

胴部下半にふくらみを持つ灰白色の胎に，緑がかった透明粕が畳付を除

き掛かる。畳付には焼成の際の砂が付着する。 F-2区撹乱部分より出

土。 4は白磁小碗の口縁部である。口径6.6cmを測る。僅かにふくらみを

持つ胴から，外反した口縁に至る。口唇部は丸くしあげている。灰白色

の胎に，気胞を全面に含むくすんだ白色の粕が掛かる。 N-18区撹乱部

分出土。 5は白磁小碗の底部で、ある。高台径2.8cm，高台高O.7cmを測る。

胴部はふくらみを持ち，削り出しの高台で底部は厚い。灰白色の胎に，

緑がかった白色の紬が畳付を除き掛かる。畳付には焼成の際の砂が付着
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泥メンコ

する。高台径2.8cm，高台高0.7cmを測る。 S-15区撹乱部分より出土。

6は染付鉢である。白色の胎に，胴部は花文，高台部に山形の連続文が

描かれる。畳付の柚はふきとられており露胎。高台径10.4cm，高台高0.8

cm。列石群内集石土壌より出土。 7は白磁猪口である。口径5.4cm，器高

1.9cm，高台径2.4cm，高台高0.3cmを測る。灰白色の胎に，気胞を全面に

含む灰白色の軸が，畳付を除き厚く掛かる。見込の器表は灰がかりをし

ており荒れる。 G-9区より出土。 8は染付の猪口である。高台径2.4

cm，高台高0.4cmを測る。白色の胎で，見込には紺色で幅0.8cmの帯が巡

る。軸は白色で畳付を除き掛かる。 R-12区撹乱部分より出土。 9は陶器

製の蓋である。蓋径10.2cm，蓋高2.3cm (折り込み高1.7cm) ，折り込み径

7.0cm。水びきの際に折り込み部を作る。茶色の胎で，蓋上面に緑色軸が

掛かる。 F 9区撹乱部分より出土。 10は現川焼の小碗である。黒灰色

の胎に，白色の化粧土をハケ塗り。 0-11区撹乱部分より出土。 11は瓦

を使った泥メンコである。長径3.0cm，短径2.6cm，厚さ0.6cmを測る。 1

16区撹乱部分より出土。

ρr にI__j!
スづ /K)41 

ミ二民イ -ェ主雪~~ T~~ 3て
UJj 。-~11 。 5 10cm 

Fig.115中・近世の遺物 (1/2)
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VI.鷹野遺跡B地点

1 .先土器時代

(1) 出土遺物

B地点出土石器はナイフ形石器24点，台形・台形様石器11点，三稜尖

頭器 2点，削器 1点，使用痕のある剥片 2点、，プランティングチップ 1

点，石核 1点、，細石刃34点、の総数77点、を数える。

出土層位はA地点のナイフ形石器を主体とする石器群の遺物と同様に

包含層は検出出来なかった。

ナイフ形石器 縦長剥片を利用し，斜行する刃部を残し他は刃潰し加工を施し，刃部

(Fig.1l6-1 ~20) 長と器長の割合がほぼ半々で，細身の三角形状を呈すもの。基部裏面加

工を施すものと施さないものがある(1 ~ 10)。石材利用は黒曜石A製 5

点， B製 3点， c製 2点。

切出形状を呈し，刃部長が器長に比べて短いもの(11)。黒曜石B製。

斜片を折断し，長くて斜行する刃部を残して刃潰し加工を施すもの

(12~16) 。黒躍石A製 5 点。

刃部から先端部を鋭利に尖るように刃潰し加工を施したもの (17~20) 。

黒曜石A製 3点， B製2点。

以上のような特徴をもっナイフ形石器が他に 4点出土している。

台形・台形様石器 刃部と基部が平行で，側縁部および基部を刃潰し加工を施こしたもの

(Fig. 1l6-21~23 ， (21~23)o r百花台型jの台形石器と呼称されているものの範囲であ

Fig.1l7-24 ~31) ろう。石材利用は黒曜石A製 2点， B製 1点、， c製 1点。

直線的な刃部に斜行ないし，直交する刃部をもつもので，側縁部の 2

次加工は一方が湾曲するように主要剥離面劉より，他方は器表面より調

整加工を施している。その 2次加工は錯交する剥離で幅狭な胴・基部を

作り出し，器表面の一端より調整剥離が施されているもの (24-30)。黒

曜石A製4点， B製 1点， c製 l点。

平行する刃部の両端が突出して尖り，逆三角形状を呈すもの(31)。黒曜

石A製。
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32は縦長剥片を利用し，主要剥離面倒より 2次加工を施し，断面が三

角形状を呈すもので，石材は黒曜石B製。

33は横長剥片を利用し，同様に 2次加工を施したもので，稜上に調整

加工を施し平坦面を作り出している。先端，基部が尖り菱形状を呈す。

石材は黒曜石B製。

三稜尖頭器

(Fig.117--32， 33) 

W~l1 可~p?冠。v
24 にこゴ

26 

広喝伊。 ~lif，-~~ 
29 28 くこフ仁コ 27 

口 32 

一ム
G

30 

~Tγ 
33 ζご〉

31 

flF~~" 咽(。回
。 5 

Fig.117先土器持代・出土石器②
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部器 (Fig.1l7-35) 35は側縁部の一端を欠損し，扶入状の加工痕がみられる。黒曜石A製。

使用痕のある剥片 36は肥厚する不定形剥片を利用し，縁辺に細かな刃皇室れがみられる。

(Fig.118-36， 37) 石材はチャート製。

く=二つ

く二〉

36 

37 

母2ぅ
Fig.1l8先土器時代・出土石器③
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37も同様に肥厚する不定形剥片を利用し，両側縁部に刃殻れが顕著に

みられる。頁岩製。

36， 37共に利用剥片の打面は平坦打面で， A， B地点でこの種の石材

利用は 2点、だけである。

石核 縦長制片を剥片剥離した石核で，小円醸を利用し，打面は平坦で微細

(Fig.118-38) 調整を行っている。背・側・底面に自然面を残す良質の黒曜石A製。

細石刃 細身で幅狭の細石刃がほとんどを占める。出土部位は頭部 6点，中間

(Fig.118-39~60) 部26点，先端部 2 点の総数34点が出土し，内21点を図示した。利用石材

は黒曜石A製14点， B製11点， c製 9点。

剥片 縦長剥片を折断したもので， 2次加工はみられない。利用石材は黒曜

(Fig.l17-34) 石B製。

Tab.20 

挿 図 出土

番号 地区

116-1 W35 

2 V30 

3 Z35 

4 Y32 

5 X30 

6 ノ、34

7 Z33 

8 Y32 

9 V31 

10 X34 

以上， B地点出土器は大きく 2つの石器群の所産に分れるようだ。

1.ナイフ形石器を主体とする石器群の遺物で，ナイフ形石器，台形・

台形様石器，三稜尖頭器，削器，使用痕のある剥片，石核，剥片類である。

この中でも，時間的な若干の差異があるようで，台形石器は「原ノ辻型j

と呼ばれるものと三角形状を皇すものは位の器種形態からして，若干古

く位置付けられ，他は西輪久道上層の石器群と同様な時期か，あるいは

新しくなる段轄の所産の遺物であろう。

2.細石器を主体とする石器群の遺物で，細石刃である。周辺と鷹野A

地点，西輪久道上層石器群が検出されていることから，西大川流域での

縮石器文化段階での生活空間として捉えるべきであろう。

先土器時代の石器計調u表

出土
器 種 石 材 形態分類

計浪U fl直 (cm • g) 

層位 会長最大幅厚さ刃部長重量

II ナイフ形石器 黒曜石A 1 -3 2.9 1.1 0.38 1.9 0.9 

11 11 A 11 2.75 1.1 0.54 1.7 1.1 

11 11 C， 11 2.35 0.85 0.33 1.5 0.6 

11 11 A 1 -1 2.55 0.9 0.46 1.1 0.8 

11 11 B， 1 -3 2.35 1.0 0.53 1.5 0.9 

IV 11 B， 11 (2.6) 1.15 0.34 1.6 0.9 

III 11 A 1-2 (2.15) 1.4 0.33 (1.4) 1.2 

11 11 C， 1-3 (1.95) 1.0 0.3 (1.27) 0.6 

II 11 B， 11 (2.15) 1.15 0.28 (1.4) 0.6 

11 11 A 11 (1.4) 0.85 0.32 (1.32) 0.3 
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挿図 出土 出土
器 種 石 材 形態分類

計調U I1度 (crn • g) 

番 号 地区 層位 全長最大幅厚さ刃部長重量

11 Z32 III ナイフ形石器 黒曜石B， II-2 3.4 1.25 0.52 1. 78 2.1 

12 V34 II 11 A III (2.2) 1.15 0.28 (1.2) 0.8 

13 Y33 ドーナツ 11 A 1 -2 (2.4) 1.95 0.54 (2.4) 2.6 

14 V35 II 11 A 11 1. 75 1.6 0.3 1.9 0.7 

15 ロ34 III 11 A III (1.95) 1.15 0.43 (1. 75) 0.8 

16 Y33 II 11 A 11 (1.5) 0.9 0.37 (0.96) 0.5 

17 X34 落ち込み 11 A 1 -1 (1.35) 0.95 0.65 1.95 0.9 

18 Y31 III 11 B， 11 2.7 0.95 0.39 1.6 0.8 

19 X34 ドーナツ 11 A 11 2.7 1.4 0.47 2.18 1.長

20 Y31 落ち込み 11 A 11 2.5 0.75 0.38 2.05 0.6 

21 X34 II 台形・台形様石器 C， I (2.0) (1.95) 0.57 (1.8) 2.1 

22 W33 11 11 A 11 2.05 2.1 0.6 1. 74 2.6 

23 Z36 11 11 B， 11 (1.45) 1.25 0.42 1.3 0.7 

117-24 ニ35 IV 11 A III 1.85 1.85 0.47 1.4 1.3 

25 Y34 落ち込み 11 A 11 (2.7) 2目1 0.58 (1.65) 2.0 

26 W34 II 11 A 11 2.75 (2.35) 0.61 (2.2) 3.0 

27 U34 11 11 C， 11 2.15 1.55 0.68 1.5 1.9 

28 Z33 III 11 B， 11 (1.9) (2.05) 0.46 (1.4) 1目3

29 ニ35 V 11 A 11 (1.98) 1.7 0.55 (1.5) 1.6 

30 ロ34 III 11 A 11 3.15 2.5 0.75 (1.6) 3.6 

31 ニ34 1表土 11 A IV-4 2.55 2.5 1. 32 2.55 2.2 

32 U34 落ち込み ニ稜尖頭器 B， II-1 4.15 1.65 0.63 8.2 

33 X33 III 11 B， 11 3.95 1.7 0.88 3.7 

34 ロ34 11 剥 片 B， 1. 78 1.43 0.53 1.4 

35 ホ35 IV 自t 器 A 2.46 2.1 0.95 3.3 

118-36 ロ34 III 使用痕有剥片 チャート 4.62 5.16 1. 33 31.6 

37 ロ34 11 11 頁 岩 4.39 4.78 1.64 25.6 

38 Y31 11 石 核 黒曜石A 3.91 3.32 2.16 19.4 

39 X34 ドーナツ 細 石 刃 B， 頭 1.4 0.7 0.2 0.15 

40 X33 II 11 B， 11 1.05 0.65 0.14 0.1 

41 ロ33 III 11 A 11 1.0 0.4 0.12 0.05 

42 ノ、34 II 11 C， 11 0.7 0.5 0.14 0.05 

43 X36 11 11 B， 中 0.5 0.7 0.15 0.1 

44 X35 11 11 B， 11 0.95 0.7 0.2 0.1 

45 X35 11 11 B， 11 1.55 0.8 0.34 0.35 

46 ニ34 IV 11 B， 11 1.4 0.5 0.19 0.1 I 

47 Z32 III 11 B2 11 1.2 0.65 0.23 0.1 

48 ノ、34 II 11 B， 11 0.95 0.7 0.2 0.15 

49 X37 11 11 A 11 1.7 0.7 0.15 0.25 

50 X32 III 11 A 11 1.6 0.55 0.18 0.15 

51 ロ34 11 11 A 11 1.4 0.45 0.15 0.05 

52 X31 III 11 A 11 1.25 0.35 0.18 0.1 

53 W35 11 11 A. 11 0.8 。目7 0.17 0.1 

54 Y31 II 11 A 11 0.9 。目85 0.18 0.15 

55 Y32 III 11 A 11 0.65 0.65 0.06 0.05 

56 Z33 11 11 A 11 0.95 0.3 0.14 0.05 

57 X33 III 11 C， 11 1.35 0.65 0.15 0.1 

58 V31 遺構 11 C， 11 0.75 0.75 0.19 0.1 

59 X35 II 11 C， 11 1.15 0.4 0.16 0.1 

60 ロ34 III 11 A 頭 1.0 0.45 0.2 0.1 
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2 .縄文時代

(1) 遺構

B地点の縄文時代の遺構は竪穴状遺構 I基，集石遺構10基，炉穴遺構

20基，石蓋土壌 1基，諜群 3基，不明土壌 3基が第II層中に検出され，

炉穴遺構内 7基が第III層中に検出されている。

① 竪穴状遺構 B地点の北端部分に 2基検出された。

(Fig.120) 

5号 5号はU • V-31・32区の第II層面で検出された。

規模は東西約6.2mx南北7.2m程の不定形状を呈す。土壌は北端部分

で南北 3mx東西 1mx深さ40cm程の掘り込みがみられ，他は約20cm

の浅い皿状を呈す。また径30cmX深さ約40cmの柱穴状の掘り込みが，北

東隈に小醸が詰った状態で検出されているだけで，他にはないようだ。

土壌内に拳大から頭大位の礁石がみられる。また床面は凸凹面が著し

く，他の竪穴状遺構と同様にマンガン・鉄分の沈着で、黒褐色を呈し，固

く締っている。

土壌内堆積土は①黒灰色砂質土，③赤銅色土である。

遺物は細石刃 1点，石鍛11点，敵石 1点，加工痕ある石器 1点，掻器 1点，

石核2点，剥片135点，砕片174点，土器片 1点の総数327点を数える。

6号 5号の約 2m北側に位置し， T. U-31・32区の第II層面が検出。

(Fig. 120) 規模は南北2.8mx東西1.6m程の不定形状を呈す。土墳は南端の周壁

部分の立ち上りは約15cmで、浅く，北端部分は更に浅く，輪郭を確認でき

る程度である。

土壌内の床面には拳大位の醸石が敷かれ， 5号と同様に浅い凸出面が

著ししマンガン・鉄分の沈着で固く締っている。

土壌内堆積土は①黄褐色土，②赤褐色土で浅い堆積を呈す。

遺物は土器片 2点，石核 1点、，剥片23点、，砕片15点の総数41点、が出土。

また，北西隈に東西 1mx南北0.7mx深さ 8cm程の浅い楕円形状の掘

り込みと，径20cmX深さ 10cm，径15cmX深さ 12cm程のピットが 2基検出

されている。更に 5・6号竪穴状遺構の間に 2号不明土壌が 1基検出さ
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れている。両遺構の西側に狭い範囲に遺物が集中する箇所がある。

竪穴状遺構は柱穴の未検出で不定形状を呈すために，竪穴状遺構とし

た。これらの性格は住居牡と考えられる。

②集石遺構 遺構はW'X-35 ・ 36匹， Y ・ Z-31~33区，ホ 34区と 3 群にまとまっ

て検出されている。

A地点と同様に炉社の性格をもつものと考えられる。

7号 Y-31区の第II層で検出された。土壌部分は長径約 lmx短径O.75m
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(Fig. 121) で，東端に浅い掘り込みがみられるが，ほぽ円形状を呈す。

土墳の深さは22cm程の浅い皿状を呈し，土墳周壁は火熱で焼けている。

操石は西側部分に固まって出土し，炉底には灰と炭化物が積り，諜石

に混って多量の炭化物が検出された。

遺物は磨製石錬 3点が炉石の簡より出土し，他に剥片 7点，砕片111点

を数える。

17号 Z-31区の第II層下部に検出された。土壌部分は径0.92mXO.84mx

(Fig.122) 深さ0.27m程で，ほぽ円形状を呈し，深めの掘り込みをもっO

土壌縁および周壁部分は赤く焼

A- 3担 B け，炉底部分に大きくて扇平な砂

岩の板状石を割り，麿・周壁に花

弁状に敷き並べている。(操石の大

部分が接合する。)この上に炭化。 物・灰を多量に含む黒色土(泥板

状)の覆土が約 5cm程土佐積を示し，
一一日

その上に拳大位の瞭石が多数詰っ

た状況で検出された。

7号 この集石も 2号と同様に目的物
D 

を取り出す前の状況下のものと考

A- 3~ーnnB2 えられる。炭化物の樹種間定より

クヌギが使用されている。

遺物は醸石に混って無文土器片，
、~、』ーーー-一一一一一-----

砕片10点が出土。

C14年代測定で9560::!:: 115Y.B. 

P.(9280士110Y.B.P) の年代を得

ている。

~-B 

18号 (Fig.121 ) 

Z-32区の第II層で検出された。

土壌部分は径1.2mx深さ0.3m程
115"，王

のほぼ円形状で，比較的深い掘り

。 1.5m 込みをもっ。

Fig.121集石遺構① (1/30) 諜石は土墳部の南北端の上面に
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23個程集中し，中心および土壌内にはみられない。醸石に敵石の破損品

も手り用している。

19号 X-35区のII層中に検出された。土壌部分は長径0.95mx短径0.7m

(Fig.123) x深さ0.25m程の楕円形状で，浅い掘り込みをもっ。

A一一

操石は西側に土壌の長軸に沿って扇平な砂岩の板状石を 6個程立て，

敷き並べられているが，他の周壁部分には認められないために，取り除

かれた可能性もある。これらの板状石は接合する。その板状石の上に拳

大位の醸石が詰った状態で検出された。醸石は赤変しているものもあり，

土壌内に炭化物および遺物(砕片

3~B' 26点)が出土。

20号 (Fig.123) 
c 

W-35区で検出された。土壌のfヲ

規模は径1.14m x深さ0.55m程の

円形状で深い掘り込みをもっ。

土壌周壁は赤く焼け，炉底に拳
バーしトに足 時民点'---1ハ-8'閣 i騎L

大位かやや大きめの諜石を 2重に

渡し，丸く敷き並べた状況で検出

され，その上に灰と炭化物を多量
。

ーに含む土が約10cm程積り，更にO' 

C ぞ、 その上に醸混在の炭化物を含む層

があり，拳大位の操石がまばらに

点在している。炉底の醸石は火熱

を受け赤変している。

遺物は剥片15点，砕片55点が出

土。 C14年代測定で9510士95Y.B.P

(9230士90YB;P) の年代を得て
。

いる。

炭化物 この集石遺構は科学的処理後に
17号

切り取る作業を実施した。

V 一一日

。 1.5m 
21号 (Fig.124) 

Fig.122集石遺構② (1/30) Y • Z-32区の第II層で検出。
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土壌部分は径 1mx深さ42cm程の円形状を呈し，深い掘り込みをもっ。

諜石は土墳部の上面に集中し，周縁に沿って拳大よりやや大きめの牒

があり，中央部に砂岩の板状

石が検出された。

遺物は剥片 2点，砕片16点

が出土。

A 

A一一 31，喝

A一一

一→-F三-z

一一B

19号

37.
208 

A一一

20号

トミゴム←

一一日

|臼
D 

。

。 1.5m 

Fig.123集石遺構③ (1/30)
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22号 (Fig.124) 

ニ 34区のIV層面で検出。

土壌は長径1.52mx短径1.15

m程の楕円形状で，東端に浅

い掘り込みの張り出し部分が

あり，主体部は径1.15m x深

さO.45m程の円形状を呈し，

深い掘り込みをもっ。

諜石は土壌の周壁部分に 9

i屈の頭大位の大醸を利用して，

ほほ円形状に置き並べ，その

内に拳大位の醸石がび、っしり

詰った状態で検出された(土

壌部分の北側は若干掘りすぎ

たようだ)。

炉底と瞭石下酉には炭化

物・灰を多量に含む土が約10

cm程堆積している。炭化物の

樹種同定の結果，シイノキが

使用されている。

遺物は剥片 3点，砕片 3点

出土。

04年代測定で7130::t115 

Y.B.P (6920士110Y.B.P.)年

代を得ている。

l
i
o
 



23号 W 十 35・36区の第II層で検出。土壌は径O.8mx深さO.37mの円形状

(Fig. 125) で，深い掘り込みをもっ。

土壌内の瞭石は拳大から頭大位までを用い，下面になるほど大きい擦を

利用している。

土壌の局壁および醸石も火熱を受けて赤変しており，際石も 5点、程接

合する。炭化物も検出され

遺物(砕片 3点)が出土。A一一 辺fPE

A一一

A-

。

n
i
l
 

ロ 21号

22号

B 

1.5m 

Fig.124集石遺構④ (1/30)
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24号 (Fig.125 ) 

W-36区の第II層で検出。

土壌の規模は長さ lmx幅

O.5m程の範囲に帯状に集

石し，土壌の掘り込みはみ

られない。

醸石は拳大位のものを利

用している。

遺物は石鉱 1点，剥片 1

点，砕片 6点出土。

25号 (Fig.125 ) 

Y-33区の第II膚中に検

出。土墳は径O.63mx深さ

01m程の円形状で浅い掘り

込みをもっ。

諜石は少なく 9倍程で，

土壌周壁も火熱を受け赤変

し，炭化物を検出している。

遺物は土器片 1点，剥片

l点出土。



以上のようにB地点、の集石遺構は10基

その特

徴は，①円形で浅い皿状の土壌をもち，

その中に瞭石が詰った状況のもの

A地点と同様な形態を呈し，

(18， 

( 7， 

23号)がある。②は①に比べて土壌部分

が深く，炉底直上に膿石が敷き並べた状

況で残存するもの(20号)。③は浅い土壌

に砂岩の板状石を花弁状に置き並べ，

とそうでないもの19， 21， 25号)

で，

。ii
'

そ

と土

であ

の上に醸石が集石するもの

墳内に頭大位の様石をほぼ円形に囲みそ

の中に醸石が集石するもの

る。④は諜石が集石し，土壌部分の掘り

(17号)

(22号)

1
1
I
O
 

(24号)。込みがないもの

それぞれ土

墳の底・周壁が焼け，様石も赤変し，炭

化物も多く検出されていることから，集

石遺構は焼石を利用した調理用の炉祉と

しての用途面をもつものと考えられる。

また，鷹野遺跡では24号は炉社として

cud-片
品

P
D
掛

/
/
作
イ
。

口

p

o

一
一
九
机

一

噺

P

A

V

 

37.20B 
A-

23号

A一一

以上のような形態に分れ，

A一一

の用途面よりも，集石・炉穴遺構に利用

する操石が集石されたものとして，他の

諜群と共に捉えられなくもない状況が窺

われる。tJ  

ー よ

こでU二

1
1
0
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1.5m 

Fig.125集石遺構⑤ (1/30)
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、
Tab.21 集石遺構一覧表

集石

遺構

7 

17 

18 
19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

形態 土壌 規模 土壌
際数 炭化物 出 土 遺 物層位

JZZ出深さ帥分類 形状 焼成

II B (円形) 0，98 x O. 75 0.22 。54 。石錬3剥片 7，砕片111(覆土中)

II B 円形 0.84 x O. 92 0.27 。190 。砕片10，土器片

II B 円形 1.20 0.30 23 × 

II B 楕円形 O. 95xO. 70 0.25 78 。砕片26

II B 円形 1.14 0.55 。146 。1日j片15，砕片55

II B 円形 1.01 0.42 87 × 剥片 2，砕片16

IV (III) B 円形
1.52X1.15 。目45 。120 。剥片 3，砕片 31.15 

II B 円形 0.83 0.37 。143 。砕片 3

II B ナシ 1.0 XO.5 × 23 × 石鉱 1，剥片し砕片 6

II B 円形 0.63 0.11 。9 。剥片 1，土器片 1

③炉穴遺構 集石遺構と同様にW'X-34~36区， Y~Z-32~34区，ハ~ホー34 ・

35区の 3群に分かれて検出され， y. z区の遺構は層位的に 2つの層に

分かれて検出されている。 A地点と開様に炉社の性格をもっ。

10号 Y-33区で25号炉穴に隣接して，第II層で検出された。土壌は径0.4

(Fig.126) m X深さ0.17m程の円形状を呈す。土壌周壁部分も火熱を受けた痕跡が

あり，際石も赤変して上聞に集中する。

11号 W-35区の第II層で検出。土壌の規模は長径1.3mx短径0.55mx深

(Fig.126) さ0.22m程の楕円形状を呈す。特に中央から東端部分にかけて炉底・周

壁部分の焼土化が著しく，火熱を受けて赤変した醸右も集中する。

遺物は剥片 5点，砕片15点、，土器片 2点出土し，炭化物も多量に検出。

この炉穴は科学的処理後に土壌部分を切り取る作業を行った。

12号 20号集石に隣接し， W-35区の第II層に検出された。

(Fig.126) 検出時には東西に楕円形状に確認したが，更に北側へ掘り込み部分が

拡がった。

土壌の規模は東西1.05mx南北1.05mx深さ0.5m程の深い掘り込み

をもち，不定形状を呈す。土壌の南側部分に焼けた痕跡が著しく，醸石・

炭化物も集中して検出した。

13号 X-31区の第II層で検出。土壌は東西0.44mx南北0.32m程の小形で
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(Fig.126) 円形状を呈す。深さはO.13mと浅い。

炉底・周壁部分は熱を受け焼土化し，瞭石は東端部に集中をみせる。

遺物は~J片 1 点，砕片17点出土。

14号 Z-34区の第II層で検出。土墳の規模は東西O.6mx南北O.35mx深

(Fig.126) さO.12m程で楕円形状を呈す。東端部分が深くなり，その部分に諜石も

集中し，炉底・炉壁は赤く焼け，醸石も赤変している。

遺物は砕片 2点出土。

16号 ハー34区の第II層で検出。土墳は東西O.6mx南北O.53mx深さ O.2m

(Fig.126) 程の小形で円形状を呈し，浅い掘り込みをもっ。炉壁・底も火熱を受け

て焼土化し，醸石も西側に集中を示し，赤変したものもある。

遺物は石鍬 1点，剥片 3点，砕片 7点、が出土し，炭化物を検出した。

Tab.22 炉穴遺構一覧表

炉穴 形態 土壌 規模 土壊
物炭化層位

J52自深さ制
穣数 出 土 遺 物

遺構 分類 形 状 焼成

10 II B 円 形 0.43XO.37 0.17 。12 。
11 II B 楕円形 1. 30 x O. 55 0.22 。30 。剥片 5，砕片15，土器片 2

12 II B 不定形 1.05 x 1.05 0.50 。40 。砕片13

13 II B 円 形 0.44 x 0 .32 0.13 。16 。剥片 1，砕片17

14 II B 楕円形 0.60 x O. 35 0.12 。18 。砕片 2

16 II B 円形 0.58 x O. 53 0.19 。29 。石鋲 1，剥片 3，砕片 7

17 IV<<U B 楕円形 1. 25 x O. 50 0.14 。17 。砕片 1

18 II下函 B 楕円形 1.15 x 0 .55 0.17 。26 。砕片61，土器片14

19 II B 楕円形 (0.91) XO.50 0.25 。 4 。最tl片 1，砕片 3，土器片 2

20 III B 円形 0.35 0.07 × 1 。砕片 4

21 III B 楕円形 0.92 x O. 42 0.15 。。。土器片 1

22 III B 長精円形 1. 58 x O. 55 0.17 。 1 。砕片 9，土器片 4

23 II B 楕円形 O. 70x 0.50 0.25 。11 。最tl片 1. 砕片 8

24 II B 円形 0.44 xo. 35 0.14 × 1 。砕片 7

25 II B 円 形 O. 75x (0.5) 0.18 × 12 。1frlJ片 1，砕片54

26 III B 長楕円形 1. 67 x O. 65 0.32 。33 。石鍍1，古車j片 4，砕片105，土器片 5

27 II下面 B 楕円形 1.08 x 0.48 0.12 。16 。砕片11，土器片 6

28 II下面 B 楕円形 (0.35) X 0.41 0.14 。 1 。砕片 2

29 III B 長楕円形 2.02x O. 77 0.30 。32 。1frlJ片 5，砕片19，土器片10

30 III B 精円形 1.55 X (0.70) 0.27 × 14 。砕片 6
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A一一

20号炉穴覆土

1.i濁赤褐色土

2はだいろ
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Fig.127炉穴遺構②(1/30)
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17号 B地点、の遺構群の中で最南端に当り，ホ-35区の第II層下部で検出。

(Fig.l27) 土壌は長径1.25m x短佳0.5mx深さ0.14m程で，楕円形状を呈す。

土層堆積が北から南へ傾斜をしているが，この炉穴も間様な傾斜をも

ち，構築されている。

炉床・炉壁は焼土化し，土墳南端部より約0.9m程の範囲の炉床・壁が

焼けている。

醸石は北端部分に頭大位の砂岩擦が詰った状態で検出された。

C14年代測定で 9520土105Y.B.P(9250士100Y.B.P)を得ている。

18号 Y-33区の第II層最下部で検出。土壌は長径1.15m x短径0.55mx深

(Fig.l27 ) さ0.17m程の楕円形状を呈す。

土壊上面に醸石が，その下面に粘土塊のフキロックと赤く焼けた土器片

が数多く検出され，石皿の砕片および炭化物も検出した。

遺物は土器片14点，石血 1点，砕片61点が出土し，周囲より無文の尖

底土器片が出土している。

これらの粘土塊および土器片に顕著なことは，この炉穴の用途面で他

と違った様相を示しているようだ。

19号 W-35区の第II層で検出。遺構の南西部分はドーナツ状土壌のために

(Fig.127) 破壊されている。

土墳は長径0.91mx短径0.5mx深さ0.25m程の楕円形状を呈すもの

と思われる。炉床，周壁部分は火熱を受けて焼土化し，炉床面に土器片

が張り付いた状況で検出され，醸石も焼けて赤変している。

20号 Z・イ -34区の第凹層で検出。土壌は径0.35mx深さ0.07m程の小形で

(Fig.127) 円形状を呈し，浅い掘り込みをもっo (炉底は砂岩の基盤層)

赤変した醸石が炉底に 1個と炭化物が検出された。

遺物は砕片 4点出土。

21号 Z-32・33区の第凹層中に検出。土墳は長径O.92m x短径0.42mx深

(Fig.127) さ0.15m程の構内形状を皇す。

南壁・炉床に若干焼けた痕跡がみられるが，様石は無く，炭化物を検

出した。遺物を土器片 1点出土。

-201 



A一一
36印苫

A一一 3~R 

。
A-一 D 一一日

22号， 

Cヲ

A一一
36曲直

i I ~ - C 
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。 A一一 一一日
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22号炉穴覆土

1.1培赤褐色土

2.焼土

3.i萄黄褐色絵質土

4.黄褐色粕質土
A一一 設空?g 26号炉穴覆土

1.濁黄il¥l色土
2.暗黄憾色土

(炭化物を含む)

\丞~ C 3.燐土塊混在ヒ、物赤を褐含色む土) 
(炭イ

4.黄褐色土

27号炉穴覆土

ト-[:調~ quwb) 1.i濁黄i&1色土
一一日

2.赤褐色粘質土
(炭化物を含む)

28号炉穴覆土

I時茶褐色土

A一一 D 日 2.m色土。

。

Fig.128炉穴遺構③ (1/30)
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22号 Z-33区の第III層中に検出。 30号炉穴の東端部分の一部を壊して，構

(Fig.128) 築されている。土壌は長径1.58mx短径0.55mx深さ0.17mの長楕円形

状を呈す。炉床・周壁の焼土化は余り明確でない。

諜石は土壌上面に 1個と焼土塊，炭化物を検出した。

遺物は土器片 4点，砕片 9点、が出土している。

23号 W-35区の第II層で検出。土績は長径0.7mx短径0.5mx深さ 0.25

(Fig.127) m程の小形で楕円形状を呈す。炉壁，炉床に焼けた痕跡があり，炉床に

扇平な砂岩，拳大位の小擦がみられ，炭化物も検出している。

遺物は剥片 1点，砕片 8点が出土。

24号 W-34・35区の第II層で， 23号炉穴より北へ約30cm隣接して検出。

(Fig.128) 土壌は長径0.44mx短径0.35mx深さ0.14m程の小形で円形状を呈す。

炉内の焼土は明確でなかった。また醸石は土墳上面に 1個と炭化物を

検出した。遺物は砕片 7個が出土。

25号 Y-33の区第II層で検出。土壌の1/3は調査時に掘りすぎて削平。

(Fig.126 ) 土壌は径O.75m x深さ0.18m程の円形状と考えられ，浅い掘り込みを

もつ。炉底・炉壁の焼成は明確ではなかった。

26号 Y-33区の第III層中で検出。土壌は長径1.67mx短径0.65mx深さ0.3

(Fig.128) m程の大形で長楕円形状を呈す。

炉底は北端部分が若干深く掘り込まれて，他は平担面を示している。

北端部より 0.9m程の範囲の炉底・炉壁の焼土化が著しい。

際石は北端部分を除き，上面にあり，焼けて赤変しているものもある。

遺物は石鍍 1点，剥片 4点，砕片105点，土器片 5点が出土。

27号 W-36区の第II層下部で検出。土壌は長径1.08mx短径0.48mx深さ

(Fig.128) 0.12m程の楕円形状を皇し，浅い掘り込みをもっ。炉底・炉壁には焼けた

痕跡が残り，炭化物も検出された。

際石は土壌上面に検出された。遺物は砕片11点，土器片 6点が出土。

28号 Y-32区の第II層最下部で検出。遺構の北側部分の一部を調査の際に

(Fig.128) 掘りすぎたようだ。土壌は長径0.35m(現径)x短径0.41mx深さ0.14m
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程で楕円形状を呈すと考えられる。

南端の炉壁に火熱を受けた痕跡が残り，醸石が1{回と炭化物を検出。

29号 Y-32区の21号集石の直下の第III層中で検出。土壌は長径2.02mx短

(Fig.129) 径O.77mx深さO.77m程の大形で長楕円形状を呈す。

中央から東側部分は皿状の田地が認められ，焼土とその上部に黒褐色

の炭化物を多量に含む土が覆っていたが，西側部分の炉底面は炭化物を

ほとんど検出できなかった。また，東側部分の壁面は袋状になり，火熱

を強く受けた痕跡が顕著に認められる。

A一一 3己も

， ， 

29号炉穴覆土

1.褐色粘質土 2.黄濁色粘質土

3.i炎黄褐色粕質土 4.黒褐色土
(炭化物を多量に含む)

5.赤偶色土(焼土) 6.明褐色粘質土

ーーーーーー『ー 、一一ー一戸→、ー、、、

『ー、、、-ーーーーー 30号

A一一 36印 5

A一一

d 

E 
LO 

A一一

一一日
1
1
0
 。

29号

Fig.129炉穴遺構④ (1/30)
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この炉穴も他と同様に，遺構の一端で集中的に火を焚いた状況が窺わ

れる。

東側部分に拳大位の醸石が集中するが少ない。

遺構検出炭化物の樹種開定により，コナラ・シイノキ・クヌキ・ハン

ノキが使用されたことがわかった。

遺物は剥片 5点，砕片19点，土器片10点、が出土。

30号 2-33区の第III層中に検出。

(Fig.129 ) 遺構は石蓋土壌直下に検出され，そのために遺構の大部分は石蓋土壌

の掘り込みにおいて切られ，遺構東端部は割合原形をとどめ，覆土の観

察もでき，炭化物も多量に含む土層を確認した。

その他の部分についてはどのような状態であったのか観察不能であっ

たが，遺構炉底面については長軸断面部において原形をとどめる。

西端部分は22号炉穴と切り合い関係にあり， 22号炉穴の構築の際に，

30号炉穴の一部を壊して作られたものであろう。

土壌の規模は長径約1.55mx短径推定0.7mx深さ0.27m程で，楕円形状

を呈すものであろう。炉内が焼けた痕跡、は明確ではなかった。

以上のようにB地点の炉穴遺構は20基検出されている。 A地点と同様

に土墳部分が火熱により焼けており，土壌内の醸石も火熱を受けてい

るものが多く，炭化物が顕著に検出されることで炉土止として捉えた。

炉穴は楕円形状を呈すものと円形状を呈すものに分かれる。

楕円形状を呈すものは長径1.2mを越す大形のもの (17，22， 26， 29， 

30号)とそれ以下のもの (11，12， 18， 19， 21， 27， 28号)に分かれる。

前者は第III層中に，後者は21号を除き第II層中に検出されている。

また円形状のものは径約60cmを越えるもの (14，16， 23， 25号)とそ

れ以下の小形のもの (10，13， 20， 24号)があるようだ。

炉穴の中でも炉社としての用途面での利用目的の相違が炉牡の形状面

に表われたのであろう。

④石葦土壌 2-33区の集石・炉穴遺構群の中で第II層で検出され，構築の際に第

(Fig. 130) III層検出の21・30号炉穴遺構を壊して土壌部分が形成されている。

土壌の規模は南北1.27m x東西1.1mx深さ0.45m程の円形に近い形

状を呈す。土壌上面に砂岩の板状石を置き並べた状態で検出された。
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Fig.130石蓋土壊 (1/30)

この遺構は他と違っており，確定付けるものはないが，墓跡的な様相

をもつものと考えられる。
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⑤喋群遺構 B地点で 1~3 号醸群を検出した。

A一一

1号 V-34・35区の第II層面で，炉跡群の北側に諜石が集中したもので，

(Fig.131) 規模は東西2.6mx南北1m程の帯状に検出された。

醸石は平担に集石し，玄武岩・砂岩がほとんどで，火熱を受けたのか

赤変したものもみられる。

この諜群は集石・炉穴遺構群に近接しており，これらの遺構群に使用

する際石の集積地と考えられる。

2号 y~ハ 32~34区の第 II 層面で，炉跡群の東側に近接して検出された。

(Fig.132) 規模は南北25mx東西 5m程で，北→南側へ傾斜する斜面に長帯状に

ヮηm
笠~B

呼空
E 

諜石が検出され， Z-33，イー33，

ロ・ハ 34，ハー33・34区の 4箇

所に集中する傾向がみられる。こ

こでは他の集石・炉穴遺構とは様

相が違い醸群として捉えることに

した。
一一B

つ
一十千三』Z

~ 3号磯群

醸石は拳大から頭大位で火熱を

受け赤変したものも混じる。

これらの棟群も集石・炉穴遺構

群に利用された醸石と考えられる。

A一 辺勾 3号 (Fig.133)

A一一

多/

一一日

W-35・36区で，炉主上群が集中

する範囲の第II層で検出された。

規模は東西 2mx南北1.7m程

? の範囲に円形状に集石し，醸石は

赤変しているものもみられる。

土壌は約10cm程の浅い皿状を呈

しているが，明確な掘り込みでは

ない。

この 3号も炉社群に使用された

醸石が置かれた場所と考えられる。

不明土媛 1号 ↓ 
Fig.133 3号様群・不明土墳 (1/30)
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⑥不明土境 B地点で土壌部分の掘引込みをもっ，性格不明遺構が 3基検出された。

1号 イ 32区の第11層で検出された。土壌は長径1.05mx短径O.7mx深

(Fig.133) さO.45m程の精円形状を呈す。

土壌内の北側に大離が 1個あり，その上に更に大醸を乗せ周囲に拳大

3tES 

不明土壌 2号

A一一

zt之コ乙4

一-8

の
1
1
3

A一一←

l
i
D
 

ω
白包
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炭化物

A一一 一-8
1
1
1
1
1
1
1
 

E
N
 

A一一
~-Z 

37003 

。
不明土壌3号

炭化物

Fig目134不明土壌 (1/40)
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から頭大位の磯石が乗っている状況で検出された。遺物も無く，遺構の性

格も不明であるが，墓主上的な様相をもつものであろうか。

2号 U-31・32区の 5・6号竪穴状遺構の関に検出された。

(Fig.134) 土壌は長窪2.6mx短径1.1m x深さO.9m程の楕円形状を呈す。

底面は 2mXO.26mと狭く，砂岩の盤上に至り，その底に浅い凹みが

並んで四個検出された。

土墳内には底面より 50cm程上った面から上面にかけ拳大から頭大位の

醸石が塊状の炭化物の上に乗った状態で検出された。

諜石は焼けたのか赤変している。

3号 X-30区の第II層で検出された。土壌は長径2.9mx最大短径1.3m，

(Fig.134) 最小短径O.7mx深さO.8m程で，中央部分がくびれ分胴形状を呈す。深

い掘り込みをもち，底面に瞭石が置かれ塊状の炭化物が検出されている。

以上の不明土墳の内， 2・3号は両様な性格を持ち， A地点でも同様

な遺構が 3基確認されている。

その特徴は①大きな楕円形状で，深い掘り込みをもっ土墳があること，

②頭大位の諜石と塊状の炭化物が検出され，醸石は火熱を受け赤変して

いるものもあることの共通したものをもつが，性格は不明である。

B地点の遺構群の検出状況より， Y・Z-32・33区に第III層検出の長

楕円形状の炉社群(炉穴 6基)を使用した一群，その後の第II層の竪穴

状遺構(住居社)の住居空間とW.X-34~36区の炉社群， Y.Z-32・33

区の炉牡群，ハ~ホー34・35区の炉社群の 3群に分けることができるよ

うだ。
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①土器

(Fig.135 ) 

(PL. 43J 

(2) 遺物出土状況

B地点は， A地点との聞に浅い谷を挟み，南西側に形成された比較的

狭い鞍部を有した標高36~38m程の低地丘陵で、ある。特に南側を除けば

全体的に36mを過ぎるあたりより急激な下り斜面となる。従って謂査範

囲そのものも狭くなるが遺物の出土はかなりの量を占める。土層は平担

で比高差がわずかなためか極めて整然とした状況を成す。しかも第II層

(黄褐色粘質土)，第III層(黄褐色粘質土)それぞれにおいて遺物が多量

に出土する。第IV層においても若干ではあるが遺物が出土する。しかし，

あまり明確な資料を得ておらず，遺物の下降なども考えられよう。

土器は本地点でもやや少ない出土で保存状況はやはりよくない。確認で

きた文掠は胴部片において押形文土器(格子日文)の l点のみにすぎな

い。形態としては円筒形もしくはそれに近いものである。底部はA地点

と同様尖底と平底がみられるが，若干異なる感じである。特に尖底を成

すものは，部厚く大型である。しかも第III層より出土する。ここでは詳

細を省くが，時間的な差を考えられるものと思われる。石器もそれぞれ

の層より多数出土する。削片・剥片の他・石錬・スクレイパー・加工痕 i

ある石器・使用痕ある剥片・石槍・彫器・模形石器・磨石・厳石・回石・

砥石・石皿・石核が出土する。これらの中には形態的や層位的に特徴を

成すものがいくつかみられるようである。

(3) 出土遺物

B地点より出土する土器の内， 11点を図化し記載した。

1は口縁部片(2点接合)である。風化が進み文様は判別できない。

口唇部へ行くに従い薄くなる。形状は若干外へ開きぎみに直立するよう

である。口唇部も外側へ高くなる形を呈する。焼成はやや良好で，胎土

には荒い砂粒子を含む。色調は内外ともに茶褐色である。 2は1と同じ

く口縁の破片(2点接合)でやや外反する形状を呈する。口唇部は風化

がひどく明確で、はないが平担なようである。特に表面の風化が著しく，

凹凸状を成す。文様は判別できない。焼成はあまり良くなく，胎土には

細かい砂粒子を含む。色調は表面が茶褐色，裏面は一部黒色を帯びるが全

体としては暗褐色である。 3は胴部片(3点接合)である。微妙に内湾

する形状を呈する。風化が著しく文様は不明。焼成はやや良好で，荒い
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挿図 破損 重さ 大き さ(cm) 扶り (cm) 先端

番号
出土区 出土層位 石材

部位 (g) 長 幅 厚 深度 幅 角度
分類

39 ノ、-34 炉 穴 黒曜石C A <1.3> 1.0 0.25 1 b3 

40 イ 33 黄褐色粘質土 11 B 7全Ez， 0.2 1.1 0.9 0.2 58
0 

11 

41 Z-33 黄褐色粘質土 11 A 7壬'G 0.3 1.3 1.0 0.4 0.05 0.8 94。 11 

42 ホー35 黄 色 粘 質 土 11 C Y乞土'G 0.5 1.6 1.1 0.25 45
0 11 

43 Y-32 落ち込み 11 A Yと士'G 0.5 1.5 1.2 0.3 11 

44 X-32 赤褐色粘質土 11 C 主フ三Eョ 0.9 1.7 1.4 0.5 60。 11 

45 X-31 赤褐色粘質土 11 A A <1.7> 1.3 0.2 0.05 0.9 11 

46 W-33 ド〕ナツ状土壌 11 A Y乞土'G 1.0 1.8 1.3 0.5 0.05 0.7 66
0 

11 

47 Z-33 黄褐色粘質土 11 B Y白土'G 0.7 1.8 1.1 0.4 85
0 

11 

48 Y-32 黄褐色粘質土 11 B C 2.6 <2.1> 0.6 75
0 

11 

49 Z-36 撹 乱 中 11 C A <2.0> 1.4 0.3 0.05 1.1 11 

50 X-31 赤褐色粘質土 11 C Yヒ圭'G 0.5 1.6 1.3 0.4 0.05 1.3 4T 11 

51 ノ、-34 黄褐色粘質土 11 B Y乞圭'G 0.7 1.8 1.3 0.4 46
0 

11 

52 Y-33 黄褐色粘質土 11 C A <1. 9> 1.4 0.3 11 

53 ノ、-34 黄褐色粘質土 11 B Yヒと'G 0.7 1.8 1.4 0.3 0.05 0.9 62。 11 

54 Z-35 赤褐色粘質土 11 C C 1.9 <1.3> 0.3 0.05 <1目2> 66。 11 

55 X-32 表 採 11 C Y止ま'G 1.1 2.0 1.3 0.5 0.05 0.8 61
0 

11 

56 Y-32 黄褐色粘質土 11 B Y化士'G 1.0 2.2 1.4 0.4 0.05 1.0 59
0 

11 

57 X-35 赤褐色粘質土 11 C 7己Eヨ 0.9 2.0 1.3 0.5 0.05 0.9 50
0 

11 

58 ロ-34 黄褐色粘質土 11 B C 1.9 <1.4> 0.3 <0.05> <1.1> 65
0 

11 

59 ノ、-34 赤褐色粘質土 11 B A <2.2> 1.6 0.25 0.05 1.5 11 

60 ホー35 黄掲色粘質土 11 B C 2.8 <2.0> 0.4 0.05 1.8 68
0 

11 

61 X-32 黄掲色粘質二七 11 C フt全ロ， 0.3 1.3 1.0 0.2 0.05 1.0 64。 11 

62 Z-34 赤褐色粘質土 11 C ピフbE 0.4 1.4 1.1 0.2 90。 11 

63 V-35 赤褐色粘質土 11 A ，フ2bE 0.3 1.6 1.2 0.1 65。 11 

64 Y-35 黄褐色粘質土 11 8 'j竺bE 0.5 2.0 1.1 0.3 0.05 0.8 65
0 

1 b， 
65 イ 34 黄褐色粘質土 11 C とフ土ロァ 0.3 1.8 1.1 0.2 45。 11 

66 U-32 赤褐色粘質土 11 C A <2.0> 1.1 0.15 <0.25> <1.0> 11 

67 V-32 赤褐色粘質土 安山岩 C 1.1 <1.3> 0.15 <0.2> <1.3> 99
0 

IIc， 
68 X-34 赤褐色粘質土 黒曜石A Yヒと'G 0.2 1.0 1.1 0.2 0.1 0.9 92。 IIc2 

69 W-31 黄褐色粘質土 11 A フ""ロヨ 0.2 1.0 1.0 0.2 0.1 0.8 72。 11 

70 W-31 黄褐色粘質土 11 A C 1.1 <1. 3> 0.2 <0.35> <0.9> 70
0 

11 

71 V-30 黄褐色粘質土 11 A と7全'G 0.4 1.3 1.4 0.2 0.2 0.95 88。 11 

72 Y-35 黄褐色才占質土 11 B Y乞士Eョ， 0.3 1.4 1.2 0.2 0.1 0.9 64。 11 

73 Y-32 黄褐色粘質土 11 C y'=b E 0.3 1.3 1.1 0.15 0.15 0.8 59
0 

11 

74 Y-33 赤褐色粘質土 11 A D <1.5> <1.3> 0.2 <0.1> <1.0> 11 

75 ニ-34 黄 色 粘 質 土 11 C yと土'G 0.3 1.3 1.2 0.25 0.15 0.8 70
0 

11 

76 X-31 赤褐色粘質士 11 C D <1.5> <1.3> 0.25 <0.15> <1.1> 11 

77 W-33 黄褐色粘質土 11 C ヌ乞土'G 0.6 1.4 1.3 0.35 0.1 0.8 w 11 
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挿図 破損 重さ 大き さ(cm) 扶り (cm) 先端

出土区 出土層位 石材
部位番号 (g) 長 幅 厚 深度 角度

分類
幅

78 Z-33 黄褐色粘質土 黒曜石B ，フ"'"ロ 0.4 1.5 1.5 0.3 0.15 1.2 64。 IIc， 
79 X-34 ドーナツ状土壌 !I A '7をi3 0.4 1.3 1.2 0.3 0.15 1.0 54。 11 

80 Y-32 赤褐色粘質土 11 A Y位全c 0.3 1.4 1.3 0.2 0.35 1.1 57' 11 

81 W-34 ド}ナツ状土壌 11 C 7全c 0.8 1.7 1.6 0.4 0.15 0.9 66。 11 

82 イ 34 赤褐色粘質土 11 C C 1.3 <1.1> 0.3 <0.3> <0.8> 46' 11 

83 X-33 黄褐色粘質土 11 C 'フ"'"ロ 0.3 1.3 1.3 0.2 0.2 1.0 79。 11 

84 X-34 黄褐色粘質土 11 C C 1.6 <1.4> 0.2 <0.2> <1.2> 54。 11 

85 Y-32 ドーナツ状土壌 11 C C 1.9 <1.8> <0.2> <0.15> <1.7> 52' 11 

86 ロ 34 黄褐色粘質土 11 C C 1.3 <1.1> 0.3 <0.1> <0.8> 59' 11 

87 X-34 赤褐色粘質土 11 B フ乞をi3 0.5 1.4 1.2 0.4 0.15 0.9 46' 11 

88 Y-33 黄褐色粘質土 11 C C 1.2 <1.4> 0.25 0.15 1.1 55。 11 

89 イ 33 黄褐色粘質土 11 C C 1.4 <1.3> 0.2 <0.2> <1.1> 62。 11 

90 Z-32 黄褐色粘質土 11 C '7壬E=， 0.3 1.3 1.3 0.25 0.4 0.8 68' 11 

91 イ 33 黄褐色粘質土 11 C C 1.7 <1.6> 0.3 <0.2> <1.5> 64。 11 

92 Z-32 黄褐色粘質土 11 C C 1.9 <1. 7> 0.4 <0.1> <1.0> 76。 11 
. 

93 Z-37 赤褐色粘質土 11 A C <2.8> <2.5> 0.3 <0.35> <1.8> 55。 11 

94 X-35 赤褐色粘質土 安山岩 フ己Eヨ 0.7 1.6 1.5 0.4 0.3 1.1 55。 11 

95 ハ 34 赤褐色粘質土 黒曜石A '7全i3 0.4 1.6 1.4 0.2 0.4 1.3 64' 11 

96 イ-34 赤褐色粘質土 11 C C 1.7 <1.7> 0.25 <0.1> <1.4> 66。 11 

97 Y-33 赤褐色粘質土 11 B A <2.9> 2.6 0.4 0.25 1.6 11 

98 ニー34 黄 色 粘 質 土 安山岩 'y=b E 0.4 1.5 1.4 0.2 0.3 1.1 75。 11 

99 イ 33 黄褐色粘賓土 黒曜石C C 1.5 <1.4> 0.2 <0.3> <1.0> 76。 11 

100 V-32 第 5号土壌 11 A Y乞士Eコ' 0.7 1.5 1.5 0.25 0.15 1.1 82' 11 

101 U-32 落ち込み 11 C Yヒとc 0.3 1.2 1.1 0.2 0.1 0.8 74' 11 

102 Y-33 赤褐色粘質土 11 A Yヒとi3 0.2 1.3 1.1 0.15 0.2 0.9 67' 11 

103 イ 33 黄褐色粘質土 11 C Y乞土t 0.4 1.5 1.3 0.2 0.15 1.1 84。 11 

104 W-34 赤褐色粘質土 11 A C 1.1 0.9 0.05 0.1 0.9 60' 11 

105 Z-34 赤褐色粘質土 11 C Yヒとi3 0.3 1.5 1.3 0.15 0.1 1.1 50' 11 

106 Z-33 赤褐色粘質土 11 C '7土i3 0.3 1.3 1.3 0.15 0.15 1.0 70。 11 

107 ロ-33 赤褐色粘質土 11 C たフ士ロヌ 0.2 1.1 1.0 0.2 0.15 0.8 84。 11 

108 明1-31 黄褐色粘質土 11 C フ日百コ 0.2 1.1 1.2 0.1 0.2 0.9 72。 11 

109 イ 33 黄褐色粘質土 11 C フ己Eコ 0.2 1.3 1.1 0.15 0.1 0.9 60。 11 

110 イ 33 黄褐色粘質土 11 B C <1.5> <1.3> 0.1 <0.1> <0.8> 61。 11 

111 ニ-35 黄 色粘質土 11 C C 1.5 <1.3> 0.15 0.1 <1.1> 70' 11 

112 V-32 第 5号竪穴 11 A D <1. 9> <1.5> 0.2 <0.1> <1.4> 11 

113 ロー34 黄褐色粘質土 11 C とY土c 0.2 1.4 1.2 0.1 0.55 1.1 80' 11 

114 X-34 赤褐色粘質土 11 A C <1.4> <1.2> 0.1 <0.5> <1.1> 79。 11 

115 イ 33 黄褐色粘質土 11 C Yに土t 0.1 0.9 0.6 0.15 0.1 0.5 66' IIc3 

116 X-34 落ち込み 11 A Yにまt 0.3 1.1 0.9 0.1 0.1 0.8 59' 11 
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挿図 破損 重さ 大き さ(cm) 扶り (cm) 先端

出土区 出土層位 石材
深度 幅 角度

分類
番号 部位 (g) 長 幅 厚

117 X-31 赤褐色粘質土 黒濯石A フ己コE 0.3 1.3 1.0 0.2 0.1 1.0 63 II c3 

118 X-32 黄褐色粘質土 11 C 'Y=』E 0.2 1.2 1.0 0.2 0.1 0.9 58' 11 

119 Y-32 黄褐色粘質土 11 A C <1.1> <0.9> 0.1 <0.1> <0.6> 11 

120 Y-32 黄褐色粘質土 11 C A <1.5> 1.2 0.45 <0.1> <0.7> 11 

121 Y-31 黄褐色粘質土 11 C Yに土¥'; 0.3 1.4 1.1 0.2 0.1 0.8 60。 11 

122 U-34 赤褐色粘質土 11 A とYま¥'; 0.4 1.5 1.1 0.3 0.1 0.4 11 

123 X-32 ドーナツ状土j震 11 A 'Y=b E 0.6 1.7 1.1 0.4 0.15 0.9 74。 11 

124 T-30 落ち込み 安 山 岩 A <1. 6> 1.2 0.3 0.1 0.9 11 

125 ロ-34 赤褐色粘質土 黒耀石C たY壬¥'; 0.4 1.6 1.0 。目3 0.15 0.8 54' 11 

126 X-37 赤褐色粘質土 11 C 'フ=』E 0.4 1.5 1.1 0.3 0.15 0.7 89' 11 

127 X-33 糞褐色粘質土 11 C '7コbE 0.6 1.6 1.3 0.4 0.1 0.8 75。 11 

128 Y-33 赤褐色粘質土 11 C Yヒ士¥'; 0.8 1.7 1.2 0.45 0.1 0.7 59。 11 

129 ニ-35 賞褐色粘質土 11 C A <1. 9> 1.2 0.15 0.1 0.5 11 

130 Y-35 黄褐色粘質土 11 C '7士E三， 0.3 1.6 1.1 。目2 。目15 0.5 71' 11 

131 Z-35 赤褐色粘質土 11 C C 1.6 <1.0> 0.2 <0.1> (0.7> 57' 11 

132 Y-32 落ち込み 11 C C 1.6 <1.3> 0.2 (0.1> (1. 0> 80。 11 

133 X-31 赤褐色粘質土 11 B Y乞土Eョ， 0.7 1.8 1.3 0.35 0.15 1.2 60。 11 

134 Y-33 赤褐色粘質土 11 B 'y=b E 0.5 1.5 1.2 0.4 0.25 0.9 65。 11 

135 ノ、-34 赤褐色粘質土 11 C C 1.8 <1.3> 0.2 (0.3> (1.1> 74。 11 

136 U-33 落ち込み 11 C '7士G 0.7 1.6 1.3 0.3 0.15 1.0 80' 11 

137 Y-31 黄褐色粘実土 11 C 'y=b E 0.5 1.7 1.4 0.2 0.1 1.2 72。 11 

138 X-36 赤褐色粘賓土 11 A C 1.6 (1.4> 0.2 (0.1> (1. 2> 50' 11 

139 X-34 赤褐色粘質土 11 B 'y=b E 0.9 1.7 1.3 0.5 0.2 0.8 67' 11 

140 Y-34 落ち込み 11 B Y'=b E 0.4 1.5 1.2 0.3 0.25 0.9 60' 11 

141 Y-32 黄褐色粘質土 11 C C 1.5 <1.2> 0.2 (0.3> (1. 2> 60。 11 

142 X-31 赤褐色粘質土 安 山 岩 フ己ヨロ 0.9 2.0 1.4 0.4 0.1 1.2 49' 11 

143 イ 34 撹 乱 中 黒濯石C C 1.7 (1.4> 0.2 (0.25> <1目2> 46。 11 

144 X-33 黄褐色粘質土 11 C '7全¥'; 0.9 1.7 1.4 0.5 0.1 1.0 65。 11 

145 X-33 赤褐色粘質土 11 A ，フtbE 0.5 1.8 1.4 0.3 0.2 。目8 51。 11 

146 V-30 赤褐色粘質土 11 A フ己Eョ 1.0 1.8 1.5 0.3 0.2 1.1 66' 11 

147 U-35 赤褐色粘質土 11 A Y住士G 1.8 2.0 1.6 0.6 0.1 0.8 68。 11 

148 Y-33 黄褐色粘質土 11 A フヒ全Eコ' 1.1 1.9 1.5 0.5 0.15 0.9 66。 11 

149 イ 34 黄褐色粘質土 11 C ，フtbE 1.1 2.3 1.6 0.3 0.1 0.9 67。 11 

150 V-32 黄褐色粘質土 11 C C (2.2> (1.6> 0.5 <0.3> (1.1> 90' 11 

151 ニー34 黄褐色粘費土 11 C A (2.2> 1.8 0.25 0.1 1.6 11 

152 イ 33 黄褐色粘賓土 11 A A (1. 9> (1.5> 0.3 0.1 1.1 11 

153 U-33 赤褐色粘質土 11 A B 0.2 40。 11 

154 二一34 黄褐色粘質土 11 C y'=b u 0.4 1.9 1.3 0.2 0.2 1.0 56' 11 

155 X-34 赤褐色粘質土 11 C D <2.0> <1.2> 0.3 0.1 0.3 11 
L … 
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挿図 破損 重さ 大き さ(cm) 挟り (cm) 先端
出土区 出土層位 石材 分類

番号 部位 (g) 長 1福 厚 深度 幅 角度

156 ノ、-34 赤褐色粘質土 黒曜石C '7とj'i 0.5 2.0 1.2 0.25 0.2 1.1 65。 IIc3 

157 Z-35 赤褐色粘質土 1/ C Y'=b E 0.6 2.0 1.4 0.25 0.2 1.2 65。 1/ 

158 ロ-33 黄褐色粘質土 }} B C 2.4 <1.6) 。目3 <0.15) <1.4) 55。 }} 

159 V-30 黄褐色粘質土 }} B 'y=b E 1.9 2.4 1.8 0.5 0.1 1.5 74" }} 

160 T-30 赤褐色粘質土 安山岩 Yεきj'i 1.9 2.7 1.7 0.4 0.15 1.4 80。 }} 

161 ニ-34 黄褐色粘質土 }} 生全コ・ 1.0 2.3 1.5 0.4 0.25 1.3 60。 }} フ巳

162 ニ 35 黄褐色粘質土 }} 7賓主Eコ2 0.9 2.3 1目7 0.3 0.2 1.3 39。 }} 

163 W-35 赤褐色粘質土 }} フ'コb巳 1.5 2.5 1.6 0.5 0.25 1.1 51。 }} 

164 W-31 黄褐色す占質土 黒曜石C C 2.6 <1. 9) 0.3 <0.35> <0.9) 48" }} 

165 Y-33 赤褐色粘賓土 }} B フ己Eョ 2.7 2目9 1.9 0.6 0.45 0.7 69" }} 

166 イ 33 黄褐色粘質土 }} C C 1目7 <1.4> 0.2 <0.1> <1.2) 42。 }} 

167 Z-35 赤褐色粘賓土 }} C C 1目8 <1.5> 0.25 <0.3> (1白1> 55" )} 

168 Y-32 黄褐色粘質土 安山岩 A <2.1> 1.7 0.2 0.35 1.6 }} 

169 Y-33 赤褐色粘賓土 黒曜石B C <1.7> <1.3> 0.2 <0.4) <1.1> 55" }} 

170 ハー34 黄褐色粘賓土 }! A '7三己~ 0.5 1.9 1.6 0.3 0.35 1.3 54。 }} 

171 Y-32 赤褐色粘質土 }} C C <2.2> <1.5> 0.3 <0.3) <1.4> 54。 }} 

172 ノ、-34 赤褐色粘質土 }! B '7とj'i 0.5 1.8 1.5 0.25 0.4 1.4 56。 }} 

173 Z-33 黄褐色粘質土 }} B とyとj'i 0.8 2.1 1.7 0.35 。目4 1.5 60。 }} 

174 X-32 糞褐色粘質土 1/ A C 2.0 <1.5> 0.3 <0.4> <1.4> 48。 }} 

175 V-33 赤褐色粘質土 }} B とy士j'i 0.6 2.0 1.6 0.2 0.5 1.5 65" }} 

176 Z-35 赤褐色粘質土 }} A C <2.3> <1.6> 0.25 <0.6> <1.4> 76。 }} 

177 Y-34 赤褐色粘質土 1/ A D <2.2> <1.3) 0.25 <0.45> <1.2> }} 

178 X-32 ドーナツ状土壌 }} B C 2.3 <1. 9) 0.3 <0.4> <1.2> 50" }} 

179 Z-33 赤褐色粘質土 }! B フtとj'i 0.6 1.9 1.5 0.3 0.3 1.2 50" }} 

180 Z-32 黄褐色粘賓土 I! B D 2.2 <1.5) 0.25 <0.35> <1. 3> I! 

181 イ-33 黄褐色粘賓土 I! B A <2.1) 1.4 0.45 <0.35> (1.1> II 

182 ニ-34 黄褐色粘質土 I! B C 2.0 <1.4> 0.25 <0.3) <0.9> 50。 I! 

183 ニ-35 黄褐色す占質土 II C C 1.6 <1.1> 0.15 <0.5> <1.0> 40。 II 

184 ハ 34 赤褐色粘質土 II C C 1.9 <1.1> 0.2 <0.35) <1.0> 49" II 

185 ノ、-34 赤褐色粘質土 II A 企プ全Eフ 0.5 1.6 1.3 0.3 0.35 1.2 66" II 

186 Y-33 黄褐色粘質土 II A ，YdE フ 0.4 1.7 1.2 。目3 0.5 1.0 58" II 

187 ホ-35 黄褐色粘質土 II B C 1.9 <1.6) 0.25 <0.3> (1.3> 69" II 

188 Z-32 黄褐色粘質土 II B A <3.7> 2.3 0.4 0.5 1.0 II 

189 X-33 赤得色粘質土 II A C 1.8 <1.5) 0.15 <0.2> <1.3> 60" I! 

190 イ 33 黄濁色粘質土 I! C とy土口p 0.4 1.8 1.4 0.15 0.15 0.9 50" II 

191 U-32 第 5号炉穴 II C Yヒとj'i 0.5 1.5 1.2 0.3 0.15 0.9 65" II 

192 T-30 落ち込み II C A <1.4> 1.0 0.2 0.1 0.8 II 

193 ノ、-34 表 採 II C Yε士j'i 0.3 1.4 1.0 0.2 0.1 0.9 65" II 

1941 Y-34 落 ち 込ーーω 側側み--'-陶 M C A <1. 5> 1.1 0.1 0.2 0.9 II 
」一一一
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挿図 破損 重さ 大き さ(cm) 扶り (cm) 先端

出土区
番号

出土層位 石材
部位 (g) 長 煽 厚 深度 幅 角度

分類

195 Y-31 炉 穴 黒曜石C フ己ヨE 0.3 1.4 1.1 0.1 0.1 0.8 82。 IIc3 

196 W-31 赤褐色粘質土 1/ C A <1.8> 1.3 0.1 0.15 1.2 )) 

197 イ 32 糞褐色粘質土 )) C A <1. 7> 1.3 0.15 0.3 1.1 )) 

198 ニ-34 糞褐色粘質土 )) C フ'=』E 0.3 1.6 1.1 0.1 0.15 1.0 61。 )) 

199 ニ-34 赤褐色粘質土 )) C 
主壬， 0.5 1.8 1.3 0.2 0.1 1.0 60' )) 7G 

200 イ-33 黄褐色粘質土 )) C C 1.8. <1. 2> 0.2 <0.1) <0.9> 53。 )) 

201 X-37 赤褐色粘質土 )) B C 1.8 <1目5> 0.1 <0.1) <1.2> 45' )) 

202 W-31 黄褐色粘質土 )) C ゴ日Eヲ 0.4 2.0 1.4 0.15 0.2 1.2 45。 )) 

203 ニ 35 黄褐色粘質土 )) B C 1.9 <1目3> 0.15 <0.15> <1.2> 75。 )) 

204 Y-33 黄褐色粘質土 )) C A <1. 2> 1.0 0.1 0.2 0.8 )) 

205 Y-33 ドーナツ状土壌 )) C D <1.8> <1.2> 0.2 <0.2> <1. 2> )) 

206 X-34 落ち込み )) B ，フ~ 0.3 1.9 1.1 0.1 0.25 0.8 44。 )) 

207 Z-33 黄褐色粘質土 )/ A ，フZ全i: 0.2 1.2 0.9 0.1 0.1 0.7 74。 )) 

208 ロ-33 赤褐色粘質土 )) C y，zb u 0.3 1.6 1.0 0.15 0.1 0.8 64。 )) 

209 Z-35 赤掲色粘質土 )/ C y，du bp 0.5 1.8 1.2 0.2 0.3 0.9 50。 )) 

210 Y-33 ドーナツ状土壌 )) C フヒ士ロァ 0.2 1.4 1.0 0.2 0.35 0.9 57' )) 

211 羽1-36 際 群 )) C A <1.7> 1.2 0.15 0.35 1.0 )) 

212 Z-33 黄褐色粘質土 )) C yにまi: 0.5 1.8 1.2 0.3 0.15 1.0 45。 )) 

213 V-34 赤褐色粘質土 )) B '7三i: 0.6 1.8 1.5 0.2 0.3 1.2 52' )) 

214 Y-33 赤褐色粘質土 )) C '7三i: 0.4 1.6 1.2 0.2 0.3 1.0 55。 )) 

215 イ 34 赤褐色粘質土 )) A C 1.8 <1.4> 0.2 0.4 1.0 54' )) 

216 X-34 赤褐色粘質土 )) C A <2.2> 1.3 0.2 0.35 0.9 55' 1/ 

217 Y-34 落ち込み )) C '7三i: 0.5 2.1 1目4 0.2 0.4 1.0 54。 )) 

218 イ 33 黄褐色粘質土 )) B D <2.4> 1.6 0.2 <0.45> <1.2> )) 

219 l-35 赤褐色粘質土 安山岩 C 2.4 <1. 9> 0.25 <0.5> <1.6> 60。 )) 

220 イ 34 糞褐色粘質土 黒礎石C C 1.7 <1. 2> 0.2 <0.35> <0.9> 51' )) 

221 2-35 赤褐色粘質土 )) C '7三i: 0.4 1.8 1.3 0.2 0.4 0.9 55' )) 

222 ノ、-34 赤褐色粘質土 )/ B D <2.0> <1.2> 0.2 <0.3> <1.0> )) 

223 Y-32 黄褐色粘質土 )/ B '7三i: 0.4 1.7 1.4 0.2 0.4 1.1 55。 )) 

224 ノ、-35 黄褐色粘質土 )) B C <1. 5> 1.9 0.2 <0.45> <1.1> 75。 )) 

225 Y-32 黄褐色粘質土 )) B Y'=』E 0.2 1.5 1.2 0.15 0.35 0.9 49。 )) 

226 X-32 ドーナツ状士犠 安山岩 C 1.7 1.2 0.15 <0.5> <0.6> 55。 )) 

227 ハ-34 黄褐色粘質土 黒隈石B C 1.6 <1. 3> 0.15 <0.5> <1.1> 77。 )) 

228 V-34 赤褐色粘質土 )) A フ'=』E 0.2 1.5 1.1 0.1 0.4 0.9 60。 )) 

229 X-33 赤褐色粘質土 )) B フ'=』E 0.3 1.6 1.2 0.15 0.45 1.1 70 1/ 

230 Y-32 撹 乱 εド 1/ A C 2.8 <1.8> 0.45 <0.6> <7.8> 40。 )) 

231 ハ-34 黄褐色粘質土 )) B C 1.8 <1.5> 0.25 <0.5> <0.9> 76' )) 

232 ノ、-35 赤褐色粘質土 )) B フ己Eヨ 0.7 2.1 1.. 0.35 0.6 0.9 50' )) 

233 ホ-35 黄褐色粘質土 )) A C 2.9 <2.0> 0.3 <0.9> <1.8> 55。 )) 
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挿図 破損 重さ 大き さ(cm) 挟り (cm) 先端

出土区
番号

出土層位 石 材
部位 (g) 長 幅 厚 深度 角度

分類
幅

234 イ-33 赤褐色粘質土 黒濯石C C 1.6 <1.0> 0.2 <0.1> <0.7> 57' IIc3 

235 ハ 33 黄褐色粘質土 安山岩 A <3.1> 1.8 0.35 0.35 1.6 IIc， 
236 Y-32 黄褐色粘質土 IJ 'フ=bE 0.5 2.1 1.2 0.3 0.3 1.0 IJ 

237 ハ-35 黄褐色粘質土 IJ Yヒ圭~ 0.8 2.7 1.6 0.2 0.25 1.2 56。 11 

238 ロ-33 赤褐色粘質土 IJ A <2.7> 1.6 0.4 0.25 1.2 IJ 

239 V-32 第 5号竪穴 黒隈石A フt壬ロ， 0.7 2.4 1.3 0.3 0.35 1.1 43。 IJ 

240 V-31 赤褐色粘質土 11 A A <2.9> 1.4 0.25 <0.15> <1.1> 11 

241 V-34 赤褐色粘質土 IJ B '7壬E=， 0.2 2.8 1.3 0.45 0.5 0.8 38。 IJ 

242 X-36 赤褐色粘質土 チャート YどうE 1.4 2.9 1.4 0.4 0.45 0.7 41。 IJ 

243 X-33 黄褐色粘質土 黒曜石B B 0.4 35。 11 

244 イ-33 黄褐色粘賓土 /ノ C A <1. 9) 1.0 0.1 0.1 0.9 34
0 

II c， 
245 V-32 第 5号竪穴 11 C A <2.3> 1.3 0.15 0.35 1.1 11 

246 V-31 赤褐色粘質土 IJ C D <2.3> <1.2> 0.2 <0.3> <1.1> IJ 

247 W-33 落ち込み IJ B C 2.3 <1.8> 0.2 <0.65> <1.5> 46。 IIc3 

248 Z-35 赤褐色粘質土 IJ C ，7三bE 1.3 2.6 1.3 0.4 0.4 0.9 60 IIc， 
249 Y-33 撹 乱 中 11 A C 2.0 1.3 0.2 0.5 0.8 45。 IJ 

250 W-33 黄褐色粘賓土 IJ A C 2.4 <2.1> 0.4 <0.75> <1.1> 

251 ニ-35 黄褐色粘質土 IJ B フ己Eヨ 1.0 2.3 1.7 0.4 0.65 1.0 55。 II d3 

252 X-35 赤褐色粘質土 11 A ，フ三じフ 0.9 2.2 1.4 0.35 0.6 0.8 45。 IJ 

253 U-34 落ち込み 11 C D <3.0> 1.6 0.4 <0.5> <0.5> II d， 
254 U-33 落ち込み 11 B 'y=b E 1.4 3.0 1.8 0.5 0.6 0.6 59。 IJ 

255 Y-32 黄褐色粘質土 安山岩 C 3.1 <1.7> 0.5 0.6 0.7 45
0 

11 

256 X-33 黄褐色粘質土 黒濯石B D <3.0> <1.5) 4.0 <0.6> <0.6> IJ 

257 イ 33 赤褐色粘質土 安山岩 A <2.5> 1.6 0.4 0.75 0.7 IJ 

258 V-32 赤褐色粘質土 黒曜石B A <1.5) 1.3 0.2 0.15 1.3 

259 Y-32 黄褐色粘質土 11 A A <1.7> 1.1 0.2 <0.3> <1.1> 

260 Y-32 赤褐色粘質土 IJ C A <1.1> 1.0 0.1 

261 Z-33 赤褐色粘質土 IJ B A <2.0> 1.3 0.2 0.35 0.9 

262 Z-33 黄褐色粘質土 IJ B A <1.6) 1.2 0.1 0.1 1.1 

263 Z-33 炉 穴 IJ C A <1. 9) 1.4 0.1 0.25 1.2 

264 Z-34 赤褐色粘質土 11 A A <1. 7> 1.3 0.15 <0.3> <1. 1> 

265 イ 33 黄褐色粘質土 IJ C A <1.7) 1.3 0.3 <0.3> <1.1> 

266 イ 33 黄褐色粘質土 IJ A A <1.5> 1.3 0.1 0.1 0.7 

267 イ 33 糞褐色粘質土 IJ C A (1目7> 1.3 0.15 0.15 0.9 

268 ハ-34 黄褐色粘質土 IJ B A <1.8> 1.3 0.2 <0.1> <1.0> 

269 ハー35 黄褐色粘質土 11 A A <1.3> 1.1 0.2 0.2 0.9 

270 ハ-35 赤褐色粘質土 IJ C A <2.2> 1.5 0.2 0.4 1.3 

271 ニ-34 黄褐色粘質土 IJ A A <2.0) 1.6 0.3 

272 U-30 黄褐色粘質土 IJ A B 0.3 65。
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挿図 破損 重さ 大き さ(cm) 扶り (cm) 先端

番号
出土区 出土層位 石 材

部位 (g) 長 編 淳 深度 幅 角度
分類

273 U-34 赤褐色粘質土 黒曜石A B 0.15 55' 

274 W-32 第 5号竪穴 11 C E玉 0.3 55。

275 W-33 赤褐色粘質土 11 A B 0.5 64' 

276 X-31 赤褐色粘質土 11 B B 0.1 61。

277 X-35 赤褐色粘質土 11 B B 0.2 61。

278 Y-31 ドーナツ状土壌 11 C B 0.1 50' 

279 Y-31 10 炉 11 C B 0.15 49。

280 Y-32 赤褐色粘質土 11 B B 0.15 50。

281 Y-32 黄褐色粘質土 11 C B 0.2 55。

282 Y-33 赤褐色粘質土 11 C B 0.15 66。

283 Y-33 黄褐色粘質土 11 C B 0.2 37' 

284 Y-35 黄褐色粘質土 11 C B 0.2 55' 

285 2-32 黄褐色粘質土 11 A B 0.2 80' 

286 2-33 黄褐色粘質土 11 C B <0.15> 56' 

287 2-33 黄褐色粘質土 11 C B 0.15 35' 

288 2-33 黄褐色粘質土 11 A B 0.2 75。

289 2-35 ド}ナツ状土壊 11 C B 0.2 61' 

290 イ 33 黄褐色粘質土 11 B B 0.2 60' 

291 イ 33 黄褐色粘質土 11 C B 0.15 53。

292 イ 34 赤褐色粘質二士 11 B B 0.3 46' 

293 ロ-34 黄褐色粘質土 11 B B 0.25 79。

294 ノ、-34 黄褐色粘賓土 11 C B 0.2 42' 

295 ニ-34 黄褐色粘質土 11 A B 0.3 79。

296 S-31 赤褐色粘質土 11 B C <1.4> <1.2> 0.1 60。

297 V-32 第 5号竪穴 11 C C <1.7> <1.5> 0.2 <0.3> <1.0> 60。

298 W-34 落ち込み 11 C C <1.3> <1.2> 0.2 60' 

299 X-34 赤褐色粘質土 11 A C <1.6> <1. 5> 0.25 <0.2> <0.8> 55' 

300 X-34 落ち込み 11 C C <1.6> <1.5> 0.35 <0.1> <0.9> 63' 

301 X-34 ドーナツ状土壌 11 C C <1.5> <1.5> 0.3 50。

302 Y-32 黄褐色粘賓土 11 C C <1. 8> <1.4> 0.15 <0.1> <1.0> 50。

303 Y-32 黄褐色粘質土 11 C C <1.2> <1.1> 0.1 <0.05> <1.0> 64' 

304 Y-32 黄褐色粘賓土 11 C C <1.8> <1.4> 0.2 <0.2> <1.4> 60' 

305 Y-33 黄褐色粘質土 11 C C <1.7> <1.3> 0.1 <0.2> <0.8> 40。

306 2-32 黄褐色粘質土 11 A C <1.5> <1.3> 0.15 <0.2> <0.9> 60。

307 2-34 黄褐色粘質土 11 B C <2.0> <1.3> 0.2 <0.3> <0.6> 40' 

308 イ-33 黄褐色粘質土 11 B C <2.2> <1目2> 0.2 <0.4> <1.0> 58。

309 イ 33 黄褐色粘質土 11 C C <1. 3> <1.3> 0.2 <0.2> <1.0> 70。

310 ハー34 赤褐色粘質土 11 C C <1.7> <1. 3> 0.15 <0.3> <1.2> 52' 

3111 'ハ-ー~一黄四褐ー-色粘質土 庁 ~ー c明町一一ーーーーー<2.3> <1.2> 0.15 <0目15> <0.8> 39。
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挿図 破損 重さ 大き さ(cm) 扶り (cm) 先端

出土区
番号

出土層位 石材
部位 (g) 長 編 淳 深度 幅 角度

分類

312 ニ-34 赤褐色粘質土 黒曜石B C <2.3> <2.1> 0.45 <0.2> <1.7> 85。

313 W-31 黄褐色粘質土 11 A D <1. 7> <1.3> 0.2 <0.3> <0.8> 

314 W-31 ド}ナツ状土壊 11 C D <1. 9> <1.4> 0.2 <0.25> <1.2> 

315 W-31 第 5号竪穴 11 C D <1.7> <1.2> 0.15 <0.4> <0.6> 

316 W-34 赤褐色粘質土 11 C D <1.9> <1.5> 0.25 <0.35> <1.2> 

317 X-31 赤褐色粘質土 11 C D <2.0> <1.2> 0.25 <0.2> <1.1> 

318 X-34 赤褐色粘質土 11 C D <1. 9> <1.4> 0.2 <0.3> <1.4> 

319 Y-32 黄褐色粘質土 11 C D <1. 6> <1.3> 0.15 <0.2> <1.1> 

320 Y-33 赤得色粘質土 11 B D <2.2> <1.2> 0.3 <0.5> <1.0> 

321 Z-32 糞褐色粘質土 11 C D <1.7> <1.2> 0.15 <0.3> <0.8> 

322 Z-33 黄褐色粘質土 11 C D <2.1> <1.4> 0.2 <0.5> <0.9> 

323 Z-34 撹 乱 中 11 A D <1. 7> <1. 3> 0.3 <0.2> <0.9> 

324 イ 33 黄褐色粘質土 11 C D <1. 6> <1.2> 0.1 <0.3> <1.0> 

325 ロ-33 黄褐色粘質土 11 B D <2.1> <1.6> 0.25 <0.65> <1.4> 

326 ハー34 赤褐色粘質土 11 B D <2.2> <1.5> 0:3 <0.4> <1.2> 

327 U-33 赤褐色粘質土 11 A E 0.15 

328 W-32 第 5号竪穴 11 C E 0.2 

329 W-33 ドーナツ状土壊 11 B E <0.2> 

330 W-34 黄褐色粘質土 11 C E 0.2 

331 X-31 撹 乱 中 11 C E 0.1 

332 Y-32 黄褐色粘質土 11 A E 0.25 

333 Y-32 糞褐色粘質土 11 C E <0.15> 

334 Y-32 糞褐色粘質土 11 C E <0.1> 

335 Y-33 黄褐色粘質土 11 C E <0.2> 

336 Y-34 黄褐色粘質土 11 C E 0.15 

337 Z-33 黄褐色粘質土 11 C E 0.1 

338 イ 33 黄褐色粘質土 11 A E 0.1 

339 イ 33 黄褐色す占質土 11 A E 0.4 

340 ニ-34 黄褐色す占質土 11 B E 0.4 

341 S-31 赤褐色粘質土 11 A F 

342 U-32 赤褐色粘質土 11 A F 

343 U-32 第 5号竪穴 11 C F 

344 W-31 第 5号竪穴 安 山 岩 F 

345 W-33 落ち込み 黒曜石A F 

346 W-34 落ち込み 11 C F 

347 X-31 赤褐色粘質土 11 C F 

348 X-31 赤褐色粘質土 11 C F 

349 X-32 ドーナツ状土壌 11 B F 

350 X-32 ドーナツ状土壌 11 C F 
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挿図 破損 君主さ 大き さ(cm) 扶り (cm) 先端

番号
出土区 出土層位 石 材

部位 (g) 長 幅 厚 深度 隠 角度
分類

351 X-33 赤褐色粘質土 黒曜石C F 

352 X-33 黄褐色粘質土 11 C I干

353 X-33 落ち込み 11 C F 

354 X-33 黄褐色粘質土 11 C F 

355 X-33 ドーナツ状土壌 11 C F 

356 X-33 黄褐色粘質土 11 C F 

357 X-33 黄褐色す占質土 11 B F 

358 X-34 赤褐色粘質土 11 B F 

359 X-34 赤褐色粘質土 11 B F 

360 X-36 黄褐色粘質土 11 B F 

361 Y-31 黄褐色粘質土 11 A F 

362 Y-31 赤褐色粘賓土 11 C F 

363 Y-32 赤褐色粘質土 11 B F 

364 Y-32 黄褐色粘質土 11 A F 

365 Y-32 黄褐色粘質土 11 C F 

366 Y-32 黄褐色粘質土 11 C F 

367 Y-32 黄褐色粘質土 11 A F 

368 Y-32 黄褐色粘質土 11 C F 

369 Y-32 黄褐色粘質土 11 C F 

370 Y-32 糞褐色粘賓土 11 C F 

371 Y-32 赤褐色粘賓土 11 C I干

372 Y-33 赤褐色粘質土 11 B F 

373 Y-33 赤褐色粘質土 11 C F 

374 Y-33 赤褐色粘質土 11 C F 

375 Y-33 赤褐色粘質土 11 B F 

376 Y-33 黄褐色粘質土 11 C F 

377 Y-33 黄褐色粘質土 11 C F 

378 Y-33 赤褐色粘質土 11 C F 

379 Y-33 黄褐色粘質土 11 C F 

380 Y-34 赤褐色粘質土 11 B F 

381 Y-35 黄褐色粘質土 11 B F 

382 Y-35 落ち込み 11 A F 

383 Y-35 落ち込み 11 B F 

384 Z-33 黄褐色粘質土 11 C F 

385 Z-33 黄褐色粘質土 11 C F 

386 Z-33 糞褐色粘質土 11 A F 

387 Z-36 赤褐色粘質土 11 B F 

388 イ 33 黄褐色粘質土 11 B F 

389 イ 33 黄褐色粘質土 日 A F 
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挿図

番号
出土区

390 イ 33

391 イ-33

392 イ-33

393 イ-33

394 イ-33

395 イ 33

396 イ 34

397 ロ 33

398 ロ 33

399 ロ 34

400 ロ-34

401 ロ-34

402 ロ 34

403 ロ-34

404 ハ 34

405 ハ 34

406 ハー34

407 ハ 34

408 ハ 35

409 ニ-35

410 ホ-34

411 ホ-35

412 ホ-35

破損 重さ 大き さ(cm) 扶り (cm) 先端

出土層位 石材
部位 (g) 長 幅 厚 深度 隠 角度

分類

黄褐色粘質土 黒曜石B F 

黄褐色粘質土 /1 B F 

黄褐色粘質土 /1 B F 

黄褐色粘質土 11 C F 

黄褐色粘質土 11 C F 

黄褐色粘質土 11 C F 

赤褐色粘質土 11 A F 

赤褐色粘費土 11 C F 

黄褐色粘質土 11 A F 

赤褐色粘質土 /1 B F 

黄褐色粘質土 11 B F 

黄褐色粘質土 11 B F 

黄褐色粘費土 11 B F 

資褐色粘質土 11 C F 

黄褐色粘質土 11 C F 

赤褐色粘質土 11 B F 

赤褐色粘質土 11 C F 

黄褐色粘質土 11 8 F 

赤褐色粘質土 11 C F 

黄褐色粘質土 11 C F 

黄褐色粘質土 安 山 岩 F 

黄褐色粘質土 黒寝石A F 

黄褐色す占質土 11 C F 

Ib類 19~66の48点、は基部がほぼ一直線状になるもの，あるいは，わずかに

内湾するもので， 1 b類に分類し内19を1b 1， 20~32を 1 b 2， 33~63を

1 b 3， 64~66を 1 b 4とした。

• 1 b 1 19は小型で薄い。

• 1 b 2 27・29は局部磨製石鍍である。 28は長さO.8cmを測る小形鉱で

ある。 31はやや厚い剥片を用いたもので，ニ次加工そのものも粗雑であ

る。 32はやや側縁の張った三角形で，左右の均等もよく整い二次加工も

了寧である。

• 1 b 3 34~41は全体的にやや小型で，形も近似している。 61~63は局

部磨製石鉱である。

• 1 b 4 64は黒曜石B製で，全体にパテナが著しい。両側縁とも微妙な

扶りが入り，特異的な形をなしている。二次加工は比較的丁寧である。
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66は先端を欠損する局部磨製石鎮であるが，全体的に特に磨製面の占め

る割合が強く，周縁全体にわずかに二次加工による調整がうかがえる。

IIc類 67~245までの 178点と極めて多い分類となったもので，内67を IIc 1， 

68~114を IIc 2， 115~230を IIc 3， 231~245を IIc4 とした。

• II c 1 67の1点のみで，ゆるやかな孤状に若子内湾する。横長の形を

成す。局部磨製石鎮である。

• II c 2 68は黒曜石A製。細かく丁寧な二次加工が施されている。 84・

85などは加工も細かく側縁もほぼストレートで，ほほ、三角形状に近い

形を呈している。 90は黒曜石C製で，側縁の加工が細かい鋸歯状を成し

ている。 93は黒曜石A製で片脚を欠損するものである。全体的に大型で

二次加工も丁寧に施されている。 94・98は，安山岩製のものであるが，

その二次加工そのものは風化が激しく判然としない。 97は，黒曜石B製

で先端を欠損する。やや大型の石鯨ではあるが，若干，二次加工の丁寧

さに欠ける。 100~114は，局部磨製石鍛である。

• II c 3 115・116は，長さ 1cm前後を測る小型のもので，特に115は著

しい。 117は，黒曜石A製で比較的小型ではあるが均整もとれ，二次加

工も極めて丁寧である。 145は，左右の側縁が非対称で歪んだ感じであ

る。 156・157は， 2点、とも黒曜石C製で，二次加工が丁寧に施されてい

る。 164は，側縁がわずかに鋸歯状を成す。 165は黒曜石B製で，二次

加工が簡単に行われており，未製品的なものも考えられる。 175・180・

182は，若干ではあるが側縁が内湾しているものである。 185・186は，外

湾する側縁をもっ。 188は下部のみで，全体観は明確ではないが，長さ

4 cm前後を測るものと考えられる。特に脚部の形態に注目される。黒曜

石B製の189~229は，局部磨製石鎮で，かなりの数を占める。脚の扶り

が少なしおおよそ二等辺三角形を呈する。極くわずかに磨製面を有する

が，多くは全磨製，或いはそれに近い状況のものである。 230は，先端が

やや間延び、している感じである。 234は，基部が斜めになるものである 0

・IIc 4 235~238は，安山岩製で 4 点ともパテナが著しく認められる。

241は，左右の脚の形態、が異なるものである。 242は，チャート製である。

244~249は，局部磨製石鎮である。

IId類 基部の扶りが深くなるもので， 250~257までの 8 点である。内250を II

d 2， 251・252をIId 3， 253~260を IId4 とした。

• II d 2 250の1点のみで黒曜石A製・二次加工は丁寧に施されている。

• IId3 251は，左右の脚の長さが異なり不均等な感じを与える。

238 -



スクレイノfー

(Fig. 151・152)

(PL. 54) 

• II d 4 253は，やや外湾した鋸歯状の側縁をもっ。 254・255は細身

で，脚が角ばっているものである。 256は，扶り部が奥に丸く入っており

特徴ある形態を成す。 257は，安山岩製で著しく扶りの深いものである。

なお，後述において， A地点、・ B地点、でそれぞれより出土する石銑に

ついて，各計測値を比較してみた。

38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 

R 

・I S 
28点の出土である。内16点を図化し記

載した。グリット崩 (Fig.152)に出土状

況をみると，南側にやや多く認められる

ようである。石材別にみると，黒曜石製

24点(黒曜石A製 2点，黒曜石B製 4点

黒曜石C製18点)，安山岩製 4点である。

1は黒曜石C製で若干擦痕が観察でき

る。一側縁の表面にしっかりとした刃部

をもっ。背部は全体が自然面となる。 2

は黒曜石B製，一部欠損するがB地点

Y

Z
イ

ロ

J、
口

ホ

へ
卜

Fig.150各地区出土スクレイパー

出土のものの中で最も大型である。刃部加工は表裏の両面より丁寧に施

されている。 3は黒曜石B製でパテナが著しい。刃部断面は三角形状を

呈し，表面のみに加工を施す。 4は黒曜石C製で下部を欠損する。全体

の断面形は扇平な二等辺三角形状を呈する。刃部加工は表面のみに細か

く施されている。 5は黒曜石A製。刃部加工は一側縁の裏面のみに施さ

れ，背部は自然面となる。 6は黒曜石A製の欠損するものである。薄い

剥片を用い加工を施したものと考えられる。刃部加工は一側縁表面に細

かく丁寧に施す。 7は安山岩製。かなり粗雑な刃部加工をー側縁の表裏

より施す。 8は黒曜石C製で多少パテナが認められる。ー側縁の表裏両

面から細やかな刃部加工を施す。 9は黒曜石C製。小型ではあるが，刃

部加工は表裏より丁寧に施している。 10は黒曜石C製で一部欠損する。

刃部加工は表裏より細かく丁寧に施されている。 11は安山岩製。平面観

が不等田辺形状を呈し，三側縁に刃部と考えられる加工が施されている。

12も安山岩製で上端部を欠損する。 13は黒曜石C製。 14は安山岩製。 3

点、ともやや粗雑な刃部を二側縁に有する。 15は黒曜石B製でパテナが著

しく認められる。刃部は丁寧で表面のー側縁に扶入状加工を施す。 16は

黒曜石C製で先の日と同様扶入状の刃部を有する。背部は自然面となる。

なお， 17以降は計測表のみで図及び本文は省略した。
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Fig.151縄文時代の石器ースクレイパー① (2/3)
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加工痕ある石器

(Fig.155 ) 

(PL. 54) 

Fig.152縄文時代の石器 スクレイパー② (2/3)

1は黒曜石C製でパテナが多少認められる。一部に自然面を残すが，

全体に荒い加工を施す。 2は黒曜石C製。横長の剥片で表面に若子の

加工を施す。裏面は主要剥離面を大きく残す。 3は黒曜石B製ノfテナ

が認められる。側縁部に刃部状の加工を施す。 4は黒曜石A製。片面は

すべて自然面で，側縁の一部に刃部状の加工を施す。 5は黒曜石A製で

パテナが著しく認められる。しかも，全体的にかなりローリングを受け
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Tab.26 スクレイパー計測表 ( )は現寸

挿図番号 出土区

1 ニ-34

2 S-30 

3 T-30 

4 イー33

5 V-31 

6 ロ-33

7 Z-37 

8 イ-33

9 Z-32 

10 Y-32 

II ハ 33

12 U-34 

13 二一34

14 一一34

15 Y-32 

16 ハー34

17 U-30 

18 U-32 

19 U-33 

20 W-35 

21 X-30 

22 X-34 

23 Z-31 

24 Z-33 

25 イー33

26 ハ-34

27 ノ、-34

28 ニ 35

出土層位 石 材 重さ(g)長(cm) 幅(cm) 淳(cm) 備 考

赤褐色粘質土 黒曜石C 1l.7 6.0 2.4 0.8 一側縁全体に刃部を有する

赤褐色粘質土 11 B (44.0) 7.3 (4.6) 1.8 一部欠損，パテナあり。

赤褐色粘質土 11 B 6.0 3.3 3.5 0.8 パテナ著しい。

黄褐色粘質土 11 C 9.7 3.2 3目。 1.2 自然面あり。

5 号土壌 11 A 4.5 3.2 1.7 0.8 自然面あり。

黄褐色粘質土 11 A (2目5) (3.3) (1. 9) 0.4 刃部加工は了寧。

赤褐色粘質土 安山岩 1l.6 4.7 2目6 0.9 全体約に粗雑。

黄褐色粘質土 黒耀石C 21. 7 5.9 3.7 0.8 自然面あり

黄褐色粘質土 11 C 1.6 2.3 1.2 。目4 小型でー側縁全体が刃部。

黄褐色粘質土 11 C (1.4) (2.5) (1.5) 0.5 一部欠損。

黄褐色粘質土 安山岩 10.6 4.3 2.5 1.2 雨倶IJ縁に粗雑な刃部

落ち込み 11 (17.7) (4.1) 3.3 1.3 一部欠損，ノfァナあり。

赤褐色粘質土 黒曜石C 9.9 4目2 2.5 1.0 両側縁に組雑な刃部。

赤褐色粘質土 安山岩 17.3 5.7 3.1 1.0 パァナが著しい。

赤褐色粘質土 黒曜石B 7.3 2.6 3.4 0.7 扶入状の刃部。

黄褐色粘質土 11 C 2.8 2.5 1.6 0.8 扶入状に若干の刃部。

黄褐色粘質土 11 C 2.5 2.9 1.6 0.8 一側縁に刃部。

赤褐色粘質土 11 C 3.0 3.0 1.1 0.8 若干のパテナあり。

黄褐色粘質土 11 B 4.5 2.8 2.2 1.0 一仮IJ縁に粗雑な刃部。

赤褐色粘質土 11 C 4.9 3.5 1目9 0.9 部分的にパテナが著しい。

不明土壌 11 C 3.0 2.5 1.9 0.9 自然面あり。

赤褐色粘質土 11 C (3.4) (2.9) 1.8 0.7 一部欠損。

落ち込み 11 C (1.4) (2.5) (1. 7) 0.4 一部欠損。

黄褐色粘質土 11 C 3.6 3.3 1.6 0.7 一側縁に粗雑な刃部。

黄褐色粘質土 11 C 2.9 2.1 2.0 0.8 全体的に粗雑。

赤褐色粘質土 11 C (2.1) (2.5) 1.3 0.6 一部欠損，自然関あり。

赤褐色粘質土 11 C 4.1 2.7 2.3 0，8 ー側縁に刃部。

黄褐色粘質土 11 C 3.1 3.3 1.2 0.7 一候u縁に粗雑な刃部。

ており，稜線はシャ…プさに欠ける。一側縁は刃部状の加工を施す。 6

は黒曜石A製。比較的薄い剥片で，表面の一部に多少加工を施している。

7は黒躍石C製。表裏全体に加工を施す。 8は黒躍石C製で部分的にパ

テナが認められる。表面の側縁の一部(下端)に刃部状の加工を施す。

9は安山岩製でパテナが全体的に著しく認められる。部分的に組雑な加

工を施す。

242 



38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 36 37 36 353433 32 31 30 29 

口

R 
S 

T 
U 
v 
w 
x 
y 

z 
イ

口

J、
ー
ホ

へ

口

R 
S 
T 

U 
v 
w 
x 
y 

z 
イ

ロ
J、
一
ホ
，、
ト

Fig.153各地区出土加工痕ある石器 Fig.154各地区出土使用痕ある剥片

使用痕ある剥片 38点の出土である。内22点、(10~31) を図化し記載した。黒曜石製33

(Fig.155 ~ 157)点，安山岩製 3点である。 A地点、と同様， 3タイプに分類した。一側縁

(PL. 54 J の表面あるいは裏面のどちらかに使用痕(刃こぼれ)が形成されている

もの(10~21)。一側縁の表裏の両面に形成されているもの (22~29) 。

二側縁(両側縁)に形成されているもの (30・31)である。

10は安山岩製の横長剥片で下端縁部に刃こぼれが形成されている。 11

も安山岩製で断面形が三角形状を成す。平坦な打面より剥離された縦長

耕片で背部は自然面を大きく残す。 12は表面全体に自然面を残す。黒曜

石C製でパテナが多少認められる。 13は黒曜石C製。 L字状をした不定

形剥片で，内湾するー側縁に刃こぼれが認められる。 14・15・17も黒曜

石C製で 3点とも表面の一部に自然面を残す。特に14はパテナが著しい。

16は黒曜石A製，断面形が三角形状をなすやや厚い剥片である。 18は黒

曜石A製。小型の剥片で若干ではあるが，内湾した側縁に形成されてい

る。 19は黒曜石A製。やや幅広の剥片で表面は部分的に自然面を残す。

20・21は黒曜石B製で 2点、ともパテナが著しい。 20は自然打面より剥離

された縦長剥片で下端に形成されている。

22は黒曜石C製のやや幅広の剥片。表面の方が刃こぼれが広く形成さ

れている。 23は黒曜石B製で、部分的にパテナが認められる。裏面にみら

れる刃こぼれは，表面に対して広く形成されているが細かく関ばらであ

る。 24は黒曜石C製。自然打面より剥離されたやや小型の縦長剥片であ

る。 25は黒曜石A製。裏面の刃こぼれがより顕著であり，細かい凹凸が

全体に及ぶ。 26は黒曜石C製。平面形が三角をした幅広の剥片である。

表裏面ともに間ばらに縮かい刃こぽれば認められる。 27は黒曜石C製。

平坦打面より剥離されたもので，小さく内湾した側縁部に細かく形成さ
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Tab.27 

挿図 出土

番号 地区

1 I Y-33 

2 Y-32 

3 Y-33 

4 X-32 

5 U-34 

6 T-31 

7 Z-33 

8 ノ、-34

9 Z-33 

10 ロ-34

11 ホ-35

12 W-35 

13 Z-35 

Fig.157使用痕ある却j片③ (2/3)

れている。 29は小型の横長剥片で微細な刃こぽれが鋸歯状に形成されて

いる。

30は黒曜石C製で平土fI打面より剥離された縦長剥片である。再{刻縁と

も表面に顕著な刃こぼれが認められる。 31は黒曜石B製でパテナが著し

い。両側縁とも裏面に認められる。

加工痕ある石器・使用痕ある剥片一覧表

出土層位 器 種 石 材 備 考
重量

(g) 

ドーナツ状土壌 加工痕ある石器 黒曜石C パテナ有り，全体に荒い加工 6.3 

黄褐色粘質土 11 11 C 裏面は主要剥離習を大きく残す 5.2 

赤褐色粘質土 11 11 B 側縁の一部に刃部状の加工 2.6 

ドーナツ状土壌 11 11 A 刃部状の加工 1.8 

赤 褐色粘質土 11 11 A 全体的にかなりのローリングを受付る 4.6 

不明土績 11 11 A 薄い~J片を用いる 2.2 

赤褐色粘質土 11 11 C 表裏全体に粗雑な加工 4.9 

黄褐色粘安土 11 11 C 下端に刃部状の加工 4.3 

黄褐色粘質土 11 安山岩 全体的にパテナが著しい 4.1 

黄褐色粘質土 使用痕ある剥片 安山岩 横長製j片，パテナ有り 5.5 

黄褐色粘質土 11 11 断面が三角形状をなす 28.0 

20 号 集 石 11 黒穣石C 表面全体は自然額 10.8 

黄褐色粘質土 11 11 C 内湾する側縁に刃こぼれ 4.3 
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挿図 出土 、重量

出土 層 位 器 1重 石 材 備 考
番号 地区 (g) 

14 ハー34 黄褐色粘賓土 11 11 C 薄い剥片 2.8 

15 2-34 不明土績 11 11 C 表面の一部に自然面を残す 3.2 

16 2-33 黄褐色粘質土 11 11 A 断面が三角形状をなす 8.3 

17 Y-33 赤褐色粘質土 11 JJ C 表面の一部に自然面を残す 5.0 

18 W-33 落ち 込 み 11 11 A 小形の須j片 0.7 

19 Y-32 黄 褐色粘賓土 11 11 A 幅広の剥片 6.5 

20 Y-32 資 掲色粘質土 11 11 B パテナが著しい 4.4 

21 X-33 赤褐 色 砂 際 11 11 B パテナが著しい 4.7 

22 W-31 ドーナツ状土犠 11 11 C 一側縁表裏に刃こぼれ 4.4 

23 Y-33 黄褐色粘質土 11 11 B 部分的にパテナが著しい 4.6 

24 ニ 35 黄褐色粘質土 11 11 C 小形の縦長剥片 2.5 

25 Y-33 ドーナツ状土績 11 11 A 主義面の刃こぼれがより顕著 2.6 

26 2-35 赤褐色粘質土 JJ JJ C 表裏共にまばらな刃こぼれ 2.5 

27 W-35 赤褐色粘質土 11 JI C 王子坦打面より ~J離された春日j片 2.8 

28 Y-34 赤褐色粘質土 JI JI C 内湾する側縁に刃こぼれ 1.2 

29 Y-33 赤褐色粘質土 JI JI B 小形の横長剥i片 0.6 

30 ノ、 34 赤褐色粘質土 JI JI C 二側縁に刃こぼれ 4.9 

31 X-34 落ち 込 み JI JI B 二側縁共，裳面に刃こぼれ 3.2 

32 W-31 ドーナツ状土壌 JI JI C 一側表面に刃こぼれ 3.9 

33 X-32 黄掲色粘質土 11 JI A 自然打函より剥離されたもの 3.6 

34 Y-33 赤、褐色粘質土 11 JI C 一側縁表面に顕著な刃こぼれ 1.1 

35 Y-33 赤褐色粘質土 11 安山岩 一側縁裏面に刃こぼれ 4.6 

36 Y-31 赤褐色粘質土 JI JI 小形の横長昔日j片 1.7 

37 Y-33 赤褐色粘質土 JI 黒曜石C 小形の縦長剥片 0.4 

38 Y-33 赤、褐色粘質土 JI 安山岩 薄い縦長剥片 2.6 

39 2-33 黄 褐色粘質土 使用痕ある剥片 黒曜石B 二側縁に刃こぼれ 1.0 

40 2-33 黄褐色粘質土 11 JJ C 縦長剥片で下部欠損 3.2 

41 2-33 黄褐色粘質土 JI JJ A 表面一側縁の一部に刃こぼれ 2.1 

42 2-33 黄褐色粘質土 JI JJ C 表覆，一倶l縁の一部に刃こぼれ 2.5 

43 2-33 26号炉穴 11 JI C 扇平な縦長郊j片 1.3 

44 イ 33 黄褐色粘質土 JI 11 C 一側縁表裏に刃こぼれ 3.5 

45 イ 33 黄褐色す占質土 JI 11 A 薄い~J片 1.45 

46 ノ、-34 赤褐色粘質土 JI JI C 若干，刃こぼれ有り 4.3 

47 ハ-34 赤褐色粘賓土 JI JI C 小形の縦長意思l片 2.3 

石槍 B地点より出土した石槍は10点ですべて圏化した。 A地点、と異なり，

出土数も多く，特徴的な形態のものもみられる。特に 1~6 は推定のも

のも含めて，基部に脹みをもっ木葉形を呈するもので注目される。 1

(Fig. 158) 

(PL. 55 J 
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~4 ・ 6 の 5 点は安山岩製，残る 5 ・ 7~10の 5 点は黒曜石製である。

1は長さ7.2cm，幅(最大幅)1. 8cmを測る完形のものである。図を見

ても明らかなように，若干ではあるが左右の不均等感がある。加工は丁

寧である。 2は先端を小さく欠損するもので，推定の長さ7.7cm，幅2.5

cmを測る。ほぽ中央部に最大幅をもっ。多少部分的にパテナが認められ

る。 3は下端を欠損する。推定の長さ 9cm，最大幅2.4cmを測り，中央部

やや下に最大幅をもっo 4は先端を欠損するが，推定の長さ1l.8cmを測

り，最も大きいものである。先の 1~3 までのものと比較するとやや細

身でスマートな形態である。ほぽ中央部に最大幅をもっ。 5は片方の側

縁が欠損しているようにみえるが，自然面となっており，完形のもので

ある。本来であれば 1~4 の木葉形を呈するものであろうが，条件の隈

られた剥片より無理に作成したという感じである。長さ 4.8cm，椙1.3

cmを測る。黒曜石B製でパテナが著しく認められる。 6は石槍自身の中

央部のみのものである。二次加工の状態などは 1~4 によく似ている。

7は長さ3.8cm・幅1.9cmを測る。黒曜石B製のものである。先端も鈍い

角度で，二次加工そのものも極めて簡単に施こしている。特に裏面には

主要剥離面を大きく残す。 8は黒曜石A製，下端を欠損するものである。

推定の長さはおよそ 5~ 6 cmのものと考えられる。二次加工は細かく

丁寧である。 9は黒曜石C製で先端をわずかに欠損するものである。推

定の長さおよそ 5cmで，幅2.7cmを測る。下部に最大幅をもっ。表面に

は自然面を多く残す。 10は先端のみのもので黒曜石C製。

Tab.28 石槍計測表 ( )は現寸< >推定値

挿図番号 出 土区 出土!首位 石 材 君主き (g) 長同 幅(m) !享(m) {蒔 考

Y-32 黄褐色粘質土 安山岩 7.2 5目7 1.8 0.8 若子，歪んだ感である。

2 ノ、 33 黄褐色宇占質土 11 (15.3) (〈 72) 
7‘7> 2.5 0.9 ほほ中央で最大阪をもっ。

3 ノ、 34 黄褐色粘質土 11 (15.5) ( 8.0) 2.4 1.0 下端部を欠損する。( 9.0> 

4 Z -33 黄褐色宇占質土 11 (32.0) (JO.2) 2.6 1.0 全体的にす寧な加工である。(11.8> 

5 ノ、 34 黄褐色粘質土 黒a!l1石 B 3.8 4.8 1.3 0.5 ノぐテナが著しい。

6 ホ 35 黄褐色粘質土 安山岩 ( 4.8) (2目3) (2.0) (0.8) パテナあり。

7 Z -33 黄褐色粘質主 黒耀石 B 4.0 3.6 2.1 0.6 組維な二次加工。

8 Z -33 黄褐色粘質土 11 A ( 8.4) <3.8> 1.9 1.1 下端を欠損する。

9 Z -33 黄褐色粘質土 11 C ( 7.5) (45! 5.1 2.7 0.8 上端部を欠損する。

10 Z -34 赤褐色宇占質土 " C ( 3.4) (2.5) (2.1 ) (0.7) 先端部のみ。
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Fig.160各地区出土彫器

B地点からの彫器の出土は l点のみである。黒曜石C製でやや湾曲し

た剥片を用いている。 A地点の 1・2でもみられたように，先端を交錯

するようにして再刃を形成している。また側面の一部には自然面が若干

残る。計測値は次の通りである。長さ3.1cm，幅1.7cm，厚さO.8cm，重量

4.4 gを計測する。

彫器

(Fig. 161 ) 

(PL. 56 ) 
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Fig.161縄文時代の石器彫器 (2/3)

模形石器 出土した17点すべて図化し記載した。石材はすべて黒曜石製のもので

(Fig. 162・163)1ある。

(PL. 56 ) 1は黒曜石C製で表面に多少自然面を残す。やや縦長で上作業部(打

面)はやや丸のみ状に，下部は尖る。 2は黒曜石C製。パテナが著しく

ローリングを受けているものと考えられる。上下に若干剥落痕をもっ。

3はかなり小型のもので，すべての面が裁断面として考えられる。断面

形も不整な六角形状を呈する。上下作業部は互いに直交する状況を成す。

黒曜石C製。 4は黒曜石B製。作業部は一直線状を成しかなり鋭い角度

をもっ。 5は黒曜石C製。両側に裁断面をもっO 上下ともに作業部は直
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Fig.163縄文時代の石器一模形石器② (2/3)

Tab.29 模形石器計測表

挿図番号 出土区 出土層位 石 材 重さ(g)長(m) i短(m) 厚 (m) 備 考

11W-35 黄褐色粘質土 黒曜石C 5.7 3.4 1.6 1.1 表面に自然面を残す。

21W-35 赤褐色粘質土 11 C 4.2 2.9 1.6 0.9 ローリング痕が認められる。

31W-35 赤褐色粘質二七 11 C 0.7 2.2 0.7 0.7 小型のもの

41W-35 赤褐色粘質土 11 B 2.2 2.2 1.3 0.9 鋭い一直線状の作業面。

51W-31 黄褐色粘質土 11 C 1.9 2.1 1.4 0.8 調側に裁断面をもっ。

61 Z-32 赤褐色粘質土 11 C 2.7 2.2 1.5 1.0 上下に乱れたま~H喜。

7 1 Z-33 撹 乱 中 11 C 3.6 3.2 1.4 1.1 三角形状の断面形

8 ノ、 33赤褐色粘質土 ノ'1 A 2.3 2.3 1.4 0.8 裁断面を有する。

9 ニ 35黄褐色粘質土 11 C 2.2 2.2 1.6 0.6 扇平な断酪形。

10 Z-32 赤褐色粘質土 11 C 1.2 1.8 1.5 0.7 側面を一部欠損。

11 Z-32 黄褐色粘質土 H A 1.8 1.8 1.5 0.7 自然面を多少残す。

12 イ 34 赤褐色粘質土 11 C 4.0 2.3 2.1 1.1 自然留を大きく残す。

13 イ 33黄褐色粘質土 11 B 3.5 2.0 1.9 0.9 パテナが著しい。

14 ノ、 34赤褐色粘質土 11 C 3.7 2.5 2.3 0.8 平面形が六角形状を呈す。

15 W-32 赤褐色粘質土 11 C 1.8 1.9 2.1 1.0 自然jljjが多くを占める。

16 ロ 33黄褐色粘質土 11 C 2.4 1.7 2.2 1.0 下作業部は斜め。

17 Z-32 黄褐色粘質土 11 C 1.9 1.4 2.3 0.8 全体的に籾雑。

交するようになっている。 6は黒曜石C製。上下にかなり乱れた剥落痕

をもっ。断面形は多角形を呈する。 7は黒曜石C製。三角形状の断面を
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呈し一面は自然面となる。下作業部は丸のみ状となる。 8は黒曜石A製。

一条の裁断面を有する。 9は黒曜石C製で，やや扇平なものである。下

作業部は斜めにやや片寄った所に形成されている。 10は黒曜石C製。側

面は裁断面というよりむしろ，使用の際に剥落欠損したものと考えられ

る。 11は黒曜石A製。自然面を多少残している。一条の裁断面を有する。

12は黒曜石C製。自然面を広く残し，大きな裁断面を有する。 13は黒曜

石B製。パテナが著しい。上下ともに一直線状の作業部を有する。 14は

平面形が不整の六角形状を呈す。上下作業部はほぼ一直線状となる。ま

た下作業部は片面わずかな自然面を残す。黒曜石C製。 15は上部及び上

作業部(打面)はすべて自然面でおおわれる。下部はやや外湾しており

微細な剥落(つぶれ)を有しており，一応模形石器とした。 16・17は黒

曜石C製。比較的組雑な感じの横長のものである。 2点とも下端刃部は

宗ヰめになっている。
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Fig.165各地区出土磨石・敵石・巨耳石・砥石・石血Fig.164各地区出土模形石器

f、
一
ホ
p、

1・2は磨石である。特に Iは長さ3.6cm，幅2.8cm，厚さ2.2cm，重量

30gを計る小型のものである。研磨の状況は丁寧ですべすべしている。

磨石

(Fig. 166 ) 

(PL. 57) 

敵石

(Fig. 166 ) 

(PL. 57) 

3~9 は蔽石である。表面は研磨面で覆われており薦石的な要素も兼

ねているものと考えられる。中でも 4・5・9は打面部が欠損するもの

でかなりの打激を受けたものであろう。 5はドーナツ状土壌内より， 7 

は第 5号竪穴遺構内よりそれぞれ出土する。
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Fig.166縄文時代の石器一磨石・敵石.~耳石①(1/3)
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Tab.30 廃石・敷石・凹石・砥石・石E豆計測表

挿図番号 出土区 出土層位 器穣 石 材 重さ(g)長(m) 編(m) 厚(m) 辞書 考

1 I Y-35 黄褐色粘質土 磨石 硬質砂岩 30 3.6 2.8 2.2 非常に小型

2 I 2-33 黄褐色粘質土 IJ 11 260 7.2 5.8 4.6 研磨は丁寧

31W-36 撹 乱 中 敵 石 砂 岩 300 7.7 6.2 4.5 表面がやや荒い

4 I Y-33 策褐色粘質土 11 11 (670) (11.0) 8.9 4.8 一部欠損

5 I Y-33 ドーナツ状土墳 11 硬質砂岩 (180) (8.1) 4.4 3.1 両端を欠損

6 ハ-34赤褐色粘寅土 11 砂 岩 (80) (4.8) 5.9 3.7 一部欠損

71W-32 第 5号竪 穴 11 11 500 13.8 6.5 4.0 長楕円形を呈す

8 I Y-37 撹 割L 中 11 11 1，080 13.6 9.1 5.9 やや大型

9 ニー34赤褐色粘質土 11 11 410 7.8 7.2 6.0 一部欠損

10 イ 33黄褐色粘質土 間石 11 240 9.8 5.7 3.5 二ケ所の凹面

11 ホー34黄色粘質こと 11 11 (530) (10.2) 7.8 4.4 一部欠損

12 イ 33糞褐色粕質土 11 11 (190) (5.3) 6.4 4.4 一部欠損

13 イ-33黄褐色粘質土 11 硬質砂岩 130 6.4 4.9 3.5 剥落を持つ

14 ニー34赤褐色粘質土 11 砂 岩 (150) (7.1) 8.1 3.0 一部欠損

15 ノ、-35赤褐色粘質土 11 硬質砂岩 340 9.2 8.4 3.8 表面がやや荒い

16 ロー33赤褐色粘質土 砥石 11 950 7.2 14.1 10.2 厚い石材を用いる

17 ノ、-34黄褐色粘質土 11 IJ (350) (8.3) (6.0) 4.8 一部欠損

18 ノ、-34赤褐色粘質土 11 11 (1，950) (18.8) (14.6) 5.9 風化がやや進む

19 ハ 34赤褐色粘質土 11 11 (6，900) (26.2) (23.3) 6.2 i誇状の問面を持つ

20 Y-33 黄褐色粘質士 石 血 IJ (4，6∞) (22.7) (22.1) 8.2 大型のものが推定される

21 Y-33 黄褐色粘賓土 11 11 (1，880) (15.6) (17.5) 6.0 内面はやや深い

凹石 10~15は凹石である。 10は長楕円形状を呈するもので，明確な凹面を

(Fig.166・167)表面に， 2ケ所程認めることができる。また，先端はややつぶ、れた状況

(PL. 57 ) を成しており敵石を兼ねているものと考えられる。 11・12・14は欠損す

るものである。 13はやや小型のもので一つの図面をもっ。先の10と同様

に先端の小さな剥落やつぶれが認められる。

砥石

(Fig. 167 ) 

(PL. 57 ) 

石皿

(Fig. 167 ) 

(PL. 57 ) 

16~19は砥石である。 16は平田形が三角形状，断面が四角形状を成す

厚いもので，表面にわずかに磨製面が認められる。 17は本来は丹擦と思

われるものを用いており大幅に欠損を成す。 18・19は板状の砂岩を使用

している。 19は表面に溝状の磨製面を 2ケ所認めることができる。

20・21は石皿である。 2点とも第III層(黄褐色粘質土層)より出土す

る。 20は欠損するがかなり大型であることがわかる。現存においては扇

形に近い形で残っている。ひび割れがいくつか見られ風化が進んでいる。
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磨製面はやや浅いが細かく平担である。 21も20と同様欠損するもので，

やや小型となる。磨製面は比較的に深く，ゆるやかなスロープ状を描く

断面形を成す。

剥片 23点を選んで圏化し記載した。 23点の内，打面部が自然面なもの 1~

(Fig.168・169) 12，平担なもの13~17，調整されたもの15~21の 3 つに分類した。

(PL. 58 ) 1は黒曜石C製の扇平な小型の縦長のものである。打面部のみに自然

面を残す。 2は黒曜石C製でパテナが部分的に著しく認められる。打面

部は平担な自然面である。 3は黒曜石C製，やや幅広のものである。打面

部を含む上端のみに自然面を残す。 4は黒曜石C製，表面及び打面部は

すべて自然面でパテナが著しい。 5は安山岩製でパテナが著しい。打面部

のみに平担な自然面を残す。 6は黒曜石B製，打面部と表面のほとんど

を自然面が占める。部分的にパテナが認められる。 7・8は黒曜石C製

で2点とも打面部から側縁にかけて自然面を残す。 9は黒曜石B製，打

面部と側縁の一部に自然面を残す。 10は黒曜石A製，横長の剥片で打面

部と表面下部に自然面を残す。また表面にはいくつかの剥離痕が認めら

れる。 11は黒曜石B製の属王子な小型横長剥片である。上端部のみに平担

な自然面を残す。 12は安山岩製の横長剥片でパテナが著しい。上端から

側縁の一部にかけて自然面を残す。

13・15は黒曜石C製で表面はほとんど自然面が占める。 2点、ともやや

鈍角な剥離角である。 14は黒曜石B製，表面はすべて自然面である。鋭

角な剥離角を有する。 16は黒曜石A製で表面は自然面が多くを占めるが

いくつかの小さい剥離痕も認められる。 17は黒曜石C製，表面から側縁

にかけて自然酉を残す。表面は 2度ほどの剥離痕が認められる。

18は黒曜石A製，徴細な調整痕が認められる。数度の剥離痕が認めら

れる。 19は黒曜石C製でパテナが認められる。扇平なストレートの縦長

剥片である。若手ではあるが打面調整の痕がうかがえる。表面の下端に

一部自然面を残す。 20は安山岩製でパテナが著しい。やや幅広の剥片で

上端全体に調整痕が認められる。 21は黒曜石B製の横長剥片でパテナが

著しい。いくつかの剥離痕が認められる。 22は黒曜石C製。かなりのロー

リングを受けていると思われるもので陵線の磨滅が呂立つ。若干ではあ

るが打面調整を行っている。 23は黒曜石B製，属平な幅広の剥片である。

句
，
E

C1υ 
q
L
 



石核 23点を選んで図化し記載した。剥片と同様に，打面部が自然面のもの

(Fig.170-172) (1~14)，平担なもの (15~22)，調整が行われているもの(23)の 3つ

(PL. 58 ) に分類した。

1は小型の原石を用いており上部の平担な自然面より 90度に回転させ

2 度の剥片剥離が行われている。 2~5 は 1 度のみの剥片剥離が行なわ

れているものである。 6は上下から小さな剥片を数度剥離している。 7・

9は上部の平担な自然面より 2度程の剥離を行っている。 8は上からと

横に90度転回するようにして数度の剥片剥離を行っている。 10・11は上

下よりやや幅広，もしくは横長の剥片を剥離した痕を残す。 12は大きな

剥離面の上に小形の横長剥片を上部の平担な自然面より剥離している。

13はほぼ一直線状になる上部の自然面と裏面の下部より剥片剥離を行う。

14は小型の縦長剥片を上部より 2 度程剥離している。 15~18はほとんど

残核化してしまっているもので，打面を転移しながら多方向より小型の

剥片をとりだしている。 16・17は一部に自然面が残りその状況より母材

自体もかなり小型のものであったものと考えられる。 18はややパテナが

認められるもので，自然留を多く残す。正面上からやや小型の横長剥片

を剥離する他に多方向よりいくつかの剥片取りが行なわれている。 20は

上下に平端面をもっ，上から幅広の剥片を剥離している。 21は唯一安山

岩製の石核である。上下に平担面を有し，上下よりやや幅広の剥片を剥

離している。 21はローリングを受けた痕跡を有する。 23は上部は自然打

面を有する剥片剥離であるが下部は表裏より交互に打面を整えつつ剥片

取りを行ったものと考えられるもので，全体観は亀甲状を呈する。 21を

除く他はすべて黒曜石C製で， B地点全体でみても圧到的に多くを占め

る。特に非常に小型で残核化しているものが目立つのも特徴といえよう。

また，図の 2~5 のように， 1度のみの剥離面を持つものもかなり多い。

なお， A・B両地より出土した遺物は後の「出土遺物についてjの項

で資料と若干の考察を加えてみた。

260ー



q
 

A
 

一… / J~"~.
'~

'"
‘
ヘ
人

~
船
時
二
ど
伐
~

f
 
ノ
記
建
三
み
式
:
.
;
~

一
…

-v ι
ー

刊
恥
J-<
.

珂

a
>
 

も" ，
 

‘'" 

暫
4

 ・ー

A
 =
 

T H ヨ

同 ぷ 悶 ・ ] 戸 J 可 申 溢 u 円 認 3 3 出 総 剖 鶏 @ ( N ¥ 叫 )

E、コ σ3
 

ト
ー



位長

d b軍事一
:242ず

帯都一世-町
G473 穆。

品 14 W四マ一切
¥¥ y---":大11 16 

EF り v

時.~器開明野司岡
盛 17 隣品

智駐
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Fig.l72縄文待代の石器石核③ (2/3)

Tab.31 剥片・石核一覧表

挿図 出土 重量
出土層位 器種 石材 備 考

(g) 番号 地区

1 Z-33 黄褐色粘質土 :!MJ 片 黒礎石C 扇平な小型の縦長剥片 1.7 

2 ロ-34 黄褐色粘質土 11 11 C パテナが部分的に著しい 3.9 

3 ニー34 赤褐色粘質土 11 11 C 上端のみに自然面 4.3 

4 Y-32 黄褐色粘質土 11 11 C パテナが著しい 3.2 

5 ロ-34 黄褐色粘質土 11 安 山 岩 打面部は平担な自然面 4.2 

6 ハー35 赤褐色粘質土 11 黒曜石B 表面はほとんど自然面 7.9 

7 ハ-34 黄褐色粘質土 11 11 C 打面部から側縁にかけて自然面 6.5 

8 ニ-35 黄褐色粘質土 11 11 C 打面部から側縁にかけて自然面 11.0 

9 Z-34 赤褐色粘質土 11 11 C 打面部と側縁の一部に自然崩 7.4 

10 イ-33 黄褐色粘質土 11 11 A 横長剥片 8.2 I 

11 V-30 黄褐色粘質土 11 11 B 扇平な小型の横長剥片 1.9 

12 イ 33 黄褐色粘質土 11 安 山 岩 上端から倶IJ縁の一部にかけて自然面 4.1 
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挿図 出土 重量
出土層位 器種 石 材 備 考

番号 地区 (g) 

13 イ 33 黄褐色粘質土 11 黒曜石C 表面はほとんど自然面 13.5 

14 ニ-34 黄褐色粘質土 11 11 B 鋭角な剥離角度 4.2 

15 Z-33 黄褐色粘質土 11 11 C 表面はほとんど自然面 3.1 

16 ロ-34 黄褐色粘質土 11 11 A 表聞に小さいま日l離痕有り 6.9 

17 ホ-35 黄褐色粘質土 11 11 C 表面に 2度程の剥離痕有り 4.9 

18 ノ、-34 赤褐色粘質土 11 11 A 微細な調整痕 5.9 

19 Z-33 黄褐色粘質土 11 11 C 扇平なストレート剥片 3.7 

20 Z-33 黄褐色粘質土 11 安山岩 パテナが著しい 4.7 

21 明1-33 赤褐色粘質土 11 黒曜石B 横長弱j片

22 ロ 34 黄褐色粘質土 11 11 C ローリング痕が認められる 3.3 

23 イー33 黄褐色粘質土 11 11 B 扇平な幅広の~J片 1.0 

1 [ Y-32 黄褐色粘質土 石 核 黒曜石C 小型の原石を用いる 4.3 

2 Y-36 黄褐色粘質土 11 11 C 小型の原石で 1度のみの剥離 21. 7 

3 Y-32 黄褐色粘質土 11 11 C 小型の原石で， 1度のみの剥離 8.1 

4 ノ、-34 赤褐色粘賓土 11 11 C 小型の原石で， 1度のみの剥離 6.3 

5 イ-34 赤褐色粘質土 11 11 C 小型の原石で， 1度のみの最u離 7.4 

6 Z-34 黄褐色粘質土 11 11 C 上下から小さな剥離を行う 9.7 

7 X-33 落ち込み 11 11 C 上部は平担な自然面 6.7 

8 イ 33 黄褐色粘質土 11 11 C よと横からの剥離 15.1 

9 ロ-34 黄褐色粘質土 11 11 C 上部は王子担な自然面 9.6 

10 U-34 落ち込み 11 11 C 上下より横長剥片を剥離 14.7 

11 W-31 表 土 11 11 C 上下は平担な自然面 12.2 

12 ニー35 黄褐色粘質土 11 11 C 上部は平担な自然面 11.4 

13 X-33 落ち込み 11 11 C 上部平担面は一直線上をなす 7.9 

14 N-37 赤褐色粘質土 11 11 C 小型の縦長約片を剥離 7.7 

15 イ 33 黄褐色粘質土 11 11 C 多方向より小型の剥片を剥離 4.8 

16 ニ-35 黄褐急車占質土 11 11 C 小型の原石を用いる 3.5 

17 T-32 6号援穴 11 11 C 自然面が多入残る 9.3 

18 W-37 黄褐色粘質土 11 11 C 残核に近い状況 4目6

19 ハ-34 赤褐色粘質土 11 11 C 全体に自然面を多少残す 13.3 

20 W-32 5号竪穴 11 11 C 上下に平担面を持つ 5.0 

21 Y-32 黄褐色粘質土 11 安山岩 ローリング疫が若干認められる 32.0 

22 イー33 黄褐色粘質土 11 黒曜石C 小型の原石を用いる 7.3 

23 Y-31 落ち込み 11 11 C 表裏交互に打面調整 10.6 
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(4) B地点の遺物の分布状況及び、小結

B地点からの土器や石器の出土はA地点と異なり，第II層(赤褐色粘

質土層)，第II層(黄掲色粘質土層)の両層によってかなりの出土数であ

る。ここではそれぞれの層において，全体的な土器石器の出土分布につ

いて簡単にまとめを兼ねて述べてみたい。

第II層において，土器の出土状況をみるとかなり希薄な出土で，全体

に広く散在する分布を成す (Fig.173)。文様の判別できたものは 1点、も

無く，ロ-34区より尖底土器の底部が， X-35区より平底土器の底部が

それぞれ 1点ずつ出土している。他はすべて細片で磨滅が著しいものば

かりである。

石器はFig.174でもわかるように，標高37m程の丘陵鞍部を中心に幅

広く分布するものと，南側にやや傾斜した所に集中する部分が認められ

る。中央部は特に石鯨のほかに加工痕ある石器，使用痕ある剥片などの

スクレイパー類とともに鼓石・砥石の出土が目立つ。ただしスクレイパー

そのものの出土はほとんど無い。ところが，南側緩斜面に遺物(石器)

が集中する部分においてはスクレイパーが多く出土する分布状況である。

特に第II置においては，北側に 2基の竪穴状遺構(住居社)の他に，集

石と炉穴が群を成して中央部と北西側に認められている。中央部の集

石・炉穴群においては先のようにいくつかの石器が共伴しているが，北

西側の集石・炉穴群と北側の 2基の竪穴状遺構の附近にはわずかしか遺

物は出土していない。

A地点、においては，竪穴状遺構(住居牡)群とともに多くの遺物が共

伴していたが， B地点、では同じ第II層でありながらも異なっていること

がわかる。これらの状況は地点、こそ異なれ，同遺跡同ーの層であるに

もかかわらず，遺構と生活との関係において何ら意味の相意を表わして

いるものであろうか。とは言え， B地点における第II層の状況も，竪穴

状遺構(住居社)と離れた所に，屋外炉的な集石・炉穴等の遺構があり

A地点と同様の状況であると考えられる。以上のことより， B地点第二

層を想定するならば，南側にスクレイパーが多く，捕獲した動物等の解

体そして中央部の集石・炉穴において調理したのであろう?。また，北

側に竪穴状遺構があり，同一の丘陵上の一帯でありながらも，場の区別

(使い分け)を行っていると考えられよう。
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第III層においては，土器，石器ともに中央部から南緩斜面にかけて帯

状に分布する。土器はここでも希薄な出土を成す (Fig.175)。文様の判

別できるものは 1点のみで，格子目押型文がイ -33区より出土。またイ

ー33・Y-33区より尖底の土器の底部が 1点ずつ出土している。他はす

べて風化が著しい。

石器は石鍍をはじめ，スクレイパ一類(加工痕ある石器・使用痕ある

剥片を含む)や石槍・石血の出土が目立つ。特に石鉱においては，幾分

ではあるが局部磨製石鉱や小型の三角錐などが多く出土する傾向にある。

また，石槍においても安山岩製の木葉形の形状を呈するものが数点認め

られ， 10点中 9点、までが第III層より出土する。

なお，第III層においては，竪穴状遺構・集石の検出は無く， Y-32・

33， 2-32・33区を中心に炉穴が集中して認められるだけである。遺物

の集中している所と一致する。従って B地点第凹層においては，遺物よ

りみると石鉱や石槍の物(動物)への捕獲を目的とする道具とスクレ

イパー類の解体を目的とする道具との二者の組成を成す。しかも，炉

穴という限られた遺構と共伴をなし全く独自の状況をうかがわせている。

上記の事より， B地点における第II層と第III層との各要素の違いは，

延いては，文化層としての相位であるものと思われる。従ってより下層

に形成された第III層における各々の要素がより古いものであろう。

なお， B地点においては第IV層として黄色及び赤色の粘質土があるが，

ほぽ中央附近において，数点の土器・石器の遺物が認められた。しかし，

土器も細片で判別不明であり，石器も削片・剥片であったので省略した。
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3. 中世の遺構

(1) 遺構

不明土壌 ホ 35区の第II層面より検出された。

(Fig.177) 土墳は1.7m x南北1.5mx深さ0.17m程で隈丸方形を呈し，浅い掘り

込みをもっ。床面は平担で，北西側に熱を受けた痕跡が著しく，南壁面

側に炭化物片が集中する。また瞭石が18個程みられ，熱を受けて赤変し

ている。

遺構内堆積土は①淡灰黒色土(炭化物を含む)，②黒色土(炭化物の粉

末を多量に含む)，③淡灰黄色土で，遺物は出土していない。

遺構の時期については確定出来ないが，近接している平遺跡でも同様

な遺構が 3基程検出されC14年代測定で905::1::75Y.B.P.(880::1:: 70Y.B.P.)の

測定結果が出ており，これらの遺構は時期的には中世に構築され，炭焼

き窯に関連した生活遺構であろう。
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Fig.177不明土塘(1/30)
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VII. 落ち込み・ドーナツ状土墳について

薦野遺跡、検出の落ち込みとドーナツ状土墳は形成状況が似かよっている

が，覆土の堆積状況が相異を呈すために区別した。これらの状況は隣接

する西輪久道，平遺跡でも同様である。

落ち込み 鷹野A地点で 1~29号まで検出されている (Tab目 )。範囲は調査区の

北東側(D~F-2~6 区)に 1~6 号と西側( 1・J-14~17区)に

7 ~13号， (L ・ M-14~16区)に 22~25号， (0 ・ P-15~17区)に 26~29

号と，更に東側に (L~N-9~11区)に14~21号と 5 箇所に 4~8 基固

まった状況で検出されている。

規模は長径が 3mを越えるもの 3基と 1mを越えるもの17基，それ

以下のもの 10基で全体的に深さは11cm~71cm程と浅い。形状は楕円形状

のもの 11基，円形状のもの12基で他は不定形状を呈す。

出土遺物は13基の覆土に含まれ，特に 2~4 号に多量に含まれ， 4号

では先土器時代の遺物と縄文早期の石鉱，加工痕ある石器他114点と土器

片 2点が出土している。

B地点で30~34号と 5 基が検出され， y. Z-30~32尽に 4 基固まっ

ており，規模は長径が 1m~2mの問で，深さも 1m以下と浅い。形状

は円形 3基，楕円形，不定形各 1基で，縄文早期の遺物が覆土より出土

している。

以上の落ち込みの性格については不明であるが，覆土内遺物より縄文

早期中葉~終末にかけての時期が考えられよう。

ドーナツ状土墳 ドーナツ状土墳の呼称は仮称で，土壌平面観で覆土があたかもドーチ

ツ状を呈すので呼んでいるもので，西輪久道，平遺跡でも同様にドーナ

ツ状土壌として取扱った。

A地点のドーナツ状土墳は89基で，調査区のほぼ全域で検出されてい

る。ただ， B~G-8~10区では近世の列石群で，砂岩の基盤層まで削

平されており形成は不明で、あるが，基盤層までの堆積土が浅いのも関係

しているようだ。また G~K-5~7 区は縄文早期の 4 号竪穴状遺構，

15号炉穴遺構が構築されている範囲ではドーナツ状土壌はみられないよ

うだ。このことは， 1・3号竪穴状遺構の範盟も同様である。

B地点で S~Z-30~35区で 9 基検出されている。またW' X-34区

q
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で19号炉穴遺構の東側部分がこの現象で壊われている。

ドーナツ状土壌は形状的，および土壌内覆土の堆積状況に若干の相違

を呈すので， AB類の 2つに分類を行った。

土墳内覆土について，土墳底面と同一層の覆土を①，上層からの流入

で形成された覆土を②とする。

A類は土壌内覆土の堆積状況が，半円形状で整層状況を呈す覆土①の

下底面に，覆土②が全局するように堆積するものである。

B類は覆土①が土墳の片側に，他方に覆土②が堆積したものである。

ドーナツ状土墳の形状は検出時の平面観で，円形，楕円形，長楕円形，

不定形状に分け記した。

土壌内覆土の堆積状況はA類(11，33， 41， 54， 67， 72， 85， 92号等)

多く， B類 (57号等)は少ない。

また， 17~19 ， 52， 66号など複数のドーナツ状土壌が形成されている。

これらの規模は径 3mを越えるもの26基，径 1m以下のもの 4基，その

他68基で，深さは 1mを越えるもの10基で，他はそれ以下で、浅い。

形状は円形が43基，楕円形は29基，その他の不定形が16墓と形状的に

円形が多いようだ。

土墳内覆土からの出土遺物は先土器時代~縄文時代早期の石器類，土

器片が出土し，特に 1~4 号， 18， 48， 57， 89， 93号に多量に検出した。

このことは，遺物の遺存状況で密な部分と粗の部分に形成された違いに

よるものと考えられる。

ドーナツ状土壌は各地で検出され，地層の逆転現象，ローム盛土遺構
註 I

その他の各称で呼ばれているもので，この現象は長崎県内および全国的

に先土器時代~縄文時代と形成時期差はあれ，同様な状況がみられる。
註 2 註 3

その成因については九例木痕説があり，平遺跡の検出状況より自然

的現象によると考えられる状況が窺われ，西輪久道遺跡も同様に.この

鷹野遺跡においても，人為的な構築ではなく，自然的な要因によって起

きた現象と考えられる。

鷹野遺跡でも多数の土壌が検出され，往時の古環境で樹木が繁ってい

たことは諸々の科学分析結果より明らかで，自然環境を生かした生活空

間利用が，遺構の検出状況より明らかである。この中で，環境変化が起

き，結果的にこのような状況が生じたのであろう。

註 1 長崎県内では鷹野，平，雀の倉，牛込A'B，峰の原，平山B，

百花台遺跡、などで検出され，鷹野遺跡のR-12区のドーナツ状
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Tab.32 

番号 形状分類

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

土壌の C14年代測定で， >37，800Y.B.Pの年代が得られ，平山B

遺跡では古墳時代以降の所産とされ，他は縄文早期末~前期に

かけての所産とされている。

註 2 能登健 1974 1発掘調査と遺跡の考察ーいわゆる性格不明の落

ち込みを中心として」信濃26巻 3号

註 3 長崎県教育委員会 1983 1平遺跡」諌早中核工業団地造成に伴

う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書 1

落ち込み一覧表

青多 状
法 量

出 土 遺 物
長径帥短径刷深さ帥

楕円形 2.2 1.7 0.71 flJ片 3
木定形 (3.5) 2.3 0.30 flJ片 8・砕片17・土器 2

不定形 2.8 2.1 0.61 細砕石片刃l1 ・加工痕ある石器 1 ・石銭 1 ・石核 2 ・ ~J片 1

楕円形 4.1 3.4 0.60 台石形銭様2 ・石石器核l再・細生石~J刃片11・スクレイパー1 ・加・工土痕器あ2る石器1
-朝j片63・砕片46

不定形 (1.7) 1.6 0.32 総石刃 4・剥片 1・砕片 7・土器 2

楕円形 1.1 0.6 0.26 石銭 l・剥片 3・砕片11・土器 1

不定形 1.2 1.1 0.63 

円 形 0.7 0.6 0.20 

楕円形 1.5 0.8 0.29 寺町l片 2・砕片11

楕円形 1.4 0.8 0.28 石鍍 1・砕片 3・土器 2

精円形 (1.3) 1.0 0.29 

円 官会 1.0 0.9 0.20 

楕円形 3.1 1.2 0.57 加工痕ある石器 1・剥片 2・砕片14

円 形 0.9 0.9 0.24 

円 形 0.8 0.8 0.19 製j片 l

円 青3 1.0 (0.4) 0.27 

円 形 1.7 1.1 0.59 

円 彩 0.9 0.6 0.26 

円形(2個) 0.5 0.3 0.15 

円 官多 0.8 (0.6) 0.17 土器 2

円 官多 0.9 0.8 0.13 

円 青3 0.9 (0.7) 0.27 

円 形 1.1 0.8 0.14 剥片 1・砕片 2

不定形 2.2 0.9 0.26 

楕円形 0.8 0.5 0.38 

楕円形 1.4 0.7 0.30 

楕円形 0.9 0.5 0.11 

円 青3 1.3 1.1 0.36 

楕円形 1.7 1.2 0.39 吉明j片 1・砕片 2

円 彩 1.6 1.5 0.52 砕片 3

円 形 1.7 1.1 0.44 加工痕ある石器 1・flJ片 1・砕片 3

円 育長 1.9 1.8 0.25 石鍍 1・剥片 1・砕片12・原石 1

楕円形 1.3 0.6 0.49 剥片 5・砕片 5・土器 1

不定形 1.9 1.8 0.28 石鍛 1・3日l片 3・砕片 2
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Tab.33 ドーナツ状土壌一覧表

番号 形状分類 形 状
法 量

出 土 遺 物
長径制短径制深さm

1 不定形 4.2 3.5 0.41 細石刃 5・石鎌2・1早j片25・砕片61・土器4

2 楕円形 3目。 1.0 0.41 石核 1・1計l片3・砕片5・土器 1

3 楕円形 1.4 1.1 0.36 石核調整~J片 1 ・ ~J片10 ・砕片22 ・土器 1

4 円 育長 2.4 (1.8) 0.45 ナイフ形石器1・細石刃1・磁石1・事l片8・砕片16
土器 l

5 円 青手 0.9 0.7 0.35 残核 1・砕片 2

6 円 ID (0.4) 0.5 0.58 剥片 1

7 楕円形 (1.4) 1.3 0.37 ~J片 5 ・砕片10

8 構内形 2.9 1.6 0.48 細石刃 1・1明日片 4・砕片 3

9 楕円形 (1.8) 1.6 0.39 土器2

10 不定形 3.9 2.4 0.64 意思j片1・砕片 1

11 不定形 2.8 1.7 0.40 石鍛 1・1日j片7・砕片 4

12 不定形 6.4 0.66 ~J片22 ・砕片13 ・土器 1

13 円 青3 3.0 2.9 1.14 剥片 3・砕片 3・土器2

14 楕円形 1.1 0.6 0.27 

15 精円形 2.4 1.7 0.72 翁j片6・砕片 1・土器3

16 円 青3 3.6 2.8 0.81 ナイフ形石器l・掻器2・石核I・剥片13・砕片12・土器1

17 不定形 5.7 4.1 1.06 石鍛2・石核い石Jllll'~J片 29 ・砕片 12 ・土器4

18 円 背Z 4.1 3.8 0.94 ナ片イア形砕石器片1・加未工整痕品あ1る石土器器1・残核1・スポーノレ1
事~ft30 ・ 47 ・ .t l!ll ll

19 不定形 3.0 2.3 0.81 細石刃 1・右鍍1・石核 1・剥片34・砕片79

20 楕円形 (2.5) 2.2 1.30 剥片10・砕片27・土器2

21 円 青3 2.0 1.6 0.42 砕片 2

22 楕円形 (1.2) 1.1 0.30 

23 円 形 2.4 2.1 0.99 掻器 1

24 不定形 2.7 2.3 0.61 ~J片 1 ・土器 1

25 不定形 5.7 4.1 2.66 鐙器l・使用痕ある剥片い石銭1・剥片9・砕片5

26 不 明 3.4 (1.3) 0.56 古車j片1・砕片 1

27 楕円形 1.4 0.9 0.22 

28 円 背芸 2.3 2.2 0.62 癒器 1・剥片 1・砕片 9・土器2

29 楕円形 (2.6) (1.5) 0.51 土器 1

30 不定形 2.5 2.1 0.74 ナイフ形石器 1・1引l片3・土器5

31 円 形 1.0 (0.6) 0.24 

32 楕円形 4.3 2.6 0.80 

33 内 育3 2.1 1.7 0.60 石鉱1・剥片 2・砕片 7

34 橋汚形 4.9 2.3 0.86 意思j片8・砕片15・土器 1

35 円 青3 (1.4) 1.4 0.88 使用痕ある剥片 1・1日j片4・砕片 3・土器 1

36 不定形 3.3 2.2 0...5u68o 4i 1i 掻砕器片51・・石石鉱英片21・石核議整剥片1・石核1・斜片2

37 不定形 3.7 2.7 I 0 石鍛 1・剥片6・砕片18・土器 1

38 円 育長 1.8 1.4 0.46 石鍛 1 ・ ~J片 7 ・砕片14 ・土器 1

39 楕円形 1.9 1.2 0.68 ~J片 3 ・砕片 3

40 円 青3 1.6 (1.0) 0.43 石鍛 1・4明j片1・砕片 2

41 楕 円 形 1.4 0.9 0.33 剥片 2・砕片4

42 不 明 2.8 (1. 9) 0.89 剥片4・砕片8・土器 1

43 円 青3 0.8 0.7 0.27 摩製石鍍1・砕片 2

44 楕 円 形 (1.1) 1.3 1.21 剥片 l・砕片 1

45 楕 汚 形 3.8 2.2 1.22 台形様石器 1・意思l片2・砕片 2

46 円 青3 1.2 0.8 0.30 剥片 1

47 円 形 1.0 0.9 0.26 砕片 2

48 円 育3 (3.3) 2.7 0.77 石鍍 1 ・ ~J片14 ・砕片17 ・土器 1

qd 
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番号 形状分類 青5 状
法 量

出 土 遺 物
長径帥短径制深さti

49 円 青主 2.1 1.9 0.49 土器 2

50 円 青芸 2.2 1.8 0.61 1日j片1・砕片 2・土器 1

51 円 青手 0.8 0.7 0.32 

52 円 青長 2.4 2.4 0.84 

53 楕円形 (1.5) 1.3 0.35 

54 円 青多 (2.2) 1.8 0.70 石鍍 1 ・ ~J片 6 ・砕片15 ・土器 1

55 円 青3 (0.9) 1.4 1.16 i初日片 4・砕片4・土器13

56 円 背3 1.1 0.9 0.27 最II片 1・砕片 1

57 円 青芸 4.4 4.1 1.95 細石石槍刃2・石使用痕総ある!M片2砕・片掻3器I・石器銭 6・石核2
1 . 1'!l15 2・ 片108・ 04・土 44

58 楕円形 1.5 1.1 0.51 

59 楕円形 1.8 1.0 0.54 対片 1

60 楕円形 1.4 0.8 0.57 

61 楕円形 1.6 1.1 0.54 土器 1

62 円 青三 1.7 1.5 0.63 石銭 1・4申j片1

63 不 明 (1.5) 0.53 残核 1・毒剤j片2・砕片13・土器4

64 同 形 3.5 (2.9) 0.75 毒剤j片5・砕片 6

65 円 育長 2.4 2.2 0.79 

66 円 育長 2.5 2.3 0.57 石鎌1

67 円 形 3.2 2.9 0.96 磨石 1

68 不定形 (2.8) 2.6 2.12 

69 円 背3 2.9 2.1 0.77 剥片 2・土器 1

70 楕円形 1.4 0.8 0.30 

71 楕円形 1.3 0.9 0.49 

72 円 背3 2.3 2.2 0.72 使用痕ある剥片 1・1明l片12・砕片6

73 円 背3 3.5 2.7 0.45 お核 1・白石 1・剥片 3・砕片4

74 円 育長 1.3 (0.6) 0.44 ~J片 1
75 円 青3 2.6 2.3 0.17 

76 円 背3 2.8 2.4 0.76 毒剤l片8・砕片 7・土器3

77 楕円形 1.6 0.9 0.29 

78 不 明 2.0 1.3 0.68 剥片 1・砕片 3

79 不 号湾 (0.8) (1.1) 0.49 

80 不 明 5.8 4.7 0.90 土器 1

81 楕丹形 3.4 1.8 1.58 土器2

82 不定形 1.4 1.2 0.62 

83 円 元手 0.8 0.7 0.21 

84 1.1 0.7 0.20 

85 内 青3 2.3 2.2 0.53 製j片2・砕片 1

86 楕円形 3.6 2.0 0.68 石核 1・剥片 1

87 円形 (7) 5.7 3.2 1.53 ~J片 6 ・砕片 2 ・土器 1

88 不定形 (7.0) (3.1) 0.77 石銭2・剥片 l・砕片10

89 不定形 5.0 0.89 右銭l・残核1・石槍未製品l・剥片34・砕片24・土器1

90 河 形 1.6 1.5 0.31 剥片 5・砕片 7

91 楕円形 2.9 (2.8) (0.61) 加工痕ある石器1・石銭5・*，J片28・砕片66・土器4

92 楕円形 3.4 2.0 0.55 ナイフ形石器2・石鍍1・剥片13・砕片16

93 円 青手 (3.1) 2.4 0.63 掻器1・残核1・石核再生最IJ片1・剥片10・砕片18・土器2

94 不定形 (3.1) 2.6 0.23 模形石器1・石鉱l・剥片12・砕片32・土器2

95 円 形 (7) 2.9 (2.1) 0.50 

96 不定形 (5.4) 3.4 0.64 石核再生約片 1・1甲j片13・砕片32

97 円 背3 3.2 3.0 1.00 剥片 2・砕片 3

98 不定形 3.9 3.4 1.05 細石刃 1 ・石鎌 1 ・ ~J片18 ・砕片 3 ・土器 33.0 2.8 0.74 
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V臨.まとめ

1 .鷹野遺跡の成果と問題

(1) 先土器時代

鷹野A，B地点、において，細石器を主体にする石器群とナイフ形石器

を主体にする石器群の遺物が多量に検出された。

A地点では細石文化の包含層(第III層)が確認され，遺物集中範囲が

2箇所で検出された。集石遺構(1基)を中心に遺物が分布し，細石刃

の接断面接合が十数例みられる。出土遺物は「野岳型J半丹錐形の細石

核，細石核再生剥片，細石核プランク，細石刃等がある。

B地点ではA地点程の出土をみない。

A'B地点共にナイフ形石器を主体とする石器群が検出されたが，包

含層は確認出来なかった。

出土遺物よりー側縁および二側縁加工のナイフ形石器， r原の辻型J，

「校去木型jの台形様石器，三稜尖頭器，角錐状石器を石器組成にもつ

石器群とニ側縁加工の小形のナイフ形石器， r百花台型jの台形石器，三稜

尖頭器，尖頭状石器等を石器組成にもつ石器群の所産のものと考えられ，

両者は若干の時間的差異があるようだ。

細石器を主体にする石器群は西輪久道上層でまとまって検出され，鷹

野は時間的に若干古く位置付けられよう。

また，西輪久道上・下層石器群にナイフ形石器を主体にする石器群が

検出されており，鷹野遺跡のー側縁および二側縁加工のナイフ形石器を

主体とする石器群は西輪久道下層併行頃で，小形のナイフ形石器を主体

とする石器群は西輪久道上層に位置付けられよう。
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(2) 縄文時代

① 検出遺構について

鷹野A地点の遺構は堅穴状遺構4基と集石・炉穴遺構26基，醸群遺構

5基，その他の遺構が丘陵に沿って配置され，集落牡を形成していたこ

とが窮われ， B地点、の遺構はA地点、程に区画性がないが，竪穴状遺構 2

基，集石・炉穴遺構30基，醸群遺構 3基，その他の遺構が 3群に分れて

検出された。

堅穴状遺構は 4号を除いて柱穴は明らかでないが，台石・敷石状況よ

り住居設と考えられる。

集石・炉穴遺構は石蒸しの調理用炉社としての用途が窺われ，相互に

補完する状況(炉祉に用いる醸石を焼く場所と調理用の炉社)が推察さ

れ，遺構周囲の醸群は炉社用の諜石の集積地ではなかろうか。

集石・炉穴遺構は炉社形態より 3つに分類される。(この分類および集

石・炉穴遺構については別の機会に記載したい。)

これらの炉社群は層位的に大形の炉穴遺構が第III層に，他の集石・炉

穴遺構が第II層中に検出され，時間的な変遷が考えられる。

鷹野B地点、は縄文早期中頃で， A地点は早期末頃と考えられる。

;黒砂fl:電ケ

;喝夢T

G静~
@"事事誕

Fig.182集石遺構模式図
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土器

② 出土遺物について

本項では，これまでに述べたA地点・ B地点における各遺物の総括と

し，土器及び各種石器について全体的に，若干の考察や資料を加えてみ

た。

本遺跡より出土する土器は石器に対して極めて希薄な出土で小さな土

器片ばかりである。しかもその大半が著しく風化を受けており文様を判

別できるものは数点しか認められない状況である。 A地点においては，

楕円形押型文と条痕文の文様が確認され，ラッパ状に外反する口縁や円

筒形の直立する口縁などがみられる。底部形態も尖底のものと平底のも

のの 2つがみられる。 B地点、では格子目押型文の文様のある土器片 l点

しか確認ができなかった。口縁の形状も直立ないし若干外反するものがみ

られる。底部形態も A地点と同じく尖底のものと平底のものがみられる。

両地点の土器の状況を比較してみると一見似たような感じをもつが十分

に観察すると多々その違いをみることができる。先ず，全体的に比べる

とA地点の土器の方がやや希薄である。このことは特に尖底の底部にお

いて特徴をなしている。相方とも，尖底の形態と言う点では一致するが，

その厚さ，規模を考えると明らかにB地点の方が大型の土器を想定する

ことができる。従って B地点、にみられる厚い服部片や口縁片はこれらの

土器に属するものと考えられる。出土層をみても B地点、のものは尖底の

3点、中2点が第III層より，残る 1点が第II層より， A地点、は 2点、中 1点、が

第II層，残る 1点が第II層よりのドーナツ状土壌内である。数が少ない

ため断言はできないが， B地点の方が下層から出ている傾向にあり，よ

り古いものと考えられる。そこでこれらの厚い口縁・胴部片を含めた大

型の尖底土器の時期であるが，表面が風化し文様が磨滅するものか本来

より無文のものが風化しているものか判然とせず，不明な点が多いので

あるが，酷似するものとして，大分県玖珠郡九重町に所在するこ日市洞

穴の資料の中に求めることができょう。また平底土器については両地点

とも円筒形の土器と考えられる。若干ではあるがA地点、の方が広い底面

を有する感じである。これらの土器は縄文時代早期頃の遺跡に時々みら

れる。荒く，整った横位方向の条痕文を施す土器であろう。(西輪久道遺

跡にも出土している。)本遺跡では第II層を主体に出土する。

以上の事より，本遺跡で出土する土器の編年的時期はB地点の第III層を

主体に出土する厚手の尖底土器が縄文時代草期中葉頃に， A. B両地点
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Fig目187A・B地点石銭扶り編対比グラブ

50 50 

Fig.188 A' B地点石鍛挟り深度対比グラブ
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40 

Fig.189 A' B地点石銭重量対比グラブ(完形品のみ)
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Fig.190 A' B地点石銭先端角度対比グラブ
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O 
円、円、
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Fig.191 A' B地点石皇族平均形

30 40 

A 

A 

いると言えよう。このような状況は，各グラフからも察せられるが，ほ

とんど局部磨製石錬の影響を受けるものである。換言するならば鷹野遺

跡，特にB地点の局部磨製石鍛は，石材の選別が意図され，規制的とも言

うべき形状を呈していると考えられる。層位的にみると，第III層に幾分多

く認められるようである。
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Fig.192各遺跡出土石鎮の石材別依存度
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Fig.193各遺跡、位置図
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局部磨製石鍍 本県内でも局部磨製石鍍を出土する遺跡は最近になり多く知られてき

ている。中でも佐世保市の岩下洞穴など代表的な例としてあげられよう。

しかし，本遺跡出土のものは岩下洞穴などでみられるものと多少形状を

異にする。先にも述べたように画一的な形状で，若干外湾する側縁とゆ

るやかに浅く内湾する基部を有する。磨製の状況も全磨製に近いものや

周縁にわずかな二次加工を加えるだけのものが，かなり多くを占め，規

模も，長さ 1.5~2. Ocm，幅1.0~1. 5cmのものがほとんどである。また

研磨することにより， 0.2凹前後とかなり薄い仕上りを成す。このように

本遺跡において同一的要素を多分に含み，かなりの数を出土することなど

より，一つのタイプとして言うことができるのではないだろうか。特に

B地点のIIc 3類に属するものはその典型と言えよう。今日に至って，

局部磨製石鍛におげる，研磨面のもつ意味についてはまだ判然としたも

のがない。ただ，石銀自身を扇平小型にし整形のためだけに研磨という

作業を施こしたものであろうか。筆者自身浅識のため不明な点が多く不

完全とは思いつつもいくつかその可能性を考えてみた。先ず本遺跡のも

のは，灰白色の黒曜石が大半を占めるという事実である。これは石質自

体が漆黒のものと比べてやや軟質な感じを与えるもので加工(研磨)に

適してたのではないか，しかもその石材が石核などにも多く比較的に獲

得しやすかったものであろうと考えられる。また研磨により薄くし，魚

鱗状の剥離を省略している O 特に薄い事により基部の扶りが浅いものと

すれば，同じ早期頃の押型文に伴出してみられる鍬型錬などと比べて，

装着がかなり困難と思われ，これらをカパ)するために研磨を了寧に施

こすことも考えられるのではないだろうか。或いは，薄く小型化するた

め非常に軽量となりその芯鉱としての機能も限られたものになる。つ

まり物理的にも遠方へ射ることは難しいものと考えられ，何ら対象物が

限定されたものであろうか。このようにいくつか想定したがあくまで，

決定的根拠のあるものではなく，今後一層の資料の蓄積とともに，より

詳細な観察が必要となってくるであろう。

石錬の未製品 石鎮の未製品と考えられるものがA'Bそれぞれの地点、より 1点ずつ

出土する。 1は黒曜石B製，歪んだ三角状の平面形を成す。一部に自然

面を有するが，側縁と基部に若干の二次加工が認められる。 J-13区の

工房社内より出土する。 2は黒曜石C製，表面の半分程を自然面が占め

る。まだ剥片の状況を大きく残すものでやや幅広の薄いもので自然打面

290ー
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より剥離されていることがわかる。剥片の形状を利用し未端を石霊長の先

端状に二次加工を施している。ニ 35区，第III層(黄褐色粘質土層)中

より出土する。なおこの 2点の他にも未製品的な可能性のあるものとし

てB地点出土の165なども考えられよう。

くこ二三〉

Fig.195石鍛未製品 (2/3)

2 

5cm 
J:::::J 

石匙 A地点のみより 9点出土する。 B地点よりの出土は無い。 9点中 3点

スクレイノ'\~

は土墳や落ち込み内より， 1点が第III層中より，残る 5点は第II層中よ

り出土する。形状でみると，横形のものが 7点，縦形のものが 2点であ

る。これまで平遺跡や西輪久道遺跡でみられたものと異なり，打面部に

自然面を有せず大型のものが出土していない。しかも，剥片の状況を大

きく残すものが多く，全体的に粗雑な二次加工である。

A地点より 65点(内49点を図化)， B地点より 28点(内16点を国化)計

93点、の出土である。本遺跡出土のスクレイパーは全体的に粗雑な感じの

ものが多い。これは石材の依存による影響である。つまり大型の剥片を

必要とするために，多くは安山岩に依存しており，材質的に大まかな二

次加工になってしまうためで，加えて風化を受けやすいことなどにもよ

る。刃部の形成に至っては，縦長剥片・横長剥片のそれぞれの長側縁に施

すものが多く，いわゆるサイドスクレイパーが主体を占め，掻器的機能要

素が強いものであろうと推察される。また，再地点に出土するが特にA地

点に目立つものとして，側縁に内湾状の刃部を有しており，扶入状石器と

も呼称されるもので，削器的機能を有すると考えられる。本遺跡では，一

応スクレイパーの範曙としてとり扱った。なお，後述する加工痕ある石

器，使用痕ある斜片も機能的にはスクレイパー的要素のものであると言

えよう。
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加工痕ある石器 多少でも二次加工の痕跡があるものはかなりの数を占めその中より，

A地点13点， B地点 9点，計22点を選んで図化し記載した。全体的にお

およそ刃部的な加工要素を有するものが多く，スクレイパー的な機能を

強く有するものがほとんどであると考えられる。

使用痕ある剥片 A地点より 57点(内26点図化)， B地点より 38点(内22点、図化)，計95

石槍

点の出土である。使用痕である，いわゆる刃こぼれについてはその痕

跡が著しいもの，或いは間ばらなもの，微細なものなどいくつかの度合

かみられる。本遺跡で対象としたものはそれらを肉眼で観察できたもの

である。従がって，ルーペなどによる詳細な観察は行っておらず，他に

も多分に使用痕を残すものがあった可能性もある。また，使用痕の形成

面について 3つに分類(表裏どちらかの一側縁にあるもの，表裏の再面

にあるもの，二側縁にしてあるもの)したが，両地点、とも片面のー側縁

にあるものが多く，全体的に剥片の俊正な縁部を使用している。しかも

長側縁に多く認められ，それらはほとんどがサイドスクレイパー的機能

を有したと考えられる。なお，表裏両面に明確に刃こぼれが認められる

ものやー側縁に認められるものなどは，回数的・時間的な便における頻

度の量をうかがえるもので，剥片ではあれど，石器 (Tool)としての性

格を有したものと考えられよう。

A地点より 3点， B地点より 10点，計13点出土する。 A地点のものは

3点中 2点が第II層中より， 1点が工房社内より出土。 B地点、のものは

10点中 9点、までが第III層仁やより， 1点、のみ第II層中から出土する 0 ・この

ように出土層位においては明確な差を困地点においてそれぞれ有してい

る。特にこの層位的な差は土器においてもみられたように多少の時期差

をもつものであろう。従って層位的にも，伴出の土器においても B地点

第III層の石槍がより古いことは確かであろう。また， B地点の石槍にお

いては，中程ないし，やや下部に最大幅をもち先端が細くなる木葉形の

特異的な形状を呈する。これらは同一時期の所産である可能性が極めて

強いものと考えられる。類似する資料としては，土器と同様，大分県

九重町の二日市澗穴にみられる。またA地点でみられる 2点はやや幅広

の大型の石鍍に似た形状を有している。これらも何ら共通性をもつもの

だろうか。
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彫器

石斧

模形石器

磨石

鼓石

A地点、より 3点， B地点、より 1点、，計4点の出土である。大きさはす

べて 3cm~3.5cm程に至るものである。石材は 3 点が黒曜石C製， 1点が

安山岩製とここでも灰白色の黒曜石が少ない数の中からではあるが優位を

占める。また 4点中 3点までが，交錯するようにして両刃を形成させて

いるもので，同一の形態を成すものと言えよう。このような加工を施す

彫器は他にも九州横断自動車道に伴った西輪久道遺跡にも報告されてお

り，本遺跡との同一時期に比定できるものであろうか。

A地点より 2点出土するのみである。 2点とも， 4号竪穴状遺構と工

房祉の遺構内の覆土より出土する。石材こそ安山岩製で共通するものの，

加工状況や形状は異なる。特に工房社内より出土した局部磨製のものは

上部を欠損し，しかも刃部わずかに欠損をみせており，かなりの打撃も

しくは力が加わったものと考えられる。

模形石器はA地点で7点， B地点で17点，計24点の出土をなす。その

石材の依存度をみると， 24点中，黒曜石A製が 2点、，黒曜石B製が 2点，

黒曜石C製が20点である。特にA地点の 7点、はすべて黒曜石C製であり，

このように模形石器においては黒曜石C製(灰白色の黒曜石)を石器の

石材として選択を行なっているのではないかとも考えられる。またこの

ような傾向は，最近，県下の各遺跡で出土しているものにも言えよう。

特に柿崎遺跡などにおいてもその指摘がなされている。確かに本遺跡に

おいて黒曜石C製の石器類は他の遺跡に比べても圧到的に多いのである

が，単なる石材の供給や量的なものだけでなく，模形石器としての機能

をより効果的に得るための目的なども想定できるであろう。

A地点、より 5点、， B地点より 2点，計 7点、出土する。特にA地点の 5

点、中 4点までが，落ち込み・ドーナツ状土壌・ 4号竪穴状遺構などの遺

構内から出土し注目される。石材としては高質の砂岩をすべて用いてお

り表面の研磨状況は極めて微細に丁寧な感じである。磨石そのものの機

能としては砥石や石皿とのセットをなし，物を砕し潰す，こねる，磨

ぐ等が考えられるが，本遺跡のも開様のものと考えられる。

A地点より 22点、， B地点、より 7点，計29点が出土する。ドーナツ状土

壌・竪穴状遺構・炉穴などからの出土がいくつかみられるようである。
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四石

砥石

ほぽ円擦に近いものや細長の円醸，或いはあらかじめ円醸の欠損し半円

状になったものなどいくつかの形を有するようである。特に半円状に欠

損した円醸を用いたものは一種のスタンプ形状を呈し広い面を使って敵

くというよりは，むしろ潰す的な要素が強かったものではないだろうか。

また，作業面としてとらえられる所は細かい潰れを認められるものの他に

大きく剥落欠損を成しi日形状をとどめないものがあり，かなりの敵打を

受けたことが考えられる。なお，西輪久道遺跡などにおいても認められ

たように，本遺跡のものも含めて，敵石は単一の機能でなく磨石的な要

素を多分に要しているものである。

A地点より 2点、， B地点より 6点，計8点出土する。 A地点の 2点、中 1

点が落ち込み内よりの出土で残る 5点はすべて層位中出土のものである。

凹石における田の浅深や数など，直接的な要因は厳石などの使用による

ものであろうが，他にも石材の硬質性も考慮しておく必要があろうと思

われる。また本遺跡出土の凹石において，醸の縁部において潰れ，剥落

の認められるものがあり敵石等を兼ねたと考えられる。

A地点より 7点、， B地点より 4点，計11点出土する。 A地点、の 7点中

3点は落ち込みゃドーナツ状土墳より， 3点は第II層中より， 1点、は撹

乱中より出土する。 B地点の 2点は第III層より出土する。石材は板状の

硬質砂岩を用いたものが多くを占め，かなり大型のものも認められる。

磨製の状況は，わずかなものからかなり使用したと考えられるものもあ

る。中には磨製面の上に敵打面がいくつも認められるものがあり，凹石

や台石的要素を兼ねたと考えられる。なお，先にも述べたように局部磨

製石鉱がかなり多く出土するが，明確にそのために使用したと判別でき

る痕跡を有するものは認められない。しかし，これらの砥石等を使用し

研磨したことは推察できるものではないだろうか。

石血 A地点からの出土は無い。 B地点より 2点出土する。 2点とも Y-33

区の第III層中より出土する。同区内・同層より出土する点、において注目

される。欠損品で，推定ではあるが30~40cm前後を測るものと思われ，

かなり大型の石血であったと考えられる。また右血の機能を考えると欠

損するという状況は極めて考えにくく，何ら人為的なものによるもので

あろうか。
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剥片 数多く出土した剥片中， B地点より 21点、， B地点、より23点，計44点と

石核

選んで打面部の形状により 3つに分類(自然打面・平担打面・調整打面)

した。 A地点においては，安山岩製の剥片はもちろん，黒曜石製の剥片

B地点のものと比べて，やや大型のものが多く，しかも平担打面を有す

るものが目立つような感じである。従って， B地点においては小型の剥

片が多く，かつ自然打面を有するものが多い。このような状況は石核に

おいても明確に傾向として認めることができる。

A地点より 12点， B地点、より 23点，計35点を選び，剥片と同様，打面

部の形状によって 3つに分類し，図化記載した。 A地点の石核を全体的

にみると(記載しなかったものを含む)，規則的な剥離行程を有するもの

はほとんどなく，大半は打面を転移しながら多方向よりの剥片剥離を行

なっている。従がって，調整を施すものも数点、みられるのみで，自然打

面・王子担打面を有するものが多くを占める。 B地点においては，母材そ

のものが著しく小さなもので，特に黒曜石C製のものがほとんどである。

また， 1度ないし 2度程の剥離面を有するものが多く，かなり小型で，

しかも自然打面を有し，表面の全体がすべて自然面となる剥片であるこ

とが予想される。このように地点によって石材の明確な相違が認められ

るのは，母材の供給の差の他に何ら理由のあるものであろうか。
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2 .西大川沿いの遺跡群について

(1) 先土器時代

碁盤の辻，高岳の丘援部に形成された侵食谷に源を呈す西大川が大村

湾に注ぎ，その流域の標高40~20m程の低丘陵上に先土器時代~縄文時

代早期にかけての遺跡群が立地する。

ナイフ形石器を主体にする石器群は西輪久道下・上層石器群，柿崎，

平，長牟田，牛込A'B.雀ノ倉，鷹野遺跡、の発掘調査が実施され，報

告書が刊行されている。

中でも，西輪久道下層石器群は1， II群に分れ，醸群を伴っている。

I群はナイフ形石器と台形様石器が伴い.II群はナイフ形石器，台形石

器，台形様石器(原の辻型，日の岳型類似).剥弓尖頭類器が伴う石器群

が明らかにされ，西輪久道上層石器群はナイフ形石器，台形・台形様石

器，剥片尖頭器，三稜尖頭器，角錐状石器，尖頭状石器が伴う III~V群

とその上層にVI群が検出され時間的な差異があきらかにされ，柿崎遺跡

でもナイフ形石器，台形様石器を伴う良好なお器群が検出されている。

細石器を主体にする石器群は西輪久道上層，鷹野，東大久保遺跡があ

る。

鷹野遺跡では細石核(野岳型).細石核ブランク，細石刃が集石遺構 1

基と共に検出され，西輪久道上層でも半円錐形状の細石抜，細石刃が検

出されている。

西大川流域での遺跡群の時間的差異は，西輪久道下層(1. II群)→

道上層(lII~V群)・柿崎遺跡→西輪久道上層 (VI群)→鷹野遺跡(細石

器を主体にする石器群)・西輪久道上層(細石器を主体にする石器群)の

編年が考えられるようだ。

また，百花台遺跡、第VI層石器群が西輪久道下層石器群に併行するか，

あるいは古く位置付けされ，百花台遺跡第VII層石器群がAT下位に検出

されている。

西輪久道下層石器群はAT火山灰降下後に位置付けされよう。
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(2) 縄文時代

本項では，鷹野遺跡を中心として，隣近に立地する牛込遺跡，平遺跡，

長牟田遺跡，西輪久道遺跡をとりあげ，西大川に沿った遺跡の全体的

な様相の複元と，各遺跡の出土遺物や検出遺構等を比較してそれぞれの

営なまれた時期を想定して編年的要素を考えてみた。

牛込遺跡・平遺跡・長牟田遺跡・西輪久道遺跡・鷹野遺跡はそれぞれ

縄文時代竿期~向前期に編年される遺跡である。これらの遺跡は，皆大

村湾に注ぐ西大}IIに沿った低い丘援または段丘の上に立地している。

しかも河川の反乱源より比高があり生活の場としては，悪くなかったと

考えられる。また，各遺跡とも小さな四地ないし小谷を脇にかかえて

おり，これらの地形を利用(湧水点等が考えられる所)し，より円滑な

生活を営んでいたものであろう。なお，各種土器・石器とともに多様の

遺構が明確に残存しており，自然災害の被害等を大きく受けていないも

のと考えられる。つまり，当時も今日においても基本的な地形環境は然

程変化していないと言うことである。当時の植生も花粉分折の結果報告

等により，広葉樹花粉(コナラ等)が多く繁茂していたことを示してい

る。推察するに，気温そのものも現在よりやや寒い程度では現在と大き

く変わっていないようである。遺物よりみると，各遺跡とも石錬等

他にスクレイパー類の出土が極立っているようであり，狩猟的な要素を

大きく示唆するものと考えられる。しかも，集石・炉穴など遺構が更に

強い裏付となろう。換言するならば，西大}IIを媒介として，動物(獲

物)の，捕獲司解体司調理の様子を察することができるものである。特

に鷹野遺跡においてはA'Bの両地点第II層に，集落1止的な遺構の構成

がうかがえ，あたかも場所の区別を意図している様相さえ考えられる。

そこで，上記の各遺跡について再度まとめ，後に時期をより細かに考

えてみたい。

o牛込遺跡

・出土土器 条痕文土器・押型文土器・塞ノ神式土器

・出土石器一石鍛(局部磨製石鯨・鍬型鉱を含む)・石匙・凹石他0

.検出遺構一集石・炉土l上等。

o平遺跡、

・出土土器一押型文土器・塞ノ神式土器

・出土石器 石鍛(局部磨製石銀・鍬型鍛を多少含む。)・石匙・スク
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レイパー類(加工痕ある石器・使用痕ある剥片を含む)

模形石器・石斧・磨石・敵石等。

・検出遺構一集石・炉穴等。

。長牟田遺跡

・出土土器ーコブ状凸起をもっ無文土器。(1点)

・出土石器石鉱等。

o西輪久道遺跡(九州横断自動車道建設に伴った部分も含める)

・出土土器 押型文土器・塞ノ神式土器・条痕文土器・轟式系土器0

・出土石器一石鉱(局部磨製石鯨・鍬型鯨を含む)・石匙・スクレイ

パー類・石槍・石錐・異形石器・磨石・敵石・凹石・砥

石・石血等。

-検出遺構集石・炉社・溝状遺構等。

なお西輪久道遺跡においては，第II層・第III層においてそれぞれ

多少異なった遺物の出土・遺構の検出が認められる。

-第II層 押型文土器を主体に轟式系土器・塞ノ神式土器。

石器はスクレイパ一類・石匙・石槍が目立つ。

遺構は，集石が 5基・石組の炉社 1基・潜状遺構 1基0

・第III層 轟式系土器を主体に塞ノ神式土器・押型文土器。

石器は石鯨・石槍・磨石・石錐・異形石器・石血が目立

つ。遺構は集石 1基・炭化物の集中する炉社 2基。

各層は乱れも少し遺構等も各層位において検出されている。す

なわち，西輪久道遺跡においては，各々の層において文化層的要素

を有する。従って当然第III層の方がより古い文化層としてとらえら

れよう。

o鷹野遺跡A地点、

・出土土器一押型文土器(1点)・条痕文土器(1点)・平底土器の底部・

尖底土器の底部0

・出土石器一石鍛(局部磨製石鍛・鍬形鉱を含む。)・スクレイパー類・

石匙・石槍・彫器・模形石器・石斧・磨石・敵石・凹石・

砥石等。

・検出遺構一竪穴状遺構(住居社)・集石・炉穴

なお鷹野遺跡A地点、では前にも述べたように，第III層は旧石器の

遺物と混在しており，層位的判別は菌難である。従って第II層のみ

縄文時代の単独の文化層として扱った。
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0鷹野遺跡、B地点

・出土土器一押型文土器(1点)・平底の土器の底部・大型の尖底土器

の底部0

・出土石器 石錬(局部屠製石鍛・鍬形鯨を含む。)・スクレイパ一類・

石槍・彫器・模形石器・磨石・敵石・回石・砥石等

-検出遺構竪穴状遺構(住居牡)・集石・炉穴

鷹野遺跡、B地点では，第II層・第III層において明確に 2つの文化

層としてそれぞれとらえることができた。

・第II層 平底の土器を主体にスクレイパー類の出土がやや多く，

竪穴状遺構・集石はすべてこの層に検出されている。

・第III層 大型の尖底の土器を主体に，局部磨製石鉱・石槍の出土

が目立つ。炉穴が中央に集中してみられる。

このように， B地点・第II層・第III層においては，土器・石器

遺構のどれをとっても異なる傾向にあるといっても過言ではない。

つまり，第III層の方が古い文化層と言えよう。

以上，隣近する各遺跡について簡単にまとめてみた。先ず全体的に言

える事は，時期がほぼ開ーないし多少前後はあるだろうが，遺物等より

考えると，縄文時代早期~向前期の初頭頃にかけてであると思われる事，

しかも地形的にみても，西大川に沿う低地丘援もしくは段丘上に立地す

るという事等である。そこで更に各遺跡・各文化層においての細かい編年

を考えてみたい。土器を中心とした遺物より推察するならば，最も古い

と考えられるのが，鷹野遺跡B地点、の第III層と考えられる。つまり，大

型尖底土器や木ノ葉形の石槍・局部磨製石鍍等よりみて，縄文時代早期

中葉頃ではないだろうか。大分県の二日市洞穴の資料と酷似する面が

多々みられることにより同時期の可能性が最も強いと考えられる。次に，

鷹野遺跡B地点第II層あるいは鷹野遺跡A地点第II層と考えられる。遺

構の状況(配石や工房社等)の面や，石器の組成からみると， A地点第

II層の方がやや多様性も有しバラエティーに富むことなどより，若干B

地点第II層が古い感じもある。長牟田遺跡は性格が完全にはつかめてい

ないが，出土土器より早期後半の時期である。そして，条痕文土器(厚

手の同筒形の粗雑な横位の条痕文)や局部磨製石鯨等より牛込遺跡、が考

えられる。残る平遺跡・西輪久道遺跡第II層・第III層は，轟式系の土

器を考えると，やはり一段新しいものと考えられる。従って平遺跡の方

が土器の面よりみると若干古いと言えよう。すなわちこれらを笛条にま
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-303-
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府野遺跡 ・PL.21

先土器時代 ・出土石器⑪ (1/1)
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府野遺跡 PL.26 
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鷹野遺跡 PL.12

縄文時代の石器一石鉱⑨(1/1)
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鷹野遺跡 PL.38 
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縄文時代の石器磨石・敵石① (1/3)
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鷹野遺跡 PL.39 

縄文時代の石器一敵石・凹石・砥石②(1/3，1/6) 
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鷹野遺跡 PL.40 
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縄文時代の石器剥片・石核 (1/2)
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鷹野遺跡 PL.43

縄文時代の土器 (1/2)
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熊野遺跡 PL.51

縄文時代の石器一石鍍⑧ (1/1)
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府野遺跡 PL.56 

縄文時代の石器ー模形石器・彫器(1/1)
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府野遺跡 PL.58 
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縄文時代の石器一剥片・石核 (1/2)
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鷹野遺跡 PL.59
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22号集石・ 17号炉穴検出状況(ニ ・ホ 33・34区) 第皿層炉穴遺構検出状況 (Y・Z-32・33区)

壁面写真 ・遺構検出状況
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鷹野遺跡 PL.60 

21号集石遺構

6号竪穴状遺構 23号集石遺構

5'6号竪穴状遺構， 18・19・21・23・24号集石遺構
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PL.61 鷹野遺跡
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鷹野遺跡 PL.62 

17号集石遺構
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.、s. ， 

17号集石遺構(炉床)
17号集石遺構
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鷹野遺跡 PL.63 

22号集石遺構

ーも ¥
22号集石遺構(炉石)

22号集石遺構
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PL. 64 
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16号炉穴遺精

鷹野遺跡

戸ミー司
、よL号ミJ

時-"'，

19号炉穴遺構

11 ・ 12 ・ 14 ・ 16~19号炉穴遺構
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14号炉穴遺構



f南野遺跡 PL.65 

30号炉穴遺構

23~~'):戸1\;11 1，'4

10・25号炉A;!'tHli

26号炉穴遺構(覆土)

27号炉穴遺構 26号炉穴遺構

10 ・ 22 ・ 23 ・ 25~27 ・ 29 ・ 30号炉穴遺構
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賂野遺跡 PL. 66 

‘h 

平33.f二1:域 (土披部分)

1号不H月土棋

1号機群

2片不明土rJJ，i

， .) 

3号不町l土邸主

い希~~.l .~"Yl ミ~.. ~ち

'一 ¥λ 三;こ
中世の不明土放

石蓋土壌・ 1号機群・ 1~3号不明土墳・中世の不明土墳
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鷹野遺跡 PL.67 

調査風景① 遺構調査①

調査風景② 逃情調査①

調査風景③ j車情調査③

B地点調査風景

調査風景@

調査風景 ・遺構調査
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Il'~野遺跡 PL. 68
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1. 試料

2. 分析方法

3.分析結果及び

考察

IX 科学分析による古環境復元

l 長崎県鷹野遺跡、試料花粉分析報告

長崎県教育委員会殿より，諌早市鷹野遺跡、試料の花粉分析の御依頼を

受けました。このほど分析を完了しましたので，その結果を御報告申し

上げます。

分析に供した試料は 9点である。それらの試料の内容については下記

の表-1試料の如くである。

試料20g秤量一→Hcl処理一→HF処理一→重液分離一→アセ トリシ

ス処理 →KOH処理一→封入一→鑑定

花粉分析の結果は，花粉 ・胞子化石が少なかったので，検出された花

粉・胞子化石の個数で表示し，表 2を作成した。写真図版は主な花粉・

胞子化石と，主な試料のプレパラートの状況をPLATE-1， 2に示し

た。

今回の分析で検出された花粉 ・胞子化石は下記の知くである。

くAP-1 (針葉樹花粉r>
Pinus (マツ属)， Cryptomeria (スギ属)

くAP-2 (広葉樹花粉))>

Salix (ヤナギ属)， Alnus (ハ ンノ キ属)， Corylus (ハシバミ属)， 

Lepidobalanus (コナラ亜属)， Cyclobalanopsis (アカガシ亜属)， 

Mallotus (アカメガシワ属)， Ilex (モチノキ属)， Symplocos (ハイ

ノキ属)， Lonicera (スイカズラ属)

Tab. 341鴬野遺跡試料表

地区 j'ri 構 土 層 土 質 .7E粉胞子化石産出傾向

II層上部 賞積色土 R R 

II層上 部 11 11 R R 

J -13 東 E主 土 層 mJ冒 " " R R 

W層 11 11 R R 
W層下音|ト V層土部 " 11 R R 

2'層下音1¥-2層土昔日 黒褐色土 R R 

2宿 11 11 R R 
J -13 l 号竪穴 ~k 遺憐

3層 時f晶色土 R R 

4層 賞筒色土 R R 

W-35 23号炉穴遺憐 (1町笠部分 赤褐色土

371一



J -13・1号竪穴

状遺構

Mallotus (アカメガシハ属)も II層中より検出されている。アカメガ

シハ属は中国東北部~日本列島~台湾にかげて分布している。分布上比

較的暖い地域に分布し，中国東南部，静岡県南部等に生育していること

が知られている。

III層以下は上述の属がほとんどみられず比較はできない。

当地方の縄文時代の古気候環境は上述の僅かなデータよりの推定では，

現生植生図と比較しでも現生と大差ない植物群の構成ではなかったかと

考えられ，温暖環境であったと推定したい。

現在諌早周辺の植生は，山地頂上部にはスギ・ヒノキ植林，山地の傾

斜面にはシイ ・カシ蘭芽林が存在し，その他の低地.・平地は水田・ 果樹

園・畑地等に変っている。

各層いずれも花粉が集積された状況を示すようで，比較的多くの花粉

化石が検出されている。樹木花粉としてはここでもハイノキ属が最も多

く検出されている。

J -13東壁土層産花粉群と若干異なる点は Corylus(ハシバミ属)と

Lepidobalanus (コナラ亜属)， Ilex (モチノキ属)等が見られることで

ある。

モチノキ属を含むモチノキ科は非常に多くの種を有しているが，全般

的に温帯から熱帯にかけて分布しているもので，これらの検出は竪穴中

に集積した土層の形成時はやはり温暖環境であったと推定したい。

23号炉穴の側壁部 花粉・胞子は 1個体も検出されなかった。状況写真に見られるように

分W-35 NO.23 黒色の植物片はほとんど認められず，大半が褐色の植物片である。従つ

て焼土とは考えにくい。

参考文献 地域振興整備公団

長崎県教育委員会
現存植生図

西輪久道遺跡

鷹野遺跡
諌早 ・大村
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Tab. 35 鷹野遺跡試料花粉分析結果

1也 区 ，宣 韓基 J'-13 東壁土層 J -13 1号竪穴状遺情
u房壮)

II II 111 W lV V 2' 2 2' 3 4 
土 層

Pollen 層 層 層 層 層層 層層 層 層 !晋

and 上 下 下上 下上
Spores 

音1¥ 音1¥ 音1¥音1¥音1¥音日

pmus 1 

A P 11 Cryptomeria l 2 

Salix 1 

Alnus 

Corylus 1 1 2 3 2 4 4 

Lepidobalanus 1 2 1 3 l 4 

AP2 
Cyclobalanopsis l 

Mallotus l 

Ilex 1 6 2 4 

Symplocos 3 l I I 3 15 

Lonicera l 

Haloragis 4 l 

NAP 
Artemisia 1 15 28 45 20 

Carduoideae 3 l 2 

Gramineae 2 1 I 

Trizonoporate pollen 3 3 

Trizonocolpate pollen 8 6 5 I 

FP Trizonocolporate pollen 7 3 5 5 2 2 20 

Tetrazonocolporate p， 

Inaperturate pollen 

Polypodiaceae 2 l 3 

FS Monolete spore 6 5 l 37 

Trilete spore 4 

T 
:2;AP-1 。 2 l 。 2 。。。

。:2;AP-2 7 4 2 。 6 13 10 28 

T :2;NAP 1 。 。。24 30 49 20 
A 三 FP 15 10 10 。。 5 3 5 24 
L 

三 FS 。 l 。。10 7 2 40 

:2;AP 7 6 3 1 8 13 10 28 

I :2; Pollen &Spores 23 17 15 l l 47 53 66 112 
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PL. 1 鷹野遺跡
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2 .鷹野遺跡並に西輪久道遺跡の熱ルミネッセンス年代

奈良教育大学市川米太

今回，鷹野遺跡出土の石器と無文土器，並に西輪久道遺跡出土の石器

について熱ルミネツセンス法によって年代を測定した。西輪久道遺跡出

土の楕円押型文土器 (II層出土)も試料として呈供されたが大きさがあ

まりに小さく測定することができなかった。測定法は石英粗粒子法で，

石器や土器の中から，粉砕，飾い分け，酸処理，電磁分離などの試料調

整を行って直径0.1ミリメートル程度の石英粒子を取り出して試料とし

て，試料がこれまで受けてきた蓄積線量を求めた。図には，蓄積線量を

求めるための熱発光曲線の例が示しである。この図において， Nは石英

粒子をそのまま加熱したときに見られる熱発光曲線であり， N+2，000は

石英粒子にコバルト 60の人工照射を2，000ラドしたときの熱発光曲線で

あり， N +4，000は4，000ラド照射したときの熱発光曲線である。蓄積線

量はN曲線の発光強度をN+2，000，N+4，000の発光強度で較正するこ

発
光
強
度

25 

N+4000 

5 

300 400 

20 

15 

10 

。
200 

Fig.196熱発光曲線
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t
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Tab. 36鷹野遺跡並に西給久道遺跡の熱ルミネッセンス年代

試 料
蓄積線量

年(ラ間ド線/年量) T LB年.P代.) (ラド) (年

!鴬 野 15号炉穴 No.30石器 3210 0.390 8.230 

11 7号炉穴 NO.l石器 3220 0.433 7.440 

7号炉穴 NO.7石器 不焼

11 m層出土無文土器 1690 0.242 6.980 

11 W層出土無文土器 1620 0.247 6.560 

西輪久道石組炉跡E-1 1780 0.254 7.010 

とによって求めた。

年間線量の評価には CaSo4 ; Tmの結晶粒子を使って熱ルミネッセ

ンス線量測定法によって測定した。年間線量の中周囲の土からくるガン

マ線量は上記の熱ルミネツセンス線量計を遺跡に約 4ヶ月間埋め込んで

放置した後，取り出して測定した。また，石器や土器中のベータ線量は

石器や土器の粉末を円板状に整形したものの聞に熱ルミネッセンス線量

計を拡げて約 6週間放置した後測定した。

今回測定した石器 4個，土器 2個の熱Jレミネッセンス年代が表に示さ

れている。熱ルミネッセンス年代は蓄積線量を年間線量でわることに

よって求めである。この中， 7号炉穴，NO.7の石器はその熱発光曲線か

ら，加熱されていないことが判明した。
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1.はじめに

2. 同定方法

3. 同定理由

3 .鷹野遺跡より出土した炭化物の樹種について

(財)元興寺文化財研究所松田隆嗣

鷹野遺跡の集石内・炉内等より出土した炭化物は78個をかぞえられた

が，炭化物の多くは極めて脆弱なものが多く樹種の同定が行えた炭化物

は42点である。 同定により明らかとなった樹種としては，クヌギ ・コナ

ラ・カシ・ ーケヤキ・タイミンタチパ、ナで、ある。

一般の出土木材の同定は資料の木口，柾目，板目面の切片を作成し，

これを光学顕微鏡により内部形態的特微観察すること により樹種同定を

行っている。しかし，炭化物は出土木材のように切片を作成することが

できない。このため，炭化物の樹種同定には資料の木口・柾目・板目面

を走査電子顕微鏡を用いて直接に観察することにより行っている。観察

を行う面は土や砂による汚染がなく，組織の崩壊が少ないできるだけ新

鮮な面を観察するため各資料の木口・柾目・板目面の各面をできるだけ

平担になるように破断し，この面を走査電子顕微鏡により観察し同定を

行った。

同定の結果明らかとなった樹種はすべて広葉樹でありクヌギ・コナラ・

カシ・ケヤキ・タイミンタチバナ・不明 1~3 の 8 種である。

観察の結果明らかとなった内部形態的特徴は次のとおりである。

クヌギ Quercusacutissima Carruth (ブナ科 Fagaceae)

楕円形の大きな道管が年輪界にそって配列する(環孔材)。孔圏外で道

管は急激にその径を減じ放射方向に配列する。道管はすべて孤立管孔よ

りなる。穿孔は単穿孔。放射組織は向性で単列放射組織と広放射組織よ

りなる。

しかし，炭化物によっては資料が小さく大道管の配列状況ゃあるい

は広放射組織が確認できなかった資料もあるが，他の観察結果からクヌ

ギと考えられるものはクヌギ?とした。

コナラ Q. serrata Murray (プナ科 Fagaceae)

ハ川，
u

ヮ，q
J
 



楕円形の大きな道管が年輪界にそって配列する。孔圏外で道管は急激

にその径を減じ，火炎状に配列する。孔圏外の道管の径はクヌギに比較

しその径は極めて小さい。穿孔は単穿孔。放射組織は向性で単列放射組

織と広放射組織よりなる。

カシ Q (cyclobalanopsis) spp (プナ科 Fagaceae) 

楕円形の大きな道管が放射方向に配列する(放射孔材)。道管はすべて

孤立管孔よりなる。穿孔は単穿孔。放射組織は同性で単列放射組織と広

放射組織よりなる。

ケヤキ Zelkova serrata Makino (ニレ科 Ulmaceae) 

楕円形の大きな道管が年輪界にそって 1列に配列する。孔圏外で道管

はその径を減じるとともに多数が不規則に集合・し，斜線状に配列する。

穿孔は単穿孔。放射組織は異性で， 1 ~7 細胞幅。紡錘型放射組織の上

下両端は大型である。

タイミンタチバナ Myrsine seguinii L~VE 1 LL~ (ヤブコウジ科 Myrsinaceae ) 

道管はほぼ均等に分布する(散孔材)。道管の多くは 2~5 個が放射方

向に複合するとともに道管径は春材から夏材への移行により若干減少す

る。放射組織はほとんどが直立細胞よりなるが，一部に平伏細胞も存在

し異性である。細胞幅は 1~5 列であるが炭化時の収縮により判断しが

たい。

不明 l

楕円形の大きな道管が年輪界にそって 1列に配列する。孔圏外で道管

は急激にその径を減じるが，炭化時の組織の変形により道管の正確な配

列状況は判断しがたい。また，年輪幅も比較的狭い。穿孔は単穿孔。放

射組織の状況は組織の変形が著しく観察できなかった。

不明 2

炭化時に変形をかなり受けているため，組織の状況を正確に判断する

ことは不可能であるが，その特徴は円形~楕円形の大きな道管が年輪界

にそって配列する。大きな道管は所々で跡切れるようであり環孔材か放
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射孔材かが明らかではない。孔圏外で道管はその径を急激に減じるが，

その配列状態は判断しがたい。穿孔は単穿孔。放射組織は異性がかるが

正確に観察しがたい。細胞幅は単列あるいは一部において集合する。

不明 3

やや角ばった楕円形の小さな道管がほぼ均等に配列する(散孔材)。道

管の径は春材から夏材への移行により若干減少する。放射組織は異性で

1 ~ 2細胞幅。穿孔は単穿孔か階段穿孔か判断できなかった。全体的な

Tab. 37 鷹野遺跡出土炭化物樹主主鑑定結果一覧表

)Io.山土ftll点 樹 種 j，~. 出土地点 樹 種

1 ① コナフあるいはシイ ノ寺 21ー③ タイミン タチノぐナ

② クヌギ ④ コナ7

2 クヌギ ⑤ タイミ ンタチバナ

3 22ー① コナフ

4 クヌギ? ② コナフ?

5 クヌギ ③ コナフ

6 ④ コナフ

7-① クヌギ ⑤ コナフ

② クヌギ? ⑥ コナフ

8 クヌギ? ⑦ コナフ

9 クヌギ ③ コナフ

10ー① クヌギ ⑨ コナフ

② クヌギ ⑬ コナフ

③ クヌギ 。 コナフ

11 クヌギ ⑫ コナ 7

12 クヌギ ⑬ コナァ

13 ① カシ? ⑬ コナ 7

② カシ ⑬ コナフ

③ 不明 (広葉樹)資料小きく固定不可能 ⑬ コナフ

14 クヌギ ⑫ コナフ

15 ① クヌギ 23ー① 不明 l

② クヌギ ② 不明 2

16 クヌギ ③ ケヤキ

17 24 ① 不明 3

18 ② 不明 3

19 クヌギ ③ タイミンタチノ〈ナヲ

20-① クヌギ ④ タイミンタチノ〈ナヲ

② クヌギ 25 コナフ

③ クヌギ 26 クヌ ギ

④ クヌギ 27 ノ、ンノ キ

⑤ クヌギ 28 シイ ノキ

21 ① タイミンタチバナ 29 コナフ

② タイミンタチバナ 30 コナフ
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感じとしてシキミあるいはユズリハに似ている。

4. 結果 鷹野遺跡より 出土した炭化物の炭素14年代の測定結果から，炭化物の

多く(9点中 7点)はおおよそ9000年前の年代を示すことが明らかとなっ

ている。

この9000年前という時代は，現在に比較してやや乾冷な気候であった

ことが花粉分析の結果などにより明らかとなっている。この時代には西

日本の低地や丘稜にはコナラを主とする落葉広葉樹が優位を占め，その

中にカシなどの常緑樹がわずかに生育していたとされている。

鷹野遺跡から出土した炭化物は，本来，燃料として利用された樹木の

炭化した部分が腐朽せずに残ったものである。燃料としての樹木の利用

を考える時，手近にあった樹木を無作為に用いたとすれば鷹野遺跡にお

ける当時の樹木の生育状況を知る手がかりを与えているとも考えられる。

ただ，これらの炭化物から正確に量的な判断を下すことはかなりむつか

しいが，クヌギ，コナラといった落葉広葉樹が高い出現率を示し，次に

タイミンタチバナ，カシといった常緑広葉樹が見られることから，クヌ

ギ ・コナラといった落葉広葉樹が優位を占めていた可能性が示唆される。
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鷹 野遺跡 PL.II 

2 

3 4 

l クヌギ(賊野No.22 Z-31 
17号集石内)

2. コナラ(鷹里子No.l6
3号集石内)

3. シイノキ(鷹野No.100-10 
2号集石内No.1) 

4. サクラ(鷹!Ilf'No.9 0 -10 
2号集石内No.9) 

5. ハンノキ(!!11:!Ili'No.27) 
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4 .鷹野遺跡より出土した炭化物の種子について

大阪市立大学粉川昭 平

縄文早期の鷹野遺跡の植物遺物は、すべて木炭化している。同定はむ

つかしい。予察的結果は次のようである。更に精査する必要がある。

No.1 (N-16) 3号集石一一ユ リ科の球根 1個， ミズキ?の破片 1個。

No.2 (X -35) 19号集石一一シロノfイ?の破片 2個，他の l個不明。

No.3 (ニー34)22号集石一一不明のター/レ状炭化物 3個。

No. 4 ( 0 -12) 1号炉穴 カラスザンシ ョウ1個，他は不明。

No.5 (0 -12) 2号炉穴一一材片と樹皮片数個。

No.6 (0-12) 3号炉穴一一ミズキ?6個，サンシ ョウ属の小片 1個。

No.7 (0 -15・16) 5号炉穴一一一クマ，ミズキ?とカ ラスザンショウ

の小片数個。

No. 8 (N-13) 6号炉穴一一ユリ科の球根?の破片小量。

No.9 (P -18) 7号炉穴 カラスザンシ ョウ?の破片 3個，他の1

個不明。

No.lO (W-35) 11号炉穴一一樹皮 ?1個。

No.11 (W-35) 12号炉穴 タール状炭化物 5個，不明。

No12 (J - 7) 15号炉穴一一ユ リ科の球根，材片。

No.13 (Y-33) 18号炉穴 ミズキ ?，ヤマボウ シ?， カラスザンシ

ョウ。

No.l4 (W-35) 19号炉穴一一ーカラスザンシ ョウ?の破片多数。

No.l5 (W-35) 20号炉穴 ユリ 科の球根 2個。

No.l6 (Z -33) 22号炉穴一一シロノ{4'2片，カラスザンショウ破片数

個。

No.l7 (W-35) 23号炉穴 ユリ科の球根?その他不明。

No.l8 (Y-33) 25号炉穴一一 ミズキ ?の小片 1個，その他不明。

No.l9 (Z -33) 26号炉穴一一多量のユリ科の球根。

No.20 (W-36) 27号炉穴一一タデ属 ?1個，樹皮片 2個。

No.21 (Y-32) 28号炉穴一一歪形で l室の不明 l個。

No.22 (J -13・14)工房社ーーイ傑線のある小種子 3片，他の炭化物片
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も不明。

No.23 (G-10) クスノキ?の破片 1個。

No.24 (H-10)一一不明の種子 5個。

No.25 (H-10・11)←一 樹皮片 5個。

No.26 (L -10) II層 不明の種子 1個。

No.27 (M-14)一一イネ科?の地下茎 2個。

No.28 (N -16) ユリ科の球根?1個，樹皮片数個。

No.29 (T-13・14)土壌内 不明 2個。

No.30 (N-16) 4号集石一一材片数個。

No.31 (L -11) 5号集石一一材片 4個。

No.32 (Y-31) 10号炉穴一一ーユリ科の球根?の破片 1個，材片。

No.33 (F-11・12)方形土墳内 カシ属?の子葉片 l個。

No.34 (Q • R -12)一一ユリ科の球根?少量と多くのター/レ状塊。

以上をみると、ユリ科の球根らしいものに注目される。

かなりの出土例があるが，正確な同定はむつかしい。

他は，サンショウの類やミズキ?シロパイ?など，小さな媛果(ペリー)

がかなり多い。こ粍らの小鳥の好む小さな果実である。ドングリらしい

ものは，No.33しか見当らない。
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5. C14年代測定結果報告書

年代は14Cの半減期5730年(カッコ内は Libbyの値5568年)にもとづい

て計算され，西暦1950年よりさかのぼる年数(years B. P. )として示さ

れています。付記された年代誤差は，放射線計数の統計誤差と，計数管

のガス封入圧力および温度の読取の誤差から計算されたもので、， 14C年代

がこの範囲に含まれる確率は約70%です。この範囲を 2倍に拡げますと

確率は約95%となります。なお14C年代は必らずしも真の時代とひとし く

ない事に御注意下さい。

当該団地造成に伴う発堀調査で検出した遺構および堆積土中の炭化物

のC14年代測定を実施した。

その結果， 2号集石遺構の測定結果が他に比べて，年代差がありすぎ

るような結果を得ている。ここでは資料として提示し，熱ルミネッセン

ス法の測定年代結果と合わせ，今後の問題点として検討したい。

Tab.38 CI4年代ililJ定結果報告書

試料コード f;j， よ長 地区
アイソ卜ープ

C-14 年代 測定依頼回
協会コ ー ド

鷹聖1" No. 1 2号 集 石 0-10 N -3695 6210:t 100YB.P.( 6 .030+ 95YB.P.) S 54 .11.22 

11 No. 2 l号炉穴 0-12 N -3696 9680土170 11 (9.400:]: 16511) " 
+2.420 +2.400 

11 No. 3 川層 P-12 N -3697 36200 11 (35.200 11 
-1.880 -1.820 

11 NO.4 3号築石 N -16 N-4578 9390土115 11 (9.120士11011) S 57. G .25 

11 NO.5 17号 集 石 Z← 31 N-4579 9560土115 11 (9.280土11011) 11 

11 NO.6 20号 集 石 W-35 N-4580 9510土95 11 (9.230:]:90 11) 11 

11 NO.7 22号 m石 ニ-34 N-4581 7130:]:115 11 (6.920士11011) " 
11 No. 8 15号 炉 穴 J -7.8 N-4582 8970土90 11 (8.710土90 11) 11 

11 NO.9 17号 炉 穴 ホ-35 N-4583 9520土105 11 (9250士10011) 11 

11 NoJO 29号 炉 穴 Y -29 N-4584 9700+115 11 (9.420士11011) H 

11 No.I2 ドーナツ R-12 N-4586 >37.800 11 11 

西輪久道 No.1 H層 H -14 N-3469 5060:]: 105 YB.P.( 4. 9 10:]:1 OOY且p) S 52.11.15 

" NO.2 ピ y ト N-15 N-3470 2260:]:75 11 (2.200:]:7011) 11 

11 NO.3 III層 (No1 ) K -13 N-3471 7470:]:105 11 (7.260:]:10011) 11 

11 No.4 炉穴 (No:2 ) K-13 N-3472 7740土105 11 (7.520土10011) 11 

11 NO.5 最下!音JllUL木 0-19 N-3698 >37.800 11 S 54 .11. 22 

平 NO.I 不明遺術 0-10 N-4587 905土75 ¥'日ド (880土70YB.P.) S 57. 6 .25 
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玄 遺構の保存処理

1 . 遺構の写真測量及び遺構の切取り

¥ . 、

遺構と B地点の20号集石遺構， 11号炉穴遺構を切取り科学的処理を施こ

また，集石・炉穴遺構の用途を想定し，実験を行った。

鷹野遺跡、A地点の 1号竪穴状遺構の地上写真測量とA地点、の 2号集石

、

f 

4
2

/
 

¥ 
¥ 

に、

¥ ふ \，，~~l( i， . ，.1 l 一¥一一一¥J

Fig.197 1号竪穴状遺構写真測量成果資料(1/40)
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...._. ...-'~ ....唖』

l 切り取りのための遺構の周囲を掘り込む。

2科学的処寝前の段階。

ヨ圃圃r: ~4 " _. ..~ モ令 ぶ;、 #..1.:，‘ 

了ぷ;，::fk ，.._，~通b・ .._ ---~. 
3 !堂情表面より裏面に残す土の厚さを一定に

するためにツマヨウジを打ち込む。

望通~. a審議九
4 }立構表面の保護のため不織布を密着させ、

材を入れ、ウレタン尉脂を吹き付ける。

勝野遺 跡 PL.III 

5 上而、 IWJ而をウ レタン 樹脂で被った状況。

7 穴にウレタン樹脂を充填して補強する。

8 遺構 を反転し、裏面を上に向け る。

遺構の切り取り作業①
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鷹野遺跡 PL.IV 

/ 

9 ウレタン樹脂や遺精裏面についた余分な土

を取り除き、遺構而に沿って薄〈土を残す。
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14エポキシ樹脂と土を混せーたものをウレタン

面に塗りヒビなどを補修し仕上げる。

15遺橋市の入念な清掃を行なう 。

16保存処埋の完了した遺構。

遺構の切り取り作業②
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鷹野遺跡 PL. V 

21 

~:Fy. 

F ‘"\，.3~ 

〆
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(-、 .... .;. 

17 20号集石遺構の検出状況。

y、
18 2号集石の科学的処理後(上面)。

エー 二仁--:::-'，プ:べ3 言明
l τ .-:-;~:~ 

・9

22 20号集石遺構の科学的処理後。

2号集石の科学的処理後(横面)。23 
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11号炉穴遺構の科学的処理後。

ーし
1号竪穴状遺構の空中写真測量状況。

遺構の切り取り作業③ ・空中写真測量
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鷹野遺跡 PL.VI 
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5 約3ωO~4ω0分後， 上に乗せたE様襲石を取り除く。

6 蒸し上った状況。

7 試食をしているところ。

実験考古学

鷹野遺跡の発掘調査中に数回に渡り ，集石・炉穴遺構

を復原し，ジャガイモをi使用して実験を行った。

集石 ・炉穴で礁石を熱し，ジャガイモを入れ，傑石を

乗せて約30~40分で石蒸しができた。

実験途中で，雨が降ったが，少々の雨なら関係ないよ

うだ。

また，目的物は植物の主主でくるまないとこがれてしま

フ。

実験考古学
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